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　その化ばけ物ものは、子供の姿をしていた。

　人間の基準から見れば、絶ぜつ美びとも言うべき容よう姿しをしているその化物は、心はとても醜みにくく、それでいて純粋だった。

　外見だけではない。

　確かにその化物は、子供だったのだ。




　しかし……いや、それだからこそ──

　化物は、始し末まつに負えなかった。




　人間の子供が蟻ありの行列を踏み潰つぶすように

　特にその行為に意味を考える事もなく

　蹂じゆう躙りんした

　蹂じゆう躙りんした

　純粋な「力」に酔いしれながら。

　自分が特別な存在なのだという事実に

　子供ながらに酔いしれ続けた。




　その酔いが醒さめた時──

　世界の全てが裏返る事も知らずに。
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「何をしている？　偉大なる指導者カルジミール・アレクサンドロフ」

　閑かん散さんとした大会議室に、凛りんとした声が響ひびき渡る。

「目は覚めているか？　このまま灰かい燼じんと帰きす予定ならば、断だん末まつ魔まぐらいは聞いてやろうと思ったのだが」

　木の壁に直接掘られた装飾が煌きらめく中、一人の女が部屋中に響ひびく声を放っていた。

　彼女は軍の上級士し官かんのような服装を纏まとっており、ショートヘアの髪型や威い圧あつ的な口く調ちようと相まって、見る者に対して男装の麗れい人じんといった雰ふん囲い気きを押しつけている。年ねん齢れいはまだ二は十た歳ち前といった所で、幼さの残る顔と服装のギャップが際だたしい。

　そんな彼女に声をかけられたのは、この室内に存在するたった二人の内の片割れだ。しかし──その姿は、『人』と数えるには些いささか難しい状態と成り果てていた。

「ぐ……ぐむむ……見てないで助けてくれ……ラティーシャ」

　苦しそうな声の主は、壁に血で描かれた巨大な十字架かに打ち付けられている──身体からだ中に数十本もの木の破片を打ち付けられた、人型の針はり刺さしだった。

　通常ならば絶命は免まぬがれない状況だが、カルジミールと呼ばれた針刺しは人間ではない。吸きゆう血けつ鬼きとしての生命力が、なおもこの世に魂たましいをしがみつかせている状態だ。

　かろうじて木の杭くいが刺さっていない顔面が、ボロボロの肺を限界まで活動させて言葉を紡つむぐ。

「ちょっとした事故でな……うう、この状態では霧む化かもできん」

「ふむ……つい今しがた、通路で『漆しつ黒こくの墓はか守もり』と会ったが……これは奴やつの仕し業わざか」

「そうだ……くそ、あの野や蛮ばん人じんが……！　しかしお前が来てくれて助かった。とりあえず心しん臓ぞう付近に刺さっている木を抜いてくれるだけでいい……がはッ……」

　懇こん願がんするカルジミールに対し、ラティーシャと呼ばれた女は、外見の優美さにそぐわない冷徹な口く調ちようで言葉を返す。

「拒否する」

「な、何な故ぜだ!?」

　目を見開いて抗議するカルジミールに、ラティーシャは冷れい酷こくな笑みを浮かべてみせた。

「見ていて面白いからだ」

「ふざけるな！」

「ふざけてなどいない。昔から、人の不幸は蜜みつの味と言うであろう？」

「……」

　怒ど鳴なっても無む駄だだと判断し、カルジミールは今度は窘たしなめるような声で問いかける。

「軍人を気取るなら、もうちょい合理的な物の考え方をしたらどうだ？」

　蔑さげすみの目を向けてくるカルジミールに、軍服少女は力強い声で言葉を返す。

「ふん……愚おろかな。私が軍人たらんとしてこんな格かつ好こうと口調をしているとでも？」

「違うのか？」

「これは趣味だ」

「いや、まあ……いいけどな」

　相手のペースに乗せられまいと、カルジミールは特にツッコミを入れずに会話を続ける。酔すい狂きような性格の者が多い『幹部』同士のやりとりは、相手のペースに乗っては交渉が不利になるだけだ。

　──その事は──ゲルハルトを相手にしていて学習した事だがな。

　彼は忌いま々いましい盟めい友ゆうの顔を思い浮かべるも、冷静さを保ちながら次なる言葉を繰り出した。

「……貴き様さまが主あるじへの恩おんを忘れてまで蜜を啜すする甘あま党とうだとは知らなかったが」

　非難めいたカルジミールの言葉に対し、ラティーシャは溜ため息いきをつきながら首を振る。

「それを言われると、なんだ……辛つらいのだが」

「なんでそこで照れたようなはにかみ笑いを浮かべる!?　そんな暇ひまがあったらとっとと助けろ！　……いや本気で頼みます。お願いします」

　命令と懇こん願がんが入り交じった叫びに、女は軍服の上に乗った首をコキリと鳴らし、笑いかけた表情を鉄てつ仮か面めんのように戻しながら呟つぶやいた。

「ならば……話すがいい。聞いてやろう」

「……何をだ？」

「……今回の件で、貴き様さまとジグムントが企たくらんでいる事について、だ」

「それは……。いや待て、おかしいぞ『幻げん橙とう機き』ラティーシャ・Ｇギータルリン・アズタンドゥーヤ！　何な故ぜ貴様が我々が何か企んでいる事に気付いている？　会議にも出なかった癖くせに！」

　自分と同じ、『組織』の上級幹部に対し、カルジミールは驚きよう愕がくの声で問いかける。

「……なるほど、読めたぞ。貴様さては盗とう聴ちようをしていたな？　時間に間に合わぬという理由で欠席しておきながら、その実は会議の様よう子すを観察していたわけだ！　私が一人で転がっていたのも、イシバシとブリジストンにボコボコにされていたのも、ギャルドに殺されかけていたのも。私が一人きりの時にこっそりとかっこいいセリフの練習をしていたのも、この会議室に迷い込んだ猫に『迷子まいごになったんでちゅかぁ？』とか赤あか子ご言葉で話しかけていたのも、全てお見通しだったというわけだ！　おのれ……何が望みだ！　この私を殺して『組織』のトップに立つか？　ふふん、だが、貴様に私を殺す権利など存在しない。実行した所で誰もその行為を認める者はおるまい！　恥はじを知れ！」

　開き直ったカルジミールは、先刻までの懇願の声の代わりに、威い厳げんに満ちた怒りの声で会議室全体を震わせる。それほど大きい声ではなかったが、ただの人間が聞けばそれだけで恐怖に動けなくなるような重みを含んでいた。

　だが、ラティーシャは、そんな彼を哀あわれみの籠こもった瞳で見上げ──

「……いや……だから。ギャルドに会ったと言っただろう……今」

「……え？」

「世せ間けん話ばなし程度に、お前とジグムントがろくでもない事をしていると聞いただけだが……」

「…………」

　一瞬前とはうって変わって、今度はどうしようもない静せい寂じやくが会議室を支配する。

　カルジミールはしばし石せき像ぞうのように固まっていたが──やがて、先刻よりも重々しい声を、己おのれの底から絞しぼり出した。

「殺せ。貴様にはその権利がある」

「嫌な権利だな」

　妙みように覚かく悟ごを決めた目になったカルジミールを前に、ラティーシャは初めて表情に強い感情を貼はり付ける。それは、現在の状況を心しん底そこ嫌がる苦にが笑わらいだったのだが。

「猫が好きだったとは、初はつ耳みみだ」

「殺せー！　俺は今いま恥を知ったぁーッ！」

　磔はりつけにされたカルジミールが、駄だ々だをこねる子供のように首をブンブンと左右に振る。気のせいか、その目には涙がにじんでいるようにも見える。

「やれやれ、お前のような頓とん痴ち気きで左巻きな凡ぼん愚ぐの企たくらみで、一つの島が破は滅めつしようとしているわけだ。まったく救われない話だな」

「……なんだ、結局知っているのか？」

「いいや？　だが……『ジグムントを動かす』というのは、そういう事だろう？」

　先刻の苦く笑しようを皮かわ切きりに、鉄てつ面めん皮ぴだった表情が徐々に笑顔へと歪ゆがんでいく。『歪む』という表現がしっくり来る、なんとも言えない悪意に満ちた笑顔へと。

「一体どれだけ面白い事が起こっているのか、話してみろ、偉大なる指導者カルジミール」

　有う無むを言わさぬ口く調ちように、カルジミールはジタバタしていた身体からだの動きをピタリと止めて──今し方受けた恥はじを綺き麗れいに忘れたかのように、冷静な表情でラティーシャへと笑い返す。

「ふん……貴き様さまには話しても良かろう……我々の崇すう高こうにして高こう徳とくにして偉大なる計画を！」

　完全に自分を取り戻した『組織』の指導者に対し、

「ああ、その前に一つだけ聞いておこう。偉大なる指導者カルジミール」

「なんだ……」

「……お前が練習してたという、かっこいいセリフの詳しよう細さいを」

「殺せぇ──────ッ!!」







　数十分後。

　ようやく落ち着きを取り戻したカルジミールは、磔はりつけにされたままで言葉を紡つむぎ出す。

「……メルヒルムが、西瓜すいかを媒ばい体たいとして一つの研究を行ったのを覚えているか？」

「ああ……吸きゆう血けつ鬼きの能力を融ゆう合ごうさせるとかいう」

「そうだ。元々は吸血鬼同どう士しの特殊な交配によって、遺い伝でん的に能力の統合化を図る研究だったが……肝かん心じんの『完成品』である『レリック』はゲルハルトに奪われてしまった」

　実際にはゲルハルトが奪ったわけではないのだが、カルジミールの中ではそれが事実だと脳内捏ねつ造ぞうされてしまっているようだった。

「そこでメルヒルムは……視点を変えたのだ。遺伝ではなく、『魂たましいの転てん写しや』によって、能力を統合化することはできないかとな」

「……その実験は初はつ耳みみだ」

「そうだろうな。私も、再生したメルヒルムに聞くまで知らなかったからな……」

　組織の幹部であるメルヒルム・ヘルツォークは、『完全なる吸血鬼』の製造に長い年月を費やしてきた。

　映画や小説に見られるような、もっとも吸血鬼らしい吸血鬼。

　夜の王。

　怪物。

　神。

　そんな名称で語られるような吸きゆう血けつ鬼きを。全ての吸血鬼の能力を使いこなし、数多あまたの弱点全て克こく服ふくした、吸血鬼の頂点に立つべき存在を。

　だが──最初の実験結果は、それが生まれる前……最後の触しよく媒ばいとなる筈はずだった吸血鬼の男女が、『組織』の手を逃れてグローワース島に逃げ込んだのだ。

　奪い返すにはリスクが大きいと判断したメルヒルムは、そちらの隙すきを窺うかがいつつも──自らは、新たなる実験に着手した。

「最初は、意図的に生み出した吸血鬼に他者の魂たましいを転てん写しやするというものだったが……当時は『食鬼人イーター』を媒ばい介かいするという技術が知られていなかった為ために、どうしても『能力』を転写するという作業ができなかった。モルモットにされた吸血鬼は哀あわれだったな。色々な実験をされて身体からだや精神を弄いじくられたあげく、結局実験は成功しなかったのだからな……」

「だろうな。成功しているのなら、とっくに我々の耳に入っている筈だ。……それで？」

　怜れい悧りな自信に満ちた声をあげると共に、ラティーシャは話の続きを促うながした。

「……ああ、そこでメルヒルムは……『植物型』の吸血鬼に着目した。自然発生の物ではなく、他の吸血鬼の血を浴びる事によって後天的に変へん異いするタイプの植物にな……。血によって変異したばかりの植物に、新たな血を混ぜる事によって魂を転写。それによって能力の発動を促したのだ」

「だが、それも成功しなかったのだろう？」

「それどころか、大失敗に終わった。実験に使った植物は、吸血鬼として人間に近い知性は身につけたものの……他人に嚙かみ付いて支配する事すらできない愚ぐ物ぶつが生まれただけだった」

　溜ため息いき混じりの失しつ笑しようを漏らすカルジミールに、ラティーシャは再び能のう面めんのような表情を向ける。彼女はとっくに理解しているのだ。カルジミールが、その『愚物』にこそ興味を示している事に。そして、なおも肝かん心じんな話を出し惜しみしているという事に。

　そんな彼女の不満を感じ取ったのか、カルジミールは言い訳するように口を開いた。

「焦るな……順を追って話しているだけだ。確かにその存在は一いつ見けん愚物だった。能力らしい能力は念ねん力りきと変身に見せかけた幻覚……それだけだと思っていたのだが──メルヒルムはある『食鬼人イーター』に喰われかける前……一つの事実に気付いていたのだ。その失敗作が、成功作品をも超える可能性を秘めている事に！」

「どういう事だ？」

　手近な椅い子すに腰をかけるラティーシャ。どうやら、カルジミールの長なが話ばなしをじっくりと聞く事にしたようだ。まだ若いその表情に、数百年の時を生きた証あかしである眼光を赫かがやかせながら。

「長き時を生きる吸血鬼である貴き様さまに尋たずねるが……『橙オレンジ』のラティーシャ・Ｇ・アズタンドゥーヤよ……。仮に、一人の吸血鬼がアメリカ大だい統とう領りようかマフィアの大ボスになったとしよう」

「……まあ、そういう事もあるかもしれんな」

「そしてもう一人……壁抜けができて、消えようと思えば誰の目にも見えず、誰も触れる事すらできないが、そいつからは一方的に攻撃する事ができる……さらに、何の弱点も持たずに日光の下で海水浴をしながら十字架かに口づけできる……。ただし、吸きゆう血けつ鬼きとしても人としても、なんら権力は持ちえない。そんな吸血鬼がいるとしよう」

　回りくどい言い方だが、妙みように具体的な言い方をするカルジミール。彼の言葉が単なる遠回しな例え話ではない事に気付き、ラティーシャは無言のまま彼の話に耳を傾ける。

「さて……ラティーシャ。貴き様さまは、どちらの吸血鬼に憧れる？」

　唐とう突とつな問いかけに、軍服の少女はしばし思し考こうを巡らせる。

　いくつかの状況を想そう定ていしていたようだが、やがて首をかしげながら答えを口にした。

「前者には世界を動かす力があるが……後者の『自由』という魅み力りよくも捨てがたいな。だが……そのような吸血鬼は存在しない。件くだんのレリックですら、弱点の克こく服ふくには至っていないと聞くが」

「その通り。寧むしろ、前者の例がレリック・フォン・バルシュタインだと思ってくれたまえ。絶大な権力と力を行使できる、力の象しよう徴ちよう的な存在だ。最強の吸血鬼と言ってもいいだろう。それに対し……後者の吸血鬼は『無敵』だ」

「最強ＶＳ無敵……Ｂ級映画のキャッチコピーは十分だ。結論を言え。その『無敵』の存在がいるというのか？」

「いる」

　静かだが、きっぱりと断言する力強い言葉だった。

　その一言だけで、ラティーシャは一瞬身体からだを強ばらせてしまう……それほどの迫力が、その返答には含まれていたのだ。

　ラティーシャは場の空気に操あやつられるかのように、話の流れから想像した事をそのまま声に乗せて紡つむぎ出す。

「それが……例の『植物型』だと言うのか？」

　ＹＥＳ・ＮＯの答えと引き替えに──

　カルジミールは、一つの名前を口にした。

「ヴァルドレッド……ヴァルドレッド・アイヴォンホー……。それが、私の求める『結果』の鍵かぎを握る……愛いとしい愛しい西瓜すいか玉だまの名前だよ」





†






グローワース島　バルシュタイン城




「ヴァルさん……今日は……その……本当に、ありがとうございます」

「お礼なら、お祭りが終わった後でいいよ。それに……僕も、色々と聞きたい事があったから」

　遠い異国の地で自分が話題になっている事など露つゆ知しらず、ヴァルドレッド・アイヴォンホーは城の外へと踏み出した。

　寄り添うように付き従う、一人の眼鏡めがね少女の手を握りながら。

「聞きたい事……ですか？」

「まあ、それは後でいいよ。それより今は、お祭りを楽しもう？」

「は、はい！」

　少し戸と惑まどいながら、はにかんだ笑いを浮かべる少女──セリム・ヴァージェスに対し、ヴァルも照れたような笑顔を返して見せる。

　見ている者をほのぼのとした気持ちにさせる二人の笑顔だったが、彼らの周囲に、それを見ている者は誰だれ一人として存在しなかった。

　城の周囲が無人だったわけではない。寧むしろ通常では考えられない程ほどの人混みに満ちている。

　島が誇る芸術家にちなんだ『カルナル祭』の開幕を数十分後に控え、城の中庭で行われるオープニングセレモニーに参加する為ために、島中から、独逸ドイツ中から、世界中から多くの人々が詰めかけているのだ。ここはまだ城の裏側なので肩をぶつけずに歩く余よ裕ゆうがあるが、城の表おもて側ではＦ１グランプリの観客席のような状況になっている。

　通り過ぎる誰もが、ライトアップされた城の外観や見事なガーデニングに目を奪われており、ヴァル達の姿に注目している者は誰もいない。

　二人の会話ですら喧けん噪そうに搔かき消されそうで、互いに普段より大きめの声をだして会話しているような状況だ。

　まるで人混みと喧噪は一つの背景のようであり──だからこそ、セリムは気が付く事が遅れてしまった。

　それが、『人』の群れだという事に。

「あ……」

「どうしたの？」

「わ、わわわわわわ、あの、えっと……えっと……」

　自分の周りを取り囲む状況に気付き、セリムは顔を青くしてヴァルの腕にしがみつく。

　少年の人格であるヴァルは、突然の美少女の行為に顔を真っ赤に染め上げる。女性の姿や、あるいはもっと落ち着いた感じの男性に変身すればそうした情じよう動どうの振しん幅ぷくは小さくなるのだが──誰も自分達に注目していないとはいえ、こんな場所で変身すれば騒ぎを起こすきっかけになりかねない。

　真っ赤な顔をしてセリムの顔を見つめるヴァルに対し、『吸きゆう血けつ花か』の少女は顔を真っ青にしながらカタカタと震えている。

「す、すみません……こんなに沢たく山さんの『人間』に囲まれるのは、その……すごくすごく久しぶりで……」

「あ、ああ。そうだね。ごめんごめん。こっちこそ急に連れ出しちゃったみたいで……」

　相手の事情を察して、自分も即そく座ざに謝り返すヴァルだったが、その心に何かが引っかかるのを感じていた。

　──ん？

　そして、僅わずかな間をおいて、その違い和わ感かんの正体に気付く。

　──『久しぶり』？

　ずっと地下で暮らしていた彼女が、かつて大おお勢ぜいの人間に囲まれた事が？

　ヴァルがその疑問を口にしようとしたその瞬間──

「きゃッ！」

[image: ]

　少年の肩に軽い衝しよう撃げきが走り、横から少女の悲鳴が聞こえてきた。

　セリムとは違う声だという事に気付き、ヴァルは慌あわててそちらの方に向き直る。

「あ、すみませんです……」

　声のした方には質素な服を着た少女が立っており、ヴァルにペコリと頭を下げた。

　少女が自分にぶつかったのだと理解すると同時に、彼は自分達が今、往おう来らいのジャマになっている事に気付く。二人が横に並んでいるので、相手が少しよそ見などをしていれば、ぶつかるのも無む理りはないだろう。

「あ、こっちこそ御ご免めんね、道の真ん中で止まっちゃってて」

　英語で紡つむがれた謝罪の言葉に対して、ヴァルは己おのれの知識の中から言語を引っ張り出して、流りゆう暢ちような英語で言葉を返す事にした。

　それに併せて、横にいたセリムもペコリと頭を下げる。道の真ん中で止まっていた原因は自分にあるので、必要以上に責任を感じているのだろう。

「わあ……綺き麗れいな花飾りですね！」

　自分に向かって下げられたセリムの頭部を見て、その少女は柔らかい笑顔を見せて声をだす。

「あ……」

　ヴァルはその言葉を聞いて、しまったと思う。セリムの髪の毛は一部が花か弁べんのようになっている。祭りの最中は妙みような仮装をしている人間が多いので、特に目立つ事はなかろうと心配していなかったのだが──いざこうやって声に出されると、不安が急速にふくらんでくるのも確かだった。

　だが、それ以上その少女が何か言ってくる事はなく、「それじゃ」と一言だけ告げて、人混みの中に消えていってしまった。

　僅わずかな間、どうすればいいのか解わからないといった空気が二人の間に流れたが──ヴァルが気を取り直して笑みを浮かべ、セリムの腕を引いてセレモニーが良く見える場所を探しに行こうとしたのだが──

「失礼」

　その背中に、聞き覚えの無い声が投げかけられた。

「少し尋たずねたい事があるのだが……緑の髪の少年よ」

　独逸ドイツ語とは全く違う言語だったが、ヴァルはその声が喋しやべっている言葉が日本語であると即そく座ざに気が付いた。このノイルベルク市は、合がつ併ぺい前のリュクラム市の時代から日本のある街と姉し妹まい都市の関係にあり、日本語は割と多く街の中にとけ込んでいる。

　そもそもヴァルの知り合いには日本出身の吸きゆう血けつ鬼きも何人かおり、自分に転てん写しやされた知識の中には、かなり洗練された日本語も存在する。

「なんですか？」

　だから、答えた。

　それだけの事だったのだ。

　だが──それは、人間から隠かくれるべき存在としては、あまりに不用意な行為だったと言えるかもしれない。

　振り返った先に立っていた男は──周囲に東洋人がいないのを確認すると、口元だけで笑いながら言葉を紡ぎ出した。

「やはり吸血鬼ですか。……もし貴方あなたがゲルハルト殿の身内であるならば、彼の所まで案内して頂きたいのですが」




　その言葉を聞いた瞬間、ヴァルは心しん臓ぞうが握りつぶされるような錯さつ覚かくを覚える。元から心臓など存在しないのだから、それは錯覚には間違い無かったのだが──少年は幻げん覚かくの上でまで冷や汗を搔かきながら、目の前の男に対して言葉を絞しぼり出す。

「なんの……ことですか？」

「いや、隠かくさなくても構いません。私も吸きゆう血けつ鬼きです」

　──何な故ぜ。僕はただ、答えただけなのに……。

　気配を感じる事ができるのは、基本的には食鬼人イーターだけだ。だが、もしもこの男が食鬼人イーターだとするならば、わざわざ自分に声をかける必要が解わからない。人ひと気けが無いところまで行くのを待って、そこで襲おそってしまえば済む話だ。

　自分は食鬼人イーターに喰われる可能性は少ないだろう。だが──横にいるセリムはどうか。彼女が喧けん嘩かが強いという事は知っている。だが──食鬼人イーター相手にはどこまで通用するか解らない。

　今はただ、祈るような気持ちで相手の事を見つめるしかなかった。

　祈る事は二つ。

　一つは、相手が本当に吸血鬼であるということ。

　もう一つは──彼が、敵ではないということだ。

　ヴァルの警けい戒かいを察したのか、男は困ったように言葉を紡つむぎ出す。

「参ったな。私は食鬼人イーターではないのですが……。自己紹介しておきますね」

　明らかな丁てい寧ねい語ごを使っているのは、ヴァルが吸血鬼だと確信しているからだろう。吸血鬼ならば、外見はあまり年ねん齢れい判断の基準にならないからだ。生まれながらの……ある程度の年齢まで成長する吸血鬼だとしても、血族如何いかんによっては年下でも敬意を払う必要が生じる事もある。

「私の名前は石いし橋ばし藍あい児じ」

　だが──相手の身分を聞いて凍り付いたのは、他でも無いヴァルの方だった。

「あー……御ご存ぞん知じかどうかは知りませんが、『組織』では……『藍あい色いろ』で通っています」
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「なるほどなるほど。しからば、その西瓜すいかを手に入れる為ために、ジグムントとメルヒルム、そしてルーディ達を子し爵しやく閣かつ下かの許もとへと送ったわけだ」

「その通りだ」

　淡たん々たんと状況を確認するラティーシャに対し、カルジミールは余よ裕ゆうの笑みで言葉を返す。

「しかし……随ずい分ぶんと無む茶ちやをしたものだな。私は最初、レリックを手に入れる為にそこまでしたと聞いたのだが……」

「誰にだ？」

「イシバシだ。電話を貰もらって、その確認の為ためにここに来た」

　組織の上級幹部であるその東洋人の名前を聞き、カルジミールはあからさまに不ふ機き嫌げんな顔となって舌した打うちをする。

「全く、扱いの難しい奴やつらだ。まあ、今はまんまと騙だまされてレリックを護まもる方向で動いているようだがな。あるいは子し爵しやくと交渉しに行ったのかもしれん。ジグムントが動く前に、レリックを引き渡せ、とな」

「それは無いな。イシバシは義ぎ理り堅い男だ。そうそう簡単にゲルハルトに不利益な事をするとは思えない」

　客観的に語られる事実に、カルジミールはますます苛いら立だたしそうに顔を歪ゆがめてみせる。

「ふん……解げせぬ！　あんな血ち溜だまりのどこにそのような求心力があるのか……」

「独りよがりな逆さか恨うらみにすぎない、醜みにくい嫉しつ妬とをしない所だろうな」

「ぐッ」

「客観的にはあと五十三ヶ所ほど指摘する事ができるが、聞きたいか？」

　怜れい悧りな目で意見を述べ続けるラティーシャ。

　彼女の意識を別の話題に移すべく、組織の中心人物である男は強い語調で言葉を吐き出した。

「ともかくだ！　奴らの気をレリックとゲルハルトに引きつける為に、会議ではレリックを狙う事を強調しておいたのだが……連れん中ちゆう妙みように鋭いからな。言葉だけではまだ不安がある。だからこそ、『囮おとり』としてあの二人を送り込んだのだ……」

「……『フレースヴェルグ』に『ニーズホッグ』か。確かにあの二人は強力だが……。無む論ろん、あの二人をあの島に送る事が、どういう結果になるか解わかっての事だろうな？」

　何かを確認するような、強い意志の籠こめられた言葉。

　見る者を射い殺ころすような視線に晒さらされながらも──カルジミールは怯ひるまなかった。

　寧むしろ、その言葉を待っていたかのように、強い光が彼の双そう眸ぼうを支配する。

「無論だ」

　それは、ただの言葉の筈はずだった。

「私の望む成果を手に入れる為ならば、私以外の誰が何人死のうが苦しもうが泣こうが喚わめこうが血を吐こうが喘あえぎ滅め入いろうが、あるいは私に対して言語に絶する怨うらみを抱こうが幾いく千せん幾いく万まんの殺意を向けようが──知った事ではない。私以外の存在の事情など、私の知った事ではない」

　だが、声は静かにラティーシャの心に浸しん透とうし、内側から激しく心しん臓ぞうを鷲わし摑づかむ。

　物ぶつ騒そうな言葉の意味に気け圧おされたわけではない。ただ、カルジミールの声自体に、深く煮に詰つめられた暗い物が感じられた。

　対するラティーシャも大したもので、それだけのプレッシャーを受けながらも、顔色一つ変えずにさらりと言葉を返してみせる。

「……時々、お前が解わからない。道どう化けのように無ぶ様ざまな姿を見せたかと思えば、悪あく魔まのような暗さも見せる。一対一での戦いならば確実に組織でも上位に入るのに、敵が複数になった途と端たんに最弱になる。かつて人間に駆り立てられた私を助ける為ために、ハンターの一人一人を分断して、一対一の状況を作りながら確実に全員殺しきった貴き様さまがいると思えば、自分に反発するのを畏おそれて会議に『黒』や『鏡かがみ』、『金』『銀』『真珠パール』『クリア』といった面子メンツを呼ばない、情なさけなさ極まりない貴様も存在する」

　どこか嬉うれしそうに語るラティーシャに対し、カルジミールは誤ご魔ま化かすように言葉を紡つむぐ。

「……それが一緒にいてはいけないのか？　俺は、一対一なら人間どもを皆殺しにすることなど造ぞう作さも無いし、一方で『黒』や『鏡』に心底ビビっているのも事実だ……。……だってあいつら我わが儘ままだし、こっちが立てた戦略とか戦術とか無視して笑いながら突っ込んでくるし……」

　最後の方は小声になって、つい今し方見せていた黒さは完全になりを潜ひそめてしまっていた。そんな忙しい性格のカルジミールだったが、不意にまじめな顔になって、話題の軌き道どうを修正し始める。

「ともあれだ。ルーディとテレジアは存ぞん分ぶんに暴れてくれるだろう。バルシュタインの名を聞けば、ルーディは本気で暴れてくれるだろうからな。そして、テレジアはルーディよりは幾いく分ぶん冷静だろうが……」

　そこで一いつ旦たん言葉を句切り、実に陰いん湿しつな笑いを口元に浮かべてから──再び言葉を紡ぎ出した。

「島に、『奴やつ』本人がいると知れば……嫌でも動いてくれるだろうからな」




「テオドシウス・Ｍ・バルシュタインの顔さえ見れば……な」
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「そうか……君はヴォッドの部下だったのか。変身能力を持つ新入りがいたとは聞いていたが」

　お互いの身分を確認しあった現在、藍あい児じは幾分口く調ちようをフランクに変えて話をしている。

　──『藍あい影シヤドウ』の石いし橋ばし藍児。

　組織に身を置いた期間が短かったヴァルにも、その名前には覚えがあった。

　一部の吸きゆう血けつ鬼き達が、人間から身を隠かくす為ための情報互ご助じよ会かいとして作った『組織』。その上級幹部の『虹にじ』の一人であるという男だ。

　今や敵となった組織の人間に、ヴァルが正直に素す性じようを話したのは──藍児が組織の中でも『（手は早いらしいが）穏おん健けん派』として有名だった事と、彼の瞳を目の当たりにしたからだ。

　表面上はニコニコとしているが、その実、どんな噓うそをついても即そく座ざに看かん破ぱされてしまうのではないか……そんな畏おそれを抱かせる鋭さが、彼の黒い双そう眸ぼうに根をはるよう染みついていた。

　下へ手たに噓をついてバレれば、それだけ印いん象しようが悪くなるだろう。それに、ヴォッドはメルヒルムを陥おとしいれた裏切り者で、そのヴォッドを裏切った自分は少なくとも敵ではないのではないだろうか……少年モードのヴァルが、そんな淡い期待をしたという事もある。

　そして、その読みは上う手まく当たってくれた。

「ん？　ヴォッドは一応、まだ組織のメンバーという事になっているが。ええと……誰の管かん轄かつだったかな……」

　ヴァルにとって意い外がいな情報を教えてくれた彼は──決して敵意をヴァルに向けてはいないようだった。

「まあ、とりあえず……子し爵しやく殿にお会いしたい。市長の方は、待ちきれなくなった弟が呼びに行っている。まったく、子爵殿に会いたがっていたのはあいつの方なのに、素直じゃない奴やつだ」

　少なくともゲルハルトに対しても敵意は無いようだ。

　ヴァルは少しだけ安心して、セリムを横に従えながら、子爵のいる城内の客間へと案内する事にした。愛あい想そう笑いを浮かべながら城の裏口へと向き直った所で、藍あい児じが微笑ほほえみながら世間話を口にする。

「すまないな。デートの最中だった所を」

「い、いえ！　デートっていうか、その、違うんです」

　少年姿すがたのヴァルは完全に否定する事もできず、セリムの方をちらりと見るが──セリムは日本語で交わされた会話を理解できなかったようで、キョトンとした目をして微笑むのみだ。

　照れたヴァルは会話を変えるべく、先刻から続いていた疑問を口にする。

「あ、あの……でも、どうして僕達が吸きゆう血けつ鬼きだ……って解わかったんですか？」

「ん……？　ああ、別に食鬼人イーターのように気配を感じ取ったわけじゃない……普通に観察していると、俺にはなんとなく解る」

「なんとなく？」

「ああ、足の運び方、周囲の人間達を見る視線、呼吸をしているかしていないか……他にも、微び妙みような事の積み重ねで人間達から浮いている存在。それを感かん知ちするだけさ。それに……その年でドイツ語の他に日本語と英語まで使えるってのも判断要素の一つかな。だからカマをかけた」

　たいしたことではないというように言葉を紡つむぐが、ヴァルは心しん底そこ感心したように眼前の『大物』に目を向けた。

　自分達はそんなにも人間達の中で浮いた存在なのだろうか？　という不安にも同時に駆られたが──それを察したのか、藍児はヴァルを安心させるように言葉を紡ぐ。

「大丈夫さ。人間にゃ多分わからない。俺も本当に微妙な違いを見てるだけだからね。……その証しよう拠こに、君達はさっきぶつかった女の子に、欠片かけらも違い和わ感かんを感じてなかったろ？」

「え？」

「あの子も、十じつ中ちゆう八はつ九く吸きゆう血けつ鬼きだ」

「そ、そうなんですか……」

　──全然気付かなかった。

　人間の少女だとばかり思っていたが、あの少女も吸血鬼だったのだという。しかし、ヴァルは感心はしたものの、そこまで驚きよう愕がくの表情は作らなかった。

　何しろこの島は吸血鬼だらけな上、今日は島をあげての特別な祭りなのだ。子し爵しやくを慕したってくる余よ所その吸血鬼もいるだろうし、そもそもヴァルは、この島には吸血鬼が何人程ほどいるのかという事すら、正確には全く把は握あくしていないのだ。

　──ああ、僕、一年もいるのに……全然島の事に興味を持とうとしてなかったんだな……。

　ヴァルは過去の自分を省みて、如い何かに自分が無む駄だな時を過ごしてきたのかを猛もう省せいする。そして──何かに救いを求めるように、この島に来てもっとも強く興味を持った存在に目を向けた。

　しかし、当のセリムは相変わらず少し不安そうな微笑ほほえみを浮かべ続けるだけで……その心は依い然ぜんとしてうかがい知る事はできなかった。

　そんなヴァルの背中に、藍あい児じが話の続きとばかりに声をかける。

「ああ、ほら。多分あいつも吸血鬼だな。あの白はく衣いの子供……」

　そう言って、城の入り口付近の窓から外の方角を指さした。

　ヴァルは何気なしにその指の先に視線を這はわせ──

　そこに、見知った顔を見つけた。




　──博士？

　つい先刻まで、研究室でヴァルの身体からだを調べながらヘラヘラしていた博士が、なにやら沈痛な表情で、城の裏手の方へと向かって歩いていくのが見えた。

　普通ならば、単に夜になったから外出したのだろうと考える所だが──その、『外に出る』という何気ない行為に、ヴァルはどうしようもない不ぶ気き味みさを感じていた。

「どうして……博士、ここしばらく外に出たことなんてないって……」

　疑問には感じたものの、それ以上心の中で追及する事はなかった。

　──そっか。カルナル祭は、きっと博士も楽しみにしてたんだろうな。

　そんな考えだけで、それ以上考える事をやめてしまったのだ。

　しかし、それは無む理りもない事だった。

　彼はまだ、知らなかったのだから。

　昼の間に、島に訪れた数々の客人を。

　そして──その客人達が起こした、数々の惨さん劇げきを────
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「テオドシウス・Ｍ・バルシュタインか……。私も直接会った事は無いが──確か、組織から『危険人物』として指定されていたな。顔を知ってるのはお前とメルヒルム……あとは、ゲルハルトぐらいか？」

　ラティーシャの言葉に、カルジミールは皮ひ肉にくげな笑いを浮かべて頷うなずいた。

「ああ……バルシュタインと直系の血族ではないが……同じバルシュタインの流れを組む者だ。奴やつにとっちゃ不ふ名めい誉よ極まりない事だろうな」

「……それは、何をもってして『危険人物』指定されたかによるだろう」

　冷静に言う軍服少女に、カルジミールはケラケラと笑いだす。

「ああ、何をしたかって……？　それが一番重要だよなぁ……」

　ゲルハルトの不名誉が余よ程ほど嬉うれしいのか、カルジミールの笑いは実に実に生せい気きに満ちあふれていた。まるで、処女の生き血を吸い尽くした直後の、映画の中に見られる吸きゆう血けつ鬼きのように。

「そう……バルシュタインの血族たるテオドシウスは……我々を、吸血鬼を危機に晒さらした。吸血鬼の存在を、危険なものとして人間達に知らしめようとしたのさ……本人にその意図が無かったとしてもなぁ……」

「……」

「何人？　何十人？　何百かあるいは何千か……そんな単位で済むのかどうかも解わからない。もはや、どれが奴の仕し業わざでどれが他の吸血鬼、あるいは人間の猟りよう奇き殺人鬼きの仕業か区別がつかなくなっていたからなぁ……。西せい欧おう、東とう欧おうを股またにかけ、人間を……なんの覚かく悟ごも無い、ただ平へい穏おんに暮らしていただけの村人を、男も女も老人も子供も赤あか子ごも妊にん婦ぷも怪け我が人も病人も紳しん士しも淑しゆく女じよも色男も醜ぶ男おとこも美女も醜女しこめも差別なく区別なく容よう赦しやすらなく、殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺しまくった伝説の『楽らく殺さつ者しや』……奴は証しよう拠こが残らないように、山村の交流が少ない村から殺して行った。地図上から村ごと消していった！　だが、徐々にエスカレートしていく奴の凶きよう行こうに、我々が気付かぬわけがないだろう？　そうさ！　我々は正義を行うべく奴を追った！　あの忌いまわしい吸血鬼の恥はじさらしを、人間という地球の一部を絶ぜつ滅めつさせんとした環かん境きよう破壊魔まを！　この手で！　この手でくびり殺し灰となす為ために！」

　ほとんど息いき継つぎなく叫ぶカルジミール。鬼き気き迫るその表情は、まるで己おのれ自身が殺人鬼に乗り移られたと思わせるほどだった。

　だが、ラティーシャはそんな可能性は即そく座ざに否定する。

　なぜなら──その殺人鬼は、まだ生存しているのだから。

　ラティーシャにとってもその事件は記き憶おくに新しいようで、かつて部下の報告書に記されていた事実を口にする。

「奴やつの最後の凶きよう行こうと言われる、ドイツの田舎いなか町での事件……あれだけだったな、奴に襲おそわれて生存者が出た事じ例れいは」

「ああ！　その通り、その通りだ！　まさにそれこそが非ひ生産的極きわまりない奴の行為の中で、唯ゆい一いつの『生産』だった。まさか……その二人が、あそこまで見事に育つとは思わなかった！」

　その生存者には、ラティーシャも見覚えがある。

　会話したこともある。

　組織の『猟りよう犬けん』であり、育て上げられた『闘とう犬けん』でもある二人の『食鬼人イーター』。

　テレジア＆ルーディ。

　フレースヴェルグとニーズホッグという渾あだ名なを冠かんする彼らは──組織内でも有数の『食鬼人イーター』となり、組織にとって邪じや魔まな吸きゆう血けつ鬼き達を何人、何十人、何百人と始し末まつさせてきた。

「奴らはまさに吸血鬼を、いや、生きとし生けるものと死しても生けるものを全て全て屠ほふる為ために生まれてきたような存在だ！　そして、育て上げたのは我々だ！　あいつらに勝てる吸血鬼など誰も…………いや、一部を除いて存在するものか！」

　先刻、自分をボロボロにした黒ずくめの吸血鬼を思い出したのか、カルジミールは幾いく分ぶん言葉を濁にごし──しかしながら、強い口く調ちようで言い切った。

「そう……奴らは育て上げられた餌えさからして違う……。例え同じ『食鬼人イーター』だとしても……奴らには到とう底てい及ばんよ」




「例え我が同どう胞ほう、メルヒルムの血けつ肉にくを喰らった『食鬼人イーター』……木き島じま閑しず音ねでさえもな」
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グローワース島　ノイルベルク市　南部




　ドイツの伝統的な建築模も様ように彩いろどられた町並みの中で、一ヶ所だけ和風な雰ふん囲い気きに特化した一いつ角かくがある。それが、グローワース島が誇る武道のメッカ、ノイルベルク練れん武ぶ場じようだ。

『オス！　お疲れ様でした！　オス！』

　古風な感じの漂うその空間に、場の空気を圧縮させるような群声が響ひびき渡る。

『オス』という日本の挨あい拶さつをドイツ語の合間に叫びながら、胴どう着ぎやボクシンググローブや竹刀しない、あるいは長刀なぎなたや和わ弓きゆうといったものを背負った子供達が、どやどやと正門から駆けだした。

　ある少年は自転車に乗り、ある少女は自分の足で、間もなく始まろうとしている祭りの会場へと向かって一直線に一直線に──。

　子供達の喧けん噪そうが失われると、その道場は即そく座ざに沈ちん黙もくが支配する冷えた空間と成り果てた。

　だが、誰も存在しないわけではない。

　道場の正門からまっすぐ進んだ所にある大だい練れん武ぶ場じよう。引き戸は全て開け放たれ、吹き抜けとなった広大な部屋に広がるのは、何十畳じようにも及ぶ広大な畳たたみ。

　まだ緑がかった青さが残っているというのに、所々で畳のい草がすり切れており──短い期間に如い何かに激しい衝しよう撃げきや摩ま擦さつを受けてきたのかを表している。

　その中央に──男は、周囲の時を止めるような静せい寂じやくを纏まといながら、微び動どうだにせずに仁に王おう立だちを続ける男が、一人。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたその体たい軀くに似に合あわず、周囲の空気と見事に溶け合っていた。

　空気のような静けさを纏っていた男が、道場の敷地の片かた隅すみに意識を向け、口を開く。

「……いい加か減げん、姿を現したらどうだ」

　怒ど鳴なったわけでも、オペラ歌手のような声量に満ちた声でもない。

　だが、その声は練武場全体に深く浸しん透とうし──もう一人の存在を、闇やみの中からいぶし出した。

「……やっと声をかけてくれたわね。……市し庁ちよう舎しやに『預かってる』なんて電話までしておいて、肝かん心じんの本人に声をかけないってどういう事かしら？」

「それだけ無む駄だ口ぐちが叩たたけるならば、心配はなさそうだな」

「……怪け我がしてる事まで気付いてたわけね」

　呆あきれたような声の主は、練武場の敷地の隅すみ……観賞用の庭木の奥にある闇やみ溜だまりから現れる。

　ズルリ、と何かを引きずるような音と共に──長い黒くろ髪かみの女性が、匍ほ匐ふく前進のような姿勢で庭の中央に這はい出した。

　そして、道場の内部から漏れる明るい光に晒さらされた瞬間──彼女の身体からだに起きている状況が明らかになる。

　女の両足首から先が、何かにちぎられたように消失しており、その傷口には黒いタール状の物がまとわりついて出血を塞ふさいでいる状況だ。一見すれば、黒い液体に足の先を溶かされてしまったようにも見える、異常な惨さん状じよう。

　しかし、筋肉を纏った男は少しも動どう揺ようしたそぶりを見せず、表情一つ変えぬまま言い放つ。

「もうすぐお前の仲間が迎えに来る。それまで畳の上にでも横になっていろ」

「はッ！　冗じよう談だん！　仲間？　私には仲間なんていない。勝手な推測で人の人間関係を作らないで欲しいわね！　特に……よりにもよってあの最低のクズ野郎を仲間だなんて！」

　女は鬼おにのような形ぎよう相そうで言葉を返す。

　正確に言うならば『鬼のような』という言葉は当てはまらない。

　彼女──木き島じま閑しず音ねは、れっきとした吸きゆう血けつ鬼きなのだから。

　通常の人間ならば恐怖で身を凍らせるような殺気をぶつけられながらも、男はまったく表情を変えない。鍛きたえ上げた身体で殺気を跳ね返したというよりも、風に揺られる柳の如ごとく、その全てを受け流している……そんな空気に満ちていた。

「そうか。それは済まなかった」

　素直に頭を垂れる男に対し、閑しず音ねは毒どつ気けを抜かれたように己おのれの殺気を霧む散さんさせた。代わりに、自分自身の惨さん状じようを嘲ちよう笑しようする表情を浮かべながら言葉を紡つむぐ。

「まあいいわ……日本語ができる奴やつって限られてるから、貴方あなたのいるここを頼ったんだけどね。助けてとは言わない。……できれば取引してくれないかしら……トラウゴット先生？」

　他者の哀あわれみをあからさまに拒否する閑音の言葉。だが、トラウゴットと呼ばれた男は、深い哀あわれみを込めた言葉を返して寄よ越こす。

「……怪け我が人にんを助けるのに取引をする程ほど、医学の知識は持ち合わせていない。強がる暇ひまがあったら、さっさと自分の弱さを認めて知り合いの吸きゆう血けつ鬼きが来るのを待つがいい」

「……」

　他者の言葉ならば、閑音はそれを即そく座ざに拒否し、激げつ昂こうして襲おそいかかっていても不ふ思し議ぎではない。だが──今の閑音はそれをしなかった。目の前にいる男は、吸血鬼ではないただの人間だが……明らかに自分より格が上だと感じ取っていたからだ。

　強さ、経験、立場、年ねん齢れい、心。

　何を持って『格』が上と判断するのか、それは閑音も考えた事などなかったが……目の前の男に、何か逆らいがたい迫力に気け圧おされているのは確かだった。




　トラウゴット・ガイセンデルファー。

　このノイルベルク練れん武ぶ道場の主あるじのような存在であり、様々なカリキュラムの中で、総合的なマーシャルアーツを教えて生計を立てている人物だ。

　もっとも、副収入である海外での格かく闘とう大会での賞金や、ＴＶや興こう業ぎようのギャラなどの方が遙かに本業の収入を上回っているのが実情なのだが。

　その海外遠えん征せいなどが原因で、一年における島での滞たい在ざい期間と不在期間が同程度という男なのだが……カルナル祭もあってか、ここ数週間は島で本業をこなす日が続いていた。

　島出身の最大の有名人と言えばカルナルド・シュトラスブルクだが──現在も生きているという条件をつければ、間違いなくこのトラウゴットが最大の有名人だろう。合がつ併ぺい前のリュクラム市では、名めい誉よ市民の称しよう号ごうを受けており、島の住民達は尊敬と……ある意味、畏い敬けいの念を込めた目で彼を見る。人間達も──吸血鬼達でさえも。

　吸血鬼達も娯ご楽らくに飢うえているのは人間と同じで、なにより自分達の島の人間が世界という場で活かつ躍やくしているというのは見ていて気持ちがいいものらしい。

　そして──このトラウゴットが、子し爵しやくの知人であり、吸血鬼の存在を深く知っている人間であるというのも強く影えい響きようしていた。

　一部の間では、彼は吸血鬼よりも強いという話も流る布ふしており、実際彼の鬼き神しんの如ごとき闘いっぷりを見れば、それも十分納なつ得とくできようというものだった。




　修行時代に日本やタイ、中国を回ったという彼は、現地の言葉にもある程度精せい通つうしており──閑しず音ねは、それを利用して彼と接触し、練れん武ぶ道場の雑務を手伝う代わりにある程度の収入を得ていたのだ。

　だが、決してそれ以上の世話になろうという事はなく──今日も、手負いの身を隠かくす為ために勝手に隠れているだけのつもりだった。気配を消しきれなかったのか、あっさりとトラウゴットに勘かん付づかれてしまったのだが。

　しかし、こうなったからにはなりふり構っている場合でもない。タールで覆おおわれた傷きず口ぐち周辺の感覚が徐々に無くなっている今、閑音は自分の取るべき道が一つしかないと理解していたのだから。

「……お金は後で払うから……食べ物が欲しいんだけど……。できれば骨付肉と牛乳がベストね。……それと……風ふ呂ろ場ばを借りてもいいかしら」

「風呂場？」

「血が、沢たく山さんでると思うから。……神しん聖せいな道場を血で汚けがされるのは嫌でしょう？」

「出血は止まっているように思えるが」

　淡たん々たんと紡つむがれるトラウゴットの疑問に──閑音は自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑顔を貼はり付けたまま──

「このタールが肉と血管にしみこんで、足が再生してくれないのよ。だから……」

「膝ひざのあたりから、一いつ旦たん引き千ち切ぎろうと思っただけよ」
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パリ某ぼう所しよ　地下　大会議室




「しかし、ルーディもテレジアもうちの組織の猟りよう犬けんだ。ドロシーやイシバシが島に行ったのなら、奴やつらがやめろと言えば作戦を中止してしまうのではないか？」

「止まらんさ。バルシュタインの名すら出せばな」

　計算高い笑みを浮かべるカルジミールに、ラティーシャは無表情で首を振る。

「同士討うちをさせる気か？　それは組織にとって不利益極きわまりないのではないか？」

「私には利益があるから構わん！」

「……子供かお前は？」

　呆あきれた声を出すラティーシャに、カルジミールは相変わらずの笑みで言葉を返した。

「ふん……冗じよう談だんだ。なに、大切な手て駒ごまを同士討ちにさせる程ほど私は非ひ合ごう理り主義者ではない。そのためにジグムントを囮おとりとしておいているのだろう」

「ジグムントか……。大丈夫なのか？　あの祭りは世界中にも注目されているし、マスコミの目もあるのだぞ？」

　淡たん々たんと問題提起をするラティーシャ。

　彼女の言う事はもっともな話であり、『組織』の現在の目的は吸きゆう血けつ鬼きを人間の理り不ふ尽じんな迫害や虐ぎやく殺さつから護まもる事だ。それが、吸血鬼同士の争いをマスコミに晒さらす事ともなれば一大事どころの騒ぎではなくなってしまう。

　しかし、カルジミールは余よ裕ゆうに満ちた目で牙きばを剝むきだし、笑う。

「クハハハハハ……何を言っているラティーシャ。だからこそのジグムントだろう？　奴やつの力を、頼もしさを知らぬわけではあるまい？」

「……『空気感かん染せん』か」

　ラティーシャの口から出てきたのは、およそ吸血鬼のイメージにはそぐわぬ単語だった。

「空気感染によって仲間を増やす吸血鬼……それが如い何かに恐ろしいかは誰でも想像できる！　ゾンビ映画では、歩く死体に嚙かみ付かれれば即そく座ざに感染するというのが常識だが……もしも強力な空気感染でゾンビになるとしたら？　物語は始まりすらなく終わる。そう、物語は、人に語られるべき事件は発生しないのだ！」

「随ずい分ぶんと──楽しそうだな」

「ああ、楽しいとも！　……まあ、実際──奴は人を吸血鬼に転化させる『繁はん殖しよく』能力は限定されるが──『支配』だけならば、島に存在する人間の全てを自在に操あやつる事が可能だろう……。そう、護るべき者が多ければ多い程ほど、ジグムントの能力は脅きよう威いとなって降り注そそぐのさ」




「島の表おもてと裏──双方の支配者、共になぁ……」
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ノイルベルク市し庁ちよう舎しや　市長室前　廊下




　カルナル祭に合わせて、いくつかの絵画が展示されている通路。

　普段よりも幾いく分ぶん荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに包まれているものの、市庁舎の人間も多くはカルナル祭の会場であるバルシュタイン城に移動しているため、庁舎内は水を打ったような静けさに包まれている。

　その静せい寂じやくの中で、蠢うごめく影が二つ。

　眼鏡めがねをかけた男──ノイルベルク市長、ヴォッド・スタルフに対し、もう一人の男がマイクを突きつけている格かつ好こうだ。

　だが──まるで突きつけられているのがマイクではなく散さん弾だん銃じゆうだとでも言わんばかりに、ヴォッドは緊きん張ちように満ちた目を眼前のレポーターに向けている。

「我々が本当に手に入れたい物は、メルヒルムが貴き様さまに返してもらうと宣言した物は──お前に預けていた新入りの吸血鬼だよ、ヴォッド・スタルフ」

　レポーターの姿をした吸きゆう血けつ鬼き──ジグムント・キパリースは、目の前にいる島の権力者に対して、まったくの無ぶ遠えん慮りよで自分達の要求を投げかけた。

「その新入りの名前は、確か……ヴァルドレッド・アイヴォンホー……そんな名前だったかな、あのスイカは……」

「ヴァルだと……？」

　市長は、まったく予想外の名前に眉をしかめ、思わず疑問を投げ返す。

「あいつに何の用があるってんだ……？　俺から取り返すってんなら、道どう化けや手品師も一緒だろうがよ？　あのスイカ小こ僧ぞうに何かあるってのか？」

　かつての部下達の顔を思い出しながら、唯ゆい一いつ顔が浮かびあがらなかった変身魔まの事を問いかけた。

　しかしジグムントは小さく首を振ると、ヴォッドの方へと向き直り淡たん々たんとした言葉を紡つむぐ。

「貴き様さまが知る必要はない。いや、寧むしろ知って貰もらっては困る。そして貴様には拒否権は無い。解わかるな？」

「手前てめえ……」

　事実だけを、紡いでいく。

「既に──この島の住人の四割は支配した。まだ本人達にも自覚はないだろうが……私が死ねと命じれば、理由もわからぬまま、疑問も持たぬまま死ぬだろう。息を止めろ、と言ったら死ぬまで肺から空気を出し入れしないだろう。私の支配は──人間の本能を上回るのだからな」

　島の住人の四割──その数を想像して、ヴォッドはこめかみを僅わずかにヒクつかせた。

「これでもまだ本腰は入れていないのだがな。観光客のせいで島にいる人間の数はふくれあがっているが、やろうと思えば──今晩中には島の全人間を、お望みとあらば、犬や猫、ネズミやカラスに至るまで、ほ乳類と鳥類の全てを支配しつくして見せよう」

　何の躊躇ためらいもなく紡がれるその言葉には、欠片かけらの噓うそもハッタリも感じられず──声に余よ裕ゆうを含ませているのに笑顔一つ見せず、ヴォッドから見て、その表情はどこか機械的に映る。

　下へ手たをすればそれだけで恐怖に吞まれ、身動きがとれなくなるような状況だったが──ヴォッドは打つ手こそ無かったものの、虚きよ勢せいではない強さを含んだ声で対たい峙じした。

「それで……無敵のジグムント様とやらは、わざわざ人ひと質じちをとってこの俺と何を取引しようってんだ？」

　打つ手無し。現時点で、それは確かな事だった。夕方に子し爵しやくに聞いた話と一致する為ため、目の前の男の言葉に噓はなさそうだ。

　空気を媒ばい介かいとして己おのれの血を人に感かん染せんさせる吸血鬼。

　にわかには信じられない存在だったが、彼らはいつだって信じられない事をやってのける。血ち溜だまりの吸血鬼がいるのだから、インフルエンザウィルスような方法で繁はん殖しよくする吸血鬼がいてもおかしくはないのだろう。

　理り屈くつでは解わかるが──ヴォッドは、納なつ得とくはしたくなかった。全てを納得するという事はつまり──敗北を認めるも同義だったからだ。

　住民を見捨てればなんとでもなる。

　その選択肢しは──ヴォッドの中で自動的に否定された。

　もしもそれを選んでしまったら──このジグムントには勝つ事ができるかもしれない。だが──

　──伯し爵しやくの馬鹿に負ける事になる。

　島の住人を見捨てた時点で、自分はあのゲルハルト・フォン・バルシュタインに永遠に敗北する事になるだろう。勝利条件も敗北条件も設定してはいないが、敗北感は確実に自分にのしかかる事だろう。

　表おもてと裏の違いはあれ──同じ島の支配者として、ヴォッドは嫌という程ほど知っていたからだ。

　ゲルハルトという男は──今の自分と同じ状況なら、決して人間達を見捨てる事はしない。少なくとも、ヴォッドはそう信じていたからだ。

　自分がゲルハルトの存在によって意識を動かしている事に気付き、ヴォッドは憤ふん慨がいしそうになったが──既すんでの所で衝しよう動どうに耐え、目の前の状況に意識を戻す。

「……とっとと答えろや。そっちが条件を出さねえと、取引のしようがねえだろうが」

「そう焦るな。まあ、貴き様さまにやって貰もらいたい事は主に後あと始し末まつだが……。そうだな、こちらの仕事を円えん滑かつにするために──まずは、あのスイカを呼び出して貰おうか？」

「……馬鹿か手前てめえは？　そういう用件ならゲルハルトの方に言やいいだろ。……もうあのスイカは……それどころか、道どう化けも手品師も俺の部下じゃ無くなってるってのを知らねえのか？」

「無む論ろん知っているさ」

　ジグムントはゆっくりかぶりを振ると、無機質な声のまま次の一言を突きつける。

「だが──あの道化娘むすめ──ピリエ・ミストウォーカーは、まだ貴様の事を慕したっているという噂うわさを聞いたが？」

　道化娘。その単語がジグムントの口から出てきた瞬間から、ヴォッドは僅わずかに背中に湿り気を感じ始めた。

「道化娘に指示して、ヴァルドレッドを誘い出す事は可能だろう？」

「手前……」

　鋭い歯を剝むきだしにしながら睨にらみ付ける市長に対し、レポーターはやはり無感情に言葉を吐き続ける。

「まあ、こちらは無む理りでなくともいい。ただ、もう一つ──ある一人の人間については、確実に教えて欲しいところだ」

「なんだと……？」

「私の『支配』は、個々の人間の記き憶おくまで吸い出せるわけではないのでな……率そつ直ちよくな話をすると、誰がそうなのか解らないのだよ」

　──？

　突然なんの話をし出したのか解わからず、ヴォッドは思わず眉を顰ひそめた。

「人間……だと？　スイカ目当てで来た奴やつが、今いま更さら人間の誰に用があるってんだよ」

　当然の疑問に対し、ジグムントは静かに言葉を返す。

「……言っただろう。我々は、ヴァルドレッド・アイヴォンホーを手に入れる為ために──一時的にレリックに目を向けさせる必要があると。直接あのスイカへ強きよう硬こう手段を用いてもいいのだが──我が同志はそれを望まれていないようだ」

「遠回しに言うな。何が言いたい……？」

　苛いら立だたしげなヴォッドの様よう子すを見て、これ以上怒らせるのは得策ではないと判断したのか────溜ため息いきをつきながら、ジグムントは結論だけを口にした。

「レリック・フォン・バルシュタインの恋人とやらは──何という名の人間だ？」

　珍しく声に重々しい感情を上乗せして、まるで、答えるのを拒否すれば今すぐにでも『支配』の結果を島中で具現化させようと言わんばかりの勢いで。




　だが──




　ヴォッドが口を開こうとした瞬間、レポーターの胸に風かざ穴あなが開いた。

　最初に感じたのは、風だった。

　続いて、ヴォッドは自分の横から叩たたきつけるような風切り音を感じ──気が付くと、レポーターの胸にぽっかりと穴が開いていた。

　赤い筋肉と内ない臓ぞうが見えているわけではない。真っ正面から見れば、その穴から背後の通路が綺き麗れいに筒つつ抜ぬけで──文字通り、風が通り抜ける穴だった。

「なッ……？」

　何が起こったのか解らないヴォッドの前で、レポーターは静かに自分の胸元に目め線せんを下ろし、続いて手を穴が開いたあたりに持って行く。

　そして──次の瞬間、傷口から血がダラダラと零こぼれ始めた。

　傷の大きさと比べて勢いが無いのは、心しん臓ぞうの部分に穴が開いているからか、それともジグムントが吸きゆう血けつ鬼きであるからか──ヴォッドは通路の絨じゆう毯たんを染める赤い色を見ながら、そんなどうでもいい事を考えている自分に気が付いた。

「ぐッ……？」

　自分の血を確認して、ようやくジグムントは苦く悶もんと疑問が入り交じった声を上げる。

　同時に、流れ出した血がピタリと止まり──胸に開いた穴がみるみる小さくなっていく。再生スピードはヴォッドとそれほど変わらないようだが、心しん臓ぞうを失っても生きていけるタイプなのか、それとも自分と同じように心臓を別の場所に移しているのだろうか。

　ヴォッドがそうして冷静に相手の身体からだを分ぶん析せきしていると──背後から場の緊きん迫ぱくにそぐわない、ヘラヘラとした笑い声が響ひびき渡る。

「ハイハイハイハイ、余よ裕ゆうぶっこけるのはそこまでだぜ、ジーグームーンートちゃんよぉー」

　声と共に、風切り音が響き渡る。

　ビュン、と、まるで小型のジェット機が横を通り過ぎたかのような音だ。

　そんな音が五回連続で響き、廊下の窓まど硝子ガラスをガタガタと激しく振動させる。

　音が通り過ぎたと思った次の瞬間には──

「かはッ……」

　レポーターの身体に五ヶ所、先刻と同じような風かざ穴あなが。

　まるで巨大なパンチで何度も閉じられたかのように、身体が不自然極きわまりない形態に変化している。通常の人間ならば即そく死ししていてもおかしくない状況だ。

　そして──一人の吸きゆう血けつ鬼きをそんな状況まで追い込んだ存在が、ヴォッドに向かって気楽な声で問いかける。

「おっと。あんたが市長か？　市長でいいんだよな？」

「……なんだ手前てめえは」

　突然現れた闖ちん入にゆう者しやは、右手に銃のような物を持っていた。

『ような物』というのは──それはヴォッドの目から見て、明らかに偽にせ者もの……寧むしろオモチャといった類たぐいの代しろ物ものであると解わかったからだ。

　明らかにプラスチックの質感がテカテカと蛍けい光こう灯とうの明かりを跳ね返しており、安っぽいことこの上ない雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　だが、それを持っているのは子供ではなく、ヴォッドと同じぐらいの外見年ねん齢れいをした、金髪碧へき眼がんの青年だった。

「俺？　ああ、俺はブリジストン。イエロー・ブリジストンだ」

　あまりにもさらりとした自己紹介。ヴォッドは目の前の人物の正体を探ろうとしたが──その前に、男は自分から身分を堂々と明かし出す。

「あー、『組織』で幹部をやってるっつやー解るか？　俺は『黄色』ね。名前はそれにちなんだ偽ぎ名めいだから気にするな」

「……！　話にゃ聞いた事がある……あの日本人の弟か」

「そういう覚え方は、兄あに貴きにコンプレックスがある俺としてはチト辛つれぇなあ。まあ、一いち応おう上級幹部の『虹にじ』の一人だからそれなりに敬意を払ってもらうのが普通だろうが、俺は特に気にしないから安心しな。いやー、それにしても、兄貴に言われてあんたに挨あい拶さつに来たら、まさかいきなりビンゴしちまうとは思わなかったぜ。これも俺のガンマンとしての資質だな。今の俺なら、ジョン・ウェインと殴なぐり合ってもいい勝負ができそうな気がするぜ。いやマジでマジで」

　オモチャの銃をくるくる回しながら言いたい事を言い尽くすと、ブリジストンと名乗った男は、身体からだにいくつも穴を開あけたレポーターに向き直る。

「さ、ジグムントよぉ。遊びは終わりで任務も終わりだ」

　道を尋たずねるような気軽さで、死にかけている存在に皮ひ肉にくげな言葉をツラツラと。

「とりあえず、メルヒルム達の居い場所を教えてくんねえかな」

「断る」

　対するジグムントの言葉は、重傷を負っているというのにあくまで毅き然ぜんとした態度を保っている。苦く悶もんの表情も薄く、大おお怪け我がの割には脂あぶら汗あせ一つかいていない。

「我に命令することができるのは同志カルジミールのみだ。それに──同志カルジミールからは、貴き様さまらの意見は無視しろと言われているのでな」

　余よ裕ゆうすら受け取れる相手の態度に、ブリジストンは呆あきれたように首を振る。

「やれやれ……カルジミールの野郎。痛めつけ足りなかったか……？」

　そんな言葉を呟つぶやきながら──彼は手で回していた銃をふいと握りこみ、顔から軽けい薄はくな笑みを消し去って、告げる。

「……さて。ジグムント、手前てめえが考えていることは解わかっているんだぜ。俺のマグナムにまだ弾だん丸がんが入っているかどうか疑ってんだろ？　六発打ち終わっているのか、それともまだ五発で弾が一発残っているのかもって、そう思ってんだろ？」

　映画のダーティーヒーローそのままのセリフを吐きながら、銀玉鉄てつ砲ぽうの引ひき鉄がねにゆっくりと人差し指をかけるブリジストン。

　ジグムントの身体からだには思いきり六ヶ所穴あなが開いているのだが、誰もその状況を指摘しない。

　ヴォッドとジグムントが同時に口を開こうとした、その瞬間──

　銃声は、しなかった。

　ただ、風切り音が──風切り音が再び市し庁ちよう舎しやの廊下を劈つんざき────

　次の瞬間には、レポーターの身体が奇き妙みようなダンスを舞っていた。

　レポーターを襲おそう連れん鎖さ的な衝しよう撃げきが、彼の肉体を強制的に揺らしているのだ。

　衝撃と共に男の身体に穴が開き、腕の肉がそげ、頭の一部が欠け、ものすごい勢いで人間としての造形が失われていく。

　ヴォッドはその一部始し終じゆうに目を凝こらし、先刻から何が起こっていたのかを全て理解した。

　ブリジストンと名乗った男の持っている、オモチャの拳けん銃じゆう。

　そのプラスチックの銃口から──男が引鉄を引く度たびに、何か黒い塊かたまりが飛び出している。

　弾丸ではない。

　銃声はない。硝しよう煙えんも立ちこめず、火薬の匂においは欠片かけらも無い。

　だが──『それ』は確かに発射されていた。

　ヴォッドは廊下を劈つんざく『それ』に意識を集中させ……その正体を確認する。

　激しく回転しながら空気を切り裂いて前進するのは──鋭い歯を持った一匹の獣けもの。己おのれの身体からだを極限まで、いや、生物としての極限以上に圧縮し、羽と牙きばをドリルの刃やいばのようにして空気を切り裂き、音を切り裂き────

　そして──対たい峙じした吸きゆう血けつ鬼きの肉と骨と血を、ズタズタにズタズタに切り裂いた。
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「悪ぃ悪ぃ。別に俺の銃、六発装そう塡てんじゃなかったわ」

　ガンマンは顔に軽けい薄はくな笑みを貼はり付け、続けざまに引ひき鉄がねを引き続ける。

「弾丸は俺自身だからな、まあぶっちゃけ、ほぼ無限なんだわ。テレビゲームみてえだろ？　って、そっか、ジグムントは最初から知ってたっけ？　まあいいやぁ……ハハハハハハ……」

　相手に余よ裕ゆうの言葉を投げかけながらも、銃口から飛び出す蝙蝠こうもりの勢いは止まらない。

「ハハハハハハハハハハハハ…………ハハハハハハ　　　ハハ　ハハハハ　　ハハハ　ハ　ハハハ　　ハハ　ハハ　ハ　ハハ　ハハハッハハハハ　ハ　ハハ　ハハハハハハハハハハハッハハ　ハ　　ハハハ　　　ハハハハハハハ　　　ハ　　ハハハ　　　　　ハハハハ　ハ　はハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ははははははハハハハハははっハハハハハはっはははは！」

　壊れたように笑いながら、ひたすらに目の前の敵を撃うち続ける狂気のガンマン。

　蝙蝠の弾だん丸がんは、敵の身体に着ちやく弾だんすると同時にその牙きばを突き立て、身体をそれまで以上に強く捻ねじり込み──その肉を抉えぐり、喰らいつくす。

　一瞬で行われる、凄せい惨さんな躍おどり食い。

　その捕ほ食しよく者しや達が通り過ぎた後には、遅れてやってきた風が吹き抜ける穴が開くのみだった。

「ハハハ……ハァハァ、ハハッ……。あああああ！　撃うった撃った！　久しぶりに撃ちまくったよオイ。超……いや、もう超がつくほどすげえズタズタにスッキリしたぜ！」

　彼が笑いながらヴォッドに笑いかけた時──廊下には、既に彼と市長の二人しかいなかった。

　もう一人、そこに居たはずの存在は──矢や継つぎ早に放たれた生ける弾だん丸がんによって、骨の一片も残さずに食い尽くされ──この廊下から、この世界から、完全にその形を失われてしまっていた。

「おい……」

　あまりに馬鹿げた光景を見た市長は、驚きと呆あきれが複雑に入り交じった表情で、苦にが虫むしをかみ潰つぶしたような声をあげる。

「お前……組織の幹部なんだろ？」

「ん？　おお。なんだよ、疑ってるのか？　そっか、顔を合わせるのは初めてだからな。……まあ、幹部一人一人の詳しよう細さいなんざ、ほとんど幹部同士しか知らないだろうしな。俺も他の幹部の部下なんか顔も覚えてねえし」

「いや、そうじゃなくてよ……。お前、そいつは……ツレじゃあねえのか？」

　ジグムントは『組織』の仕事でヴァルを狙ってきたような事を言っていた。だが──だとしたら、目の前のこの男も『組織』の幹部だというのに、こんなにもあっさりと──

「あ、いや。勘かん違ちがいしてないか？　殺してない殺してない。確かに、ちょっとこっちにも色々あって、あいつの計画を邪じや魔ましなきゃいけなくなったんだけどよ。流石さすがに殺すまではしねえよ」

「今、思いっきり殺しただろうが！」

「あぁ？　……。……！　おーおーおー！」

　ヴォッドの言いたい事が解わかったのか、慌あわてて手をブンブンと振るブリジストン。

「いやいやいや、今いま俺が倒したのは奴やつの『枝』の一本にすぎねえからよ……とりあえず宣せん戦せん布ふ告こくでぶっ壊したが、ジグムントはピンピンしてるし、今のレポーターもあれだ、すぐに復活するんじゃねえかな」

「？」

　相手の言っている意味が今ひとつ解らないが、ただ一つはっきりしている事がある。

「つまり……今の馬鹿はまだ全然無事だって事か？」

「そうだっつってんだろ」

　言葉が乱暴な者同士、自然と剣けん吞のんとした言葉遣づかいになっていく。だが、互いにそれを気にしている様よう子すはないようで、怒りが発生する事はなく、会話は自然な感じで進んでいった。

「おい、ちょっと待て……」

　ジグムントがまだ生きている。その事実はすなわち──未だに、島の住人の運命が『敵』に握られているという事だ。

「手前てめえ……勝手な事を……」

「ん……？　ああ、そうか。俺としては奴やつに先制打撃を与えたつもりだったが──お前としては、何か交渉の場を失ったって事か？　そうだよなあ……ジグムントが来たってこたぁ、島の人間が人ひと質じちに取られてるも同然だからな。解わかる……解るぜ、うん」

　ヴォッドの腹立ち混じりの視線を受け止めて、ブリジストンは納なつ得とくしたように一人で喋しやべり出したかと思うと、そのまま通路にある窓まど硝子ガラスをガラリと開く。外は既に夕ゆう闇やみが支配しているが、間もなく始まる祭りの影えい響きようか、地上には普段の数倍にも及ぶ光が満ちあふれている。

「だが……知ったこっちゃないね」

「……」

「兄あに貴きはどうだか知らねえけど、俺はこの島の人間の命は割とどうでもいいんでな。ジグムントの野郎を止められりゃ、それでいいのさ。お前がなんの取引を持ちかけられていようが、とりあえずは興味ねえ」

　人間の目から見れば傲ごう慢まんとも思える相手の言葉だが、ヴォッドは特に怒りはしなかった。吸きゆう血けつ鬼きの組織は人間を護まもる為ための組織ではないし、人間を虐ぎやく殺さつと餌えさの対象としか見ていない連れん中ちゆうに比べれば、『どうでもいい』というのは寧むしろ人間よりのスタンスとも言える。

　だが──次の言葉を聞いた瞬間、ヴォッドの心に暗い怒りの炎ほのおが湧わき上がった。

「まあ、ゲルハルトの旦だん那なが言うなら、俺も人間の命を考こう慮りよするけどな。ハハ」

「──────ッッ！」

　言い捨てるような言葉。それと同時に、ガンマンは颯さつ爽そうと窓まど枠わくに足をかける。

「ま、とりあえず挨あい拶さつはしたぜ。……これから、島でちょいとばかし暴れるって事でよろしく。あー、ゲルハルトの旦那には、兄貴が話つけてるからよろしくな」

　ゾワリ。

　ブリジストンが言葉を吐き終わると共に、周囲の空気が歪ゆがみを見せる。

　歪みは急速にガンマンの周囲を包み込み──次の瞬間、彼の周囲の闇やみが巨大な蝙蝠こうもりのような形に湾わん曲きよくしたかと思うと、彼は夜の闇へとその身体からだを躍おどらせた。

　刹せつ那な、ロケット花火のような音が市し庁ちよう舎しやの周囲に響ひびき渡り、窓硝子をより一いつ層そう震わせる。

　犬ぐらいの大きさと化した蝙蝠は、市庁舎の壁からカタパルトの如ごときスピード加速し──そのまま夜の闇へと己おのれの姿をとけ込ませた。

　その勢いは、まるで砲ほう弾だんのように。

　その鋭さは、まるで弾だん丸がんのように──




　後に残された半鬼半人ダムピールの男は酷ひどく覚めた表情で、手を添えた窓枠を強く握りしめた。

　──俺なんか、歯し牙がにもかけてねえ。そんな面つらぁしてやがった。

　己おのれの所属する『組織』の幹部。

　政治力はともかくとして、確かにその吸きゆう血けつ鬼きとしての力は大したものだった。

　だが──この街の事を──いや、この街の市長である自分をないがしろにしているのが、彼には腹立たしくて仕方がなかった。

　何よりも、自分を軽んじているのにも関わらず──ゲルハルト・フォン・バルシュタインには敬意を払っている事が、何よりも何よりも疎うとましく、悔くやしく、そして忌いまわしかった。

　しばらく腹の中に溜たまった怒りを反はん芻すうしていたかと思うと──市長はその顔に、静かな笑みを浮かべる。冷静には見えるが、どこか嫌らしい──いかにも小こ物ものといった笑いを。

　──そうだなぁ……ちょいとばかし日ひ和よってたな。俺。




　次の瞬間、背広のポケットに納めた携帯電話がバイブで着信を知らせてきた。

　見ると、市議会議員の名前がディスプレイに表示されている。あまり付き合いのある人間ではないその名前を見て、市長は直感的に通話ボタンを押した。

「私だ」

『さて……先刻は邪じや魔まが入ったが、答えを聞かせて貰もらおうか？』

　その声は確かに市議会議員のものだったが────吐き出される言葉は、ジグムントのものだった。

　先刻弾だん丸がんに喰われた事など何事でも無いかと言うように、声は冷静にして冷れい徹てつな音色を響ひびかせる。

　だが──対するヴォッドもまた、泰たい然ぜん自じ若じやくとして言葉を返す。

「ああ、いいとも」

『……なに？』

　予想外の答えだったのか、電話の向こうの声が僅わずかに曇ったのが感じられる。

　相手の些さ細さいな動どう揺ようが嬉うれしくて──下げ卑びた笑いを双そう眸ぼうに湛たたえながら、彼は言葉の続きを吐き出した。

「レリック・フォン・バルシュタイン。あの小こ僧ぞうがべた惚ぼれしてる人間の名前はなぁ────」





†






グローワース島　海岸沿い




　──今は、何時ぐらいなんだろう。

　人ひと気けの無い海岸沿いで、大おお鎧よろいの中にいる青年はそんな事を考えた。

　島にとっての招かれざる客──『食鬼人イーター』ルーディ・ベンダースは、暗くなった空を見上げながら相あい方かたであるもう一人の『食鬼人イーター』……テレジア・リーフェンシュタールを探すべく、海岸から港の方角へと向かって歩き始めた。

　先刻の人じん狼ろう達に見つかる可能性もあるが、さすがにあの大おお人数では行動していないだろうと踏んでの行動だった。

　──二、三匹ずつなら……十分始し末まつできる。

　余よ裕ゆうや油ゆ断だんなどではなく、先刻の人狼達の動きを冷静に思い出し、ある程度の確信を持ってそう判断した。

　今の自分は強い。

　それは誇れる事ではないが、揺るぎない事実であり──自信でもあった。

　自分を保つ『強さ』という確固たる信念が、今の彼の原動力なのだから。

　テオ──テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン。

　幼い日の自分から、全てを奪った吸きゆう血けつ鬼きに、深い絶望を味合わせる為ために──




「きゃッ、何これ？」

「今日のお祭りのイベントじゃないのかな？」

　不意に、背後からかけられた声で我に返るルーディ。

　鎧よろいの大きさに見合わぬ滑なめらかな動きで振り返ると、そこには10歳さい前後と思おぼしき子供達が立っていた。

　恐らくは兄妹か幼なじみといったところだろう。現実から乖かい離りしたような大おお鎧を前に、好こう奇き心しんに満ちた目を向けている。

　──懐なつかしいな。

　そんな目を見て思い出すのは、かつての自分とテレジアの姿だった。

　好奇心は猫をも殺す。確かに──猫でさえ殺されるのだから、人間の好奇心を持ってすれば、家族友人皆みな殺ごろし……という自体が起きてもなんら不ふ思し議ぎではないのだろう。

　かつての自分達に、もしも好奇心が無かったら。

　森を探たん検けんしようなどと思わなければ。

　吸血鬼になど出会わなければ。

　そして……友達になろうなどと思わなければ。

『もしも』は考えるだけ無む駄だな事だ。解わかってはいるものの、どうしても頭からもう一つの人生が頭を離れない。あるいは、今からでも……復ふく讐しゆうさえ果たせば、今からでも『新しい人生』を手に入れられるのではないだろうか。

　妄もう想そうに近い希望に浸ひたっていると、男の子の方がこちらを見上げて口を開いた。

「……見つけたよ」

「……？」

　少年の奇き妙みような発言に続いて、少女もまったく同じ、無む機き質しつな声の調子で呟つぶやいた。

「こんなところでなにしてるの？」

「テレジアはもう城に向かってるよ」

　初めて会った筈はずの少年が、テレジアの名前を知っている。一瞬、テオの仲間という事も考えたが、目の前の二人からは吸きゆう血けつ鬼きの気配はしない。

　そして──どこか遠くを見ているような虚うつろな目を見て、ルーディは子供達の身に何が起きているのかを悟さとる。

「……ジグムントさんですか」

「違うよ？　正確には、ジグムント様に支配されてる『葉っぱ』だよ？」

「ああ……そうだったな」

　目の前の子供達は、既にジグムントの『感かん染せん支配』に冒おかされているようだ。ジグムントはよく自分の事を『枝』と呼び、支配によって自在に操あやつれるようになった人間や動物を『葉』と呼んでいる。

『枝』の姿は出会う度たびに変わっているが、どういう仕組みなのかまでは知らされていない。気にはなっていたが──今は正直、そんな事はどうでもいいと考えていた。

「すぐに向かうと、ジグムントさんに伝えておいてくれ」

　もはやジグムント達の『仕事』に関わっている暇ひまはないが、とりあえずテレジアと合流するには、彼らの言う通り城に向かった方が一番てっとり早いだろう。

　だが──そんな思いを見み透すかすように、『支配』された子供達はクスクスと笑いながら言葉を連続して紡つむぎ出す。

「もう、伝わってるよ？」

「わたしたちの目と耳は、ジグムント様といっしょなの」

「それに、ルーディ、もう会ったみたいだね」

「今回のあなたの敵の、妹に」

　敵の妹──。

　その言葉が何を意味しているのか一瞬わからなかったが、それがどうやら、港で痛めつけた吸血鬼の少女であろうという事に思い至り──ルーディは鎧よろいの中で目を見開いて、眼前の少年達に詰め寄った。

「……どういうことだ。今回の『敵』は……バルシュタインなのか？」

「そうだよ」

　隠かくそうともせず、少年があっさりと事実を告げる。それに続き、少女も言葉に幼さを残したまま、淡たん々たんと事実を語り続ける。

「まあ、ルーディの探しているバルシュタインじゃないけどね」

　ゼンマイ仕掛けのオルゴールのように、ジグムントの人形と化した少年と少女は、代わる代わるに口を開き、ルーディに隠かくしていた事実を紡つむぎ始める。

「知らなかったの？　ルーディがこれから行くお城の名前は『バルシュタイン城』だよ？」

「敵は、君の探してるバルシュタインの親しん戚せきみたいなものだよ。……あッ、そうか！　君達が独断で島に行かないように、メルヒルム様はわざと教えなかったのかなあ？」

「まあ、彼らが君の仇かたきの居い場所を知ってるかどうかは、知らないけどね！」

「仕事のついでに聞いてみたら？　バルシュタインの王子様とお姫ひめ様さまに！」

「……そう、そうだよ？　君達を連れてきたのは、敵がバルシュタインの一族だからさ！」

「感謝してほしいよね！」

　連続して出てくる『バルシュタイン』という名に焦りと怒りを同時に覚え、ルーディは何か言おうと口を開く。

　だが、その言葉は封じられた。

　少年達の口から漏れだした……それまでの声とは全く異質な『言葉』に圧倒されて。

「同志カルジミールは、かつてルーディに言ったのだろう？　我らの走狗となれば、仇討ちの手伝いぐらいはすると」

「今がその時。それだけの事だ」

　幼い声の奥からにじみ出るのは、感情の見えない不ぶ気き味みな意志の塊かたまりだった。何気ない少年少女の瞳の奥に、ジグムントという怪かい物ぶつがいる。

　その事実を実感していると──不意に、目の前の少年がキョロキョロと周囲を見回した。

「あれ……今、なんか言った？」

「ううん？　どうしたの？」

「気のせいかな……ま、いっか！　鎧よろいのおじさん！　お祭りでなんかやるんでしょ？　楽しみにしてるからね！」

「あ、そうだ！　そろそろ行かないと、お祭りが始まっちゃうよ！」

　子供達の無む邪じや気きな声に、先刻までの怪しげな空気は微み塵じんも感じられない。どうやらジグムントは子供達に自我を返したようで、今の会話の事は記き憶おくにも残っていないのだろう。

　だが──『支配』は続いているのだろう。

　ジグムントが『死ね』と命令すれば……いや、恐らくはそう考えるだけで、彼らは即そく座ざに自分の首を絞しめ始めるのだろう。そんな光景を想像し、自分の過去と照らし合わせる。

　──まさかそんな事はしないとは思うけれど……。

　ジグムントが動くのは、今回の『敵』に対する牽けん制せいのためだと言われていた。詳しい仕事内容は港から城に運ばれる途中で聞く予定だったが──あの女おんな吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろう達に関わっていた為ために、予定が完全に狂ってしまった。

　──……狂わされたのは……予定だけじゃない。

　吸きゆう血けつ鬼きの少女と自分の間に立ち塞ふさがった、何の能力もない人間の少年。

　自分が本気を出せば一いち撃げきで首をねじ切る事ができる、その程度の存在の筈はずだ。

　しかしルーディの心の中には、未だに先刻の少年の行動が焼き付いており──かつての自分自身と比べてしまい、どうしようもない苛いら立だたしさが募つのり続けていた。

　──だが、それも終わる。バルシュタインの一族を……テオの仲間を……奴やつの大事な物を全部全部奪うばい尽くして、そして最後にあいつを殺す。

　それで、全てが終わる筈だ。

　終わらせなくてはならない。

　誰の為ために？

　自分の為にだ。それ以外の何物でもない。奴を殺したところで、父も母も友人達も……そして、大好きだった姉も蘇よみがえりはしないのだ。

　──そうだ、これは自己満足に過ぎない。

　自じ虐ぎやく的な事を思いながら、ルーディは鎧よろいの中で孤独に嗤わらう。

　己おのれを否定する笑いではなく、これから自分がテオドシウスに対して行う暴ぼう虐ぎやくと惨さん劇げきの限りに思いを馳はせて。

　かつて自分が味わった絶望と恐怖を、あの忌いまわしい吸血鬼にも味合わせる為に。

　──僕は──あいつになるんだ。

　刹せつ那な、またも先刻のミヒャエルという少年の姿が頭をよぎり、突然湧わき上がった憤いきどおりの理由がわからず、衝しよう動どうに身をまかせて強くその歯を食いしばる。

　そんな彼の耳に、去りゆく少年少女の声が余りにも無ぶ遠えん慮りよに飛び込んできた。

「じゃあねー、鎧よろいのおじさーん」

「出し物、がんばってねー！」

　ルーディは、子供達の呼びかけに手を振る事も返事をする事もしなかった。

　昔の自分を思い出す事すら忌わしくなり──ルーディは最後まで、走り去る子供達の方を見ようともしなかった。

　ただ、己の内に暗あん澹たんとした憎しみだけを募つのらせて。





†






パリ某ぼう所しよ　地下　大会議室




「全ては我々の掌てのひらの上だ……。まあ、うまくいけば囮おとりとして利用する筈だったレリックをも手に入れられるかもしれん。手に入るものならば、是ぜ非ひとも欲しい所だ」

「随ずい分ぶんと強欲だな」

　窘たしなめるような言葉を吐くが、ラティーシャの声はどこか嬉うれしそうだ。

　しかし、それとは対照的に、カルジミールの表情は暗い陰りを見せている。

「だが……我々の最大の誤ご算さんが、今グローワース島に向かっている所だ」

「ギャルドか？」

　軍服少女は眉を顰ひそめながら、つい先せん刻こく出会った吸きゆう血けつ鬼きの名を告げる。

「そうだ……【漆しつ黒こくの墓はか守もり】ギャルド・リッツバーグ！　常に戦場を好み数百年にも及んで数々の戦いくさの陰で死者を貪むさぼり、死を奪い、屍し者しやを操あやつり続ける悪魔のような吸血鬼！　死体を偏へん愛あいする変態にして、吸血鬼としては最高ランクの『屍しかばね使つかい』！　忌いま々いましい事に我が組織の最高戦力の一人！　かつて大戦中には全ての人間が死に絶えた最前線で、死体を全てゾンビと化して再び戦闘を再開させるような奴やつだぞ！　それも何か明確な目的があってではない！　『面白そうだったから』。それだけの、たったそれだけの理由でだぞ!?　本来ならば真っ先に我々の組織から抹まつ殺さつされるべき存在だ！　だが……口くち惜おしい事に、奴に穏おん便びんに勝てる奴が存在しない！　ゲルハルトの奴が上う手まく丸め込んだからいいようなものの！　だが……私にとってはそれが殊こと更さらに忌わしい！　奴が未だに、組織を抜けた筈はずのゲルハルトの信しん奉ぽう者だという事が！」

　たった一人の吸血鬼について仰ぎよう々ぎようしく語るが、その目には噓うそやハッタリの色は微み塵じんも感じられないし、ラティーシャもその言葉を疑いはしなかった。彼女もまた、知っているのだ。

　ギャルド・リッツバーグという吸血鬼が如い何かなる存在なのかを。

「私の真の狙いを奴がゲルハルトに伝えれば、全ては台だい無なしになる！　それに、奴が少しでも暴れてみろ。ジグムントと奴が争えば、あの島どころかヨーロッパ中がえらい騒ぎになるぞ？」

　まるで世界の終わりが来るかのような口く調ちようで語り続けるカルジミールに、ラティーシャは薄笑いを浮かべたまま、冷静に自分の意見を話し始めた。

「それなら心配する事はないだろう」

「……なに？」

「ここからグローワース島までは１０００キロ近くも離れているんだぞ？　先刻ここを出たばかりのギャルドが辿たどり着くのにはしばらく時間がかかる筈だ。それまで全てを済ませてしまえばいいだろう？　それならば──ギャルドが暴れる前にジグムントとメルヒルムを引っ込めれば済んでしまう話だ」

「……だが、テオドシウスを前にすれば、ルーディとテレジアは撤てつ退たい命令など聞くまい」

　当然の成り行きを語るカルジミールの言葉に、ラティーシャの笑顔は一層鋭く冷え込んだ。

「その時は──あの二人が死ぬ。それだけだろう？」





†






パリ郊外　シャルルドゴール国際空港




「ラッキー、丁ちよう度どハンブルク行きの飛行機の席があって超ラッキー！」

　日の暮れた巨大な空港の中──今、まさに飛び立とうとしているジェット機の中に、一人の吸きゆう血けつ鬼きが座っていた。

　顔面には漆しつ黒こくの包ほう帯たいが幾いく重えにも撒まかれており、鋭い眼光を放つ右目だけが、黒布の間で爛らん々らんと輝いている。全身も頭部と同じように黒い包帯がきつく巻かれており、漆黒のミイラ男さながらの雰ふん囲い気きだ。露ろ出しゆつしている部分は、せいぜいセミロングを逆さか立だてたような髪の毛と、首とへその周囲ぐらいしか存在していなかった。それが見る者によってはある種しゆの魅み力りよくを感じさせるのかもしれないが──そもそも、その吸血鬼が男なのか女なのかもよく解わからない。

　いったいどうやってゲートを通り抜けたのか──ギャルド・リッツバーグは、そんな外見をしたまま、ファーストクラスの客室に乗り込んでいた。

「んー。２時間もかからないかな？　こっからハンブルクまで２時間もかからないかな？」

　独特の台詞せりふ回しで独り言を呟つぶやきながら、ギャルドは静かに思いを巡らせる。

　ハンブルクまで行けば、後はグローワース島までそれほど時間はかからないだろう。カルナル祭のセレモニーには絶対に間に合わないが、ギャルドはそんな事は欠片かけらも気にはしていなかった。

　なぜなら──ギャルドは、今日という日がカルナル祭の開始の日にあたり、島には世界中からの観光客が来ている事など──欠片も知りはしなかったのだから。

「殺してるかねえ。ジグムントの奴やつ、何人ぐらい殺してるかねえ？」

　新鮮な死体が多ければ多い程ほど、自分の為ための、自分だけが楽しめる玩具おもちやが増える。

　そう考える吸血鬼の目には──やはりカルジミールと同じように、島の人間達の命など欠片も映ってはいなかった。





†






パリ某ぼう所しよ　地下　大会議室




　言いたい事を全て言い終えたのか、カルジミールは喋しやべり疲れたように頭を垂れる。

　しばしの静せい寂じやくが大会議室の中に舞い降りたが、それを許さないとばかりに、ラティーシャが底そこ冷びえするような微笑を浮かべて口を開く。

「それにしても……お前は本当に最低だな。偉大なる指導者カルジミール」

「……話を全て聞き終えた上での感想がそれか。ラティーシャ」

「ああ、最低だ。仲間を仲間とも思わぬ作戦だ。そこまでしてヴァルドレッドという実験体を手に入れようとする姿勢は褒ほめてもいいと思ったが……違うな。お前はただ、ゲルハルト・フォン・バルシュタイン子し爵しやくに嫌がらせをしたいだけだ」

「なッ……！　そんな事はない！」

　抗議の声をあげるカルジミールに対して、彼女は静かに、それでいて圧倒的な重さを込めた声で相手の反論を封じ込める。

「……ヴァルという個体を手に入れる為ためだけなら、我らの組織には隠おん密みつに動ける存在はいくらでもいる筈はずだ。そもそも、ジグムントとメルヒルムだけでも作戦の遂すい行こうは可能だろう」

　ラティーシャも同じ組織の幹部として、ジグムントの力はよく知っている。だからこそ、冷静に分ぶん析せきした上でカルジミールの作戦の『無む駄だ』を指摘した。

「そこにルーディとテレジアを投入するという事は……私には戦力の増強というよりも……子し爵しやくが作り出した調和を破壊する為の材料、というように思えるがな。……正直に言え、カルジミール。お前は寧むしろヴァルドレッドやレリックの奪だつ還かんよりも……、ルーディ達の復ふく讐しゆう劇げきに子爵を巻き込む事を目論もくろんでいるのだろう？　前者の事は全て口こう実じつに過ぎないというわけだ」

　一いち分ぶの無駄から推測された事実を、彼女は躊躇ためらいも無く謀ぼう略りやくを仕掛けた本人に突きつける。

　そして当のカルジミールは、今し方の焦りに満ちた表情を撤てつ回かいし、再び──底が見えぬ程ほどに深く冷たい瞳を光らせた。

「……ふん。だとしたらどうする？　お前も私を裏切って……いや、違うな。組織に不利益な事をしている私を糾きゆう弾だんするかね？」

「この狸たぬき役者め……。だが安心しろ。私は子爵のメールアドレスもドロシー達の携帯番号も知っているが──私からは、特に連絡をするつもりはない」

　カルジミールは、『何な故ぜ』とは問わなかった。

　彼女とも長い付き合いであり──その性格は十分に把は握あくしているつもりだ。だからこそ、彼女に全ての企たくらみを打ち明けたのだ。

「ハハハハハハハハハハハハハハハハハ！　ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　カルジミールの思いを裏付けるように、それまで微笑ほほえむのにも驚くのにも堅い表情だったラティーシャが……人格が変わったかのように、けたたましく狂おしい哄こう笑しようを響ひびかせたのだ。

　絶ぜつ笑しようは大だい会議室中に響き渡り、跳ね返ってきた声と合わさった結果、部屋に群衆が満ちあふれているかのような錯さつ覚かくさえ起こさせる。

「ああ、ああ、なんて楽しそうなんだ！　恨うらめしくて腹立たしくて仕方が無い！　こんな楽しそうな事件に関われない自分が！　結果を直接見られぬ自分が！　結果を想像する事しかできない自分に殺意を覚えて仕方がない！」

　先刻までの冷静な軍服少女の雰ふん囲い気きは完全になりを潜ひそめ、今はフィクションの世界に見られるような、狂気に酔う独どく裁さい者しやのような姿が顔を出している。

「ふん……。ゲルハルトとは盟めい友ゆうなのだろう？　助けなくていいのか？」

「助けると、私に何か得があるのか？　他人の不幸という蜜みつを舐なめ逃してまで手に入れる利益があると？」

　悪意も善意も感じられず、聞く者の全身を貫つらぬく冷たい感情だけが込められた冷れい笑しよう。だが、その言葉とは裏うら腹はらに──彼女の言葉はますますテンションが高まっていく。

「ルーディは何も知らないんだろう？　我らが忠ちゆう実じつな猟りよう犬けんであるニーズホッグ殿は何も何も知らないのだろう？　お前の企みを超えた所で動く、元からあった様々な真実すらも、誰も何も知らないのだろう？　それはさぞかし見み物ものだろう。ああ、できる事ならば私も直ぐにグローワース島に向かい、その悲劇の瞬間に立ち会いたい……ッ！」

「ならば、行けばいいだろう。できる事ならギャルドを追いかけてなんとかしてくれ」

　切なる願いが込められた言葉だったが──ラティーシャは静かに首を振った。

「……残念だが、ダメだ。明日は朝から医者の予約が入っている」

　唐とう突とつに紡つむがれた『医者の予約』という俗っぽい言葉。

　カルジミールは不ふ思し議ぎそうな顔をして相手に真意を問いかける。

「予約……？　なんの医者だ？」

「歯医者」

「は……？」

　ますます俗ぞく世せい的な単語の登場に、カルジミールは心底呆ほうけた表情で口をパクパクさせている。

「虫歯なんだ。明日、銀ぎん歯ばの型を取る事になっている」

「なんだと？」

「お前には今までずっと黙っていたが……何が悪いのか、私は虫歯で開いた穴を自力で再生できん。イメージの問題かもしれないが」

　頰ほおを押さえる軍服少女から、唐突に威い厳げんや狂気が失うせていく。頰に手を当てて困ったような顔を見る限り、今の彼女は単なる軍ぐん服ぷく趣味の女子高生にしか見えなかった。

「私は……主あるじへの恩を忘れてまで蜜みつを食う甘あま党とうなのでな」

　まるでそれが盟めい友ゆうたるゲルハルトを見捨てる理由であるかのように、淡たん々たんと世間話の中に自分の信念を織り交ぜて話す軍服少女。

「少し甘い血を吸いすぎた。血けつ糖とう値ちが高く、なおかつ低てい脂し血けつな人間を意図的に選ぶのは、存ぞん外がいに骨が折れるものだ」

　嫌な事実を淡々と告げながら、彼女は静かにカルジミールに背を向けた。

「そうそう。それとな……私は、不幸を想像するだけで満足だ。実際の結果を見ても、そこまでの満足は得られないだろう事が解わかっているからだ」

　背を向けたまま紡がれた言葉に、カルジミールが不ふ可か解かいそうな表情で問いかける。

「……何な故ぜだ？」

「おそらく、私が想像した程ほどの不幸は、実際に訪れる事はないだろう。ゲルハルト・フォン・バルシュタインが関わるのならばな。だから──私に許されるのは、結果を想像して楽しむ事だけだ」

　それ以上は何も言わず──【幻げん橙とう機き】ラティーシャ・Ｇ・アズタンドゥーヤは、音もなく議事場を後にした。

　残されたカルジミールは、彼女の最後の言葉を聞いて、苛いら立だたしげに舌した打うちする。

「フン……。どいつもこいつもゲルハルトゲルハルトと……。何な故ぜ組織を辞やめた奴やつにそこまでのカリスマがある……？　私の何ど処こが奴に劣っているというのだ……！」

　その答えは先刻ラティーシャに指摘された筈はずだが、どうやら彼の中では無かった事として処理されたようだ。

　彼は忌いま々いましげに自分の体中に刺さった木片を見て──

「あれ？」

　自分の状況を思い出した。

「おい!?　ちょッ……これ！　木を抜け！　忘れてる！　俺を助けるのを忘れてるぞラティーシャ！　いや、あの、ラティーシャさん！　戻ってきて！　ああああ、ちょッ……こんな状況を万が一組織の下の連れん中ちゆうに見られたら……ッ！　ラティーシャさん、ラティーシャぁぁぁぁぁぁぁ………………」

　叫び声は大会議室の中に空むなしく木霊こだまするのみで、ゲルハルトの不幸を企たくらんだ男は──一ひと足あし早く、その報いである不幸を味わう事となった。







　恩人の絶ぜつ叫きようを会議室の外で聞きながら、ラティーシャは先刻と全く同じ言葉を呟つぶやく。

「私は……主あるじへの恩を忘れてまで蜜みつを食う甘あま党とうなのでな」

　楽しそうに楽しそうに、軍服に似に合あわぬ無む邪じや気きな目をして、絶叫に合わせてくつくつと笑う軍服の少女。

　そして、かつての盟めい友ゆうが闇やみを司つかさどる島に思いを巡らせる。

　今いま頃ごろは、不幸の予よ兆ちようが始まっている頃であろうか？　それとももう、不幸を通り越して絶望にまで足をかけているだろうか？　もしももしも、ゲルハルトが島に不在だったならば？　吸きゆう血けつ鬼き達を、闇やみをまとめる存在が居なかったとしたら？

　ネガティブな結果を求めて、推測から妄もう想そうへと想いを変化させ始めたその瞬間──

　彼女の携帯電話が、軍服の胸ポケットで小さく震えだした。

　妄想を邪じや魔まされた事に苛立ちを覚えながら、ディスプレイに表れた名前を確認し──苛立ちの表情は、透き通る笑顔へと形を変えた。

　新たな不幸の種たねを見つけたかのように目を輝かせ──彼女は廊下を歩き出しながら携帯電話を耳に当てた。




　これから始まる悲劇に、心を静かに躍おどらせながら。





†






「ヒルダ……遅いなあ」

　病院の一室で、星の見え始めた空を眺ながめながら……吸きゆう血けつ鬼きは、少しだけ不安そうな顔をした。

　澄み渡る夜空、ここにまで響ひびいてくる祭りの喧けん噪そう。

　美しさや安らぎを感じるべき空気の街を見ているというのに、若い吸血鬼──レリック・フォン・バルシュタインは、どうしようもない胸むな騒さわぎを覚えていた。

　その胸騒ぎを抑える為ために、彼は大事な人の名を口にする。

「ヒルダが来たらどう説明しよう……。とりあえずミヒャエルの命に別状はないって話からした方がいいのかな……」

　だが──胸騒ぎは収まらない。寧むしろ強くなったように感じられた。

　少年はまだ気付いていない。

　彼女こそ、胸騒ぎの原因であるという事を。

　吸血鬼は気付いてない。

　その胸騒ぎが、現実のものになろうとしている事を────

「本当に──遅いなぁ…………ヒルダ」







　胸騒ぎの根源は、まずはノックの音として現れた。

「あ……ヒルダ？」

　噂うわさをすれば影だと思いつつ、レリックは何の躊躇ためらいも無く扉を開けたのだが──そこに愛する幼なじみの姿は無く、代わりに、バルシュタイン城に仕える人じん狼ろうの一人が立っていた。

　廊下にはまだミヒャエルの身を案じた人狼達が残っているが、その表情には、一いち様ように何か別の不安の色が浮かんでいる。

「……？　どうしたんですか？」

「いえ……その」

　スキンヘッドにサングラスをかけ、いかにもチンピラといった感じの人狼が──人間の形態のままで呟つぶやいた。

「なんか……静かすぎやしませんか？」

「え……？」

　疑問の声を上げるレリックの前で、人狼は人間のままで鼻を僅わずかにひくつかせる。

「それに……急に減ったんすよね……この病院から」

「何が……」

　答えは予想できた。だが、それを口にすることが躊躇ためらわれ、思わず相手に聞き返す。

　そして──人じん狼ろうの口から、予想通りの言葉が返ってくる。

「……人間の匂においが、です……」




　確かに、改めて周囲の状況に集中すると──病院は、あまりにも静か過ぎた。

「入院患かん者じやとか、何人かの医者の匂いは残ってるんすけどね……。それでも、医者の数がいつもより少なすぎるっつーか。祭りに行ったにしても、急に減りすぎたんですよね。シフト交代の時間でもねえのに」

　外見の割に細かい事を指摘する人狼の言葉が気になり──レリックは、膨ふくらみ始めた不安と共に、病院の一階、受付へと足を向けた。

　階段を下りる最中も、嫌な静けさが周囲にまとわりついてきた。まるで、空気の中に別の何かの気配が混じっているような、不快極まりない感覚だった。

　だが、それらを全て気のせいであろうと望みながら、レリックは力強い足取りで階段を踏みしめていった。

　だが──そこで見た物は、ふくらみかけた不安が、そのまま爆発的に広がる光景だった。

「え……」

　外来受付の窓には、何人かの人の姿はあったが──その何人かは、慌あわてたような様よう子すでしきりに電話と格闘している。聞こえてくる会話の内容から、どうやら何人かのナースや医者がいなくなったらしいという事が解わかった。

　だが、不安を爆発させた起き爆ばく材は、そんなものとは全く別の所に存在した。

　受付の前に置かれた、入院患者に会いに来た人間がサインする外来記き帳ちよう。

　その、一番下の所に──彼のよく知る名前があったからだ。




【ヒルダ・ディートリッヒ】




　身体からだの中に魂たましいの力を伝える為ための血液が、一気に全身を逆流したような気がした。

　愛する少女の名前が確かにそこに記されており──

　肝かん心じんの少女の姿は、周囲のどこにも見あたらなかった。







　遙か西の空に沈みかけていた太陽が、この瞬間──完全にその姿を隠かくす。

　凍るような静せい寂じやくを携たずさえ、吸きゆう血けつ鬼き達の時間が音もなく動き始めた。

　夜が──始まったのだ。







[image: ８章　白雪姫は血に塗れ]










バルシュタイン城　客間




「ああ……それにしても本当に久しぶりね！　子し爵しやく様……いいえ、ゲルハルト！」

【うむ。一いつ体たい何年ぶりであろうか？　元気そうで何よりだ、愛いとしい我が婚約者フイアンセよ！】

　数人の吸きゆう血けつメイドや人じん狼ろうが固まっている中──再開を果たした二人の男女は、短い言葉で互いの健けん勝しようを喜び合う。

　当の二人を除く誰もが、唐とう突とつな客人の登場に言葉を失った。

　単に子爵の知り合いだというのならば何も驚く事は無い。問題は──その来客について、突とつ然ぜん子爵が『婚約者』だと紹介をしたからだ。

　ただ……もしも見慣れていない者が目にしたら、目の前に広がる光こう景けい自体に言葉を失うことだろう。

　女は、透き通るような白い肌はだに、艶つやのある長い白はく髪はつを携えていた。年を取ってから生はえるものとは違い、絹きぬ糸いとのようなしなやかさと滑なめらかさを保っている。通常ならば肌の色との差にカツラかウィッグのような印いん象しようを受ける所だが、彼女の肌の白さは見事に髪と調和を見せている。

　髪と肌だけではない。瞳も瞳どう孔こうを除いて血管一つ浮かばない見事な白色をしめしており、薄うす桃もも色いろの唇の合間から覗のぞく舌が際だって赤く感じられる。

　服装も純白で統一されており、ドレスとはいかぬまでも、単色ながらに凝こったデザインは、おとぎ話に出てくるような、どこかの王族の姫ひめ君ぎみを想像させた。

　──雪の妖よう精せい。

　初めて彼女を目の当たりにした者は、そう思ってもなんら不ふ思し議ぎではないだろう。そう思わせるだけの雰ふん囲い気きを、彼女は確かに纏まとっていたのだから。

　だが──それよりも問題なのは……彼女と抱き合っている相手の方だ。

　子し爵しやくは今いま更さらどうする事もできない血の塊かたまりとして──赤い液体がかろうじて人間の形を作り出し、『怪かい奇き！　液体人間』としか表現できない存在と成り果てていた。

　そんな不ぶ気き味みな怪かい生物と、なんの躊躇ためらいもなく抱き合う白しら雪ゆき姫ひめ。

　ある意味悪あく夢むのような光景でもあり、雪の妖精が赤いスライムに喰われようとしているようにも見える。

　第一、どうやって液体と抱き合っているのだろうか？

　彼女は白い服には血がしみこんでいく様よう子すは無く、どうやら紙などを持つ時の要よう領りようで、血の身体からだの表面に念ねん力りきの膜まくのような物を張っているようだ。

　愛し合う男女は、それ以上言葉はいらぬとでも言うかのように身を寄せ合っていたが──やがて我に返ったメイド達が、二人に対して一いつ斉せいにツッコミの叫びをあげる。

「子爵様！」

「どういうことですか！　婚約者フイアンセとは！」

「そんな話は聞いていません！」

　数人の女性達に詰め寄られ、すわ、修しゆ羅ら場ばの発生かと思いきや──

「式はいつになさるんですか！」

「前もって言っておいて下さらないと、なんの準備もできません！」

「粗そ放ほうな婚礼式で、この城の品位を貶おとしめるおつもりですか！」

「子爵様はいつも勝手に物事を推おし進めて！　私達の苦労も少しは考えて下さい！」

「ええと……今から資料を作成しますから、お名前と式にお呼びする親族の人数をお願いしますー。あ、大体の人数で結けつ構こうですから……」

　おっとりとした顔のメイドがのんびりと尋たずねたのを最後に、ようやく怒ど濤とうの攻勢が終了し、子爵が困った顔をしながら身体の一部を文字に変化させ始める。

　ちなみに身体の大部分は人の形を保ったままで、流石さすがに抱ほう擁ようは止めたが片手を白い女と繫つないだままだ。

【むう、これは済まぬ。懐なつかしさと愛いとおしさについ我を忘れてしまったようだ】

　空あいた手で頭を搔かくような動作をするが、当然なんの意味もない行動だ。

　とりあえず話をする姿勢になった事を確認し、部屋の中にいたメイドや人じん狼ろう、そして『マジシャン（マジー）』と呼ばれる背広姿の吸きゆう血けつ鬼きが、半円を描くように二人の吸血鬼を取り囲む。

　全員の意見を代表するかのように、マジシャンが静かにその口を開いた。

「あの、子し爵しやく様。とりあえず、もっとちゃんと紹介して下さると助かるんですが……」

　子爵はその言葉に反応し、日本人であるマジーの事も考こう慮りよして、ドイツ語と日本語を同時に空中に紡つむぎ出し、部屋の全員に婚約者フイアンセを紹介する文字列を生み出した。

【ふむ。もっともな意見だね。では、改めて紹介しよう！　彼女はドロシー・ニパス。姓せいはギリシャ語で『吹雪ふぶき』という意味だ】

「……はじめましてみなさん。ドロシー・ニパスです」

　ドロシーは皆の方に向き直ると、優ゆう雅がな動きで一礼をしてみせた。その動きはやはりどこか高貴な雰ふん囲い気きがつきまとい、見ている者の心を静かに揺さぶった。

「ごめんなさい。ゲルハルトったら、みんなに私の事を伝えてなかったんですね……。まったくもう……そういう所は昔から相変わらずなんだから！」

　しかし、放たれる声はおしとやかというよりも明めい朗ろう快活な類たぐいのもので、ゲルハルトに対しては話し方もだいぶフランクな感じになっている。

【ハハハ、いや、すまんすまん。ううむ、もうてっきり全員に伝えたものかと思っていたが、どうやら博士やゾブ婆ばあに伝えたのをいいことに、てっきり全員に伝えたものと都つ合ごうのいい勘かん違ちがいを起こしてしまっていたようだ！】

　あまり反省しているようには感じられない文面だが、照れている事はその文字が心しん臓ぞうのように脈打っている事から容易に推測する事ができた。

　そして、周囲の皆に自分の伴はん侶りよを紹介するため、先刻の文章の続きを空中に書き綴つづる。

【彼女は私がかつて組織に所属していた時に懇こん意いになってね……。そもそも、組織の設立を提案したのは彼女で、私は彼女に推すい薦せんされて組織の幹部を務めさせて貰もらう事になったのだよ】

　過去を懐なつかしむように文章を紡ぐ子爵の横で、ドロシーもどこか恥ずかしそうに目をそらしている。純白だった頰ほおに僅わずかに紅べにが差し、妖よう精せいじみた存在が僅かに人間らしく感じられた。

　彼女が悪人ではなさそうだと皆が考え始め、このまますんなりと紹介は終わるように思われたのだが──とりあえず彼女の正体が判明したところで、マジーが先刻から気になっていた事を尋たずねかける。

「ところで子爵様、あの」

【うむ？　なにかね？】

「なんか……さっきから部屋の温度が下がっているような気がするんですけど……」

　一見全く関係ないような質問だったが、誰もその言葉に異い論ろんをはさみはしなかった。

　確かに部屋の中が先刻から冷え込んでいるのは事実であり──特に、その冷気がドロシーの方から強く感じられるのが解わかったからだ。

【おお！　これは　じゅうようなことを　わすれてい　た！】

　何な故ぜか文字が乱れ始める子爵だが、そのまま疑問に対する回答を文章に示し始める。

【かのじょは、念ねん力りきで　しゅういの　ものを　あやつれるのだが　重　い　ものは　むりだ】

「あ、あの、子し爵しやく様？」

　どんどん動きがぎこちなくなっていく子爵を不安に思い尋たずねるが、子爵はそんなマジー達の言葉には構わずに、文章の続きを宙に描き出した。

【そのかわり　ドロシー嬢じよう　は　ちいさいもののうごきを　とめることが　できる　のだ。　たとえば　そう　分子の　うごきを　にぶらせる　ことも　かのうなのだよ！　分子の　しんどうを　とめるという　ことは、　そのぶん　おんどを　さげるという　ことだよ。　しかし　どうにも　こんとろーるが　むずかしいようで、　ヒヤスつもりが　な　い　時　でも、　つねに　しゅういヲ　ヒやシつヅケるノ　ダ　ヨヨヨヨヨヨヨ───～～～～～…………】

　そこで完全に文章が途と切ぎれる。

　マジーは、人間の形を保っている子爵の身体からだに目を向け──異常の正体に気が付いた。

　子爵の身体はそれまでの液体としての揺らめきがなく、完全に固体と化した表面には、白い霜が薄く覆おおい始めている。

「おわぁ!?　子爵様が凍ってる!?」

　その叫びで、ようやく手を握っていたドロシーも婚約者フイアンセの異常に気が付いたようで、慌あわてて手を離して子爵の身体を温めようと抱きしめる。

「え!?　ゲルハルト!?　ご、ごめんなさい！　そんな……昔よりも凍り易やすくなったの!?　しっかりして！」

　だが──彼女が抱きしめたのは完全に逆効果だったようで──空中に浮かんだ文字も完全に凍り付き、そのまま重力に従って床に落下する。

　そして、なんの抵抗もなく──子爵の身体の一部は、硝子ガラス細ざい工くのように砕け散ってしまった。







【いや失しつ敬けい！　久しぶりに会えた喜びに、些いささか気がゆるんでいたようだ！】

　メイドが客間のティーポットの中にあるお茶をかけたり、人じん狼ろうが全力で布を擦こすったりした結果──なんとか子爵の身体は元の液体へと融ゆう解かいし、彼は完全に自由を取り戻した。

【ハハハ、昔から彼女に抱きしめられる度たびに凍り付いて意識を失ったものだ！】

「子爵様の天てん敵てきじゃないですか！　なんでそんな人と婚約を!?」

　周囲からのツッコミに、子爵は少し照れたように身体をくねらせながら文章を作る。

【……愛の前に……体温の差など些さ細さいな事とは思わんかね】

「お二人の温度の違いは既に『差』というより『溝みぞ』のレベルですよ!?」

【ハハハハハハハ…………。さて。本題に移ろうではないか】

　マジーの冷静な指摘を誤ご魔ま化かすように、子爵は身体を引きしめる。気のせいか、書体も先刻までとは違い経済新聞などに使われるカッチリとしたものに変化しているように感じられた。

【ドロシー。レリックを守りに来たという事だが──どういう事かね？】

「ああ……そう、それよ！　携帯からメールも送っておいたんだけど、確認してない？」

【む……しまった。今日はまだ確認していないな。客人が多かったのでついぞ忘れてしまっていたようだ】

　血ち溜だまりがメールなどとは不ふ釣つり合いこの上ない話だが、子し爵しやくは趣味の一つに『ネットサーフィン』が上げられる程度にはパソコンを使いこなす。自分の身体からだを操あやつる念ねん力りきを応用して、パソコンのキーボードとマウスぐらいのものならば自由に使いこなせるようだ。

　寧むしろ指の数という制限がない分、タイピングの速さはグローワース島一いちとも言われている。

　そんな子爵だが、流石さすがに電話はどうしようもないようで、連絡方法はもっぱらインターネットを介したＥメールを用いて行っている。

【さて……メルヒルムが来ているのは知っているが、カルジミールまで関わっているというのはどういうことかね？　レリックを守りに来たというのは……】

「あの……子爵様！」

　血文字の文章を遮さえぎるように、メイドの一人が何かを思い出して声を上げる。

「申し訳ございません。突然の御ご来客に報告が遅れましたが……。フェレット様の事で、お耳に入れておきたい事が」

【？　……急を要する事かね？】

「はい。それに……ドロシー様にも関わりがある可能性が……」

　そう言いながら、幾いくばくかの不ふ審しんを抱いた目で客人を見る緑メイド。

【……ドロシーは信用できる。そんな視線を向けるのは止めたまえ】

「は、はい！　申し訳ございません……」

　主人である血溜りに心を見み透すかされたメイドは、慌あわててドロシーに謝罪の声を上げた。

「いいのよ、気にしないで……。それに、その口ぶり……もう、何かあったのね？」

　自分が疑われた事ではなく、何かが起こった事を推測して顔を曇らせるドロシー。

　そんな彼女にメイドは改めて頭を下げながら、その場にいる全員に対して報告を行った。

「はい……。実は先刻、港でフェレット様が……」





†






同時刻　バルシュタイン城地下　博士と教授の研究棟とう




「はーかーせー。はーかーせってばーッ！」

　鍾しよう乳にゆう洞どうの奥にある、人じん為い的に彫られた横穴の奥。洞どう窟くつの雰ふん囲い気きには全くそぐわない、セキュリティの整った研究棟の入り口で、道どう化け姿の少女が大声と共に扉を叩たたく。

　道どう化け娘むすめの背後には、彼女の仲間である吸きゆう血けつ鬼き達が数人たむろしており、何事かをささめき合いながら扉が開くのを待っていた。

「今が最大のチャンスだ。解わかるなお前ら？」

「ああ、セリムがヴァルと上に行ったからな。今の博士と教授は羽をもがれた小鳥に過ぎん」

「おっと……吸血鬼だから蝙蝠こうもりだろ？」

「蝙蝠の羽をもいだら死ぬ気がするけど」

「くく……より永き夜を生きる我らを軽んじたのだ。奴やつらには……死、あるのみよ」

「真の吸血鬼の恐ろしさを奴らに教えてやる時が来たようだ」

「我らの力を見せてやろう！」

　芝しば居いがかった事を言う吸血鬼達に対し、道化娘は一いつ旦たん扉を叩たたく手を止め、口を開く。

「あのねあのね。博士って、レリックほどじゃないけど、結けつ構こう強いらしいよ？　ゾブ婆ばあさんが言ってたけど、喧けん嘩かしたら多分人じん狼ろうのみんなとかよりずっと強いって！　みんなじゃ絶対絶対勝ち目が無いねー！　アハハハハハ！」

『……』

　全員がシンクロしたように息を吞み、吸血鬼達は互いの視線を絡ませ合う。

　そして、何事も無かったかのように先刻の言葉を言い直し始めた。

「くく……俺達に正当な報ほう酬しゆうを支払わない不当な雇こ用よう主ぬしには、死、あるのみよ」

「フリーターの恐ろしさを奴らに教育する時が来たようだ」

「無職の力を、みせてやろう！」

「ニ・ー・ト！　ニ・ー・ト！」

　全く力の無い言葉を吐き始めた彼らを余よ所そに、道化娘は再び扉へと向きなおる。

　おもむろに細い右手を扉に向けたかと思うと、次の瞬間、彼女は自分の身体からだを霧む化かさせた。

　自分の身体だけではなく、己おのれの纏まとう道化衣い装しようと──密着していた扉の一部を巻き込んで。

　少女の身体は急速にぼやけ、蜃しん気き楼ろうのように揺らめきながらカラフルな濃のう霧むへと成り変わる。霧はそのまま穴が開いた扉の一部へと吸い込まれ──内部で再び少女の身体を形作った。

　右手からは具現化した扉の一部が落ち、鈍い音を研究棟とうの廊下に響ひびかせる。

　バーナーで溶かされた窓ガラスのように、扉の一部がぽっかりと『破壊』された事に対し、吸血鬼達は一いつ斉せいに感かん嘆たんの声を上げる。

「おぉ……すげえな」

「お前そんな事もできるようになったのか？」

「なんでもありね」

「化ばけ物ものめ……ッ！」

　好き勝手な事を言う吸血鬼達に、道化娘はキョトンとした顔をして言葉を紡つむぐ。

「そうかな？　……あ、そっか！　知らないんだ、みんな知らないんだ！」

「……何を？」

「レリック君はね、去年みんながいない時──この島全部を、霧と蝙蝠に変えかけたんだよ？」

　一瞬、道どう化け娘むすめが何を言っているのか解わからなかったが、吸きゆう血けつ鬼き達はその意味を理解すると同時に、一いつ斉せいにその身を強ばらせた。

「……冗じよう談だんだろ？」

「んーん？　ホントだよ？　だからヴォッド様はいまでもレリック君の『力』を諦あきらめてないんだからね！　やっぱりヴォッド様って凄すごいよね！」

　目を輝かせながら、内側から扉を開ける道化娘。

　その瞳に噓うそが無いと悟さとりながら──永き時を生きてきた筈はずの吸血鬼達は、レリックという若者に対して完全に尻しり込ごみしてしまっていた。

「……俺、レリックには絶対喧けん嘩か売らないようにしよう……」

「博士にも売らない方がよさそうだしな」

「セリムにもね」

「経済的な事を言や、子し爵しやくの旦だん那なにもな」

「……要するに俺らは、誰にも喧嘩売らなきゃいいんじゃん！」

「すげえ！」「平和主義者だ！」「なんか、世界の命運をこの手に握ったような気がして来たぞ」「争いを好まない俺達の拳こぶしが握られた時、きっと隠かくされていた力が発動するに違いない！」「現れる地球の敵……無む論ろん美少女だ」「私はたくましいダンディの方がいいな」「却きやつ下かだ。そして……その敵とのめくるめくラブロマンス」「訪れる悲劇」「悲劇を奇き跡せきに変える力……それが俺」「ふふふ……俺らって凄すごくね？」

　逃とう避ひ先さきの妄もう想そうの世界に浸ひたり始めた彼らを無視し、道化娘はズンズンと研究棟とうの奥へと歩を進めていく。

「はーかーせ！　きょーうーじゅ！　今日は年に一度のお祭りだよー？　去年も出なかったんだから、今年は出なきゃダメだよ？　ええと……でないと死んじゃうかもよ!?　ねえー、一緒にヴォッド様を応援しようよー！」

　そんな声を張り上げながら、全くの無ぶ遠えん慮りよに研究棟の奥に進んでいく道化娘。あまりにも手慣れている事から、どうやらここに押し入る事は初めてではないようだ。

　彼女は普段二人が籠こもっている研究室の扉の前に立つと、やはりなんの躊躇ためらいも無く扉を開けた。

「博士ー……あ、教授いた！　…………？　あれ？」

　部屋の中の様よう子すを見て、不ふ思し議ぎそうに首をかしげる道化娘。

　特に散乱した様子もなく、寧むしろ普段よりも綺き麗れいに片付けられた室内。壁にある多くのモニターには島や城の様子がリアルタイムで映されており、部屋の中央には見慣れた白い棺かん桶おけが佇たたずんでいた。

　キャタピラとアームが取り付けられた、できそこないのロボットのような外見をした一基の棺かん桶おけ──普ふ段だん皆が『教授』と呼んで親しんでいる吸きゆう血けつ鬼き（？）の姿だった。

　だが、今はそのアームも力なくうなだれており、キャタピラは錆さび付いたかのように動かず、いつものアニメキャラを思わせる声はまったく響ひびいてこなかった。

　棺ひつぎの扉は力なく開かれ──中からピクリとも動かない人ひと型がたの白はつ骨こつ死体が覗のぞいている。

　普通に考えれば猟りよう奇き極きわまりない光景だが、道どう化け娘むすめは微み塵じんも怯ひるむことなく、ただ不ふ思し議ぎそうな顔をして独り言を呟つぶやいた。

「？　どうしたんだろう？　博士と喧けん嘩かでもしたのかな？」

　道化娘はしばらく考え込んでいたが、廊下から吸血鬼達の足音が聞こえてきたのをきっかけに、おもむろに棺の蓋ふたを閉める。

　その瞬間──それまで沈ちん黙もくを保っていたアームが急激に持ち上がり、キャタピラが音を立てて唸うなりをあげた。

　水を浴びた犬のようにブルリと棺桶全体を震わせたかと思うと、『教授』はアームの付け根にあるスピーカーから幼さの残る声を張り上げる。

『あわわわ、ピエロさん、蓋を閉めてくれてありがとうございます！　あ、あの！　博士がどこに行っちゃったか、御ご存ぞん知じじゃありませんか!?』

　それまで微び動どうだにしていなかったが、どうやら眠っていたわけではなく、道化娘が扉を閉める事を認にん知ちしていたようだ。言葉が話せるようになるのと同時に、即そく座ざに周囲を見回し──相あい方かたである少年──『博士』の姿を探し始めた。

　しかし部屋の何ど処こにも少年の姿は見あたらず、教授は壁に設置された複数のモニターに意識を向けるも、やはり白はく衣いを着た博士の姿は映っていなかった。

『ああああ、どうしよう、どうしましょう……』

「ねえ、何があったの？」

　状況が吞み込めない道化娘が尋たずねるのと同時に、部屋の中に吸血鬼達が入り込む。

「あ、いるじゃねえか！」

「居い留る守すを使いやがって！」

「ま、稼ぎのない棺桶に用はないわ。貴方あなたじゃほら、身体からだで稼ぐのも無む理りだし」

「そんなセクハラ発言はともかく、博士を出せ博士を！」

　好き勝手な事を言う吸血鬼達を前に、教授は震えた声で叫び返す。

『博士が……その博士がいなくなっちゃったんですよう！』

　両腕にあたるアームを棺の上部前面におしあて、キャタピラで小こ刻きざみに全身を震わせる巨大な棺桶。声と動作から察するに、どうやら泣いているようだ。

　全員がそれを推測する前に、スピーカーから少女の泣き声が響き始める。

『ふえ……ふえぇぇぇぇぇ……』

「わああ、泣いちゃだめだよ教授！」

　道どう化け娘むすめは慌あわてて棺かん桶おけの側面をなでてやると、背後をキッと振り返って吸きゆう血けつ鬼き達を叱しつ咤たする。

「もう！　ダメだよみんな！　棺桶を泣かせるなんて人として最低だよ！」

[image: ]

　意味のわからない言葉に聞こえるが、道化娘の表情は真剣そのものだ。

「そんなこと言われても」

「確かに『棺桶を泣かす』って……なんか最低な行為な気はするな」

「いろんな意味でね」

「そ、それより！　どういう事だよ、博士が居なくなったって！」

「そうそう、それ超ちよう心配だよな！　な！　みんな？」

　吸血鬼達は意味のわからぬままに感じた罪ざい悪あく感かんを誤ご魔ま化かす為ために、教授の話を聞く方向で意見を統一する事にしたようだ。

　わざとらしい事この上ない言葉の数々だったが、教授はあっさりと受け入れ、涙（の音）を吞んで先せん刻こく自分の身に起こった事情を説明し始めた。

　博士が真剣な表情でモニターの画像を見ていた事。

　突然自分に、別れを告げるように名前を明かし──自分の蓋ふたを開けてしまった事。

　身動きがとれなくなり、ただ周囲を『感じる』事しかできなかった彼女は、博士が自分に対して『巻き込まれないように休んでいろ』という趣しゆ旨しの言葉を紡つむぎ、自分を残してどこかに消えてしまった事。

　しかし──教授は道どう化け娘むすめ達に、博士が最後に言った言葉だけは伝えなかった。




《だけど──僕は、救われちゃいけないんだよ……絶対に……永遠に……》




　不ふ吉きつな言葉だった。

　これから死ぬような言葉とも受け取れるが、教授は普段と違う博士の少年めいた口く調ちように、死よりも重い何かがあるような気がして……そして、言葉として再び口にしたら、道化娘達に伝えてしまったら、その言葉にさらなる重みがつきまとうような気がして、どうしても口にする事ができなかった。

　無む論ろん、相談した方がいいのであろう事は理解できる。

　だが──理解を超えた所で棺かん桶おけに宿った魂たましいに感情が働き、どうしても博士の言葉を音声として具現化する事が躊躇ためらわれた。

　そんな教授の思いは露つゆ知しらず──道化娘達は円えん陣じんを組むようにして顔を寄せ合い言葉を交わし続けていた。

「どうしたんだろう？　博士はどこにいっちゃったのかな？」

「つーか、おかしくね？　俺ら、洞どう窟くつをこっちに向かって進んで来たんだからよ……研究所を出たんなら、俺らとすれ違ってるのが普通だろ？」

　当然の発想だが、事じ実じつ研究所には博士が存在する気配は感じられなかった。数人で研究所内の様よう子すが映されたモニターを見るが、やはり映像の中で動く存在は何一つ見あたらない。

「って事は……霧か蝙蝠こうもりにでもなって、俺らからも姿を隠かくして地上に向かった……って事か？」

「えー、なんでなんで？　そんなに嫌わなくってもいいのに！」

「待てよ……もしかして博士の奴やつ、俺達に払う給料の為ために、銀行に金を借りにいったのか？」

　名案だとばかりに笑みを浮かべる吸血鬼に対して、教授は身体からだを左右に振って彼の意見を否定する。

『お金なら金庫にいくらでもありますから……』

「じゃあ払えよ！　給料！」

　思わず話を金に戻そうとする吸血鬼だったが──

「……」

「あ……いや、博士、心配だよな。うん」

　真顔の道化娘にジロリと睨にらまれた為、しぶしぶとその話は忘れる事にしたようだ。

　道化娘は鋭くした目を元に戻すと、教授の方を向きながら心配そうな声で呟つぶやいた。

「でも、私達からも隠れたって事は……私達も巻き込みたくなかったって事なのかなあ」

『多分そうだと思います……』

　棺かん桶おけから響ひびいてくるうなだれた声に、道どう化け娘むすめはしばらくウーンと唸うなっていたが、やがて道化に似に合あわない程ほどのサバサバした笑顔を浮かべて立ち上がる。

「よしッ……じゃ、みんなで助けに行こっか！」

『え……？』

　探しに、ではなく『助けに』という単語を使った道化娘の言葉に対し、教授は表情の作れない身体からだから驚いたような声を響ひびかせる。

「よくわかんないけど、これから大変な目に遭あうかもしれないんだよね？　だったら、少しでも手伝ってあげなきゃ」

　余りにも当然のように言う道化娘に、教授は目の前でアームを振りながら慌あわてたように言葉を紡つむぎ出した。

『そ、そんな！　ピエロさん達はこれからお祭りに行くんですよね!?　それなのに私達の事で御ご迷めい惑わくをかけたりできませんよう！』

　しかし道化娘は一歩も引かず、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見せて周囲の吸きゆう血けつ鬼き達に問いかけた。

「いいのいいの！　ねえみんな？」

「いや……同意を求められても困るけどよ」

　本当に困った顔をする吸血鬼達に、道化娘は自信に満ち溢あふれた声を張り上げる。

「だってさ、博士は私達からも隠かくれてどこかに行ったって事は……私達も巻き込まないようにしてくれたって事だよ？　凄すごいよ、凄いいい人じゃん！」

「んなこと言われてもなあ。解わかるんだよ。絶対そういう場合ってろくな事にならねえんだよ。吸血鬼のもめ事は根が深い事が多いんだぜ？　つーか、俺らは金を貰もらいに来ただけだし」

　何の躊躇ためらいも無く言い放つ無む邪じや気きな道化。その笑顔の勢いに押されつつも、吸血鬼達はいま一つ乗り気にならないようだ。

「とにかく、俺らは慈じ善ぜん事業で助ける程には博士と仲良くねえしな……あくまで金の関係よ」

「ビジネス、そう、俺おれ達たち吸血鬼にはビジネスが足りないと思うんだ」

『あッ』

　あくまで金に拘こだわる吸血鬼達を見て、教授は何かを思い出したような声をあげる。

「なんだよ？」

『金庫を開けられるのって……博士だけでした』

「…………」

　10秒程の沈ちん黙もくが続き、吸血鬼達はゆっくりと道化娘の方に視線を向ける。無む論ろん、誰もが先刻の『扉抜け』を見た上での、欲の皮がつっぱった邪よこしまな瞳でもって。

　道化娘はそんな視線を見ようともせず、意地の悪い笑顔でスクと立ち上がる。

「じゃ、行ってくるねー」

「ちょっとちょっと道化姫ひめ!?」

　吸きゆう血けつ鬼きの一人が妙みような言い回しで彼女を止めようとするが、道どう化け娘むすめはそのまま彼らの事を振り返る事も無く、身体からだを霧と化して部屋から出て行ってしまった。

　残された吸血鬼達は、困ったようにお互いの顔を見合わせていたが、やがて大きく溜ため息いきをつくと、道化の後を追うかのように研究室の外へと足を向ける。

『みなさん……』

「金の為ためだ。しゃーねえだろ」

　照れ隠かくしでもなんでもなく、純粋な本音を告げる吸血鬼の一人に対し、巨大な棺かん桶おけは深々と身体を前に傾け、彼女の身体にとって最大限の感謝を表した。

『ううッ。ありがとうございますぅ！　何か解わかったら皆さんの携帯電話に連絡させていただきます！』

「その腕で……電話使えるのか？」

『ありがとうございます、本当にありがとうございますぅ！』

　当然の疑問からなるツッコミも、感かん極きわまっている教授には届かないようだ。ひたすらに感謝の言葉を続けられるのが恥ずかしくなり、吸血鬼達はそそくさと部屋を後にした。







「ヤバいなぁ……」

　洞どう窟くつへと続く通路を歩きながら──吸血鬼の一人は、独り言のように呟つぶやいた。

「絶対俺ら、割にあわねえ事に首を突っ込んでる気がする」

「根こん拠きよのねえ事を言うな」

　嫌な予感を吹き飛ばすように、他の吸血鬼が窘たしなめるが──その男は静かに首を振った。

「俺さ、『組織』に居た頃……博士……だと思う奴やつの噂うわさ、聞いたことあるんだよね」

　妙に遠回しな言葉に、周囲の面めん々めんは歩きながら眉を顰ひそめた。歯切れの悪さが逆に不ぶ気き味みに感じられて、重くなった空気を払ふつ拭しよくしようと質問という形で言葉を返す。

「……なんだよそれ」

「俺らは知らねえぞ」

「気味悪いな。突然そんな事言い出すなんてよ」

「なんでさっき言わなかったのよ」

　次々と追及してくる仲間達を前に、男はしばらく迷っていたが──洞窟の遙か先を歩く道化娘の背を見つけると、周囲に誰もいないか確認してから、仲間達にだけそっと打ち明けた。

「いや、本当に博士が『そいつ』なのか解らないし、違っても本当だとしても教授に悪いと思ったんだけどよ……」

　あくまで男は口を濁にごし、普段のチャラついた雰ふん囲い気きは完全にナリを潜ひそめてしまっている。さらに数すう拍はくの沈ちん黙もくをはさみ、彼は皆から眼めをそらし、やはり独り言のように口を開く。

「銀ぎん髪ぱつ銀ぎん眼がんの美少年吸きゆう血けつ鬼き……っつったら、まず博士の事だよなぁ……」

「……まあ、あそこまで目立つ銀髪ってのは珍しいからな」

「10年から15年ぐらい前かな。ドイツとかロシアで、村とか町で人間が虐ぎやく殺さつされたり、大おお勢ぜいが一いつ斉せいに行方ゆくえ不明になった事件があったの覚えてるか？」

　唐とう突とつに振られた話に、吸血鬼達は瞳をしばたたかせる。その物ぶつ騒そうな虐殺事件と、あの銀髪の少年に一体どんな関係があるのかと。

「１年間ぐらいの間によ……いろんな所でバラバラに、合わせて数千人の人間が死んだり行方不明になったりしたんだよ」

「……そういや、なんかメルヒルムさんが色々バタついてたな」

「まあ、場所が離れてたし、死に方や消え方も色々だったし……ほとんどが地震とか火事とかに紛まぎれての事だったから、人間達の間じゃ、あまり関連付けられちゃいねえんだが……」

　婉えん曲きよくだったそれまでと言葉とは違い、やけに具体的な事を言い出した吸血鬼。その声こわ色いろには、自分自身の話している事への疑念と、僅わずかな畏おそれの色が窺うかがえた。

「……その数千人を殺したのが、吸血鬼に成り立てだった……たった一人のガキだっていう噂うわさを聞いた事があんだよ。ほら、『橙オレンジ』のラティーシャさんているだろ？　あの人がさ、酒場で他の幹部と楽しそうにそんな事を話してたんだよ。ラティーシャさんて滅めつ多たに笑わないからさ、ちょっと気になってたんだよ。その凶きよう悪あくな吸血鬼の事」

「……いや、前言撤てつ回かいするけどよ、やっぱ銀髪つながりの偶然だろ？　そもそもその話がよ……一人の吸血鬼が数千人って……ありえねえって。そりゃ俺らも組織の幹部連れん中ちゆうのデタラメな噂は聞いてるけどよ……『黒』の伝説とか、『鏡かがみ』の荒こう唐とう無む稽けいっぷりとかさ……ハハ」

　あまりにも荒唐無稽な話を、笑い話の類たぐいと否定する仲間に対し──男は静かに言葉の続きを吐き出した。

「博士、自分から27歳さいっつってたろ……？　年がよ……ピッタリ合うんだよな……」

「ちょッ……待ちなさいよ。そんな……そんな人間に対して目立つ事をやってる馬鹿な吸血鬼が居たんだとしたら、とっくに『組織』から狙われててもおかしくないでしょう？」

　紅こう一いつ点てんの仲間が放った疑問は、その場にいる全員が感じていた事だ。

『組織』の目的の一つは、人間からの攻撃を防ぐ事。だからこそ、人間に対して目立つ行動を為なして『吸血鬼』という存在を悪あく名めいとして世に知らしめようという行為は、組織にとっては敵対行動と言っても過か言ごんではない。

「ああ、そうだ。狙われなきゃおかしい。……つまり、狙われたんだよ。なのにまだその餓が鬼きは生きてるらしい」

　男は彼女の疑問に僅かに頷うなずきながら、次の一言で『噂』を締めくくった。




「だからよ……『楽らく殺さつ者しや』って渾あだ名なで呼ばれてるその餓鬼は、未だに組織のブラックリストの上位に食い込んでるって話だぜ」
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バルシュタイン城




　石いし橋ばしを案内していたヴァルとセリムは、城の廊下を歩きながら色々な事を聞いた。

　どうやらメルヒルムがレリックの事を狙っているらしく、厄やつ介かいな吸きゆう血けつ鬼きと『食鬼人イーター』を引き連れて、この島で何か騒ぎをやらかそうとしているという話だった。

　──メルヒルム様か……。閑しず音ねさんに喰べられたって聞いてたけど、生きてたんだ……。

　メルヒルム・ヘルツォーク。

　それは、ヴァルにとってはあまり思い出したく無い名前だった。

　自分が実験によって生まれた存在だと理解した後、最初に目の前に現れた自分以外の吸血鬼──それが、彼の生みの親でもあるメルヒルムだった。

　様々な人格や記き憶おくが融ゆう合ごうして生まれたヴァルにとって、親というものがどういうものなのかは、理解はしても上う手まく受け入れる事ができなかった。自分自身ですら上手く定まっていないというのに、生みの親と言われても抵抗があったからだ。正直──ヴァルは未だに、自分が『生まれた』という感覚があいまいなのだから。

　──それに──

　無言で歩を進めながら、ヴァルは自分が『ヴァルドレッド・アイヴォンホー』として生まれてからの短い記き憶おくの中で、最初に心に焼き付けられた言葉を思い出した。

（失敗作だな）

　単純な言葉。生まれたばかりのヴァルだったが、自分が何の為ために作られたのかは『識しって』いた。そして──メルヒルムが放ったその一言で、自分の『意味』を完全に打ち砕かれたのだ。

（だが、安心しろ。私は失敗作だからとて吸きゆう血けつ鬼きを叩たたき壊したりするような真ま似ねはしない）

　そしてヴァルは、当時メルヒルムの配下であったヴォッド・スタルフの許もとに送られたのだが──結果として彼は、自分を失ったかわりに自由を得る事ができたのだ。

　こうなってしまっては、今いま更さら自分を失敗作呼よばわりしたメルヒルムを強く恨うらむつもりはない。ただ……ヴァルは、メルヒルムがその直後に言った言葉が気がかりで、今もなお心の一部で時とき折おり繰り返されていた。

（……一度、懲こりてるからな）

　──僕の前に、何があったんだろう。

　結局それを聞く機会は永遠に失われたと思っていた。それはメルヒルムが生きていると解わかった今も同じ事だ。メルヒルムとは現在敵てき同士の立場にあるわけで、ここで会いに行ったりしたならば、失敗作どころか裏切者として消されてしまうかもしれない。

　自分が始し末まつされる瞬間の事を考えて──彼は博士と教授から言われた事を思い出す。

（おぬしの身体からだを調べたが……スイカの体は、肉体的になんの役割も果たしておらん。ぶっちゃけた話、おぬしがそれを信じるなら──スイカを粉こな々ごなに砕いても、おぬしはピンピンしとることじゃろうな）

　つまり、下へ手たをすれば本体であるスイカをメルヒルムに潰つぶされようが、自分の意識は消える事なく残り続けるという事になる。

　それはすなわち──吸血鬼以上の不ふ死じ身み性を持つという事だ。

　──僕って……僕って、なんなんだろう。

　今日だけで何度目かという自問を繰り返し、少年姿すがたのヴァルは再び憂ゆう鬱うつな気分になった。

　──無む理りだよ。例えスイカでも……僕は、何かに頼らなきゃ生きていけない。

「あの……大丈夫ですか、ヴァルさん」

「えッ」

　気が付くと、横を歩いてたセリムが心配そうにこちらを覗のぞき込んでいた。

「随ずい分ぶん、思い詰めたような顔をしていましたから……」

「あ……ごめん。ちょっと考え事をしててさ」

　ヴァルが安心させるようにニコリと笑うと、セリムはそのまま安あん堵どの笑みを浮かべてホッと息を吐いた。あまりにも素直に反応されたので、ヴァルの方がかえって恥ずかしくなってしまった程ほどだ。

　──セリムは……さっき人間の姿になったのは、憧れと夢だとかなんとか言ってたけど……。

　後で詳しく聞く必要があると思いながら、ヴァルは自分自身にもその二つの単語を当てはめようとした。

　──人間には……憧れはあるかもしれない。でも、それは……スイカの僕がじゃない。スイカに植え付けられた人間の人格が、人間の姿を恋しく思ってるだけなんだ。

　あくまでもネガティブな考えに染まりながら、ヴァルは一ひと際きわ大きな溜ため息いきをついた。

　──夢なんて……考えた事もないや。




　そんな事を考えている内に目的の場所へと辿たどり着き、ヴァルは同行していた男に声をかける。

「えっと……多分ここにいると思うんですけど」

「うむ、ありがとう」

　古こ風ふうな城の中でも一際荘そう厳ごんな扉の前。ヴァルはその真正面に立つと、横に立つ東洋人を見上げながら、ドアノッカーを静かに打ち鳴らした。

　一瞬反応が無かったので、もしかして中に誰もいないのかと思われたが──やがてすぐに足音が聞こえたかと思うと、扉が半分ほど開いてメイドが一人顔をだした。

「あら……ヴァルさんにセリム。どうなさいました？」

　寄り添う二人の少年少女を見て、メイドは一瞬安あん堵どの笑みを浮かべたが──背後に立つ東洋人の姿に気付き、やや緊きん張ちようした面おも持もちになって言葉を紡つむぐ。

「……そちらの方は？」

「あ、ええっと……」

「石いし橋ばしです。かつてゲルハルト子し爵しやくが所属した組織に身を置く者です」

　ヴァルが説明するよりも早く御お辞じ儀ぎをする石橋に、メイドは条件反射のように自らも深々と頭を下げた。

「それはそれは……と言うことは、ドロシー様のお連れの方、という事でよろしいのですね？」

　確認するように問いかけるメイドの言葉に、石橋は客室の奥に眼めを向け、そこに見知った白ずくめが手を振っている事に気が付いた。

「はい。……という事は、話はもう大体済んでいるようですね」

　返事の代わりに、メイドは一歩その身を引いた。

　それに合わせて、石橋は再び頭を下げた後、躊躇ためらいの無い足取りで部屋の中央へと入って行った。部屋の中央にはドロシーがいるが、肝かん心じんの子爵の姿は見あたらない。

　代わりに眼鏡めがねをかけたサラリーマン風の男が、同じ東洋人だからか、興味深げにこちらの顔を覗のぞき込んでくるのが目に付いた。

　なおも血ち溜だまりを捜して周囲を見渡す石橋に対し、メイドの一人が事務的な声で言葉を紡ぐ。

「申し訳ございません。子爵様は現在少々席せきを外しておりまして……直ぐに戻ると思いますので、おかけになってお待ち下さいませ」

　そのままソファに案内され、部屋の更に奥へと進もうとした石いし橋ばしだが──不意にその足を止め、入り口に立ったままのヴァル達に振り返る。

「ああ、君達……悪かったな。せっかくのデートを邪じや魔ましちゃって」

　ニッコリと笑う石橋に、ヴァルは慌あわてて首を振る。

「だ、だからデートじゃありませんってば！」

「ハハ、じゃ、ありがとな」

　石橋は『近所の頼れるお兄さん』という感じの笑顔で手を振ると、そのまま部屋のソファへと腰をかけた。

　子し爵しやくがいるのならば、メルヒルム達についての話を聞くという事も考えたのだが──血ち溜だまりの城主の姿が見えない以上、ヴァル達がそこにとどまり続ける理由は無かった。

　ヴァルにとってレリックの事は完全な他ひ人と事ごとというわけではないが、かといって自分から積極的に何かができることでも無いだろうとは感じていた。

　心に湧わき上がるモヤモヤした気持ちを誤ご魔ま化かす為ために、ヴァルは横にいるセリムに声をかける。

「アハハ……ごめんね、なんか変な勘かん違ちがいされちゃったみたいで……」

「いえ……その……嬉うれしい……です」

「え？」

　予想外の返答に、ヴァルは思わず声をあげてしまう。

　そんなヴァルの滑こつ稽けいさは気にもとめず、吸きゆう血けつ花かの少女は柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮かべながら、もう一度同じ言葉を呟つぶやいた。

「私は……嬉しかった……です」

　──えッ？　えッ？　そそそ、そんな。だって僕とセリムは今日会ったばっかりなのに!?　何、何？　一ひと目め惚ぼれ……なのかな？　ちょちょちょ、どうしよう。こういう時ってなんて答えればいいんだろう!?

　少年の感情を丸まる出だしにしたヴァルは、顔を真っ赤にしてあたふたしていたが──

　次の少女の言葉を聞いて、トキメキは一つの疑問へと変わり果てた。

「あの子も……きっと、こうして男の子と手を繫つないで歩きたかったと思いますから……」

　──あの子？

　唐とう突とつに放たれた『あの子』という第三者。ヴァルは唐突に紡つむがれたその言葉に違い和わ感かんを覚えて、詳しい事を尋たずねようとしたのだが──

「あの子って、誰のこ……」

「あーッ！　こんな所にも博士の友達発見ー！」

　妙みようにテンションの高い声が響ひびき渡り、ヴァルの問いかけは強制的に中断されてしまった。

　振り返ると、通路の奥から道どう化け娘むすめが駆け寄ってきており、その後ろから洞どう窟くつの中にいた吸きゆう血けつ鬼き達がドヤドヤと後に続いてやってくる。

　道どう化け娘むすめはヴァル達の前に来ると、

「ねえねえヴァル、子し爵しやく様、中に居る？」

「いや……なんか今はいないし、大事なお客さんが来てるみたいだよ」

「えーッ」

　ヴァルの言葉に道化娘は不満の声を上げるが、直ぐに気を取り直して、今度はヴァル達に直接用件を伝える事にしたようだ。

「ねえねえねえ、デートの最さい中ちゆう悪いんだけどね、ヴァル達も博士を捜すの手伝って！」

「え？　博士？　博士なら、さっき見たけど……」

　少年は何気なく答えを返したが、その瞬間、道化娘は眼めを見開いてヴァルへと勢いよく詰め寄った。

「本当に!?　どこで!?　ねえ、何ど処こで見たの!?　お願い、教えて！」

　予想外の反応に気け圧おされて、ヴァルはそのまま廊下の壁へと後ずさる。

　──何があったんだろう？

　道化娘からはまだ何も説明されていなかったが、ヴァルはこれまでの流れに対して一いち抹まつの不安を感じていた。

　メルヒルムが島に来ているらしい事。

　子爵に訪れる『組織』の客人。

　地下から殆ほとんど出ない筈はずの博士を、城の外で見かけた事。

　道化娘達たちが消えた博士を搜しているらしい事。

　前者の二つと博士の事は、一いつ見けん関係無い事のように思える。詳しい事情は聞いていないが、博士もたまたま外出しているだけかもしれない。

　だが──立て続けに起こる様々な事じ象しようが、まるで一つの線で繫つながっているように感じられて──ヴァルの心にはどうしようもない不安がこみ上げる。







　ヴァルの感じた不安は、現実のものとなりつつあった。

　しかし、肝かん心じんのヴァルはまだ気付いていない。

　島を取り巻く不ふ穏おんな空気は、まさに暗雲となって全てを覆おおい尽くそうとしていたのだが──

　暗雲の中心であるヴァルドレッド・アイヴォンホーは、未だにその事実に気付く事ができずにいた。




　そして、暗雲はやがて雨を降らせる。

　豪ごう雨うによって悲劇も喜劇も切り崩し──

　過去という濁だく流りゆうで全ての未来を押し流さんと。
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グローワース島　山林南部




　バルシュタイン城へと至るには、二つの道がある。

　一つは山の中腹の駐車場へと向かう、車が入れる大きな道路。

　もう一つは、徒と歩ほでしか入れない勾こう配ばいのきつい山道だ。

　山道の方は殆ほとんど人が通る事はなく、混雑を避ける者や人目に付くことを好まない者が使用するのが主であり──例えば、蝙蝠こうもり化や霧む化かのできない吸きゆう血けつ鬼きなどは、必然的にこちらの道を通る事が多かった。

　木々が必要以上に生おい茂り、道みち以外の景観を枝葉が覆おおい隠かくしている細い林道。時とき折おり木々の合間に見える荘そう厳ごんな城は、どこか異い次元に迷い込んだような印いん象しようを作り出す。

　そして──その幻げん想そう風景の中に、全く異質な世界の幻想が紛まぎれ込んでいた。

　西洋と東洋の意い匠しようが織り混ぜられた、この世の何ど処こにも存在していないようなデザインの大おお鎧よろい。しかしそれは確かにそこに在り、土が剝むきだしとなっている道を力強く踏みしめていた。

「……人が、いないな」

　周囲の様よう子すを見て、大鎧──ルーディは静かに呟つぶやいた。

　通常ならば、いくら裏道であろうとも人がいてもおかしくはない。普段の日ならばともかく、今日は大きな祭りの当日という話だ。車の混雑を避けた近きん隣りんの住民が、徒歩で城へと向かっていてもおかしくはない。

　最初は道のない山林の中を行く事を考えていたのだが、山道の方に人ひと気けが無い事に気付き、ルーディはそのまま道を進む事にした。

　──もしかして、ジグムントか……。

　ジグムントが己おのれの力で近隣住民を支配しているとするならば、ルーディが城に向かう事を考えて、支配した住民達を山道に寄せ付けなかったという事も考えられる。

　しかし、今は考えていても無む駄だな事だ。ルーディは迷い無く山道を踏みしめながら、静かに復ふく讐しゆうの炎ほのおを再燃させる。

　──そうだ。今考えるべきは、あいつの事だけだ。

　青年が鎧の中で眼めを閉じると、その心に少年の日の悪夢が蘇よみがえる。

　血の匂におい。

　燃えさかる炎の熱。

　転がる父親の首。

　首の曲がった母親の身体からだ。

　黒こげになった親友の骸むくろ。

　それら全てが忌いまわしく、弱かった己おのれ自身が呪のろわしく、そして──友人だと思っていた筈はずの吸きゆう血けつ鬼きに対しては、罵ののしる言葉すらも思い浮かばない。

　自分から全てを奪った吸血鬼に、テオドシウス・Ｍ・バルシュタインに絶望を与える為ためならば、自分の過去など、全てその瞬間の為の『糧かて』に過ぎない。

　テオが目の前に現れた日から──自分はまだ、抜け出せていないのだ。

　吸血鬼が実在する──その幻げん想そうから、その地じ獄ごくからまだ抜け出せていないのだ。

　テレジアと共に、二人で歩き続けた生き地獄。

　だが、ようやく抜け出す為の糸を摑つかむ事ができそうなのだ。

　──テレジア、か。

　幼なじみの少女は、どんな想いでこの地獄を歩み続けているのだろう。自分と同じ復ふく讐しゆうの為か、それとも他に生きる道が無かったのか、あるいはもっと別の想いがあっての事か──

　考えた事はあったが、彼はいつも深く追及はしなかった。ルーディにとっては、テレジアがどんな想いで自分と共に歩もうが全く興味の無い事だったからだ。ただ、自分の復讐の役に立てばいい。それだけの話だ。

　自己満足を満たす為に、唯ゆい一いつ生き残った親友であるテレジアをも利用しようとしている。そんな自分が腹立たしく、湧わき上がる黒い炎ほのおは彼にまた悪夢を見せようとしていた。

　再び、あの日の光景が蘇よみがえる。

　テオドシウスが、姉を抱えながら自分に向けた言葉の一つ一つが蘇る。

「久しぶりだね」

　忌いまわしい声。無む邪じや気きさを感じさせるのがなおさらの事こと腹立たしい。

　眼めをあけるとそこには悪夢が立っていて、自分に対して変わらぬ笑顔を浮かべている。

　──ああ、この悪夢を殺す事ができるならば、僕はどれだけ救われた事だろう。




「あはは……寝坊助ねぼすけなのは、変わってないみたいだねえ」




　──え？

　目の前の幻げん影えいが吐き出すセリフが、いつも見る夢と異なっていた事に気付き──ルーディの心音が一いつ瞬しゆん停止した。比ひ喩ゆ表現ではなく──脈がほんの一いつ拍ぱく分、確かに彼の時間から消え去ったのだ。

　ルーディは状況が読めず、急速に自分の心が冷えこんでいく事だけを感じ取る。

　冷え込むどころではない。全身の細さい胞ぼうごと凍り付く勢いだ。

　何が起こっているのか、状況を脳のう味み噌そが理解できない。だが、身体からだと本能は嫌という程ほどに現在の状況を理解し、その上でそれを心に伝えまいとしているようだった。

　喉のどが渇かわく。

　喉が渇く。

　全身から一瞬で水分が失われたような錯さつ覚かくに陥った。

　入れ替わりに、背中にどうしようもなく冷たい汗が湧わき上がる。

　背せ筋すじを寒気に切り裂かれ、彼の心も徐々に真実に気付きつつあった。

　気付いてはならないとばかりに、本能が必死に理性を抑え込む。

　そんな鬩せめぎ合いが続いた数秒後、目の前に立つ少年は、かつての友人に向かって静かに静かに微笑ほほえんだ。

　山道に設置された、申もうし訳わけ程度の屋外灯とう。その淡い光に照らされて、少年の微笑はまるで絵画のように美しく──かつての過去の悪夢よりも、遙かに禍まが々まがしい空気を放っていた。

「それで……僕をどうするつもりなのかな？　愛いとしい愛しい、僕の永遠の親友君クンパーン」

　新しい言葉。新しい呼よび名な。新しい笑顔。

　青年の悪夢に、新しい映像が次々と追加される。

　そこでルーディは理解した。理解せざるを得なかった。




　目の前に立っている悪夢が、現実の存在だという事を──




「それにしても本当に久しぶりだね……元気にしてたかい？」




　テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン。

　家族と、友人と、平和に暮らしていた自分自身の仇かたきにして、『食鬼人イーター』として生きてきた人生の始まりにして終着点。

　友として──自分と、そしてルーディと共に多くの時間を過ごし──最後に全てを裏切った、少年の姿をした銀ぎん髪ぱつ銀ぎん眼がんの吸きゆう血けつ鬼き。

　父の首を刎はね、

　母の胸を貫つらぬき、

　大好きだった友人達の頸けい椎ついを砕き折り、

　……最愛の姉を、奪い去った男。

　ルーディの悪夢の主役であり、同時に存在自体が現実の悪夢もある少年。

　テオドシウス。

　テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン。

　そして──『テオ』と呼んで親しんだ、もっとも仲の良かった存在。

　家族よりも信頼できた、人間ですらない心しん腹ぷくの友。




　繰り返される。

　繰り返される。

　目の前の存在が何者なのか、それを確認する言葉が頭の中で止まる事無く繰り返される。

　しかし──口を開く事ができない。足を動かす事も、拳こぶしを握る事も、鎧よろいの中から必殺の杭くいを撃うち射い出だす事すらできなかった。

「ぁ……ぁぁ……ぁ……」

　肺から必死に息を吐き出すが、どうしても声帯を震わす事ができず、舌も上う手まく回らない。

　ようやく漏れた嗚咽おえつのような声も──山道を吹き抜けた一いち陣じんの風に搔かき消された。

　夜風に揺らされた木々が、一いつ斉せいにざわめきをあげる。まるで、鎧の中の青年の心を代弁するかのように。

　だが──ざわめきが語ったルーディの心は、永遠の仇きゆう敵てきに対する怒りでは無かった。

「……どうしたのかな？　ルーディ……ルーディ・ベンダース」

　木々の葉が擦こすれ合う音が、鎧の内部に激しく木霊こだまする。

「君は強くなったんだろう……？」

　外灯の明かりを認にん知ちする事ができなくなり、ルーディの世界が暗い闇やみに覆おおわれる。

　しかし、それは明らかに夜とは異い質しつの闇だった。

「その鎧、カルナルドが造ったっていう、『食鬼人イーター』専用の絡から繰くり鎧だよね……凄すごいなあ、そんなものを使いこなせるまでに強くなったんだ」

　闇は内側から湧わき上がり、やがてルーディの眼めに映る世界の全てを塗りつぶした。

　そして、星明かりとは無む縁えんな暗くら闇やみの中でただ一つ、微笑を浮かべるテオの姿だけが、ルーディの眼にはっきりと浮かび上がる。

　だが、ルーディはそれを不ふ思し議ぎには思わなかった。

　目の前の少年こそが──ルーディにとっての『闇』そのものなのだから。

「それなのに……そんなに強くなったのに……」

　刹せつ那な、冷え込んだ静せい寂じやくが二人の間を駆け抜けたかと思うと──青年の心を読んだかのように、吸きゆう血けつ鬼きは夜空の下で呟つぶやいた。




「何をそんなに────怯おびえてるのさ」




　ルーディの身体からだから、全身の感覚が乖かい離りする。

　自分を高い所から見下ろしているような、自分が現実の中に存在しないような不安定な錯さつ覚かくを感じ取る。

　──嫌だ。

　それは、逃とう避ひだった。

　悪夢にまで見て追い続けた存在が目の前に居るというのに──ここが現実でなければいいという思いが上回り、全身の感覚を無ぶ様ざまなまでに狂わせる。

　──嫌だ嫌だ嫌だ。

　殺意で抑え込んでいたものが、過去の悪夢が現実として目の前に現れた今、一気に暗くら闇やみの中に噴ふき出した。

　それは紛まぎれもなく──吸きゆう血けつ鬼きに対する『恐怖』そのものだった。







　遠くから、大おお勢ぜいの人間の歓声と、花火の音が聞こえてきた。

　その音すらも遠い世界の出来事としか思えなかったが──それは僅わずか数１００メートル程ほど先にある、山道の終着点から聞こえてくる、紛れもない現実の音だった。




　様々な思いを内包するこの島で──

　祭りは今、華はな々ばなしく華々しくその幕を開けたのだ。
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ノイルベルク市　中央通り




「……いましたか？」

「いえ、さっぱりっす」

　不安を隠かくしきれない少年の言葉に、明らかに年上の集団が申し訳なさそうに首を振った。

　普段は公務員や観光客で溢あふれかえる、島で一番の大通り。様々な庁ちよう舎しややホテル、歓かん楽らく設備が整っており、建物の概がい観かんにも島の歴史を感じさせる島内有ゆう数すうの観光名所だ。

　多くの人間は祭りに向かっているのか、人通りの極端に少なくなっている歩道の上で、レリックは病院から消えたと思われるヒルダの姿を探し続けていた。

　進展しない状況に悩んでいると、側そばのビルの屋上から大おお柄がらな人ひと影かげがヒョイと飛び降り、足から綺き麗れいに落ちて音もなく着地した。

　そして、何事もなかったかのようにレリック達に近づいてきたのは──完全に人じん狼ろうの姿に変じている青年だった。既に人通りが少なくなっている事と、カルナル祭の影えい響きようで仮装している住民が多い為ために、それほど好こう奇きの視線で見られることはなかった。カルナル祭の風習の一つに、何日目かに様々な仮装をしての行進があるので、初日からそうした格かつ好こうをしている者も少なくはないのだ。

　ただし、流石さすがにビルの屋上から飛び降りるのはやりすぎだが、レリックもそれを諫いさめはしなかった。それほどまでに、彼の心は強い焦りに駆り立てられているのだ。

「ヒルダ嬢じようちゃんの匂におい、この辺で途と切ぎれてまさぁ。多た分ぶん車かなんかに乗ったんじゃねえかと」

　鼻をヒクつかせて答える人じん狼ろうに、レリックの眼めに宿る不安がより一いつ層そう濃いものとなる。そんな少年の様よう子すを見て、人狼の一人が気休め紛まがいのフォローを入れる。

「まあ、車でここまで来て病院に行った場合も考えられるんすけど……」

　薄い可能性だったが、レリックとしては藁わらにも縋すがりたい思いでその意見を受け入れる。

「それじゃあ……やっぱり病院の中ですれ違ったのかな……」

「だったら、待機してる俺らの仲間から連絡がありまさぁ。レリック坊ぼつちゃんの彼女っつったら、俺らの間じゃ有名人っすからね。顔を知らない奴やつはいませんから、とりあえずそっちは電話を待っときましょうや」

　人狼達はレリックを励まそうとして、空から元気だということが明らかな笑顔を向ける。しかしレリックはその笑顔に素直に微笑ほほえみ返し、冷静にならんとして大きく息を吸い込んだ。本来レリックに呼吸は必要無いのだが、彼は自分を落ち着ける為ための仕し草ぐさとして深しん呼吸するという行為が好きだった。それは人間に対する憧れなどから来るものではなく──単にフェレットに会う前にミヒャエルが必ずやる行為に影えい響きようを受けただけなのだが。

　レリックは息を吐きながら病室にいるミヒャエルの事を思い出し、眼に怜れい悧りな光を宿らせ、現在の状況を顧かえりみる。

　──やっぱり、フェレットとミヒャエルを襲おそった『食鬼人イーター』と関係があるんだろうか。

　偶然にしてはタイミングが良すぎる。フェレットに殺意を向けた大おお鎧よろいの『食鬼人イーター』。その目的はテオドシウスという吸きゆう血けつ鬼きらしい。

　テオドシウス・バルシュタイン。その名前は、義ち父ちから昔聞いたことがあった。

　バルシュタイン家は吸血鬼としての血族と、人間としての血族の二本の系けい譜ふがあると。そして、人間としてのバルシュタイン家は──自分達が生まれた数年後に、完全に途と絶だえてしまったのだと聞かされた。

　両親を早くに亡くし、系譜の最後の一人となったテオドシウスという少年が──吸血鬼に嚙かまれ、人間ではなくなったからだという。

　吸血鬼と化した少年が、どこでどうしているのかまでは聞かなかった。しかし、義父ならば何かを知っているだろう。

　──テオドシウスさんが何をしたのかは解わからない。あるいは、その『食鬼人イーター』の大事な人を殺したのかもしれない。

　初しよ対面であるフェレットに向けたという並々ならぬ殺意の話を聞くにつれ、その『食鬼人イーター』はバルシュタイン一族を、もしくは吸血鬼という存在自体を呪のろっているのかもしれないと考えられた。

　──だけど……フェレットを傷つけて、ミヒャエルをあんな目に遭あわせたのは許せない。フェレットを……フェレットを泣かせたのは絶対に許せない。

　静かに拳こぶしを握りしめながら、病室では一いつ旦たん抑え込んだ感情を熱く静かに練り上げる。

　──その上……ヒルダまで巻き込んだとしたなら……！

　周囲の空気が一変し、アスファルトやビルの壁から幾いくつもの『影』が染み出し始める。

　影の群ははやがて蝙蝠こうもりの形を成し──レリックの周りを旋せん回かいし続けた。やがてその円が徐々に狭まったかと思うと、蝙蝠達たちはレリックの身体からだに染みこむように消えていった。

　人じん狼ろう達は吸きゆう血けつ鬼きが成した光景から感じられる迫力に圧倒され、無意識のうちにレリックから一歩後ずさる。

　吸血鬼が通常蝙蝠や霧と化す事ができるのは、服や身に付けている物、力がある者でも壁や木などの触れている部分だけというのが通常だ。

　しかし、レリックは自分から離れた場所から蝙蝠を無数に生み出したのだ。その行為が意味する事と、普段は穏おん和わなレリックの目に宿る暗い感情を感じとり──人狼達の間に静かな緊きん張ちようが満ちあふれる。

「……とりあえず、ゲルハルトの旦だん那なに報告しときますか」

「……お願いします。僕はもう一度、空から捜してみますから……」

　レリックは人狼の申し出に頭を下げると、次の瞬間、夜空を強く睨にらみ付け──

　足下の影がざわめいたかと思うと、まるで間かん欠けつ泉せんのような勢いで蝙蝠の群が湧わき上がった。　蝙蝠達の羽ばたく音が周囲に響ひびき渡り、巨大な影と化した群はその轟ごう音おんを伴って、ロケットさながらの勢いで夜空の彼方かなたへと消えていった。

　レリックの立っていた場所には何も残っておらず、人狼達はレリックという直接の主人でもない吸血鬼に、頼もしさと畏おそれを同時に抱く。そして自分達も子し爵しやくへと現状を報告すべく、祭りでにぎわっている筈はずのバルシュタイン城へと向けて駆けだした。

　その疾はやさは音すらも現場に残さず、通り過ぎた後の風だけが中央通りに吹き荒れた。




　無数の蝙蝠と化して空に舞い上がったレリックは、夜空の高みから自らの故郷を見下ろした。

　祭りに合わせたイルミネーションが点灯し、普段より歓かん楽らく街が輝いて見える。

　しかし──どこかその街には違い和わ感かんがあった。

　見慣れた筈の街の光景に不安を覚え、蝙蝠の群は僅わずかにその隊列を震わせた。

　暫しばらく島の上空を旋回する内に──数千匹の群と化した蝙蝠の耳は、違和感の正体を正確に捉とらえ込む。

　だが、その結果は、レリックの不安をますます煽あおり立てる結果としかならなかった。




　──島が……静か過ぎる。
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バルシュタイン城　中庭




『……そして、私は感謝します。この偉大なる芸術家と、故こ郷きようを共にできるという運命の巡り合わせに！』

　スピーカーから響ひびき渡るのは、ある程度の威い厳げんの含まれる、わざとらしすぎる程ほどに爽さわやかな青年のスピーチだった。

　マイクを持ってバルコニーから皆に挨あい拶さつを告げるのは、ノイルベルク市長にして島の最有力者の一人である男、ヴォッド・スタルフだ。

『祝おうではありませんか、今日というこの夜を。我々の住まうこの島も、一つの芸術作品としてカルナルド・シュトラスブルクの偉業と肩を並べられるものと自負しております』

　先刻市し庁ちよう舎しやの中で見せていた憤ふん怒ぬの表情は欠片かけらも見受けられず、今は完全にカルナル祭を取り仕切る市長としての顔で言葉を紡つむぐ。

　だが──その心しん中ちゆうでは、相変わらずの小こ物ものめいた舌した打うちが響いていた。

　──まったく、妙みような空気だぜ。

　バルコニーから見下ろす中庭は、今やまったく地面の石いし畳だたみが見えない状態となっている。

　人、人、そして人。

　人間の命の価か値ちを安く感じさせるような光景の前で、元から命の価値を安く見積もっている男がスピーチを締めくくった。

『私はここに宣言します！　過去最高の芸術となるであろう、今年のカルナル祭の開幕を！』




　おおおおぉぉぉぉおおおおおおぉぉぉぉおおおおおぉおぉおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ




　拍手が瞬間的に湧わき上がり、城を崩ほう壊かいさせるような大だい歓声が山さん腹ぷくに響き渡る。

　花火が何発も打ち上げられ、地上から見上げた夜空を艶つややかに染め上げた。

　群衆という一つの存在が更に群を成したとでも言うように、人は波を造り、一つの大きなうねりとなって市長の挨拶に惜しみない拍手を送り出す。

　人の個性など完全に埋まい没ぼつするしかない状況を見下ろしながら、ヴォッドは心の中で苛いら立だたしげに呟つぶやいた。

　──ちッ。実際今いまは……個性なんてねえんだったな。

　市長は知っているのだ。

　今、自分の目に映る大群衆の全てが──既にジグムント・キパリースという吸きゆう血けつ鬼きに支配されているという事に。島中の人間の多くが、この会場へと詰めかけているという事も。

『後あと始し末まつ』が楽になるように、医療や警察関係、港こう湾わん職員など、必要最低限の人数は元の職場に残し、極力騒さわぎが起きないように仕立て上げているようだ。

　無む論ろん、その自覚が無く、自分の意志でこの会場に来ている者も多い。島民にとってそれだけ重要な祭りであり、本土や海外からの注目度が非常に高いという事もあるが──今はそうした者達も、等しくジグムントの血に『感かん染せん』している状況だ。

　──さて……伯はく爵しやくの野郎もそろそろ状況を摑つかんでいる頃か。

　あのガンマンと仲間が子し爵しやくと会っているとすれば、ジグムントの事も既に理解している筈はずだ。ヴォッドに対して『絶対に敵に回してはいけない』と忠ちゆう告こくしていた相手に、ゲルハルト自身は如い何かにして対抗するのか──ヴォッドは自らの目的の為ために、それを見み極きわめる必要がある。

　そんな『敵ゲルハルト』の出方を窺うかがうかのように、市長はバルコニーから周囲を睨ねめ付ける。

　ジグムントは『吸きゆう血けつ鬼き』を支配する事はできない。

　よって、配下の吸血鬼を見張りぐらいには置いているかと思ったのだが──

　──げ。

　最初に見つけたのは、最前列で自分に向けてもの凄すごい勢いの拍手を送る、道どう化けのような格かつ好こうをした少女の姿だった。

　彼女はヴォッドと目が合った事に気付くと、気まずそうな笑みを浮かべて、そのままそそくさと人混みの中に消えていった。

　──何やってんだか、あの馬鹿は……。

　呆あきれた顔で溜ため息いきをつくと、市長は再び周囲の様よう子すに目を凝こらす。

　バルコニー上では現在、島出身の男女ユニット歌手が挨あい拶さつを行っている所であり、中庭の人間達はその二人に目を向けている。

　だが──何人かは、明らかに周囲から浮いている行動を取っている。ヴォッドはそうした者達の様子を探ろうと目を凝らしたのだが──

　最初に見えたのは、かつてメイド目当てで自分を裏切った吸血鬼達たちが周囲に視線をキョロつかせている姿であり、続いて目についたのは、眼鏡めがね少女を傍かたわらに添える、緑色の髪をした少年の姿だった。

「ありゃ多分ヴァルだな……畜ちく生しよう、知り合いばっかりじゃねえか」

　しかも自分を裏切った者達ばかりときている。どうにも面白く無いヴォッドは、他に妙みような動きをしてる奴やつはいないかと視線を動かし──

　一人の少女が、こちらを見ている事に気が付いた。

　最初は誰だか解わからなかったが、彼女の質素な服装に目を移し、それが夕方に子爵の部屋から出たところですれ違った少女のものだと気が付いた。

　何な故ぜ自分の方を向いているのか解らなかったが、

　──あのガキも吸きゆう血けつ鬼きだよな……だが、やっぱり島の奴やつじゃあねえな。……ちッ、あんまり島の外の奴に俺の正体を知られたくなかったんだがな……。

　少女は暫しばらくヴォッドの方を見つめていたが、不意に目を反らしたかと思うと、道どう化け娘むすめと同じようにそそくさと人混みの中に消えて行った。







　道化娘は気まずさから逃げ出した後、３分前と同じように博士の捜そう索さくへと意識を戻そうとした。しかし、先刻のヴォッドの姿が目に焼き付いて、なかなか周囲に対して集中する事ができずにいる。

「うう。花はな吹雪ふぶきは撒まけなかったけど……仕方ないよね。それに私、ヴォッド様の声が聞けただけで幸せだもん！」

　彼女は自分の頰ほおをペチリと叩たたき、スイッチを入れ直すように自分自身へ気合いを入れた。

「さ！　博士を早く捜さなきゃっと！　ヴォッド様の声を聞いたからきっと見つかるね！」

　そんな彼女の許もとに、ヴァルとセリムがやってきて、暗い顔で首を振る。

「ダメだね、見つからないや」

「やっぱり、お城の周りにはいないんじゃないでしょうか……」

　城の裏手に向かう姿を見たヴァルは、あの後あと直ぐに山道を捜したのだが──その姿はどこにも見あたらず、当てもなく街を捜すよりは祭りの会場に集中した方がいいのではないかということになった。

　結けつ局きよく博士の姿は見つからず、ヴァルは疲れたような表情で、バルコニー上から響ひびくアーティストの歌声に耳を傾ける。

　そこに他の吸血鬼達も現れて、首や腕を回しながら道化娘に愚ぐ痴ちをこぼし始めた。

「見つかんねーって。この人混みじゃ絶対無む理りだっての」

「大体、蝙蝠こうもりとかに化けられてたらどうしようもねえぜ」

「蝙蝠を捜すにしたって、博士がどんな色と形の蝙蝠になるのかも分かんねーんだしよ」

「正直、打つ手無しよね」

　決してさぼっていたわけではないようで、真剣に疲労の色が窺うかがえる。

　普ふ段だん城でボヤボヤと暮らしている彼らにとって、この凄すさまじい人混みの中を移動するというだけで一ひと苦労なのだろう。

「どうしようかなあ」

　大きな溜ため息いきをつく吸血鬼達を前に、ヴァルは何か打開策は無いかと考え──

　結局、足を使うという結論に辿たどり着いた。

「うーん……セリム、もう一回山道を見てこようか。もしかしたら戻ってくる途中の博士に会えるかもしれないし」

「はい、私もそれがいいと思います」

　柔らかい笑みを浮かべる彼女を見ていると、ヴァルは逆に申し訳ない気持ちになってくる。

「……ごめんね、せっかく君を外に連れ出したのに……」

「いえ、いいんです！　博士の事は私も心配ですし……それに私、こうしてみんなと外を歩けるだけで、凄すごく嬉うれしいですから！」

　その言葉に噓うそや気き遣づかいは感じられず、心底そう思っているというのが解わかる。

　だが、ヴァルにはやはりその笑顔が罪ざい悪あく感かんとしてのしかかり──同時に、うらやましくも感じていた。

　ただ、皆と共に行動するだけで幸せを感じられる。

　同じ植物から生まれた吸きゆう血けつ鬼きである彼女が、自分よりも遙かに人間らしい感情を持っているように感じられたのだ。

　──それなのに、僕は……。どうしてセリムは……同じ植物生まれなのに……。

　──……ッ！

　セリムに対して黒い感情を抱きかけた自分に気付き、ヴァルは慌あわてて自じ戒かいの念に囚とらわれる。

　──くそッ！　どうして僕はこうなんだ！　……こんなんだから僕は、人間からも植物からも除のけ者なんだ……。

　吸血鬼である彼が、今いま更さら人間や植物との同一性を語る事はおかしい事かもしれない。だが、今のヴァルにとっては、そんな理り屈くつなど全く関係ない事だった。




　そして──だからこそ、彼は気付いていない。

　嫉しつ妬とという感情を抱いた瞬間の少年は、セリムと同じぐらい──

　あるいは、彼女以上に人間らしい存在だったという事に。
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市内某ぼう所しよ




　城へと向かう道路の上を、一台の高級車が疾しつ走そうする。

　周囲には他の車が見あたらず、制限速度を僅わずかに上回る速度で走る『公用車』。

「ヴォッドの馬鹿は、今どうしてるの？」

　その後部座席から、運転手に向かって怜れい悧りな声がかけられる。

「は、はい……市長は現在、祭りのオープニングセレモニーに参加している筈はずです」

　運転席でハンドルを握っていた女は、怯おびえた様よう子すを隠かくそうともせずに、後部座ざ席せきのゲストに対して答えを返す。

　市長の秘書である彼女は、ヴォッドに向かって吐かれた『馬鹿』という言葉を非難しようとはしなかった。ヴォッドを馬鹿と思っているわけではなく、背後の『食鬼人イーター』には反論しない方が無ぶ難なんだと判断したからだ。

　気まずい沈ちん黙もくが流れるかと思われた車内だが──後部座ざ席せきから、先刻と比べて幾いく分ぶん柔らかくなった声が響ひびき渡る。

「でも、ありがとね、秘書さん。わざわざ車を練れん武ぶ場じようまで回してもらっちゃって……。ふん。市長の手を借りないなんて言っておいて、無ぶ様ざま極まりないわね」

　自じ虐じやく的に呟つぶやく『食鬼人イーター』に、秘書はＹＥＳともＮＯとも答える事ができず、ただ静かに運転を続ける事しかできなかった。

　木き島じま閑しず音ねはあの後、練武場のシャワールームで処置を行い、足の再生を促うながした。

　想像していたよりは早く再生が始まったのだが、完全に歩けるようになるまでは暫しばらく時間がかかるかと思われたその時──練武場の外に、市の公用車が一台辿たどり着いた。

　そして、現在に至る。

　彼女は最初は断る事も考えたのだが、メルヒルム達の行き先が解わからぬ以上、こちらからヴォッドと行動を共にして迎え撃うった方がいいと判断したのだ。




　暫く車内に沈黙が続いたが──閑音がふいに口を開き、怯おびえた様よう子すを隠かくさない運転席の秘書に告白を行った。

「本当はね、この車内であなたを拷ごう問もんにかけて市長の心しん臓ぞうの場所を聞きだす……そんな事も考えたのよ」

「ひッ……！」

　露ろ骨こつな悲鳴を上げる秘書に対し微笑を向ける閑音。しかし、冗じよう談だんだと撤てつ回かいする事もなく──美しく整った口は、淡たん々たんと話の続きを紡つむぎ出した。

「でも、ヴォッドが他人に心臓のありかを教えるなんて思えないしね……。それに、そんな時間も無いみたいだから。……ああ、この辺でいいわよ」

「えッ？」

「あなたは別に逃げてもいいわ。あとは私一人でやるから」

「それはどういう──」

　市長秘書が疑問の声をあげようとしたその瞬間、バックミラーが唐とう突とつに黒い色に染め上がる。

　元から夜の道路を映し込んでいたミラーだったが、外灯や街の明かりが一瞬にして消え去ったのだ。

　閑音は先刻から『気配』を感じていたようで、全く焦る事無く背後に迫る黒こく雲うんを振り返る。

　それは車を覆おおい尽くす程ほどの蝙蝠こうもりの群で──

　一匹一匹の蝙蝠達たちが、人間の瞳で車内の閑音を睨にらみ付けていた。




　蝙蝠こうもりの群は恐ろしい速度で車に追いつき、フロントガラスを覆おおい尽くす。

　突然視し界かいが黒い獣けものに遮さえぎられ、秘書は肺を引きつらせたような悲鳴を上げた。

「ひぃッ！」

　蝙蝠の歯がギチギチと音を立て、走行中のエンジン音すらも凌りよう駕がする。前も横も完全にガラスが塞ふさがれ、車内が闇やみに包まれたその瞬間──秘書は迷う事無くブレーキを踏み込んだ。

　秘書はスピードをあげて振り切る方法ではなく、事故を畏おそれてその場で止まることを選んだようだ。

　しかし、閑しず音ねにとっては寧むしろその方が好こう都つ合ごうだったようで、車が停車したのを確認すると、なんの躊躇ためらいもなくその扉を開け放った。

　蝙蝠の群が雪な崩だれ込むかと思ったが、閑音が外に出ると同時に、車を覆い尽くしていた蝙蝠は一いつ斉せいに飛び立った。

　無数の影は空中で合流しながら旋せん回かいしたかと思うと──閑音から10メートル程ほど離れた場所に舞い降り、メルヒルム・ヘルツォークの姿を形作る。

「……貴族みたいな外見の割に、随ずい分ぶんと強ごう引いんな手を使うのね」

「外見で人を判断すると痛い目を見るぞ？　かつての私のようにな」

　目を合わせると同時に、軽い皮ひ肉にくの応おう酬しゆうが行われる。

　蝙蝠が離れたのを確認するや、秘書は外に出た閑音には構わず、そのまま車を急発進させた。

　メルヒルムも特に秘書を追うつもりは無いようで、去りゆく車には一いち瞥べつもくれずに閑音の瞳を笑いながら睨にらみ付けてる。

「あらあら、私の外見はそんなに可か憐れんなお嬢じよう様に見えたかしら？」

「うぬぼれるな。外見で判断して私が屈くつ辱じよくを喰ったのは、別に貴き様さまの事ではない」

　余よ裕ゆうを持った笑みを浮かべるメルヒルムに、閑音は僅わずかに目を細めながら言葉を返す、

「へえ……じゃあ、誰の事を話しているのかしらね。男女が二人きりで見つめ合うなんていう、こんな素敵なシチュエーションで」

「ああ……じきに解るさ」

「……？」

　意味深しんな言葉を吐くメルヒルム。閑音は相手の意図を探ろうと口を開きかけたが──皮肉の応酬に先に飽きたのは、どうやらメルヒルムの方だったようだ。

「──貴様が、この夜を生き残ればの話だがな！」

　メルヒルムは両手を横に大きく広げたかと思うと、瞬しゆん時じに全身を黒い影と化す。

　笑みを浮かべた口を残して、全てが漆しつ黒こくに塗りつぶされたかと思ったその刹せつ那な──影は唐とう突とつに爆ばく散さんし、数百、数千もの蝙蝠の群へと変化した。

「へえ……余裕があれば、こんな芸げい当とうもできたのね」

　目の前に急速に広がる黒い壁を見ながら、閑しず音ねは感心したように口を開く。

「流石さすがに『あの時』これをやられてたら、私もちょっと困ってたかもね」

　そして、メルヒルムの『味』を思いだしながら──彼女は蝙蝠こうもりの群に向かって残ざん忍にんな笑みを浮かべてみせた。

「フォークとナイフが、足りなくなるからね」

　人間の口があれば『黙れ』とでも叫んでいたのかもしれないが、蝙蝠の群はただ、キィキィという鳴き声と羽は音おとを夜空に響ひびかせるのみだった。

　確かに光景としては圧倒的な威い圧あつ感だったが、閑音は欠片かけらも焦りはしない。彼女の反射神経と運動能力があれば──例え一万匹の蝙蝠とて、すべて懐ふところにある銀のナイフで斬きり伏せる事ができるだろう。

　しかし、閑音はそれをしなかった。

　無む駄だ口ぐちを叩たたくのを止め、瞬間的に全身の細さい胞ぼうに力をみなぎらせると──極限まで集中した彼女の脳は、全身に向かって即そく座ざに自分がすべき命令を下す、

　黒い壁を前にした彼女は、次の瞬間、全力を持って後ろに飛び退いた。

　それとほぼ同時に、蝙蝠が紡つむぐ闇やみの合間を、凄すさまじい速度で銀色の光が貫つらぬいた。

　激しい衝しよう撃げき音おんが響き渡ったのは、閑音の顔に強い風が襲おそいかかったのとほぼ同時の出来事だった。

　音の速度を超えた銀色の光を中心に、衝撃によって蝙蝠達が一いつ斉せいに吹き散らされる。




　黒い壁に穿うがたれた奥に立っていたのは──短く切りそろえた金髪を揺らす、銀の鞭むちを手にした『食鬼人イーター』の少女だった。

　８時間ほど前に閑音を追いつめた少女が──変わらぬ笑みで闇の中に立っていた。

　当たっていれば必殺の一いち撃げきとなったであろう鞭べん撃げきをかわした閑音は、対抗するかのように余よ裕ゆうに満ちた笑顔を返す。

「やっぱりね……。やけにお喋しやべりだと思ったら、彼女が着くのを待ってたってわけね」

　彼女の言葉に応えるように、蝙蝠の顔に張り付いた人間の目が、一斉に嘲ちよう笑しようの色に塗り替えられた。

　数千の瞳に見つめられながらも、閑音は闘志を崩さない。

　無数の蝙蝠に囲まれた『食鬼人イーター』の少女──テレジア・リーフェンシュタールに対し、嬉うれしそうに嬉しそうに口元を歪ゆがませる。

　一度倒しかけた敵が笑う様よう子すを見て、テレジアは不ふ思し議ぎそうな顔をして尋たずねかけた。

「閑音さんでしたっけ？　……随ずい分ぶんと嬉しそうですね。これから死んじゃうのに」

　あからさまな挑ちよう発はつに対し、閑音は吸きゆう血けつ鬼きの牙きばを口元から覗のぞかせながら言葉を返す。

「今が丁ちよう度ど……夕食時なのが嬉しいのよ」

　そして──元『食鬼人イーター』の吸きゆう血けつ鬼きは、二つの『食材』を前に呟つぶやいた。

「吸血鬼と『食鬼人イーター』……。私にとっての御ご馳ち走そうが、一度に二つも食べられるんですもの」
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バルシュタイン城　応接間




　城の周囲がアーティスト達の歌声と、それを取り巻く者達の歓声に包まれていたその頃──城の内部、一般客が入れない区画では、城の支配者である幻げん妖よう達が現在の状況について考えを巡らせていた。




「ああ、それで？」

『ダメだな。何体か【枝】は撃うち殺してやったけどよ……肝かん心じんの【幹みき】がどこにいるのかさっぱりだ』

　メイドや人じん狼ろう、血ち溜だまりが集まる混こん沌とんとした部屋の片かた隅すみで、客人である東洋人──石いし橋ばし藍あい児じが、携帯電話で弟からの報告を受けている。

　弟のブリジストンはあれから何体か見知った【枝】を見つけたそうだが、肝心の本体である【幹】の居い場所は依然としてつかめないとの事だった。

『ジグムントにとっちゃ、【枝】は何度でも再生できる手足にすぎねえからな。拷ごう問もんしようが人ひと質じちにしようが全くの無意味ってこった』

「……くそ……【幹】の概がい観かんを知っているのはカルジミールだけか？」

『ラティーシャの姐あねさんも知ってる筈はずなんだが、さっきまで通話中だと思ったら、今は圏けん外がいになってやがる』

「わかった……とりあえずお前は、メルヒルムを捜して飛び回ってろ。こっちはその間、ルーディ達についての対たい処しよを考えておく」

　その後二ふた言こと三み言こと交わして電話を切り、石橋は部屋の中央にいる子し爵しやく達の許もとに歩み寄った。

　彼がソファの横に来たのを確認すると、いつの間にか客室に戻っていた子爵が、かっちりとした書体で空中に文を紡つむぎ出す。

【さて……些いささか厄やつ介かいな事になっているようだな】

　どうやら電話の前に石橋と挨あい拶さつを済ませたらしく、子爵は最初から話の本題を切り出した。

【まさがジグムントが本当に来てしまうとはな。『説曹操 曹操到噂をすれば影』とはよく言ったものだ】

　相変わらず日本語とドイツ語で同時に文字を紡ぎながら、子爵は腕組みをするように文字の端と端を絡ませる。

【奴やつは十二体の身体からだを持った一人の吸血鬼だ。枝である十一人を捕らえたところで、根こん幹かんである一人を捕らえねば何も終わるまい】

　ジクムント・キパリース。

　子し爵しやくが組織に所属していた頃から幹部だった存在であり、カルジミールの絶対的な信しん奉ぽう者だた吸きゆう血けつ鬼きだ。『空気感かん染せん』によって生物の支配を行う恐るべき吸血鬼ではあるが──もう一つ大きな特徴が存在する。

　十二体で一体の吸血鬼。それがジグムントという存在だ。

　身体からだと身体は十二体に切り離されてはいるが、宙を舞う『血』によって互いの意思を共有し、同時に様々な場所で行動を行う事ができる。【幹みき】と呼ばれる本体を中心となって、【枝】と呼ばれる分身を操あやつる厄やつ介かいな存在だ。

　一人の元げん帥すいに十一人の将軍。そして彼らが生み出す無限の兵士。

　それ故ゆえに【緑の軍隊】の二つ名を与えられた、組織が持つ明確な【戦力】の一つである。

【むう……本体の特定さえできれば、私とドロシー嬢じようで説得に向かう事ができるのだが】

　子爵の紡つむぎ出した言葉に、傍かたわらにいた雪の化け身しんが力強く頷うなずいた。

　しかし石いし橋ばしは難しい顔をして腕を組み、ジグムントという存在について淡たん々たんと語る。

「説得できればいいんですがね。奴やつにとっては自分の命よりもカルジミールの命令を優先させる気がします」

　石橋の懸け念ねんはそれだけに止まらず、昔なじみでもあり、尊敬する師でもある血ち溜だまりを見ながら、何かを案じるように言葉を紡ぎ出した。

「それに……あなたにとっては、ジグムントよりも厄介な連れん中ちゆうがいるでしょう」

【……テオドシウスに関わる者達、か……いつかは訪れる日だと覚かく悟ごはしていたが】

「……やはり、この城に居るんですか？　あの【楽らく殺さつ者しや】の少年が」

　石橋は遠回しな表現を使わずに、自分達の知りたい事をストレートに問いただした。

　しかし、その問いかけに対し、子爵は極きよく力りよく遠回しな答えを返す。

【……いる、と言ってもよいものか……。テオドシウスは確かに存在するが……楽殺者と呼ばれた存在はもういない。この城にも……この世のどこにも……ただ、彼の罪が残っているだけに過ぎない】

　遠巻きに話を聞いていたマジー達はその言葉に首を傾かしげるが、付き合いが長い石橋は子爵の意図を即そく座ざに見抜き、なおかつ自分の言葉を投げ返した。

「……その『罪』が重要なんですよ。ゲルハルト子爵。……確かに、これ以上事件が起こらないというのならば、『組織』としては彼を放置する事になんの異い存ぞんもありません」

　東洋人は寂せき然ぜんとした表情で首を横に振ると、重々しい声で結論を紡ぐ。

「しかし──ルーディとテレジアは、そうは思わないでしょう」

【それも、解わかる】

　子爵はいつもよりも重い雰ふん囲い気きを纏まといながら文字を紡ぎ、その文章は自然と周囲のメイドや人じん狼ろう達たちをも緊きん張ちようさせた。

【だが……私の大事な娘であるフェレットと、我が領りよう民みんであり親しき隣りん人じんでもあるミヒャエルに手を出した事は、流石さすがに黙もつ過かするわけにはいかん】

　その文字に込められているのは怒りかそれとも悲しみか、あるいは何の感情も込こもっていない、バルシュタイン城主としての義務なのか──誰にもその真意を読み取る事はできず、やたらと重い沈ちん黙もくが室内を完全に支配する。

　永遠にその空気が続くかと思われたその時、息苦しい状況を打破しようとしたマジーが、愛あい想そう笑いを浮かべながら同どう郷きよう人じんである石いし橋ばしに尋たずねかけた。

「で、でも、幹部の皆さんが三人もいらしたんです！　そのテオドシウスって人の事はよく解わかりませんが、ジグムントって人の方は……なんとかなるんですよね？」

「……島の人間の無事を顧かえりみぬならば、な」

　不ふ穏おんな意図を含んだ言葉に、子し爵しやくが慌あわてて文字を作り出す。

【顧みて貰もらわねば困る。……いや、グローワースのかつての領りよう主しゆだった存在として、謹つつしんで頭を下げさせていただく。……島民には、極きよく力りよく被害を出したくない】

　珍しく殊しゆ勝しようになっているゲルハルトに驚きながら、石橋の返答はその誠意をしっかりと受け取ったものだった。

「そのつもりですよ……だから、我々が来たんです。愚ぐ弟ていについては不安ですがね」

　安心させるように笑顔を見せたかと思うと、石橋はそれを苦く笑しように変えながら、少しずれた話題を呟つぶやいた。

「……最初から島民を無視するつもりなら、【黒】や【金】を引っ張り出しますよ」

【ふふ、確かにその通りであるな】

　石橋が幹部の通称と思おぼしき【色】を上げると、子爵は文字に幾いく分ぶんかの余よ裕ゆうを取り戻し、かつての盟めい友ゆう達の事を懐なつかしむ。

【ギャルドとは今でも毎日のようにネット上で会っているが……確かに彼かの者ならば、ジグムントの軍隊など遙かに凌りよう駕がする事だろう】




【人が死ねば死ぬ程ほど、『漆しつ黒こくの墓はか守もり』はその力を累るい増ぞうさせていくのだからな……】
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ドイツ北部　とある港町




　グローワース島への直通便が出る港町は、客船の他にも様々な船の拠きよ点てんとなっていた。

　その大半は漁船であり、家屋と同じような生活感がそれぞれの船に満ち満ちている。

　生活感はそのまま仕事へと直結し──時に、生々しい会話を周囲に垂れ流す。

「どうするんだよ父さん。こんなに余らしちゃって」

「いや……仕方ねえだろ！　くそ……せっかく大漁だってのに、みんな島の祭りを見にいっちまってるから、市いち場ばも活気がねえったらありゃしねえ」

　日が暮れた港の一いつ角かくで、一組の親子がなにやら辛しん気きくさい顔を突きつけ合わせていた。

　どうやら二人は漁師のようで、傍かたわらにある漁船には今け朝さの収しゆう穫かくであると思おぼしき魚が大量に積み込まれている。

　この時間では既に魚市場も閉じており、彼らは特に魚の保存をするつもりもないようだ。

「ああ畜ちく生しよう。うちも缶かん詰づめ工場とかにツテを持ってりゃな……」

「そもそも大漁ったって雑ざ魚こばっかりなんだからしょうがないよ。とにかく早くどうするか決めないと、このままじゃ腐って捨てるしか無くなるよ」

　困り果てた顔をして船の上にあるコンテナに目を向ける。そこからは、市場に運び込まれる事も無く残された魚の群れがひしめき合っており──命の火が生なま臭ぐさい匂においに変わって彼らの周囲に立ちこめていた。

　今の内に沖に船を出して廃はい棄きしてしまおうか？

　そんな考えが頭をよぎり始めた頃──親子に対して、妙みような口く調ちようの声が投げかけられた。

「すんません。ちょっとすんません」

　中性的な声がした方に振り返り──二人の漁師はギョッと目を見開いた。

　そこに立っていたのは、全身を漆しつ黒こくの包ほう帯たいで巻き包んだ、得え体たいの知れない存在だったからだ。

「いくら？　その魚……いくら？」

　男なのか女なのかを判断しようとしている父子に対し、黒くろ包帯の化け身しんは淡たん々たんと自分の要求を紡つむぎ出す。

「売って欲しいんだけど。速攻で売って欲しいんだけど」

　父子が突然の申し出に返事をとまどっていると──黒包帯は胸のあたりの包帯の中に手を滑らせると、そこから数十枚の札さつ束たばを取り出し、父親の漁師へと投げ渡した。

「これで買える？　ここにある魚、これで全部買える？」

「なッ……、い、いや、そんなことを言われてもよ……こんな貰もらうわけにゃ……」

「売ります」

　通常の相場よりも明らかに多い札束を前に、父親はとまどったが、息子は即そく座ざに商しよう談だんを成立させた。

（お、おい）

（いいから父さん！　ほら、この人の格かつ好こう、きっとグローワース島のお祭りに参加する人だよ！　向こうでなんか魚パーティーでもするんだよきっと）

（だからって、こんなに貰うわけにゃ）

（いいよ！　こっっちがふっかけたわけじゃなくて、この人がこれで買うって言ってるんだからさ！）

　小声でささめき合う親子を余よ所そに、大量の雑ざ魚こを手に入れた黒くろ包ほう帯たいは嬉うれしそうに包帯の舌の口を蠢うごめかす。

「困ってた。マジで困ってた。出ちゃってんだもんよ、グローワース島行きの最終便、もう出ちゃってんだもんよ！　ありがとな、マジでありがとな！」

　軽くつま先で跳ねながら一人で沸わき上がる黒包帯。

　父子はそんな奇き妙みような客に、とりあえず愛あい想そう笑いを浮かべたが──次の瞬間、その笑顔が、そして全身の細さい胞ぼうが凍り付いた。

　黒包帯が恐ろしい勢いで飛び上がったかと思うと、一度の跳ちよう躍やくで船の上のコンテナにまで到達し──次の瞬間には、小さな魚の一匹を摑つかみあげて──包帯に隠かくされた自分の口元へと運んでいったからだ。

「え……？」

　今の人間離れした跳躍はどういう事なのか？

　鮮度が落ちた生の魚をどうするつもりなのか？

　大体、一人でこの量の魚をどうやって運ぶつもり──────




　そんな疑問の数々は、次の瞬間に全て吹き飛んだ。

　今し方の光景など、全て灰かい燼じんに帰すような怪かい異いを目の当たりして。




　魚を持たぬ方の手で口元の包帯を僅わずかにずらし、鋭い歯が覗のぞく唇を露ろ出しゆつさせる黒ミイラ。

　犬けん歯しとしても異常に長すぎるその歯を見て、漁師の息子むすこは思わず眉を顰ひそめた。

　──牙きば？

　仮装の一いつ環かんだろうか。

　人間離れした跳躍を見た直後だというのに、そんな暢気のんきな事を考えてしまうのは、やはり彼らが今まで『怪異』を見たことが無かったからかもしれない。

　漁師の父子が訝いぶかしげな目で見つめているのにもかかわらず、黒包帯は己おのれの牙を静かに魚の腹に突き立てる。

　だが、それは一瞬の事で──後に漁師の父子が生しよう涯がい忘れる事のできなくなる、奇き々き怪かい々かいな現げん象しようの始まりに過ぎなかった。

　黒包帯に咥くわえられた次の瞬間から、それまでピクリとも動かなかった魚が鮮せん魚ぎよのようにピチピチと暴れだし、包帯に包まれた手を離れコンテナの中に落ちていった。

　そして──黒包帯は目め線せんを落ちた魚に向けながら、再び包帯に隠した口で言葉を紡つむぐ。

　ここまで吐き出されてきた、同じ事を二回繰り返す滑こつ稽けいな口く調ちようとは違い──そこの言葉には、強い力が込められていた。

　傲ごう慢まんな皇こう帝ていが配下に命令を下すかのように、聞き返す事は許さないといった威い圧あつ感かんと共に、たった一度だけ──

「……増えろ」

　呟つぶやいた瞬間、跳ねていた魚がビチリと跳ねる。

　一瞬の間が空あいたかと思うと、続いてその音が増ぞう殖しよくした。

　ピチャッ　　ピト　ジャッ　　チャッ

　再び、一瞬の間。

　ピッ　ピチャ　ピチョ　　　　ピチャリ　　チャ　　ポビャッ　ピチャッ　チャッ

　音と静せい寂じやくが交互に訪れ、次第に静寂の間かん隔かくが短くなり、音は集合し、一つの轟ごう音おんを作り上げていった。




　　　　　ピチャッ　　　　　　　　　　　　チャッ　　　　タ　タ　　　　ピチッ




　　　ビチャビチャ　　　　ジャッジ　　　　ャジ　ャ　　　　　　ジャ　　　ビ　ビ　　ビ




ジ　ャジ　　ャジ　ャジャ　　　ジャ　　ビビ　ジャジ　ャ　ジ　ャッ　　ピチ　　ャッ　ッ




　　ッッ　　ザ　ッ　ッ　　ッ　　　ッピ　ッッッ　　ッッッ　　ッッ　ッ　ッ　ッッ　ッ　ッ　　　　　　ッッ　　ッ　ッ　　ッ　　ッ　ッッッ　ッ　ッ　ッッ　ッッッッッッッッッッッッッッザッザッッッッッザッッザッザザッザッザザザッザザザザザッザザザッザザザザザザザザァザザザザザァザァザザァザザァァァァァァァァァァァァァッァァァァァッァァァァァァァァァァァァァァァァァァ──ァ────────ァ───ァ─────────────




　それは、一つの波の音だった。

　魚だけがひしめくコンテナの中で、魚自身が水となり、閉へい鎖さされた空間のなかで己おのれの存在を誇こ示じするかの如ごとき奔ほん流りゆうを生み出していく。

　それまで動かなかった魚の群。最初の一匹を皮切りに、それこそ水を得た魚のように、激しくその身をくねらせる。

　だが──漁師の親子は、それに『命』を感じる事ができなかった。

　跳ね上がる魚達の目はうつろなままで、死んだ魚のそれのままだったし、網あみを上げたばかりの鮮せん魚ぎよの動きとは明らかに違う。まるで電気を流された人間のように、反射的に動いてるような印いん象しようを受ける。

　人じん知ちを超えた不ぶ気き味みな光景を前に、黒くろ包ほう帯たいの目が楽しそうに歪ゆがみ──次なる言葉を紡つむぎ出す。

「……混ざれ」

[image: ]

　同時に、港に完全な静せい寂じやくが訪れる。

　一瞬前まえまでコンテナを賑にぎわせていた魚達が、一いつ斉せいに躍やく動どうを失って完全に動かなくなる。

　だが、静寂はすぐに終わりを告げ、それまでとは違う種類の音が漁師達たちの、そして黒くろ包ほう帯たいの鼓こ膜まくをかき鳴らした。

　漁師達はその音に顔を顰しかめて耳を塞ふさぎ、黒包帯は包帯の隙すき間まから覗のぞく右目を爛らん々らんと赫かがやかせる。

　発はつ砲ぽうスチロールが擦こすれ合うような摩ま擦さつ音おんと、何か柔らかい物体を棒で叩たたくようなグチャリとした攪かく拌はん音おん。

　鳴くはずのない魚達が、一いつ斉せいに鳴き声を上げたのかと思えた。

　魚達は互いの身を生物学的にも物理的にもあり得ない勢いですり合わせ、押し合い、圧へし合い──己の身が崩れていくのも構わずに、ひたすらコンテナの中心に向かって収束しようとし始めた。

　はがれ落ちた肉が、欠けた鰭うろこが、飛び出た骨と内臓が、それぞれが独立した生物のように、時には重力に逆らうように混ぜ合わされる。

　船から降りていた漁師達からは、その光景を直接見る事ができなかったが──音だけで、コンテナ内に何が起こっているのか容易に想像できた。

　ありえないと思いつつも、想像する事ができる……それほどまでに具体的な音が港の周囲にキィキィグチャリと鳴り響ひびいていた。

　ミンチ状になった魚の肉にく片へんは、やがて筋肉は筋肉、骨は骨へと寄り集つどい──互いの身を紡ぎ合わせて、新しい肉塊と骨片を生み出していった。

「まだ時間かかるな、一時間ぐらいかかるな。人間だと早いんだけどな。人間の死体だと超ちよう早はやいんだけどな」

　先刻の口く調ちように戻った黒くろ包ほう帯たいが、漁師達の横で独り言を呟つぶやいた。

　──え？

　今しがたまで船の上にいたのに、いつの間に自分達の横に現れたのだろうか。

　漁師達の疑問に満ちた視線に答える事はせず、黒包帯は右目だけで子供のように微笑ほほえむと──若い漁師の方に、船の上から響ひびきわたる怪かい異いに全く無む縁えんの事を尋たずねかけた。

「ネットカフェ無いか？　この辺に、ネットゲーム完備のネットカフェ無い？　あれがあれば最高。『アンダーグラウンド・ガンマニア』、あれがあれば超最高」

　無む邪じや気きな笑いを含んだ言葉に、漁師達はガクガクと足を震わせる。

　ここからはコンテナの中は見えない。だが──解わかる。何か、恐ろしい事が起こっているという事だけは嫌という程ほど感じられる。

「……。いいや。自分で探すからいいや。取りに来るから。魚は一時間後に取りに来るから」

　答える事ができないでいる二人を尻しり目めに、黒包帯は首と肩を回しながら立ち去ろうとする。

　黒包帯はすれ違いざまに一度だけ足を止めて、ギョロリと見開かれた目で漁師達をねめつけ、淡たん々たんと言葉を紡つむぎ出す。

「見ない事。ね？　何も見ない事が超ちよう重要。忘れる事。ね？　忘れる事が超重要」

　完全に固まった父子の姿を見て、あとは興味が無いと言わんばかりに背を向けた。

　最後に一言──魚達にそうしたように、力のある言葉を呟いてから。

「……理解しろ」

　単純だが理り不ふ尽じん極まりない命令。しかし、逆らう事はできなかった。

　ただの人間である漁師の父子には、逆らう事などできよう筈はずもなかった。




　黒包帯が消えると共に、漁師の親子も金を摑つかんで一いち目もく散さんにその場から逃げ出した。

　後にはただ、蠢うごめく音だけが鳴り響く。

　既に魚ではなくなった、『何か』が蠢く、その音だけが────

　ギチギチ

　　ギチギチ

　　　　ギチギチと。
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【ただ、血を吸うだけならば、それは吸きゆう血けつ鬼きとは言わん】

　盟めい友ゆうでありネット仲間でもある吸血鬼の力を思い浮かべながら、子し爵しやくはまるで自分の自慢をしているかのような文章を紡つむぎ出した。

【人間を、ではない。自然の摂せつ理りを超えているからこそ、我らが──そして彼らが『鬼おに』と呼ばれる所以ゆえんなのだから……】







[image: 10章　花は罪人の心を癒し]






















　かつて──その吸きゆう血けつ鬼きは、単なる花に過ぎなかった。




　今は人間の少女の姿となった彼女について、よく知りもせずに語る者がいる。

『ありゃ、人間の女の格かつ好こうをして、近づいてきた人間を餌食えじきにしちまうのさ』

『チョウチンアンコウみてな吸血鬼だぜ』

『自分で狩りもできない、食い意地の張った野郎さ』

　だが──実際に彼女と会って話すと、彼らは揃そろって評価を一いつ変ぺんさせる。

　彼女はその姿すがた見みのままに清せい楚そな心を持っており、およそフィクションの中に見られるような吸血鬼らしさは欠片かけらも感じられない。

　血を糧かてにするというのに、

　ギロチンの下で生まれたというのに、

　処しよ刑けい場じよう跡あとをねぐらにしているような存在だというのに──彼女は、優しすぎるのだ。

　優しいというよりも、寧むしろ人がいい……悪く言うならば愚ぐ直ちよくなまでのお人好しだ。

　少々年若い外がい観かんだとはいえ、並みの吸きゆう血けつ鬼きよりも遙かに美び麗れいな外見を持っているのに、それを利用して人間に近づいたり血を啜すすろうなどという事はしない。

　おそらくは、考えたことも無いのだろう。

　話をすればするほど、彼女の心にやましさが無いという事が伝わってくる。

　セリムと親密になった者は、話に聞いていたイメージと全くかけ離れた彼女に戸と惑まどい、誤ご解かいの目を向けていた自分を恥じ──そして、同時に不安になる。

　この純じゆん朴ぼくな吸血鬼が、いずれ誰かに裏切られ、不幸な事になるのではないかと。

　やがて世の中に絶望して、無む垢くな筈はずの少女が──変わってしまうのではないかと。

　人の世でも吸血鬼の世でも珍しい、彼女のような淳じゆん良りようさを持った存在が、自分達のような存在へと汚けがれ堕おちてしまうのではないかと。普段は己おのれの浅ましさに気付かない、あるいは十分に周囲に善良と呼ばれる類たぐいの人物でも、つい引け目を感じてしまう。

　他人が気にする事では無いのかもしれない。しかし──放っておくのも後あと味あじが悪い。

　愛ではない。

　哀あわれみではない。

　ただなんとなく──そんな思いが積み重なって。

　ならば──彼女は本当にそれほどの徳があるのか？　聖せい者じやなのか？　そう問われた時──血ち溜だまりは静かに文字を紡つむぐ。

【いや……。彼女にも人並みの欲はあるし、理り不ふ尽じんな事に怒りを覚える事もあるだろう。私は見たことが無いがね……ただ、彼女は植物生まれの吸血鬼だが、人間から見た場合……普通の自じ我がを持っていると考えていいのではないかと思う。だが──彼女は人を惹ひきつける。そんな奇き妙みような形で人を魅み了りようする力こそが、セリム・ヴァージェスが吸血鬼として生まれ持った能力なのかもしれない】




【……無む論ろん、私も恋愛感情などとは無む縁えんで、彼女に惹ひかれている一人だが】




　そして──今日もまた、吸きゆう血けつ花かは一人の少年を惹きつけた。

　自分という存在に悩む少年は──洞どう窟くつで出会った瞬間に心を奪われたのだ。

　──きれいだなあ。

　自分が初めて抱いた感情、最さい古この記き憶おく。

　混ざり合う前に頭の中に思い浮かんだ唯ゆい一いつの言葉。

　少年が唯一信じられる感覚が久ひさ方かたぶりに蘇よみがえり──

　ヴァルと呼ばれる少年は、他の者とは些いささか違う思いで花の少女に惹かれていった。

　一ひと目め惚ぼれという、なんとも人間らしい感情だったかもしれないが──

　鈍いスイカはその感情を否定するどころか、気付く事すらできずにいた。

　自分が恋愛感情など抱く筈はずがない、そう思っていたから。

　存在意い義ぎさえも曖あい昧まいな自分に、そんな資格などないと思っていたから──
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バルシュタイン城地下　研究室




【……無む論ろん、私も恋愛感情などとは無む縁えんで、彼女に惹ひかれている一人だが】

「はは……それを言うならわしもじゃよ」

『あッ、ずるいですよう。私もセリムちゃんの事、大好きですよ？』







『はぁ……』

　モニターの中に映る記録映像を見ながら、教授は溜ため息いきのような声をスピーカーから響ひびかせる。

『……ダメです。やっぱり過去の博士を見てても、手がかりになるような事は何も無いです』

　それは子し爵しやくや博士とセリムについて論じていた頃の映像で、まだ博士がこの城に来て数年目の事であり──

『丁ちよう度ど、私の記き憶おくが始まった頃ですー……』

　城の皆から『教授』と呼ばれる彼女には、この姿になる以前の記憶が存在しない。

　本体は棺かん桶おけの中の白骨である事は自分でも解わかる。だが、その白骨が生前どんな姿をしていたのか、どんな吸きゆう血けつ鬼きだったのか──それはさっぱり解らない。

　だが、彼女は幸せだった。

　自分の骨格が女性の物らしいという事が判明してからは、なるべく女性らしく振る舞おうと様々な資料を読みあさった。その大半は、城の吸血鬼達たちが持ち込む外国製のコミックやアニメだったのだが。

　博士は記憶の無い自分に色々世せ話わを焼いてくれたし、再生できない身体からだの代わりに、こんなに素敵な棺ひつぎを造ってくれたのだから。

　最初の内は失われた自分の過去が気になっていたものの、地下での生活になじむにつれ、過去への興味は徐々に薄れていった。寧むしろ、思い出す事で今の生活が壊れてしまうのではないかと、逆に不安になってしまう程ほどだった。

　今の生活こそが彼女にとっての全てであり──そして、幸せの源みなもとでもあった。

　だが──それが今、粉こな々ごなに砕けようとしている。

　博士の言葉が頭をよぎる度たびに、嫌な予感はふくらみ続ける一方だった。

　自分にも何か関係があるのではないか──そう思いながら、彼女は必死で博士の行方ゆくえのヒントとなる物を探し続けた。

　博士は絶対に戻る。

　押し寄せる不安の中で、それだけを強く信じながら。
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山道




「まさか……ここを突き止めるとは思わなかったよ……」

　──僕は……

「どうしたのさ？　ただ、僕に顔を見せに来たわけじゃないだろう？　……見えないけどね」

　──僕は、何を怯おびえている？

「さあ、遊ぼうよ。昔みたいにさ」

　──僕は、何を震えているんだ……ッ！

　少年の言葉がかけられる度たびに、ルーディの心には強い衝しよう動どうが走る。

　衝動には、確かに憎しみと怒りも含まれていた。

　昼間にフェレット達へ向けたものとは比べ物にならない敵意が、青年の全身を駆けめぐる。

　だが──10年を越す年月をもって練り込まれた憎しみは、たった一瞬の震えで全てが水すい泡ほうに帰してしまった。

　──あぅ……うぁ……





　鎧よろいから杭くいを射しや出しゆつしろ。




　　奴やつの四し肢しを大地に縫ぬいつけろ。




　　　殺せ、殺せ、殺せ。




　　　　奴に絶望を喰らわせろ、自分が味わったのと同じ絶望を。




　　　　　自分が味わった以上の絶望を。




　　　　　　内ない臓ぞうを引きずり出せ。




　　　　　　　奴の目の前で、奴の仲間を鏖みなごろしにしろ。






　身体からだのあちこちが、脳のう味み噌そのあちこちが、あるいは過去の記き憶おくの全てが、それぞれ違う言葉を叫びながら、目の前にいる殺人鬼きへと復ふく讐しゆうの意思を叩たたきつける。

　だが──その力を司つかさどるルーディ・ベンダースという魂たましいが、それら全てを凌りよう駕がする勢いで、目の前の仇きゆう敵てきに『恐怖』していた。

『食鬼人イーター』として、様々な怒りを詰め込んだ。

　復ふく讐しゆうとは無む縁えんな吸きゆう血けつ鬼き達をも殺し、嬲なぶり、喰らい続けてきた。

　力は得た。

　十分な力は得た筈はずなのだ。

　目の前の少年を殺し、嬲り、喰らうだけの力を、今の自分は確実に持っている筈なのだ。

　脳のう味み噌そは何度も説得を試みるが、本能に植え付けられた恐怖に理り屈くつなどは通じない。

　──逃げたい。

　その単語を一度心に浮かべる度たびに、震えは更に広まった。

　震えが起こる度に、反射的に逃げたいという思いが満ちあふれる。

　堂どう々どう巡めぐりは徐々にその振幅を大きくし、やがて青年の心を完全に支配する。誰かに声をかけて貰もらわなければ、このまま脱だつ兎との如ごとく駆け出す事は必至だろう。

　だが──そんな彼に声をかけたのは、恐怖の対象である少年だった。

「……大丈夫かい？　そんなことで……僕を殺せると思ってるのかな？」

「テ……テオ……」

　何か言葉を返さなければ、重圧で正気を保つ事ができなかっただろう。目の前の吸血鬼が威い圧あつ的な空気を纏まとっているわけではない。全ては自分の内から発せられているものなのだ。

　ルーディは相手の名前を紡つむぎながら、僅わずかにそれだけの冷静さを取り戻す事ができた。

　しかし、とっかかりはそれで十分だった。

　苦にがい味のする唾つばを吞み込むと、ルーディは目の前の少年を強く強く睨にらみ付ける。

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが鎧よろいの中にこだまする。

　その音が、『食鬼人イーター』を完全に現実に引き戻す。

　──生きてる。

　絶対的な恐怖を目の前にして、自分はまだ生きている。

　相手が何もしていないだけの話なのだが──自分が生きているという事を実感するのは、今のルーディにとっては非常に重要な事だった。

　──生きてる……僕は……生きてる！　父さんも母さんも……みんなみんな死んだんだ……だけど、僕は生きてる……！　そうだ、生きてるんだ！

　自分の命を思い出し、大おお鎧の中でルーディを取り巻く空気が僅かに変わる。

　──生きてる……何の為ために？

　──目の前の奴やつに……絶望を与える為に……ッ！

　次の瞬間──鎧の顔面の部分、本来目が覗のぞく筈の隙すき間まから白い杭くいが発射され、僅か数メートルの距離に迫っていた少年へと突き進む。

　杭は少年の顔面を貫つらぬくコースで発射されたのだが、博士──テオドシウス・Ｍ・バルシュタインは、避けるそぶりすら見せようとしなかった。

　整った顔を白木の杭くいが弾き混ぜると思われた次の瞬間──少年の顔面が、なんの前まえ触ぶれもなく霧む散さんする。

　それは、文字通りの『霧散』だった。

　テオは顔面の部分だけを綺き麗れいに霧へと化し、白木の弾だん丸がんが通り過ぎた事を確認すると、再び首の上に幼さの残る顔を具ぐ現げん化かさせる。

「……はは……たいした絡から繰くりだよね。だけど、僕には通じないよ」

　あくまで余よ裕ゆうの笑顔を見せる少年に、大おお鎧よろいの中の意思が打ち砕かれる。

「うッ……うわああああああああああああああッ！」

　再び湧わき上がろうとする恐怖を誤ご魔ま化かす為ために、白木の杭を立て続けに発射する大鎧。

　多くの吸きゆう血けつ鬼きを屠ほふり、灰へと帰した必殺の杭。

　絶対的な自信の一つが、目の前の吸血鬼に通じない。霧む化かする吸血鬼は今まで何度も相手にしてきた。だが、大たい抵ていは全身を霧と化す前に始し末まつをつけてきた。

　しかし、霧化の速度が尋じん常じようではない。明らかに杭を発射した後から変へん化げを開始しているのに、杭が届くまでには完全な靄もやと化している。

　焦しよう燥そうを募つのらせるルーディを前に、少年は絶対的な余よ裕ゆうを持って呟つぶやいた。

「この程度の霧化……この島じゃピエロにだって劣るんだけどね」

　完全に霧と化した吸血鬼を相手にしなかったわけではない。ただ──そういうケースもテレジアが銀の鞭むちで散らして──

　そこで少年は、傍かたわらに相あい方かたがいない事に気が付いた。

　いつも一緒に仕事をしているわけではないが、二人で組んだ時は組織でも最強の『犬』と呼ばれていた。屈くつ辱じよく的てきな響ひびきだったが、いつかテオの首を嚙かみ千ち切ぎるまではと、あえてその呼び名を受け入れてきたのだ。

　だが、今は共に犬と呼ばれる事を受け入れたテレジアがいない。

　この島には居る筈はずなのに──自分の単独行動が、自分自身の戦力をそぐ結果となってしまっている。その事実がもどかしく、状況に対する恐怖を煽あおり立て始めた。

　鎧の中の焦燥を感じ取ったのか、仇きゆう敵てきである少年は、古くからの友人を慰なぐさめるような言葉を紡つむぎ出す。

「でも、ルーディ。君はその程度じゃないだろう？　杭だけじゃない。その鎧を自在に操あやつる膂りよ力りよくと、『食鬼人イーター』として多くの吸血鬼を食べてきた経験があるんでしょう？」

　クスクスと笑いながら、少年はルーディに対して更なる挑ちよう発はつの言葉を述べた。

「大丈夫。君は強くなったって信じてるよ」

　無む邪じや気きな笑顔で、邪じや悪あくな言葉を吐き出しながら──ルーディは更に一歩間合いを詰める。

「友達、だもんね」

　その刹せつ那な、怒りが一瞬で湧き上がる。

　目の前の少年に対する殺意が、限界近くまでふくれ上がる。

　だが──恐怖の方は、既に限界にまで達していた。

　一歩が、踏み出せない。

　目の前の吸きゆう血けつ鬼きに連れん撃げきを喰らわせる為ための、痛みを味合わせる為の第一歩が踏み出せない。脳が動けと命令すれば身体からだは竦すくんで動かず、身体が動こうとすれば心がそれにブレーキを。

　金かな縛しばりになったようなルーディは、震えるような声だけをようやく絞しぼり出す事ができた。それが今の彼にとっての限界であり、精せい一いつ杯ぱいの強がりとなる筈はずだった。

「怖いよ……怖いんだよ……畜ちく生しよう……。だけど……絶対お前を……お前を……殺……」

「ころ……なに？」

　ルーディの言葉にかぶせるように、少年はそこで初めて声に威い圧あつの色を込める。

「なんて言ったのかな？　今……」

「ひッ……」

　悲鳴は、敗北も同然だった。

　少年の声とは思えない程ほどに重みを増した空気を前に、『食鬼人イーター』の青年は──目の前の吸血鬼よりも遙かに強い筈の青年は、完全にその心を折り砕かれたのだ。

「僕を……なんだって？　ころ……？　殺すって言うつもりなのかな？　いいよ。言ってみなよ。その言葉一つで、君が強くなるんだったら」

「う……うぁ……」

　あからさまな挑ちよう発はつの言葉すら、恐怖の針となって彼の記き憶おくに突き刺さる。

　完全に少年時代の心に戻ったルーディの目の前にいるのは、昔と全く変わらぬ少年。そして、周囲の闇やみがかつての夜を思い出させ、城の方角から漏れる明かりは、炎ほのおの匂においとなって青年の心を焼き尽くす。

　完全に過去に囚とらわれた『親友』を見て、テオは溜ため息いきをつきながら首を振る。

「君は、相変わらず弱いねえ」

「……」

　反論する様よう子すは見られない。

　完全にその動きを止めた大おお鎧よろいに、少年は追い打ちの言葉をかける。

「あの時──君のお姉さんが……エルザが言った言葉を思い出せるかい？」

「…………ッ！」

　その瞬間──青年の中を流れていた時間が止まった。

　姉の名前が告げられた途と端たんに、ルーディの世界の全てが停止する。

　恐怖も、憎しみも、現実の中に聞こえてきた音も、呼吸さえもが時間を忘れ。

『エルザ』という名を引ひき金がねに、全ては悪あく夢むの中で息吹いぶきを紡つむぐ。

　悪夢の続きが、蘇よみがえる。
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　愛していた姉。父よりも母よりも大事に思っていた姉の姿。

　目の前の少年に抱かれ、首くび筋すじに牙きばを立てられた姉が吐いた──青年の記き憶おくに残る最後の言葉。

　悪あく夢むの中で、少年は今と変わらぬ調子で言葉を綴つづる。

「さて……君の次の言葉で、このお姉さんの生死が決まるよ。好きと言っても殺すし、嫌いと言っても殺す。じゃあ、どう答えればいいんだろうね？　ああ、君の言葉で僕を止めてみてくれ！　お姉さんを助けてあげてくれ！　ハハ、全ては君の責任なんだ。どう？　君の大事な家族の命を預かった気分は。君は今、この女を支配していると言ってもいいんじゃないかな？　ハハ、ハハハハハハハハ！」

　身み勝がつ手てな理り屈くつが、ルーディの心に染み込んでくる。鼓こ膜まくから侵入した静かな声が、彼の脳を激しく揺さぶっているかのようだ。

　テオはピタリと笑いを止めると、穏おだやかに……どこまでも穏やかに微笑ほほえみながら、ルーディに向かってゆっくりと口を開く。

「さあ、聞かせてもらおうか……君の、答えを」




　これは、夢の物語。

　焼き付けられた記憶による、過去の再現。

　現実の中で再現される、『食鬼人イーター』としての、復ふく讐しゆう者としての記き憶おくの始まり。

　そして──ルーディという名の少年が、人間をやめた瞬間。




　過去に見た夢とは違う。圧倒的な現実感を持った、果てしない絶望。

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も見たはずなのに、『エルザ』という名前を聞いた瞬間から──過去の夢などは、所しよ詮せん夢に過ぎなかった事を思い知らされた。

　そして、現実は容よう赦しやなくルーディの記憶を引きずり出す。

　夢の中の自分は、ガチガチと震えながら口を開き──




「─────僕の事……は……本当に……助けて……くれる……の？」




　風が──

　風が、ルーディの悪あく夢むの中を通り抜けた。

　自ら封ふう印いんしていた記憶。何よりも忘れたかった記憶。

　それ故ゆえに、忘れる事ができなかった記憶。

　父が殺された事よりも、母が殺された事よりも、

　テオが自分を裏切った事よりも、

　仇かたきを目の前にして命いのち乞ごいをした事よりも──

　忌いまわしい忌わしい、一つの記憶。

　誰よりも愛していた筈はずの姉を、見捨てた記憶。

　自分の答えで、姉がどうにかなることを畏おそれ──ルーディは、何も答えなかった。ただ、自分の命を最さい優ゆう先せんに──。

「おやおや……君はお姉さんよりも自分の命の方が大事らしいね……。さあ、エルザ。何か言ってあげなよ。可愛かわいい可愛い、君の弟に……君を見捨てた弟に、何か声をかけてあげなよ」

　その声に操あやつられるかのように、姉は最愛の弟へと虚うつろな視線をむけ──

　一言。ただ一言だけ呟つぶやいた。




「……あなたなんて……いなければ良かったのに」







「うああぁあぁぁぁああああああぁぁああああああああああああああああああぁぁッ！」

　それは、悲鳴にも似た咆ほう哮こうだった。

　夜の森は震え、ここまで響ひびいてきた祭りの喧けん噪そうを押し戻すかのような咆哮が山道を揺らす。

「……！」

　テオは一瞬だけその勢いに気け圧おされ、思わず背後に飛び下がってしまった。

　だが──距離は離れない。

　ほぼ同時に飛びかかってきた大おお鎧よろいが、まるで引き寄せられる磁じ石しやくのように距離を縮めてくる。

「お前さえ……お前さえお前さえお前さえお前さえいなければぁぁぁぁぁぁッ！」

「くッ……！」

　鎧の頭部から杭くいが発射されるのを見て、博士は即そく座ざに頭部を霧む化かして避けようとした。

　だが、それは甘い考えだった。

　ルーディは己おのれの鎧から発射された杭を、テオに届く前に自分の右手で摑つかみとり──そのまま、テオの右胸へと突き立てたのだ。

「グぁッ！　あッ……あぁ……」

　予想外の軌き道どう変更に、胸の部分の霧化が間に合わない。

　自分の右胸からの激げき痛つうに、テオは思わず顔面の霧化も解かい除じよしてしまう。

　──歪ゆがんでる。

　初めて余よ裕ゆうの失われたテオの顔を見て、苦痛に顰しかめられた表情を見た瞬間──止まっていたルーディの時間が、ずれていた歯車が嚙かみあったような軽快さで動き出した。

　それまで彼を苦しめていた、悪あく夢むの『一部』が霧む散さんする。

　同時にルーディは『食鬼人イーター』としての自分を取り戻し、狩人かりうどの脳となるためのスイッチが完全に押し込まれた。

　──テオの顔が、苦痛に歪んでる！

「は……ハハ……ハハハハ」

　肺の奥底から、震えるように笑い声が漏れだした。

　──僕が、僕がこの手でやったんだ！　僕は、僕は、こいつに一いち撃げきを喰らわせたんだ！

「ハハ……ハハハ……ハハハハハハハハハハハハハハ！　ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！　アハハハハハハハハハハハハハハ！」

　先刻までの恐怖をバネにして、狂気混まじりの哄こう笑しようを山道に倒れる少年へ浴びせかけた。

「わかる……解わかるぞ。テオ、テオ、テオ！　テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン！　お前、さては……霧化は身体の一部しかできないんだろう？　ハハ、ハ、これだから！　余よ裕ゆうを見せて挑ちよう発はつなんかするからそうなる！　え？　そうなんだろ？　しかもお前が霧になれるのはほんの数秒ってことだろ？　本当に弾だん丸がんと杭を躱かわすぐらいしかできないんだ！　……そうだろ？　ええ？」

『食鬼人イーター』の指摘に、テオは沈ちん黙もくをもって答えとなす。

　そしてそれは、自分の霧化の致ち命めい的な欠点を肯定するという事だった。

　しかし、テオの目は苦痛を相手に伝えていたが──口元をニヤリと歪ませると、自分の敵に対して親愛の笑みを浮かべてみせる。

「確かにその通りだよ……。でも、酷ひどいよルーディ。友達にこんなに痛い事をするなんて」

「黙れ……」

「僕は──君きみ自身には痛い思いはさせなかっただろ？」

「黙れぇぇぇッ！」

　巨大な足が、倒れたテオの肩口に踏み下ろされる。昼間フェレットに対して行った、痛みを与える目的の的確な攻撃ではなく、怒りにまかせただけの力任まかせの脚きやく撃げきだった。

　その証しよう拠こに、刺さっていた杭くいが折れ、博士の右胸の中に破片が勢いよく四し散さんする。

　細かい破片も、全て吸きゆう血けつ鬼きの弱点である白木の杭だ。テオの全身を電でん撃げきのように痛みが走り、半身を潰つぶされたミミズのように斜面の上をのた打ち回る。

「かはッ……は、は、ハハハ……本当に……酷いよね」

　それでも博士は痛みの表情を一瞬で抑え込み、ルーディに対して再び余よ裕ゆうの笑みを浮かべてみせた。

「さあ、どうする……テオ。蝙蝠こうもりになって逃げ出すか？　狼おおかみになって嚙かみ付くか？　催さい眠みん術じゆつで僕を操あやつろうとしてみるか？　僕の血を吸おうとしてみるか……それとも……それとも……無ぶ様ざまに命いのち乞ごいをしてみるか……？　あの時の……あの時の僕のように……」

　静かな言葉だったが、その一いち言ごん一いつ句くに煮えたぎる殺意と憎しみが込められている。直ぐに殺してしまいたいという殺意を、簡単に殺してなるものかという憎しみが必死になって抑えているかの如ごとく。

「ハハ……あの時の君は、無様なんかじゃなかったさ」

「もう挑ちよう発はつには乗らない。お前はただ悲鳴だけ上げていればいい。お前の四し肢しを奪った後、目の前でお前の大事な仲間を、一族を、みんなみんなお前の目の前で苦しめて殺してやる。その後、最後にお前は……10年かけて、いや、１００年かけてこの世の全ての苦痛を与えた後で殺してやる。吸血鬼なんて丈夫な生き物に生まれた事を、死ぬまで後こう悔かいさせてやる……！」

　これからの運命を非ひ情じように宣告する復ふく讐しゆう者。そんなルーディに対し──テオは地面に倒れたまま夜空を見上げ、あくまで余裕の笑みを浮かべ続けた。

「ハハ。僕にとっての一番の苦痛は、親友を失う事かなあ」

「安心しろ……お前には、最初からそんなものはいない」

　断言しながら、もう一度足を踏み下ろす。腹部に片足を乗せ、ゆっくりと体重をかけていく。あばらが折れる音と、内ない臓ぞうが破けて血を吐く瞬間を確認する為ために。

　テオの胴どう体たいから嫌な音が響ひびき、ほぼ同時に口からは赤い液体が泡あわとなって吐き出された。

　その光景が嬉うれしくて嬉しくて、どこか心の奥底にある虚むなしさを隠かくす為に、何度も何度も足を踏み下ろす。

　憎き仇かたきが悲鳴をあげる度たびに、ルーディは自分の強さを確認する。

　そして──相手の弱さを確認し、苛いら立だたしさが募つのり始める。

「お前みたいな……お前みたいな弱いただの吸きゆう血けつ鬼きに！　くそ！　今日闘たたかった人じん狼ろうの方がよっぽど強そうだったぞ!?　そんなッ、そんなお前がッ！　僕から……僕から全てを奪ったんだ！　弱いくせに……ッ！　こんなにこんなに弱っちいくせにッ！」

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も蹴けり続け、何い時つしかテオの白はく衣いは血に染まり、赤いマントのようになって彼の身体からだを派は手でに飾っていた。

　何度も何度も蹴り続け、何本も杭くいを打ち込んで、そして、またその杭ごと身体を踏み潰つぶす。

　拷ごう問もんというよりも、それは既に処しよ刑けいだった。それでも頭と心しん臓ぞうだけは避けているあたり、ルーディの理性はまともな範はん疇ちゆうに踏みとどまっていると見ていいだろう。

　しかし──体力の無む駄だな消しよう耗もうを抑えようと足を止めた瞬間、満まん身しん創そう痍いの筈はずのテオがけたたましい笑い声をあげた。

「アハハハハハ！　アハハハハハハハハハハハ！」

　哄こう笑しようと同時にテオの身体に起こった変化を見て、ルーディは己の目を疑った。

　少年が一ひと声こえ笑う度たびに、体中に発生していた傷きず痕あとが、裂れつ傷しよう、打だ撲ぼく、骨折にかかわらず、みるみるうちに消え去っていったのだ。

　再生、というにはあまりにも速度が速すぎる、身体中の筋肉に食い込んでいた木の破片は、まるで自分の意思で体外に出たかのように排出され──断だん裂れつしていた筋肉繊せん維いは即そく座ざに細さい胞ぼうを繫つなぎ合わせ、奪われた運動機能を次々と回復させていく。

　流れ出て固まった血はそのままだったが、細胞の表面にあった血液はそのまま身体の内部に吸収された。そして──足が乗っている部分を瞬しゆん時じに霧む化かさせると、人間ではあり得ない動きで起きあがる。

　身体の半分を蝙蝠こうもりと化し、もう半身を持ち上げるように飛び退すさる吸血鬼。次の瞬間には、テオは彼から10メートルほど離れた距離に舞い降りた。

「クハ……クハハハハ……甘いなぁ……甘いよルーディ」

　調子を確かめるように首を回しながら、完全に余よ裕ゆうの戻った目でルーディに目を向ける。

「僕はね、何年も何年も吸血鬼にとっての不ふ死し……弱点の克服を追い続けて来た。多くの吸血鬼を切り刻み、自分自身さえも実験台にしてね……」

　己の血に染まった赤い白衣をはためかせ、再び挑ちよう発はつの言葉を投げかけた。

「この程度じゃ……僕にはダメージにならないんだよ。それに……君の鎧よろいの中に、杭はあと何本あるのかな？　無限ってわけじゃないだろうから……僕以外にも誰かに使っていたとしたら──そろそろ、弾たま切ぎれなんじゃない？」

「……」

　圧倒的な回復力を見せられたルーディだったが、しばしの沈ちん黙もくを経て、鎧の中から嬉うれしそうな声で呟つぶやいた。

「杭の数は……お前の気にする事じゃない。それに、お前の回復力は……かえって好こう都つ合ごうだ」

　目の前の吸きゆう血けつ鬼きに対する恐怖は、今は欠片かけらも感じていないようだった。ルーディの目にはもはや、先刻の苦痛に歪ゆがんだテオの顔しか見えていないのだろう。

「何度でも、殺せるんだからな」

　言い終わると同時に、大おお鎧よろいの腕からガチリという音が鳴り響ひびく。

　すると、両腕の手首から肘ひじにかけての装そう甲こうの一部が浮き上がり──その裏側から、スラリとした刃やいばが飛び出した。

　小こ刀がたなほどの長さの刃は、長さこそ大した事はなかったものの、美しい反りを描いたその形状は、相当の業わざ物ものなのではないかと感じさせる。

「……カルナルドは絡から繰くり好きだって聞いてたけど……杭くい打うち機に比べれば、なんだか単純な仕掛けだね。……銀が仕込んでありそうだけど……僕には銀は効かないよ」

「お前の四し肢しを刎はねられれば、それで十分だ」

　大鎧の声に迷いは無く、恐らく本当に手足を刎ねとばすつもりなのだろう。

　テオの顔からはそれまでの軽けい薄はくな笑みが消え、入れ替わりに──全く別の種類の笑顔が浮かび上がる。

　今のテオには子供らしい要素は欠片も見あたらず、人間らしさを極限まで排除した怜れい悧りな瞳を光らせた。

「やってみなよ……。でも……ここじゃあ邪じや魔まが入るから、場所を変えようか……」

　余よ裕ゆうが消えたわけではない。それまでネズミをいたぶっていた猫が、嚙かみ付いてきた窮きゆう鼠そに対して『狩り』の姿勢をとるかのように──少年の周囲に、それまでとは比べ物にならない程ほどに緊きん迫ぱくした空気が取り巻いた。




　そして、その空気が一変する。

　因いん縁ねんの二人が作り出した緊きん張ちようを打ち消すように──

『いやがったぁ─────ッ！』

　何とも間の抜けた声が重じゆう複ふくして響ひびき渡り、続いて、先刻までのテオ以上に子供らしい声が。

「あーッ！　みっけー！　博士みっけーッ！」

「あれ……？　博士、白はく衣いじゃなくなってる？」

「いえ……あれは……血、じゃないんでしょうか……」

　居い候そうろうの吸血鬼達たちに続いて現れたのは、道どう化けの姿をした少女と、緑色の髪をした少年。そして──その少年に連れられた、眼鏡めがねをかけた少女の姿だった。

　そんな彼らの姿を見かけた時──博士の目に、一瞬激はげしい焦しよう燥そうの色が浮かぶ。

　だが、ルーディも新たな吸血鬼の気配に意識を囚とらわれていた為ため、宿しゆく敵てきのそんな表情に気付く事はできなかった。

　幸運にも──不幸にも──





†
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　祭りの始まる時間を過ぎた頃だが、博士が戻ってくる気配は一向に感じられない。

　教授はあれからいくつかの映像を確認したが、特にヒントになるような物は見あたらなかった。外の中ちゆう継けい映像も時折チェックしたが、博士らしき人ひと影かげは見あたらない。それどころかモニターには人影自じ体たいが殆ほとんど映らず、何な故ぜか祭りの会場を除のぞいて、島しま中じゆうから人間が消え失うせてしまったかのようだった。

　結局万ばん事じ休すとなり、教授は困ったような声を上げながら──部屋の奥にあるテオの机に身体からだを向けた。

『うう……後で怒られるかもしれませんけど……博士も私の蓋ふたを開けたんだから、おあいこですよね！』

　悪いとは思いつつも、教授は鍵かぎのかかった引き出しに両腕のアームを近づける。

　バキリという音がした直後、教授のアームが歪いびつに曲がった引き出しの中を漁あさり始め──

『あれ……？』

　一枚の写真が、ノートの間からこぼれ落ちる。

　写真とは珍しいと、彼女は静かにその紙を拾い上げ──そこに写っているものに目を移す。

『これは博士と……ええと……誰でしょう？』

　写真の場所は、この研究室だ。博士と一緒に、一人の少女が写っている。少女は博士よりも僅わずかに年上と思おぼしき外見で、浮かない顔をしている

　見覚えがないという事は、自分の記き憶おくが始まる前なのだろう。

『も、もしかして……昔の私なんじゃ……』

　ドキドキしながらその人物についてのヒントを探すが、結けつ局きよく写真の裏にある走り書きしか確認する事ができなかった。

《子し爵しやく様に頼まれたので、テオと写ったこの写真を焼き増ししておきました。エルザ》

『エルザ……エルザ？』

　その写真と名前を見て、しばし唸うなるような声を上げていた教授だが……やがて諦あきらめたように身体を大きく左右に捻ひねる。

『むー。さっぱり思い出せないです！』

　しかし何らかの手がかりになると思ったのか、教授はその写真を子爵か誰かに見せて尋たずねる事にしたようだ。

『でも、こんな可愛かわいい子が私だったら嬉うれしいですね！』

　教授は部屋の隅すみにあったホワイトボードから器き用ようにマグネットを剝はがすと、アームの一部に写真を添え、磁じ石しやくで位置を固定する。

　なんとなく博士と一緒にいるような気分になり、彼女の心の中で僅わずかに希望が膨ふくらんだ。




　その時、地上では何が起こっているのかも知らず、

　写真の少女の正体も知らず──
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島内某ぼう所しよ　幹かん線せん道路上




　車一台通らず、恐ろしい程ほどに静かな島内の幹線道路。

　外灯の明かりが眩まぶしい中、その一部分だけが黒い闇やみに覆おおわれていた。

　羽ばたく闇には無数の目が光り、闇の中心にいる一人の人間を睨ねめ付けている。

　先刻までは、その目は憎しみに満ちた派は手でな色をしていたが──

　今では、敗者を嬲なぶる愉ゆ楽らくの色がありありと浮かびあがっていた。




　そんな視線に晒さらされながら──木き島じま閑しず音ねは目を閉じて、大きく息を吐き出した。

　彼女の身体からだは、大おお鎧よろいに何度も踏みつけられた程ほどではないにしろ、『満まん身しん創そう痍い』というには十分な状況だった。

　身体からだのあちこちが切り裂かれ、再生しない傷からは血が止めどなく流れ続けている。

　蝙蝠こうもりの群に囲まれた閑音は、最初こそ銀の鞭むちの一いち撃げきを回避したものの──その後は劣れつ勢せい一方となってしまっていた。

　蝙蝠の群と化したメルヒルムは、四方から矢や継つぎ早に襲おそいかかる。その攻撃は目を執しつ拗ように狙っており、眼球を傷つけるには至らぬまでも、『食鬼人イーター』であるテレジアと組んだ今、その効果は絶大だった。

　蝙蝠が密集した闇。

　集中すれば、目を狙ってくる事が解わかっている群を切り捨てる事など簡単にできる。しかし、そちらに攻撃あるいは防御を強く意識した瞬間、闇の間を縫ぬって銀色の鞭が彼女に迫る。

　闇は執拗に付きまとい、閑音の視し界かいをノイズのように遮さえぎり続けた。

　また、圧倒的な羽は音おとはテレジアの足音を隠かくし、蝙蝠の群の動きは方向感覚をも狂わせる。

　かなり広い空間を覆う蝙蝠の群は、テレジアからも閑音の姿を隠しているのだが──メルヒルムが何かの合図をしているのか、あるいは閑音の身体から漏れる吸きゆう血けつ鬼きの気配を感じ取っているのか──銀の鞭は正確に彼女の身体を捕らえゆく。

　一方閑しず音ねは、周囲の全てにメルヒルムの気配を感じ取っている状態だが、肝かん心じんのテレジアの気配は感じられない。

　こちらは相手の位置を確認できないが、相手は確実にこちらを攻撃してくる。闇やみのなかで視し界かいを奪われ、さらにはその闇自体が自分を攻撃してくるという状況だ。

　暫しばらく一方的な攻防が続いた直後──

　勝負の大たい勢せいを決める一いち撃げきが、閑音の太ふと股ももに鋭く食い込んだ。

　大だい腿たい骨こつをかすめるように、銀の鞭むちの先端が服の上から深々と突き刺さり、黒い闇の中に真っ赤な鮮せん血けつが飛び散った。

「……ッ！」

　苦痛の声を吞み込み、閑音は太股に刺さったままの鞭の先端を摑つかみ、銀の穂ほ先さきを肉の中から引きずり出した。

「……捕まえた……」

　脂あぶら汗あせを流しながら、元『食鬼人イーター』の吸きゆう血けつ鬼きは不ふ敵てきに笑う。

　闇の一部が鞭の続く先で散さん開かいし、テレジアへと続く蝙蝠こうもりのトンネルを作り上げた。

　そして──その先にいる現役の『食鬼人イーター』は、己の武器を捕まれたというのに、先刻までと寸すん分ぶん変わらぬ余よ裕ゆうの表情を見せていた。

「あなたは『食鬼人イーター』として吸血鬼と闘い続けてきたから、少し気配察さつ知ちに頼り過ぎるみたいですね。……私もいずれ、同じような事にならないように気を付けます」

　淡たん々たんと相手の不利を語るテレジア。鞭を捕つかまれた彼女だが、その顔からは微み塵じんも余裕が失われてはいなかった。

　テレジアが軽く鞭を引くと、閑音の身体からだの全身に衝しよう撃げきが走る。なんとか引きずられる事は防いだが、力の差は今の一瞬の攻防で明らかだった。

　蝙蝠達たちがテレジアの横に集まり、メルヒルムの身体を作り上げると──圧倒的な力の差を嘲あざ笑わらう為ための言葉を紡つむぎ出す。

「ここまでだな……、テレジアは、手当たり次第に吸血鬼を喰い尽くしてきた貴き様さまのような卑いやしい野の良ら犬いぬとは違う。常に最大の効率で力を得る為の吸血鬼を喰らい続けた、言わば『食鬼人イーター』の完成品だ」

　完全にテレジアを物扱いした言い草だったが、当の彼女は意に介していないようだ。

　もはや完全に打つ手無しだろう。メルヒルムが完全にそう判断したのだが──閑音は、今も尚なお笑っている。メルヒルムとテレジアを見み下くだすように、相変わらず『食材』としか見ていないとでも言うように。

「卑しい野良犬……ね」

　独り言を呟つぶやきながら、閑音は更に笑いを歪ゆがませる。

　それが気にいらなかったようで、メルヒルムはテレジアに吐き捨て気味に指令を下す。

「……もういい。殺せ」

「はい」

　テレジアは何の躊躇ためらいも無く返事をすると──鞭むちを思い切り引き、閑しず音ねの手からあっさりと先端を引き戻す。力比くらべでは勝ち目がないと判断したのか、閑音も特に抵抗せずにその手を離した。

　鞭の先端は恐ろしい速度でテレジアの背後に逸それたかと思うと、その先端が一瞬にして消えさった。

　衝しよう撃げき音おんを伴った矛ほこ先さきは、引きの数倍の速度で閑音へと押し寄せる。

　太ふと股ももの筋肉を銀でズタズタにされた閑音は、その一いち撃げきを避ける事すら叶かなわない。




　余よ裕ゆうの笑みを崩す暇ひますらなく──次の瞬間──彼女の胸の中心を、銀の光が貫つらぬいた。







「……終わったな。……ふん。とどめは私の手で刺したかったが……」

　仰あお向むけに倒れ伏し、徐々にその姿を塵ちりへと変えていく閑音の身体からだ。そんな彼女の姿を一いち瞥べつすると、メルヒルムは興味を失ったように背を向ける。

「いくぞ、テレジア。そいつは喰う必要もあるまい」

「はい」

　テレジアも、吸きゆう血けつ鬼きを一人殺した後だというのに、なんの感かん慨がいもなく背を向ける。

　数歩進んだ所で、メルヒルムが今後の事を考えながら言葉を紡つむぎ出した。

　そして──

「さて、我々も城に向かうか。……やれやれ、こんな早く始し末まつがつくならば、ジグムントの助力を仰ぐまでもなか…………」

「えッ……？」

　二人の動きが、同時に止まる。

　メルヒルムは、言葉を語り終える寸すん前ぜんだった。テレジアは、塵に成り行く閑音の気配が全く弱まらない事に気付き、振り向こうとした矢や先さきの出来事だった。

　彼らは背中に軽い衝撃を受け──次の瞬間、それが鋭い痛みとなって全身を駆けめぐる。

「馬鹿な……！」

「……ッ！」

　慌あわてて二人が振り返ると──そこには、閑音がいた。

　互いの息がかかる距離。

　手の届く必殺の間合いに、自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべる閑音の顔があった。太股は引きずったままで、一体どのようにしてあの距離を詰めたというのか。いや、それ以前にどうして心しん臓ぞうを銀で貫つらぬいたのに生きていたというのか!?

　メルヒルムの頭は混乱したが、答えは実に単純な事だった。

「そうね……その通りよ……」

　彼もテレジアも、忘れていたのだ。

　閑しず音ねの事を、元『食鬼人イーター』の吸きゆう血けつ鬼きとして闘っていた。『食鬼人イーター』として蓄えた、吸血鬼を超える膂りよ力りよくこそが最大の武器だと考えていた。

「そう……私は『食鬼人イーター』。敵の肉を貪むさぼり喰らい、その力を己に宿らせる……他人の力を盗み続ける、卑いやしい卑しい野の良ら犬いぬよ」
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　メルヒルム達は──甘く見ていた。

　木き島じま閑音という『吸血鬼』の力を──彼らは完全に甘く見ていたのだ。

「だから……他人の力を盗むのは……昔から得意なの」

　彼らは気付いていなかった。

　その場の遙か上空に、一匹の蝙蝠こうもりが羽ばたいている事を。

　閑音の心しん臓ぞうが変じた一匹の蝙蝠が、夜空高くから滑こつ稽けいな自分達を見下ろし続けていた事を。

「……ッ！」

　テレジアは咄とつ嗟さに蹴けりを叩たたき込もうとしたが、その身体からだは瞬しゆん時じに霧と化し、蹴りを簡単に素す通どおりさせる。

「おのれ……！」

　メルヒルムは閑しず音ねの霧む化かに驚きながら、再び蝙蝠こうもりに変じようと身構える。メルヒルム自身は霧と化す事ができない為ために、閑音に僅わずかな劣れつ等とう感かんを覚えたが──それも一瞬の事だった。彼は即そく座ざに蝙蝠と化して、霧の全てを喰らいつくそうとする。

　だが、彼の身体からだが蝙蝠になり始めた瞬間──

　湧わき上がる黒い蝙蝠の群を追って、もう一つの群が壁となって立ち上る。

　──なッ……！

　閑音の身体から湧き上がった蝙蝠は、そのままメルヒルムの蝙蝠達たちを追つい撃げきし──相手の牙きばの上から牙を突き立て、そのまま敵の舌を嚙かみ千ち切ぎった。

　出で鼻ばなを挫くじかれる形となったメルヒルムは、本能で理解する。

　このままでは、自分の生み出した蝙蝠は残らず相手の『群』に食い尽くされてしまうだろう。

　蝙蝠の群は即座に収束し、閑音の蝙蝠に喰われた個体を除いてメルヒルムの身体を形作った。かといって彼の身体に欠けつ損そんが生じたわけではなく、顔が僅わずかにやつれ、身体全体の精気がかなり薄れている印いん象しようが受け取れた。

　それを確認しながら──閑音も己の身体を蝙蝠を戻す。

「貴方あなた達は、一つ忘れていたわね。メルヒルムなんか吸血鬼のくせに忘れてるんだから、本当にマヌケよね……」

　相手の蝙蝠を喰らい、逆に精気に満ちた顔で──木き島じま閑音は、これまでに見せたことのないような残ざん虐ぎやくな笑顔で呟つぶやいた。

「今が、夜だって事を忘れるなんて」

　テレジアを見み下くだすように笑いながら、相手を吞み込む言葉を呟いた。

「夜は──吸血鬼の時間なのよ、可愛かわいらしいお嬢じようさん？」

「……くッ……」

　テレジアはそこで初めて顔を曇らせる。

　──油ゆ断だんしていたつもりは無かったけど……

　自分の足を熱したタールに浸ひたして逃亡したのを知った時、テレジアは閑音に対して今までの敵よりも手て強ごわい印象を受けていた。

　それなのに、圧倒的な優ゆう位いは確実に自分から緊きん張ちよう感かんを奪っていたようだ。

　心しん臓ぞうを貫つらぬいただけで安心してしまうなど、『食鬼人イーター』としてはあるまじき行為だった。

　唇を嚙かみしめるテレジアに対し、閑音は哀あわれむような目つきで語りかける。

「貴女あなたは……所しよ詮せん組織の人間が用意した敵を倒し続けただけなんでしょう？　組織にとって邪じや魔まな……既に弱点も力も……貴女が勝てるレベルだって事も調べ上げた、そんな敵とばかり闘っていたんでしょう？　実戦の経験はあっても……逆ぎやつ境きように陥った事も無いんでしょう？」

　テレジアは相手の言葉を聞くこと無く、ただ目の前の敵を撃げき破はしようと再び鞭むちを振り始める。

　しかし、閑しず音ねはそれに構わず話を続ける。手を後ろに組んで、思い出話を語るかのように虚こ空くうを見上げ──

「ええ、私もそうだったわ……だけど、私は一年前から一人になったの。だから……一年分の経験の差。私と貴女あなたにあるのはそれだけよ」

　その姿を見て、メルヒルムの脳のう裏りに嫌な予感が走り抜ける。

　配下の『食鬼人イーター』の足下に目をやり、その光景に気付いた瞬間には──既に遅かった。

　隙すきだらけの閑音に鞭むちを突き出す為ために、テレジアが身体からだを最大限にしならせるのと同時に──彼女の両りよう足首が、何者かの手に捕つかまれる。

「──ッ!?」

　バランスを完全に崩され──そのまま地面に転げ落ちるかと思われた。だが、彼女の反射神しん経けいは咄とつ嗟さに地面に腕をつき、間かん髪はつ入れずに腕力のみで後ろに飛び下がった。

　その隙を逃す程ほど、閑音は鈍くは無い。

　宙に舞ったテレジアを追って、急速な勢いで間合いを詰める。

　だが──その両腕には肘ひじから先が無く、それまでテレジアが立っていた地面から、二本の細ほそ腕うでが力なくうなだれている。

　──馬鹿な！

　自分と同じ事を閑音が実行したのを見て、メルヒルムは言葉にならない悲鳴を上げる。蝙蝠こうもり化かさせた腕を完全に分離させて操あやつるという芸げい当とうが、たった一日で真ま似ねられる筈はずがない。そう思って目を凝こらすと──

　──こいつ……！

　地面から生はえる二本の腕は、完全に閑音の身体から分離したわけではなかった。蝙蝠の群は彼女の足下から影を伝って連なり、テレジアの足下までその勢力を伸ばしていたのだ。

　つまり──彼女はただ、自分の身体から伸ばした蝙蝠の群を操あやつっていたに過ぎないのだ。

　無む論ろん、それにしても腕の形を具ぐ現げん化させるだけでも相当な労力が必要な作業で、

　メルヒルムがそこまで分ぶん析せきした時には──既にテレジアの身体は閑音に捕らえられていた。

　通り過ぎ様ざまに身体に戻った蝙蝠の群が、両腕を元の位置に具現化させる。その両腕を用いて、閑音は鞭むちを振るおうとしたテレジアの腕を勢いよく摑つかみ止めた。

「うぅ……」

　捕まれた手首から、骨の軋きしむ音がする。蹴けりを出そうとした瞬間、閑音の膝ひざが前に出てその動きを阻そ害がいする。

　単純な腕力では差がある筈なのに、体勢の不利がその差を限界まで縮めている。もしも閑音が柔道や合あい気き道どうの技術を持っていたとしたら、力の差など簡単に覆くつがえせる体勢だった。

　そのまま一気に押し込めば優ゆう勢せいになるものを──何な故ぜか閑音は動きを止め、相手に言い聞かせるように言葉を紡つむぐ。

「トラウゴットっていう、私の師匠が言ってたわ。四季の巡りという時間は、人間を変えるには十分過ぎるってね」

　閑しず音ねの目が怪しく光り、テレジアの腕を握る手に力を籠こめる。

「そして──吸きゆう血けつ鬼きなら、なおさらそうだってね……！」

　冷たく笑ったその瞬間は、テレジアにとって完全な隙すきだと思えた。

　彼女は素早く頭を引き、頭ず突つきを閑音の顎あごに喰らわせようとしたのだが──

　頭を後ろに下げ、喉のどを反らした刹せつ那な──その白い首くび筋すじに、獣けものの牙やいばが突き立てられる。

「ッ!?　……ッ！　か…ッ……ぁ…ッ！」

「一度味わった力は……自分のものにしなきゃ気が済まないの」

　助けに入ろうとしたメルヒルムが、二人の間にある光景を見て動きを止める。

「私は……卑いやしい卑しい『食鬼人イーター』だからね」

　閑音の胸元──先刻テレジアが穴を開けた部分から、狼おおかみの顎あごが生まれ出で、テレジアの喉のど笛ぶえに嚙かみ付いていた。メルヒルムもテレジアも知らない事だったが、それはかつて彼女が『手品師』に受けた技だった。

「昼の屈くつ辱じよくは返したわ」

　言うが早いか、閑音は両腕を離し、狼にテレジアの喉をくわえ込ませたまま、一気にその身体からだを蹴けり離す。

　一瞬、解放された手が狼の顎に滑り込む方が早かった。狼の顎を引き剝はがすのがわずかに遅ければ、テレジアの頸けい動どう脈みやくはズタズタに切り裂かれていた事だろう。

　そして、閑音は背後に一歩飛び退すさり、メルヒルムとテレジアに対して──己の唇をペロリと舐なめて、言った。

「ここからは──食事の時間よ」

　彼女の笑みは何ど処こまでも冷たく、今の彼女ならば、確実に文字通りの事をするだろう。

　メルヒルムはかつての恐怖を思い出し、背せ筋すじに冷たい衝しよう動どうが走り抜けた。




　だが──彼女のディナーは、唐とう突とつな邪じや魔ま者によって食べ損なう事となる。

　精神的に完全に優位に立った閑音の耳に、車の走行音が近づいてきたからだ。

　ライトの明かりが遠くから自分達を照らし、クラクションを鳴らして威い嚇かくする。

　しかし閑音はそんな音は欠片かけらも気にせず、優ゆう雅がな足取りでテレジアへと間合いを詰める。まずは『食鬼人イーター』の血を啜すすり、それからメルヒルムの身体を喰らおうという魂こん胆たんなのだろう。

　メルヒルムは再び蝙蝠こうもり化してその場を離り脱だつする事を考えていたが──自分達の方に近づいてくる車の様よう子すを見た瞬間、彼の表情に歪ゆがんだ笑いが舞い戻った。

　閑音は、当然車が止まるか避けるかするだろうと考えていた。万が一間まに合わなくとも、十分に避ける余よ裕ゆうはあると。

　しかし、車がいよいよ迫った瞬間、彼女の耳は車のエンジンが回転数を上げる音を捕らえた。

「──!?」

　閑しず音ねは怪け我がを負っていない方の足でアスファルトを蹴けり、横に飛びながらエンジン音の方に目を向ける。

　ほぼ同時に、それまで閑音がいた場所を鉄の塊かたまりが通り過ぎ、数十メートル先で急ブレーキを駆けて停車した。

「……酔っぱらい運転……じゃあなさそうね」

　彼女が事故を否定したのは、道路を挟んで彼女の正面に居る男──メルヒルム・ヘルツォークのすまし面に、余よ裕ゆうの笑みが戻っているのを確認したからだ。

　それと同時に、彼女の鼓こ膜まくはさらなる音の接近を感じ取る。

　幹かん線せん道路上だというのに、それまで不ふ思し議ぎな程ほどに姿を見せなかった車の数々が、まるで狙い澄ましたかのように現れる。

　車は道路の真ん中にいるテレジア達になんの疑問も持たず、寧むしろ彼女達を目当てとして近づいてくる。徐々に速度を緩めた車の群は、互いの車線を無視し、閑音達たちを挟み込むような形で停車した。

「やれやれ……やはり援えん護ごを頼んでおいて正解だったな」

　メルヒルムが安あん堵どして呟つぶやくと──車の中から、大量の人間達が姿を現した。

　吸きゆう血けつ鬼きの気配は感じないが──皆どこか虚うつろな目をしており、手に手に鉄パイプや刃は物ものを持ち合わせている。

　老ろう若にやく男なん女によ問わず、統一感の無い集団が次々と車から降り立ち、テレジア達の前に壁のように立ちふさがる。

　中には猟りよう銃じゆうを持っている者までおり、ただの素人しろうと集団だからと言って軽く見るわけにもいかないようだ。もっとも、皆殺しにするつもりなら楽な話だったのだが────それはできれば避けたい所だった。

　後あと味あじが悪いというわけではない。ただ──彼らを殺せば、その時点で子し爵しやくを始めとする島しま中じゆうの吸血鬼を敵に回す事となるだろう。それだけは絶対に避けたかった。

　──これは……支配？

　彼らから吸血鬼の気配は全く感じられず、どうやら街の人間達が何者かに操あやつられていると見るのが妥当なようだ。

「……へえ……まさか、貴方あなた一人で嚙かんだわけじゃないわよね？　……メルヒルム」

「フン。蝙蝠こうもりを分散させれば、決して不可能ではないがな」

　完全に優位を取り戻した顔で答えると、メルヒルムはテレジアに顎あごで退たい却きやくを合図し、自分もそのまま現場に背を向けた。

「足止めは任せたぞ。ジグムント……」

「待ちなさい！」

　逃げゆく御ご馳ち走そうを追おうとするが、車は次々に現場へと到着し、人の壁は勢いよく膨ふくれあがっていく。飛び越そうとするにはかなりの跳ちよう躍やくが必要とされ、太ふと股ももに銀で傷を負った状態では難しいだろう。しかし、霧や蝙蝠こうもりと化した場合……恐らくはテレジア達の脚きやく力りよくの方が上回る。

　そもそも、彼らを追う以前に──こちらから手を出す事無く、この状況を切り抜けられるのだろうか？

　やはり蝙蝠と化して逃げるべきだろうか──

　それとも、子し爵しやく達を敵に回す事を覚かく悟ごして、皆殺しにしてしまおうか──







　様々な事を考えている間にも、群衆は少しずつ閑しず音ねとの距離を縮めて行く。

　メルヒルム達の姿は既に無く、閑音の中にはどうしようもない苛いら立だたしさが生まれていた。

　だんだんと心が不ふ穏おんな空気に傾いていき、ショットガンの銃口がこちらを向いたのを見て『正当防衛』という単語に心が支配されかける。

　銃声と同時に十人程ほど殺そう。

　そう決意した瞬間──




　弾だん丸がんは、上から現れた。

　銃声を伴わず、人の形をした巨大な弾丸が。




　自分を取り囲む群衆との間に、激しい風が巻き起こったかと思うと──次の瞬間、一人の男が風の中心に現れた。

『彼』の接近はあまりに速く、閑音は実際に目の前に現れるまで、その男の存在に気付く事ができなかった。

　これほどまでに強烈な気配を放つ、強大な吸きゆう血けつ鬼きの接近を。




　ピリピリと焼けこげるような空気を閑音に叩たたきつける吸血鬼。

　最初はこの男こそが周囲の人間達を支配しているのだと思ったが、男は猟りよう銃じゆうを持った男へとスカした笑いを向け、芝しば居いがかったセリフと共に銃を抜き放つ。

「ガンマンが……女に銃口を向けるんじゃあねえ」

　次の瞬間──音もなく放たれた弾丸が、群衆の一人が持っていた猟銃を勢いよく弾はじき飛ばす。民衆は一瞬怯ひるんだような顔を見せるが──身体からだは無傷だと解わかると、弾かれた銃を拾おうと手を伸ばす。

　だが、ガンマンはそれを待つ程ほどお人好しではなかった。

　風切り音が男の拳けん銃じゆうから一直線に空気を貫つらぬき、弾だん丸がんは猟りよう銃じゆうの男の首くび筋すじに嚙み付いた。

　そして──首筋から蝙蝠こうもりが離れると同時に、男の身体からだは力を失い、糸の切れた人形のようにアスファルトへと倒れ伏す。

「麻ま酔すい弾だんとは。なんとも俺らしく無い話じゃないのさ」

　頭を搔かきながら、金髪碧へき眼がんのガンマンは独り言を呟つぶやいた。

「やれやれ……ゲルハルトの旦だん那なに頼まれちゃ仕方ねえよな」

　全力を出せば首ごと吹き飛ばせる筈はずの所を手て加か減げんした上に、簡かん易い的な『支配』の上書きで眠らせる。面めん倒どうこの上ない作業をしながら、ガンマン──イエロー・ブリジストンは兄からの電話を思い出す。

　適当に飛び回ってろ、と言われた後に再びかかってきた追つい伸しんだった。

『ゲルハルト殿が……【島民にはなるべく怪け我がをさせないで欲しい】だそうだ……命令じゃない。【頼む】と言われて頭を下げられた……。……俺からも、頼む』

　電話口の向こうから聞こえた兄の声を思い出し、ガンマンは楽しそうにケラケラと笑う。

「まったくよ……。あの馬鹿兄あに貴きが、『頼む』だってよ」

　心底愉ゆ快かいそうに呟きながら、男は次々と銃声の無い弾丸を発射する。

　軽い風切り音と共に、飛び出した蝙蝠達たちは次々と群衆の首筋へと嚙かみ付いていった。

「それによ……『なるべく』って事はよ……もしも怪我させたら、『俺の実力では、怪我させざるを得ませんでした』って言うようなもんだしなぁぁぁぁぁ」

　一直線に飛ぶ蝙蝠の弾丸達は、正確無む比ひに群衆の首筋に嚙み付いていく。

　こちらに襲おそいかかろうと走り出した人間から、あるいは猟銃やボウガンなどを向けた人間から順に、一発の狂いもなく弾丸を命中させ続ける。

　弾丸数は無限。

　弾たま籠ごめの時間すら必要無い、反則だらけのガンマンは──銃を乱射したままで、背後に護まもる吸きゆう血けつ鬼きに初めて言葉を投げかけた。

「ところで綺き麗れいな嬢じようちゃん。……派は手でに囲まれてたからとりあえず助けに来たけどよ……」




「あんた──誰だ？」





†






山道




「やぁ……君達も外に出ていたのかい？」

　博士の口から漏れたのは、軽い挨あい拶さつの言葉だった。

　だが、その唐とう突とつな違い和わ感かんに、博士を捜していた全員が不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

　普段のわざとらしい老人口く調ちようは何ど処こへやら、今は少年らしい口調で──信じられない程ほどに冷たい空気を吐き出していた。

「え……？　博士……ですよね？」

　あまりにも記き憶おくとかけ離れた相手の声を聞いて、ヴァルは思わず尋たずねかけてしまう。何な故ぜ白はく衣いが赤く染まっているのか、目の前に居る大おお鎧よろいは何なのか──聞きたい事は山やま程ほどあったが、ヴァルはまずその疑問を投げかける。

　すぐにいつもの口調に戻って、『ふぁふぁふぁ、わしはわしじゃよ』という答えが返ってくる。今の場の空気からしてそれはありえないだろう事は解わかっていたが、それでも彼は期待せずにはいられなかった。

　そして──期待はあっさりと裏切られる。それも、割と最悪に近い形で。

「博士、か……。そんな渾あだ名なは、もうどうでもいいよ。寧むしろ不ふ愉ゆ快かいなぐらいだね」

「え……？」

　淡たん々たんとした博士の答えに、ヴァルの心が締め付けられる。

「ちょっとちょっと！　どうしちゃったの博士？　変だよ変だよ、なにか変だよ？」

　道どう化け娘も様よう子すがおかしい事に気付いたのか、博士の真意を探るように言葉を紡つむぐ。

　居い候そうろうの吸きゆう血けつ鬼き達は混乱したような顔でオロオロと顔を見合わせ、セリムは不安そうな顔でヴァルの袖そでを強く握り込んだ。

　博士の前にいる大鎧は現在の状況がつかめないようで、微び動どうだにせずに事の成り行きを見守っている。

　だが──大鎧からは一いち分ぶの隙すきも感じられず、博士に対して鎧越ごしでも解るような殺気が向けられているように感じられた。

　博士はそんな大鎧の方を横目で見ながら、溜ため息いき混まじりに皆の疑問への答えを紡つむぎ出す。

「あはは……改めて自己紹介をする必要があるのかなぁ……。じゃあ、初めまして、みんな！　僕の名前はテオドシウス。テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン！　テオって呼んでくれると嬉うれしいな」

「テオって……え……バルシュタイン？」

　話が進めば進む度たびに、ヴァルの頭は混乱していく。ぽかんと口を開けるだけの彼の姿を見て、同い年ぐらいの外見をした少年は、冷れい淡たんな哄こう笑しようをクスクスと漏らして言葉を紡ぐ。

「ああ、ゲルハルトの直系じゃないけどね。ちょっとした遠とお縁えんさ。同じ名みよう字じの縁で、今まで体ていよく利用させてもらったけどね」

　そこに、いつもの博士は欠片かけらも存在しなかった。

　人を小こ馬鹿にするような態度にも、普段の博士ならどこか温かみがあるものだったが──

「この島は、隠かくれるのには絶ぜつ好こうの場所だったよ。彼みたいな『復ふく讐しゆう者』から身を隠すにはね」

「復ふく讐しゆうって……え……？　博士、その人に何かしたの？」

　膨ふくれあがった鎧よろいの殺気を感じ、道どう化け娘が恐る恐る尋たずねかける。

　そして──少年は、あっさりと、あまりにもあっさりと己の過去を告白する。

「アハハ、ちょっと、家族と友達を殺してあげただけさ」

　鎧は──無言だった。

　まるで、次の瞬間に爆発させる怒りを貯ためているかのように、ただひたすらに無言を貫つらぬいた。

　復讐者が黙するのを良いことに、博士は無む邪じや気きな笑顔で話の続きを口にする。

「それだけじゃないよ。他にも、ちょっと沢たく山さん人を殺しすぎちゃってさ……全部で何人殺したかはもう覚えてないけど……多分、〇は三つ以上確実に付くかな」

　楽しそうに語り紡つむぐ博士の言葉を、ヴァル達はにわかには信じられずにいた。いくら吸きゆう血けつ鬼きとはいえ余りにも荒こう唐とう無む稽けいな話だし、未だに博士が何かの『実験』をしている最中なのだと信じたかった。

　ヴァルにとっては今日会ったばかりの人物だったが、それでも自分に色々な道を考えさせてくれた博士を、自分に自信を与えてくれた一人の少年を信じていたかった。

　だが──希望を打ち砕くような言葉が、彼らの横から呟つぶやかれた。

「じゃあ……やっぱりお前が『楽らく殺さつ者しや』なのかよ」

　居い候そうろうの一人が、博士に向かってヴァルの知らない単語を投げかける。

　博士は『楽殺者』という言葉に対して僅わずかに目を細めると、寂しさと懐なつかしさが合わさったような声で呟いた。

「懐かしい言葉だね……組織は、まだ僕の命を狙ってるのかなあ」

「噓うそだよ……ねえ、噓でしょ、博士！　だって、だって何でそんな事！」

　あくまで博士の話を否定すように、テオドシウスという存在を否定するかのように、道化娘は大声を上げる。道化娘の言葉に、博士は何を当たり前の事をと言うように口を開く。

「吸血鬼だからさ。君達は気付いていないみたいだけど……吸血鬼である僕達には、ただそれだけで人間を好きにできる権利があるんだよ。……ああ、好きにできる上でなんで殺したかって言うと」

　博士はそこで間を置いて、周囲の吸血鬼達たちの反応を楽しむかのように続きの言葉を吐き出した。

「……楽しかったからさ」

　その言葉を言い切ったのと同時に、博士の目から無邪気さが失われる。過去の栄光を懐かしむように、恍こう惚こつとした目を虚こ空くうに向けて語り出す。

「ああ、楽しかったよ。人間達で遊ぶ度たびに味わう事ができる優ゆう越えつ感かん……君達には解わからないよね。だけど……ちょっとやり過ぎちゃってさ。組織に追われた僕は……ゲルハルトを上う手まく騙だましてこの島に隠かくれ住む事にしたんだよ。名前を捨てて、過去も……この僕の本ほん性しようも隠してね……」

　最後の一言を特に嬉うれしそうに呟くと、彼は唐とう突とつに目を伏せ、至し極ごく残念そうな表情になって一つの結論を紡つむぎ出す。

「だけど、僕を追ってルーディが現れたからには、もうこの島にも居られないよね……だから僕は逃げ出す事にしたんだけど、その前に……親友の顔を見ておきたくってさ」

　淡たん々たんと言葉を続けながら大おお鎧よろいの方に目を向けるが、『親友』と呼ばれた復ふく讐しゆう者は始し終じゆう無言のままだった。

　一方で、道どう化け娘は大鎧の分まで言葉を吐き出すように、博士の帰き還かんを待つ吸きゆう血けつ鬼きの事を訴えかける。

「じゃあ……じゃあ、教授はどうするの!?　教授、博士の事をとってもとっても心配してたんだよ!?　よくわかんないけど、逃げるんだったら教授も連れて行ってあげなきゃ……！」

　教授の名前を出す事は、一つの賭かけだった。

　目の前の少年が、いつもの博士となって戻ってくる。その思いを叶かなえる為ための、たった一つの賭だった。

　そして──道化は道化らしく、無ぶ様ざまな敗北を味わう事となった。

「あぁ……あのガラクタの事かい？」

「ガラ……！」

「正直、どうでもいいよ。不ふ死しの研究の為ために色々弄いじくったけど、もう……飽きたしね」

　笑いながら答える博士の目に、迷いの色は一いつ切さい感じられなかった。

　あっさりと笑う博士の答えを聞いた瞬間──道化は少年の許もとに歩み寄り、右手を大きく振り上げる。

　そして、そのまま腕を力任まかせに振り下ろし、少年の顔に思い切り平ひら手てを喰らわせた……と思ったのだが────。

　パチン、という小こ気き味みいい音は──響ひびかなかった。

　道化の平手が当たる瞬間、博士の顔面が瞬間的に霧と化して、自分の頰ほおを狙った掌てのひらを素す通どおりさせたのだ。

　それでも構わずに、道化娘は何度も何度も腕を振り上げ、平手を少年へと振り下ろす。

「馬鹿馬鹿！　博士の馬鹿！　教授は……教授は本気で博士の事を心配してるんだよ!?　博士の事がきっと好きなんだよ！　どうして？　もし本当にそんな事を思ってたんだとしても──どうして噓うその一つもつけないの！」

　──博士が……そんな……。

　道化の目に涙が浮かんでいる姿を見て、ヴァルは自分がどう反応すべきなのか解わからなかった。

　さっき受け入れたばかりの世界の一部が、掌を返したように劇的な変化を遂とげている。

　姿は同じなのに、中身が丸まる々まる入れ替わってしまったかのような博士を見て──ヴァルは、自分自身の姿を顧かえりみる。

　姿や性格をころころ変える自分も、今の博士と同じような感じなのだろうか。

　──いや……でも……。

　自分自身に微び妙みような感かん慨がいを抱きながらも、今は博士の言葉の意味を考える方が重要だと判断し、ヴァルは何か博士に声をかけようと、足を一歩踏み出したのだが──

　かけるべき言葉を思いつく前に、博士が静かに口を開く。

　道どう化け娘に詰め寄られながら、疲れたように呟つぶやいた。

「あーあ、なんだか面めん倒どうになっちゃったな」

　自分に殺意を向ける大おお鎧よろいに対して、ヴァルや道化娘に対して止とどめを刺す為ための言葉を。

「そうだ……ねえ、ルーディ。この──僕の城の人達、みんな殺しちゃっていいよ？」

「……え？」

　道化娘は、振り上げた手を止めながら戸と惑まどいの声を漏らす。

　博士のあまりにも唐とう突とつな一言に、周囲の空気が完全に凍り付いた。

「バルシュタインの一族も、こいつらもみんな殺しちゃっていいよ？　ほら、それで僕と君はおあいこじゃないか……ねえ？　だから……それが終わったら、また──仲良くなれるだろ？」

　ヴァルも、道化娘も、居い候そうろうだった吸きゆう血けつ鬼き達も──かける言葉を失ってしまい、一いつ斉せいに大鎧の方に目を向ける。

『餌えさ』である吸血鬼達たちの視線に晒さらされても、先刻までと変わらぬ静せい寂じやくに包まれていた大鎧。彼は更に数拍の沈ちん黙もくを置くと、山道に現れた吸血鬼達に向かってゆっくりと自分の言葉を切り出した。

「……僕は……君達の事は、テオの仲間は皆殺しにするつもりだった」

　吸血鬼達は、大鎧が思ったよりも若い声だった事にまず驚き、続いて彼が放った言葉の内容に肝きもを冷やす。

　何しろ、自分の身に全く覚えのない殺意を向けられていたというのだから、気分のいい者はそうそういないだろう。

「だが……今は正直迷まよってる。もしも……君達がこいつと敵になるっていうんだったら……君達は寧むしろ僕の味方だ。だけど……もしもこいつを庇かばうんなら、その時は、こいつよりも先に、こいつの目の前で寸すん刻きざみにして殺してやるから、そう思え…………」

　無む機き質しつな声だったが、その言葉の端はし々ばしには、目の前の少年に対する殺意が明確に籠こめられていた。消え入りそうな言葉の中にまで、恐ろしい程ほどの憎しみが見え隠かくれしている。

　ヴァルは目の前の大鎧に得え体たいの知れない恐怖を感じて──幻げん覚かくの身体からだをブルリと大きく震わせた。

　そんなスイカの様よう子すが愉ゆ快かいだったのか、博士は子供らしい笑い声を上げて首を振る。

「アハハ……！　面白いね。いいよ……僕に勝てると思うんだったら……ルーディと一緒にかかってきなよ。どうせ……そろそろみんな始し末まつするつもりだったんだからさ……ヴァルも、セリムも……僕の実験の為に消えて貰もらうつもりだったんだからさ……」

　朗らかな笑顔は一瞬にして怜れい悧りな刃は物もののように鋭さを増し、ヴァルとセリムの全身を切り裂くように睨ねめ付ける。外灯の明かりしかない山道の中で、博士の目は獲え物ものを狙う狼おおかみのように、一ひと際きわ怪しく輝き──その光に体中が焼かれるような錯さつ覚かくにすら陥った。

　──そんな。博士が……本当に……？

　博士の目の鋭さに、ヴァルは思わず目を反らす。昼間に見た、何を考えているのか解わからない狂人の目ではなく──今の目は、明らかに他者を殺し続けてきた者の目だ。サングラスを外した時のヴォッドと近い印いん象しようだったが、あれよりも熱は遙かに低く、引き替えに鋭さを増したような眼光だった。

　そんな目に見つめられて──ヴァルは自分が恐ろしいのもさることながら、傍かたわらにいるセリムの事が気にかかっていた。

　セリムは自分よりも遙かに博士と付き合いが長い筈はずだ。裏切られた今──彼女の心は自分などよりも遙かに深い傷を負っているのではないだろうか？

　ヴァルはセリムの事が急激に心配になって、自分の裾すそを握る少女の方に振り向くと──

　そこには、いつもと殆ほとんど変わらぬ、寂しさ混じりの柔にゆう和わな表情があるだけだった。

　事態を吞み込めていないのだろうか？　ヴァルは一瞬そんなことも考えたが、次の瞬間に彼女が呟つぶやいた言葉によって、その考えは完全に覆くつがえされる。

「大丈夫ですよ」

　ヴァルにだけ聞こえるような声で、花の少女は寂しそうに笑いながら囁ささやいた。

「本当に悪い人なんか……いないんですから。信じていれば……大丈夫ですよ」

　──信じろって……。どういう意味で？　博士の今の言葉を信じろって事？　それとも、目の前の博士は偽にせ者ものだから、今までの博士を信じろってこと？

　ヴァルの心はますます混乱し、結けつ局きよく博士にも大おお鎧よろいにも動く事ができずにいた。

　どうしようもない圧あつ迫ぱく感かんが夜の山道にのしかかり、ヴァルはそのまま意識を失ってしまうかもしれないという恐怖に囚とらわれる。

　──どっちかを選ぶ以前に……耐えられないよこんな空気……。博士……今からでもいいから、噓うそだって言ってよ博士……。




　そんなスイカの心を嘲あざ笑わらうかのように──




「テリャアアアァァァーッ！」




　一発のドロップキックが宙を舞い、派は手でな音をたてて大鎧の頭部に炸さく裂れつした。




「……え？　えぇぇ……？」

　最初に動どう揺ようの声を上げたのは──他ならぬ博士はかせ自身だった。

　自分の目の前にいた大おお鎧よろいが、突然の攻撃になすすべもなくバランスを崩し、立て膝ひざをついてしまう。

　今までに降り積もった空気の重さを全て無に帰すかのように、ドロップキックを放った男──居い候そうろうである吸きゆう血けつ鬼き集団の一人が、苛いら立だたしげに周囲に叫ぶ。

「ごちゃごちゃごちゃごちゃ……超わけわかんねえっての。俺らは、金くれる奴やつの味方に決まってんだろうがよ？　なあ？」

　それに呼こ応おうするかのように、他の居候達たちも次々と言葉を重ね出す。

「そりゃそうだ。金きん庫こ開けられんの、博士だけなんだからよ」

「それに……博士が本物の『楽らく殺さつ者しや』だとしたら、そっちについた方が得よね？」

「強い方につく……これが俺らの鉄てつ則そくよ」

「博士につくと、城のみんなも味方につくしな」

「メイドさんもな」

「シンプルでいいよな。善悪とか、過去がどうこうとか……そういう話になるとわけが解わからん」

　全員が意見を一致させたようで、そのまま鼻はな息いき混まじりに博士の背後に移動する吸血鬼達たち。

「ちょッ……？　みんな!?」

　ヴァルは慌あわてて声を上げるが、居候達は全く意に介さない。

「おいおい……ヴァルよぉ、手前てめえや俺らは、前は誰の手て下しただったと思ってるんだぁ？」

「ヴォッド様はとんでもない悪党の上に小こ物ものだったしね」

「同じ悪党でも……博士はほらなんか、大おお物ものっぽいしな」

　理り屈くつにならない理屈だったが、その次の──最初にドロップキックを仕掛けた男の言葉は、ヴァルの心を激しく搔かき乱した。

「それによ……少なくとも、子し爵しやくは信用できるしな」

「……え？」

「いや……だってよ、あの子爵が信用して城の地下に住まわせてるんだぜ？　島の連れん中ちゆうの害になるような奴やつを、遠とお縁えんだっつー理由であの子爵が好き勝手させると思うか？　仮に博士がカマトトぶってたとして、あの子爵がそれを見抜けないと思うか？」

　その言葉を聞いて、スイカの少年の心は先せん刻こく以上に激しく揺れ動く。それまでヴァルは博士の事しか見ていなかった。博士の変へん貌ぼうだけに意識を囚とらわれ──その周りにある者が見えていなかった事に気付き──一度は完全に博士を疑いかけた心が、再び天てん秤びんの中心へと舞い戻った。

　だが、ヴァルが再び博士に何か問いかけようと思ったその時──ドロップキックを放った男の上半身が激しく歪ゆがみ、山道の横──深い林の奥へと吹き飛ばされた。

「ギ……ッ!?」

　自動車の接触事故を思わせる衝しよう撃げきの速さは、まともな悲鳴を上げる事すら間に合わせない。

　明らかに何本かの骨が、下へ手たをすれば背せ骨ぼね自体が歪ゆがんだ状態で木に叩たたきつけられ、斜面へとずり落ちる前に、男は既に意識を失っていた。

　肩口を思い切り殴なぐる。

　それが──哀あわれな居い候そうろうに対して大おお鎧よろいが見せた、シンプル極まりない反はん撃げき行為だった。

　たったそれだけの行為で、吸きゆう血けつ鬼きの意識を吹き飛ばしたのだ。

「テオにつくなら……とっとと死ねよ」

　凍るように冷たい言葉。

　大鎧の中からあふれ出る殺気が、より濃い気配となって周囲の者達の背せ筋すじを濡ぬらす。

「あ……やべ……？」

「どうしよ。俺ら……この鎧が博士より強いってケースは想そう定ていしてねえぞ？」

　それまで博士に対してのみ向けられていた殺意が、今では明らかに周囲の吸血鬼全ぜん員いんに向けられている。

　鎧は単純な行動に出る事に決めたようだ。

　弱そうな者から順に狩る。

　その行為の不ふ名めい誉よな犠ぎ牲せい者に選ばれたのは──緑色の髪をした、吸血鬼としての気配が希き薄はくな少年だった。

「え……僕!?　ちょッ、待って下さい!?　なんで僕達が!?」

　自分とセリムはまだどちらも選んでいないのに、どうしてわざわざ最初に狙われなければならないのか。

　突然殺さつ意いの奔ほん流りゆうを叩きつけられたヴァルは、焦ったように目を見開き──

「あッ……」

　大鎧の背後に迫る者が目に映り、驚きよう愕がくの目は更に大きく開かれた。




　衝しよう撃げき音おん。




　先刻のドロップキックなど問題にならないぐらいの衝撃音が、夜の山道に木霊こだまと化して響ひびき渡った。

「やれやれ。手前てめえが海に飛び込みやがるからよ……途と切ぎれた匂においを見つけるのには苦労したぜ」

　溜ため息いき混まじりに呟つぶやいたのは──青く染まった頭とう髪はつを夜風に靡なびかせる、鋼はがねのような牙きばと爪を持ち合わせた人じん狼ろうの一人だった。

　人狼の一族は、吸血鬼と違って『食鬼人イーター』の気配感かん知ちに引っかからない。風の音と共に大鎧の背後に忍び寄り、そのまま鎧の頭部に足そく刀とうを食い込ませたのだ。

　大鎧が側そばにあった木に叩きつけられるのと同時に、山道の闇やみから無数の人ひと影かげが現れる。

　三人ほどの若い人狼が大鎧を取り囲み──

　闇やみの中に──ヴァル達の見知った少女が立っていた。

　いつも通りの黒いドレスを纏まとっているが、何な故ぜかその服はあちらこちらがボロボロで、何か相当な事が彼女の身に起こったであろう事を想像させる。

　ヴァルは一瞬、それがいつもの少女だと気付く事ができなかった。彼女を取り巻く雰ふん囲い気きが、あまりにも今までと違っていたからだ。先せん刻こく博士に抱いた物よりも、更に深い違い和わ感かんが感じられる。

　顔も、瞳の色も、髪の長さも。

　全ては昨日までと変わらない筈はずなのに──

　ただ、彼女の口から紡つむぎ出される声だけが、異常なまでに冷たくて。

「自じ害がいするのでも……この島から逃げ出すのでも、どちらでも構いません」

　ゆっくりと歩を進める少女に、ヴァルは完全に恐怖を感じていた。少女の足音の一つ一つが、死刑を宣告する裁判官の木き槌づちの音のように耳じ朶だを打つ。

　スイカの少年を理由のわからない恐怖に陥おとしいれたまま、黒ドレスの少女は淡たん々たんと言葉を紡ぐ。

　フェレット・フォン・バルシュタインは、静かなる殺意を、目の前の大おお鎧よろいに叩たたきつけた。

「私の見る事ができる全ての世界から──今すぐに、消え去りなさい」
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　消え去れ。

　それは、ある意味『殺す』というよりも力のある言葉だった。

　まるで相手を悪あく霊りようか何かと見て、これから悪あく魔ま払ばらいでも始めようかという勢いだ。

　悪魔に対して向けられる無限の憎しみであり、慈じ悲ひとも受け取れる言葉を吐かれた大おお鎧よろいは──人じん狼ろうに囲まれた事に対して、さほど脅きよう威いは感じていない様よう子すで立ち上がる。

　そして──フェレットに対してただ一言。

「都つ合ごうがいい……」

　とだけ呟つぶやいた。

　次に博士の方を振り向いた大鎧は、無む機き質しつな声で言葉を紡つむぐ。

「……お前の仲間だろうと仲間で無かろうと──この子は殺すよ」

「……はは。どうしたのさ……君が殺したいのは僕だろ？　言っておくけど、その子を殺したところで僕には何のダメージも無いけどね」

「ああ、それでも殺すよ」

　嚙かみ合わない会話。だが、大鎧は既に会話の中に意味等など求めてはいないようで、淡たん々たんとした声で自分がこれから行う事だけを宣言する。

　その様子に、博士の笑顔が僅わずかに曇る。だが、その微び妙みような表情の変化には気付かずに──大鎧の中の青年は、何かに取り憑つかれたように語り続ける。

　フェレットではなく、その奥に居る誰かに言い聞かせているように。

「この子とお前は同じだ。人間に取り入って、言葉巧たくみに誑たぶらかして──そして最後には裏切るだろう。お前と同じように、最後には何人も何人も人を殺す事だろうから」

「何を言って…………」

「もしも私が──」

　二人の無意味な会話を打ち切ったのは、フェレットの力強い言葉だった。

　周囲の吸きゆう血けつ鬼き達が息を吞む中、フェレットは言葉という名の力を行使する。

「この先に人を誑かし、幾いく千せん幾いく万まんの人間の命を奪おうと……」

　言葉に乗せられた力は、周囲の空気に浸しん透とうし、フェレット自身の心を強く押し固める。

「もしも、私がミヒャエルをこの先さき裏切ったとしても……血を啜すすり、吸血鬼の仲間に引き入れたとしても…………」

「フェレット……？」

　普段の彼女からはありえない物言いに、道どう化け娘はただならぬ予感を感じて彼女の名前を呼びかけた。しかし、その声はフェレットの耳には届かず──端たん麗れいな口元から紡がれる言葉は、更に力を強く増していった。

「例え、博士が過去に貴方あなたに何をしたとしても……幾いく千せん幾万の仇かたきに命を狙われようと……」

　先刻から居たわけではないだろうが、昼に自分とミヒャエルがやられた事と、今し方の会話から推測したのだろう。その言葉に、鎧と博士が同時に表情を固まらせる。

「例え……例え貴方あなたが如い何かなる思いで自己満足を得ようと────」

　大おお鎧よろいの中で、青年は背中に嫌な汗を感じていた。

　一度は圧倒した吸きゆう血けつ鬼きの少女に気け圧おされている……認め難い事実が彼の背中を何度も何度も駆け抜ける。

　そして少女は足を止め──今まで貯ためた力を全て上うわ乗のせするかのように、最後の一言を吐き出した。

「貴方がミヒャエルにやった事の言い訳にはなりません。私は────私は絶対に忘れない」

　許さない、とは言わなかった。

「貴方がミヒャエルにした事を──私は……絶対に忘れない！」

　ただ──忘れないと言い切った。

　その意味を考える前に──吸血鬼達たちは、その直前の言葉の意味に心を奪われる。

　ミヒャエルという名前だけが出て、その本人がこの場にいない。

　その事実が物もの凄すごい喪そう失しつ感となって、吸血鬼達の間を駆けめぐる。

「ふぇ……フェレット……。そいつが……ミヒャエルに……何をしたの？」

　最初に口を開いたのは、少年の姿をしたヴァルだった。

　幻げん覚かくで作り出した筈はずのその瞳には、現実よりも深い動どう揺ようの色が浮かび、背中には冷や汗の冷たさすらも再現されていた。

　それに続いて──道どう化け娘が自分自身を安心させる為ために尋たずねかける。

「フェレット……ミヒャエル、どこ……？　いつも一緒なのに……今日のお祭りも絶対絶対一緒にいると思ったのに……どうしたの？　ねえ、ミヒャエルは何ど処こにいるの!?」

　道化娘にとってミヒャエルは普通に友人であり、ヴァルにとっては、彼自身がこの島で自由を得るきっかけを生んでくれた人物だ。一年前の事件の後も、ミヒャエルはヴァルがどんな姿や性格をしていようが、いつもと同じように接してくれた。

　もしもこの島の人間と吸血鬼が全てミヒャエルのような人間ばかりだったなら、博士の所に行く事などなく、自分の人生を自信を持って満まん喫きつしていた事だろう。

　ミヒャエルは彼にとって親友であり、また──女性に変身した時は────

　二人の思いに対し、フェレットはただ無言だった。

　だが──横にいた青せい髪はつの人じん狼ろうが、憎しみの籠こもった目でミヒャエルの身に起きた『結果』だけを口にする。

「内ない臓ぞう出しゆつ血けつに右腕の複ふく雑ざつ骨折。全身打だ撲ぼくで背骨に何ヶ所かヒビがある。杭くいを打たれ肩の裂れつ傷しようが酷ひどくて……俺達が運んだ時には、出血多た量りようでショック状態だった」

　淡たん々たんと語られる症状の羅ら列れつに、ヴァルは一いつ旦たん思し考こうを停止させる。人狼は事務的に結果を告げているようにも聞こえるが、その目には鋭い憎ぞう悪おの色が渦うず巻まき、眼前の大鎧を睨にらみ付けていた。

　何かの間違いだろう。

　そうであって欲しい。

　ヴァル達はあまりにもあっさり語られた事実を受け入れられず、最後の希望をもってフェレットの方に目を向ける。

　しかしフェレットは僅わずかに目を伏せるのみで、一切人じん狼ろうの報告に反論をしなかった。

　そして──追い打ちをかけるように、大おお鎧よろいの中から無感情な声が響ひびき渡る。




「ふうん……あいつ、あれでまだ生きてるんだ」




　その瞬間──

　ヴァルと道どう化け娘の中で、一つのスイッチが入る。

　鎧の紡つむいだ言葉。それだけで十分だった。

　彼らは完全に理解する。この大鎧が、ミヒャエルに対して、してはならない事をしたのだと。自分達の親友に──絶対にやってはならない事をしたのだと。

　博士の過去など、もう関係なかった。

　過去に博士がどれだけの悪あく行ぎようを重ねようが、今もなお悪あく性しよう極まり無い悪あく党とうであろうとも、大鎧が博士に対して何かを復ふく讐しゆうする権利があるのだとしても──────

　──敵だ。

　目の前の大鎧は──敵だ。




　それを理解した瞬間──道化娘の姿が山道の闇やみから消え失せた。

　瞬しゆん間かん移動でもしたのかと思える程ほどの速度で、霧む化かと四し散さんを同時にやってのけたのだ。

　突然消えた道化娘を見て──大鎧は僅わずかに動どう揺ようを見せる。先刻、博士から告げられた『この程度の霧化……この島じゃピエロにだって劣るんだけどね』という言葉が頭をよぎる。

　もしも今のが霧化だとしたら──

　その事実が意味する事を想像し、大鎧は即そく座ざに背後に飛び退すさる。吸きゆう血けつ鬼きの霧の気配を探すが周囲に吸血鬼が多すぎて対象を上う手まく絞しぼれないからだ。




　どの吸血鬼からも間を取って身構える大鎧を睨にらみ付けながら──ヴァルは、傍かたわらにいる少女に一言謝しや罪ざいを告げる。

「ごめん」

「えッ……？」

「少し……君から離れるよ……」

　言うが早いか──ヴァルはセリムから腕を放し、そのまま目の前の大鎧へと駆けだした。

　身体からだを少年の姿から変形させて──今の自分の感情をそのまま具ぐ現げん化かしたような姿へと成り果てた。




　大おお鎧よろいの中の青年は──一瞬、自分が幻げん覚かくを見ているのかと思った。

　映画の中に出てくるような、巨大な肉食恐きよう竜りゆうの口。

　その口だけが──自分に向かって迫ってくる。

　口は自らの顎あごを大きく開くと、その中から無数の触しよく手しゅが飛び出した。何十、何百と生はえる触手の先端には、中型の肉食恐竜の顎が開き、鋭い牙きばを何十本も覗のぞかせている。

　牙と触手だけで構成された不ぶ気き味みな化ばけ物ものが、自分に向けて一直線に迫ってくる。

　目に見えるものに惑まどわされた『食鬼人イーター』は、その気配が先せん刻こく最初に殺そうとした緑りよく髪はつの少年の物だと気付けない。

　思わず刃やいばの生えた右腕を突き出すが、斬きりつけた先からヴァルの幻げん影えいは再生し──牙の一つが鎧の腕先をくわえようとした。

　大鎧の反射神しん経けいは、即そく座ざにその牙を躱かわし、突進を躱すように斜め前へと飛び進む。

　だが──その瞬間を待っていたように──

　黒いドレスの少女が、大鎧の先に立ち塞ふさがった。

「確かに私は、闘い一つ知らない小こ娘むすめですわ。でも……」

　右手には白い杭くいが握られており──どうやら昼間に自分が使用した杭のようだった。

　大鎧の中の青年は、鎧の中に杭の残ざん弾だんがあるのを確認し、即座に頭部へと送り込む。

　迎げい撃げきは、簡単にできる筈はずだった。

　しかし、発射の直前。

　それまで霧む散さんして極限まで薄くなっていた道どう化けの気配が、自分の目の先で急速にその密度を膨ふくらませる。そして──大鎧の目の前に、色の付いた霧が目め隠かくしとなって立ちふさがった。

「貴方あなたも知らなかった。この島の仲間のことを……ミヒャエルの持ってる、貴方なんかよりもずっとずっと強い力を……！」

　霧が再び霧散した時──フェレットの右手は大鎧の頭部の中に杭を突き刺しており──発射直前だった杭を押し返すような形で、絡から繰くりを内部でグシャグシャに砕き飛ばしたのだ。

「さっさとその鎧の中から姿を現しなさい……そして……永遠に私の前から消え去りなさい！」

　怒りと共に足を踏み込み、更に一いち段だん杭を押し込むと──

　大鎧の頭部が音を立てて軋きしみ──そのまま、巨大な胴どう体たいからボロリと零こぼれ落ちた。




　その些さ細さいな破壊は────ほんの些細な物に過ぎなかった。

　この後に砕かれる事となった、ある物の価か値ちと比べれば。











†






ノイルベルク市　上空６００メートル




　空を舞っていた蝙蝠こうもりの群──レリック・フォン・バルシュタインは、地上で起こっている一つの異常に気が付いた。

　驚く程ほどに人の気配が減った島の中で、バルシュタイン城の中庭にだけ、例年の倍では済まない数の人々が密集している。

　それだけならば、特に強い注意は払わなかっただろう。

　だが、明らかな異常が空からもハッキリと確認され──レリックはその正体を見極めようと、地上に向けて慎しん重ちように降下を開始した。




　空から見た群衆の『塊かたまり』が、まるで一つの生き物のように蠢うごめき始め──何か一つの目的を持ったかのように、一つの方向に向かって大だい移動を開始した。

　群衆という一つの巨大な群ぐん体たい生物が行き着くその先へ──

　蝙蝠は、音も無く墜おち続けた。





†






山道




　だが──いつまでフェレット達が待とうとも、鎧よろいは沈ちん黙もくしたままだった。

「……どうしましたの？　沈黙では答えにはなりません」

　静かな怒りを湛たたえたフェレットの言葉に、周囲の人じん狼ろう達が互いに目で合図を送り合う。

　彼らの目的はこの大おお鎧を殺すことではない。寧むしろ、フェレットが大鎧の中身に止とどめをさそうとした場合に、それを止めるのが目的だ。

　だからこそ、鎧の中身にはさっさと降こう伏ふくして欲しかったのだが──

「……？」

　相手の動きに集中していた人狼達は、一つの異常に気付いて鼻をひくつかせる。

「あん？　……フェレットの嬢じようちゃん、こいつ、匂においが──」

　鎧の中から消えている。

　そう言おうとした瞬間、風向きが僅わずかに変わり──人狼達は即そく座ざに身体からだを強ばらせた。

　今まで風下だった方角から、大鎧の『中身』の匂いが漂ってきたからだ。

「……ッ！」

　人じん狼ろう達が慌あわてて振り向いたのを見て、ヴァルやフェレット、博士もその方角に視線を移す。

　そして彼らは、一つの人ひと影かげを見出した。

「……え……？」

　──誰だろう。

　それが、突とつ如じよ山道に現れた青年に対する多くの者達の感想だった。どちらかというと細ほそ身みの身体からだに、幼さを残した顔が載っている。長身とも言えず、背丈はせいぜい大おお鎧よろいの胸元ぐらいまでだろう。白を基調としたゴシック系の服装は、祭りに参加する島民という印いん象しようを与えてくる。

　だが、匂においで敵を判別していた人狼達と、その青年の顔を知っている博士は気が付いていた。──その青年こそが、あの頑がん強きような大鎧の中身であるという事に。

「こいつ……いつのまに……!?　どんな速さで鎧から抜け出やがったんだ!?」

　人狼達に驚きよう愕がくの視線を向けられた青年は、己おのれの双そう眸ぼうに強い怒りを赫かがやかせており、その視線の軌き道どうは微み塵じんも反それる事こと無なく、博士の方へと向けられていた。

「ルーディ……」

　博士が成長した少年の顔に当時の面おも影かげを認め、感情の見えない声でその名を呼んだ。ルーディと呼ばれた青年は視線を自分の手元に落とすと、その両掌てのひらで軽く拳こぶしを握りしめた。

　次の瞬間、甲かん高だかい音が山道に響ひびき渡る。

　それと同時に、青年の横にあった太い樹木の幹が消失した。硬い木の幹が拳大だいの溝みぞ状じようにえぐり取られており──突然呻うめき声が響き、人狼の一人が腕を押さえてその場にうずくまった。

「……!?　どうした!?」

　人狼達が突然倒れた仲間に目を向けると、腕を奇き妙みような方向に曲げて地面に崩れ落ちた彼の前に、その骨を折ったと見られる大きな木もく片へんが転がり落ちていた。

「まさか……あのガキ、木の幹を抉えぐり飛ばしたのか!?」

『食鬼人イーター』や人狼達の怪かい力りきがあれば、素す手での打撃によって木を折る事は容易だろう。だが、木の幹を素手で抉るとなると、その速度と拳の強きよう靱じんさには通常とは段だん違ちがいの力が必要とされる。

　何よりも人狼達を驚愕させたのは、彼らは一いち様ようにルーディの動きを注視していたというのに、青年が手を動かした瞬間を誰も見ていないという事だった。

「がぁ……ッ！　お、俺……いま、いまッいまッ、何ッ、何された!?　って」

　腕を押さえて喚わめく人狼に対して、山道に集った化ばけ物もの達は誰も答えを返す事ができない。

　嫌な沈ちん黙もくが山道を包み込み、城から聞こえる喧けん噪そうが木々に跳ね返って不ぶ気き味みな音を作り出す。




　──ああ……これだ……まだ……まだ、僕にはこの力を振るう事が許される。

　自分の拳を見ながら己の力を確かめると、もう一つだけ確認しなければならない事に意識を集中し──次の瞬間、それを実行に移そうと博士の方に顔を向けた。

「……へえ。今まで力を隠かくしてたんだ？」

　博士は少し驚いたような顔をしていたが、再び悪意に満ちた笑顔を浮かべると、相手を挑ちよう発はつするような言葉を紡つむぎ始める。

「じゃあ……僕も少し本気を出すよ？」

　自分も奥の手を隠しているかのような物言いをする博士。しかしルーディはそんな少年に対し、鎧よろいを纏まとっていた時とは全く違う空気を纏い──驚く程ほどに冷たい笑顔を浮かべ、口を開く。

「ああ、確かめる。君の本気を」

　刹せつ那な、ルーディの身体からだが山道から消え失うせた。

　正確には大地を蹴けって跳ちよう躍やくしただけだが、尋じん常じようでない瞬しゆん発ぱつ力りよくが、見る者の目をくらませる。

　しかし、博士は相手の姿を正確に捉とらえている。確かに速いが、捌さばけない速度ではない。

　そう思った時には、ルーディが自分の横を通り過ぎていた。

「……!?」

　予想外の軌き道どうに、博士は慌あわててルーディの軌道の先へと視線を向ける。

　そしてそこには、一つの光景が繰り広げられていた。

　それまで傍ぼう観かん者に過ぎなかった植物の少女。そのか細い首がルーディに摑つかみ上げられ、今にも折れそうな勢いで軋きしみの音を上げている。

「ぁ……ッ──ッ──」

「セリム!?」

　博士を始め、怪かい生物になったままのヴァルや道どう化け娘むすめ達が瞬しゆん時じにその身を強こわばらせる。だが、ルーディはただ一点、博士の方に視線を向けると──博士が状況に気付くのを待っていたと言うかのように、空あいた手の指先をピンと伸ばしながら後ろに引いた。まるでその腕うで自身が刃は物ものとばかりに、肉と爪で構成された切きっ先さきをもって少女の顔面へ狙いを定める。

　実際の威い力りよくが刃物以上だというのは、先刻の木の幹で実証済ずみだ。

　そんな凶きよう器きを、ルーディはなんの躊躇ためらいもなく、話したことも無い少女へと突き込んだ。




　鈍い音が山道に響ひびき──飛沫しぶきとなった血の赤が、音もなく夜の闇やみへと吸い込まれた。

　だが、それは吸きゆう血けつ花かの少女のものではなく──

「くく……アハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　フェレット達が状況を摑んだのとほぼ同時に、ルーディの哄こう笑しようが周囲の化ばけ物もの達の耳じ朶だを打つ。

　その笑いの先にあったのは──ルーディの手しゆ刀とうが少女に達する前に手を差し出し、軌道を反らせるのと引き替えに手首から先が吹き飛んだ博士の姿だった。

　ルーディは嗤わらいながらセリムを解放し、そのまま一歩大きく飛びすさる。そして、博士の方を見つめて嬉うれしそうに嬉しそうに表情を歪ゆがめてみせる。

「お前が……仲間を庇かばうような奴やつだとは思わなかった。やっぱり吸きゆう血けつ鬼き同士だからか……？　なんにせよ、僕は嬉うれしくて仕方がない！　これで……これで君に絶望が与えられる！」

　はじけ飛んだ博士の右手は、霧になったかと思うと即そく座ざにその形を取り戻した。だが、ルーディにとって、もはやは博士のタフさはどうでもいい事となってしまったようだ。身体からだをゾクリと震わせながら、両手を広げて夜空を仰ぐ。

「あぁ、あぁ、テオ、テオ！　僕は僕は嬉しくて堪たまらないんだ。これで僕は、君に本当の復ふく讐しゆうを果たす事ができる。君から大事な者を全て奪い蹂じゆう躙りんし、無ぶ様ざまに命いのち乞ごいをさせ──あの過去にケリをつけることができるんだ。……そう、そうさ。僕は……あの日の君になるんだ！」




　狂ったように笑う青年は、自分の言葉に内心で首を傾かしげていた。

　──僕は、何を言っている？

　同じ事を夕方に考え、その時は必死でそれを否定した筈はずだ。自分があのミヒャエルという少年と女吸きゆう血けつ鬼きに対してした事を恥じた筈だ。怯おびえ惑まどい、海岸で泣き叫んだ筈だ。

　──なのに……今はなんでそれを肯定している？　……いや、違う。なんであの時は、それを否定した？　何な故ぜ僕は泣いた？

　そしてルーディは、自分が酔っている事に気が付いた。

　久方ぶりに鎧よろいという枷かせを取り払った己の力に。過去を清せい算さんできる喜びに。そしてなにより、自分が奪う側に回れたという客観的なその事実に。

　それが危険な事だと気付きながらも──ルーディは、逆らわなかった。

　テオに対する恐怖は消えたのだから。

　恐れるものなど、もはや何も存在しないのだから。




「ルーディ……」

　沈ちん痛つうな表情で、博士が復讐者の名前を呼んだ瞬間──華きや奢しやな身体が衝しよう撃げきと共に浮き上がり、そのままセリムを通り過ぎて山林に生はえる巨木の幹へと叩たたきつけられた。

「かはッ……」

　いつの間にか目の前に現れていたルーディが、瞬しゆん時じに博士の顎あご下したに手を挿さし込み、喉のど輪わの状態で奥の木へ押し込んだのだ。

　──見えなかった。

　先刻、セリムへと向かっていった動きは目で追う事ができた。だが、現在の動きは理解する暇ひまさえ与えられなかった。恐らく先刻の動きは、自分の反応を見る為ために、わざと目に追える動きでセリムへと襲おそいかかったのだろう。

　そう分ぶん析せきした博士の身体が、ルーディの手しゆ刀とうによって袈け裟さ懸がけに大きく切り裂かれた、

「……ッ！」

　冷静さを取り戻したルーディは、醒さめた目つきで冷れい酷こくな声を吐きかける。

「お前は、そこで見ていろ」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、今度は連続して博士の身体からだが切り裂かれた。ルーディは鞭むちのようにしなる両腕を用いて、代わる代わるに博士の身体を切り刻む。

　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　斬ッ　　　　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　　斬ッ　　　斬ッ

　機械のように定期的な斬ざん撃げきが、残ざん酷こくに博士の身体を突き抜ける。

　弾だん丸がんを横から当てられたように、幼さの残る博士の身体から肉が次々と削そぎ取られ、そのたびに鈍どん痛つうと激げき痛つうが少年の脊せき髄ずいを貫つらぬいた。

　鎧よろいに装着された銀むくの剣を使えば、もっと致ち命めい的なダメージを与えられるだろう。

　ルーディはそれを理解しながら、何度も何度も、自らの手で肉体を破壊する感かん触しよくを味わった。

　博士の肉が何度も何度も切り裂かれ、その傍そばから恐ろしいスピードで再生を繰り返す。

　斬撃の勢いで少年の身体は木の幹へと貼はり付けられ、前のめりに倒れる事すら許されない。

「お前はそこで磔はりつけになって見ていろ。まずは……こいつらに断だん末まつ魔まの悲鳴と、命いのち乞ごいの声と、お前に対する怨えん嗟さの声を聞かせてやる……！　お前さえいなければ、こいつらはここで死なずに済んだんだからな！」

　あまりにも唐とう突とつに繰り広げられた地じ獄ごく絵え図ずに、周囲の者達は一いつ瞬しゆん動く事を忘れてしまっていたが、我に返った者から順に敵の許もとへと駆けだした。

　ルーディは背後を振り返る事も無いまま、後ろに迫る気配を感かん知ちする。

　──この気配は、あの女か。……丁ちよう度どいい。最初はこの女の首を刎はね飛ばしてやろう。

　博士を切り刻む手が一瞬止まり、背後に迫るフェレットに意識を集中させ始める。

　連続して訪れる鋭い痛みの中で、博士はルーディが何をするつもりなのかに気付き──叫ぶ。

「……！　やめてくれッ！」

　悲痛な表情に変化した博士の顔を見て、ルーディの心は例えようのない愉ゆ楽らくに満たされた。

　──ああ、それだ。その表情が見たかった。

　自分が長年求めていたものが目の前にある。悲しみと焦しよう燥そうに満ちた、痛々しい叫びが。

　しかし、ルーディの動きは止まらない。

　──悲しみの次は──絶望を与えてやる。

　確実に首を刎ねるであろう勢いで、振り返りざまの手しゆ刀とうがフェレットに叩たたき込まれようとしたその瞬間────復ふく讐しゆう者の身に、全てを奪い去る激げき痛つうが走った。




　──!?




　ルーディの身体が突然硬こう直ちよくしたかと思うと、振り返ろうとした勢いのまま、捻ねじれるように山道の上に倒れ伏した。

「え……？」

　これにはフェレットも虚きよをつかれ、思わず動きを止めて眼下に転がる青年に視線を落とす。

　青年の身体からだは電流でも流されたように激しい痙けい攣れんをおこし、白しろ目めを剝むいたまま苦く悶もんの表情でうめきをあげていた。

「ルーディ……？」

　突然苦しみだしたルーディに、博士は呆ぼう然ぜんとして声をかける。

　返ってきたのは、揺れる白しろ目めの合間に覗のぞく、怨えん嗟さに満ちた鷹たかの眼光のみだった。




　──うるさい！　僕の名前を呼ぶな！　哀あわれんでいるつもりか……！

　鈍さと鋭さを併せ持つ痛みが、体の中を電気の速さで駆け巡った。ルーディは気き絶ぜつしそうな痛みに耐えながらも、テオに対する怒りで必死に意識を繫つなぎ止める。

　──くそ……くそ……！　こんなに……こんなに早く始まるなんて……ッ！




　一方で、周囲の吸きゆう血けつ鬼き達は事情が解わからずに互いに顔を見合わせていたが──血の気の多い人じん狼ろう達がフェレットの前に出て、藻も搔がき続けるルーディの身体を取り囲む。

「よく解らねえけど、とにかくとどめを刺しちまおうぜ」

「殺すな。……だが、とりあえず手足は折っておいた方がいいだろうな……」

　目の前の青年の始し末まつを話し合う人狼達に、博士が思わず声をあげる。

「あ、ま、待って……」

「なんだよ博士。外がい見けん通りの声を出しやがって。いつもの爺じじい言葉はどうしたんだよ？」

　博士の雰ふん囲い気きが変わっている事にようやくの事で指摘を入れたが、人狼達はその答えを聞く前に、眼前の青年の処分について言葉を述べる。

「……いいか、こいつと博士は訳ありらしいっつーのは解ったけどよ。こいつがセリムの嬢じようちゃんを殺そうとして、ミヒャエルやフェレットの嬢ちゃんに手を出したのも事実だ」

　離れた場所から腕を折られた人狼が「お、俺は？」という呻うめき声を上げるが、青せい髪はつの人狼はそれを無視して、当事者である吸血鬼の少女に話を振った。

「……フェレットの嬢ちゃん、どうしやす？」

「私の意見は変わりません。島から姿を消し、二度と私の前に現れなければそれで十分です」

　本当は、殺意があった。抑え込もうとしても、口でなんと言おうとも、己の内からあふれ出る殺意は止められない。だが、その度たびにミヒャエルの顔が頭に浮かび、無む尽じん蔵ぞうに湧わき上がる殺意を次から次へと霧む散さんさせていく。

　──……まったく。

　フェレットは自分の中に確実にミヒャエルがいるという事に気付き、どこか観かん念ねんしたように大きな大きな溜ため息いきをついた。




「ところでさ……なんで急に苦しみだしたわけ？」

「さぁ……昼飯でもあたったんじゃないか？」

「そもそも、結局あいつはなんだったんだ？」「ともあれ、助かったのは事実だ」「運が良かったな」「運も実力のうちよ」「え……？　つまりこの状況は俺らの実力ってこと？」「俺らって凄すごくね？」「ふふふ……闘わずして勝つ。これが吸きゆう血けつ新しん蔭かげ流りゆうの兵ひよう法ほうよ」「語ご呂ろ、悪！」「あいててて……。おい、俺が吹っ飛ばされてる間になにがあったんだ？」

　緊きん張ちよう感がすっかりとけた居い候そうろう達が、相変わらず馬鹿な会話に身をやつす。

「まあ、ともあれこれで金庫の中身は……」

　締めの言葉を言いかけた男の眼前を、黒い影が横切った。

「？」

　疑問に思ったところで、もう一つ、さらにもう一つ影が通り過ぎる。

「あれ？　蝙蝠こうもり？　誰か変身したの？」

　野生の蝙蝠だろうか？　蝙蝠は徐々にその数を増やしたかと思うと、人じん狼ろう達を攪かく乱らんするようにルーディの周囲を飛び回り始めた。

「なんだ？」

　人狼達が何事かと一歩下がり、ルーディとの間に僅わずかな隙すき間まが生まれる。そして──蝙蝠達は即そく座ざにそこに密集し、一つの人ひと影かげを造りだした。

「……何者です？」

　フェレットが尋たずねると同時に、人影は色と服を纏まとい込んで完全な吸血鬼の姿を形作り、彼女に対して軽く一礼をしてみせた。

「これはこれは。突然の来訪失しつ礼れいする。私の名前はメルヒルム・ヘルツォーク。貴女あなたの義ち父ち上うえの古き友であり、貴女の本当の両親の管理者だった男だよ」

「え……？」

　前半の言葉の意味は理解できたが、後半の意味が最初良くわからなかった。時間と共にその意味が浸しん透とうし、フェレットの顔からみるみるうちに精せい彩さいが失われていく。

「もっとも、自己紹介の必要が無い面めん々めんもいるようだが」

「メルヒルム……さま」

　ヴァルは幻げん覚かくの身体からだに冷や汗を流しながら、自分を生み出した存在から目を反らす。道どう化け娘むすめはあからさまに気まずい顔になり、居候達は人狼の影に隠かくれるように身を縮こまらせていた。　メルヒルムは彼らには目もくれず、淡たん々たんとした動きでルーディの身体を引きずり起こす。

「やれやれ……一人で居る時は全力を出すな、と言ってあった筈はずだが」

　淡々と呟つぶやいたかと思うと、唸うなり続けるルーディの口元を手で押さえ、懐ふところから取り出した注射針を首の後ろに差し込んだ。

「激げき痛つうはじきに引く。呼吸を整えろ。まったく……鎧よろいを脱ぐ許可を与えた覚えは無いのだがな」

　そう呟つぶやいて周囲を見渡すと、メルヒルムは山道の端に鎧の頭が転がっている事に気が付いた。

「なるほど。強制的に剝はがされたわけか。ならば仕方あるまい」

　メルヒルムは更に周囲を見回すと、不意に山道の奥に目を向け、呆あきれたように言葉を漏らす。

「……遅いぞ、ジグムント」

　どうやらそれは、独り言のようだった。人じん狼ろう達は援えん軍ぐんが来るのかと考え、慌あわてて周囲の状況に意識を集中させ──自分達を取り囲む異常に気付く。

　それまで城の方角から聞こえていた歓声が、現在は全く聞こえなくなっている。会場の方角からは、音楽と歌のようなものは聞こえるが、人々のざわめきだけが綺き麗れいに失われている。

　次の瞬間──山道の上方に、一つの巨大なうねりが見えた。

　遠くから押し寄せる津つ波なみのように──殺気を伴ったそのうねりは、ゆっくりとゆっくりと山道を下り始める。

　何事かと闇やみに目を凝こらした時、フェレットはうねりの正体に気が付いた。

　そのうねりが──沈ちん黙もくしながら降りてくる、数千、数万に及ぶ人間の集団だという事に。




「な……!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるフェレットに対し、解説するかのようにメルヒルムが呟いた。

「混乱がないように、お前達に教えておこう。あれは我々の仲間、ジグムント・キパリースの能力だ。なに、通常の吸きゆう血けつ鬼きの『支配』と一緒だよ。……ただし、奴やつは空気感染によって十万人ぐらいまでなら同時に支配できるがね……」

　後半から独り言と化した言葉をぶつぶつと続けるメルヒルムを余よ所そに、フェレットはその言葉の意味を考え、同時に激しい不安と恐怖に包まれる。

　通常ならば空気感かん染せんする吸血鬼など信じないところだが、遙か遠くから迫り来る人間達の集団を見ては、信じようが信じまいが関係ない。結果はまさに、そこにある。

「島しま中じゆうの人間の内、八割ほどをここに集結させている。流石さすがに発電所の作業員等などまで回すと、後あと始し末まつが厄やつ介かいになるからな」

　その言葉を聞いて、フェレットの脳のう裏りに一人の人間の姿が思い浮かぶ。

　──じゃあ、病院にいるミヒャエルは……？

　病院に残してきた人間の少年の事が気がかりになり、急速に冷静さが失われていく。フェレットはメルヒルムに詰め寄ると、その襟えり首くびを摑つかみあげて焦しよう燥そう混じりに問いかけた。

「……何が目的です？」

「目的？　それは『組織』としての目的か？　それとも私個人か？　少なくともカルジミールの真の目的は、ゲルハルトに嫌がらせをするといった些さ細さいな事だろうがね」

　自分の知らない名前を告げる余よ裕ゆう顔の相手に、フェレットは強い苛いら立だちを覚えた。

　だが、そうしている間にも、人々は山道をゆっくりと降りてくる。

　そして──居い候そうろう達が下へ逃げようとした所、山の麓ふもとからも人間の集団がこちらに向かってきている姿を発見してしまった。

「お、おい。なんかヤバクね？」

「蝙蝠こうもりになりゃ逃げられるけどよ、逃げて……その後どうするんだ？」

「そもそも、フェレットとかセリムは蝙蝠になれないわよ？」

　焦りを見せる居候達を余よ所そに、人の波は徐々にこちらへと迫りつつある。人々は無言ではあるが、それが逆に不ぶ気き味みな圧あつ迫ぱく感を放ってフェレット達にプレッシャーを与え続ける。

　砂時計のように。スローモーションで迫る雪崩なだれのように。闇やみの中をゆったりと泳いでくる、人食い鮫ざめの群のように──人が、人が迫る。人が、人が、人が、人の『群』が──

　無言のうねりが１００メートル程ほどの距離まで迫ったところで、フェレットはメルヒルムの胸ぐらから手を放す。そして、自分の感情を完全に押し殺し、取引のための言葉を紡つむぎ出す。

「貴方あなたは、いえ、貴方達は何が望みなのですか？　無関係な島民を傷つけてまで……あまつさえ、このような下げ賤せんな真ま似ねをしてまで！」

　病院のベッドの上のミヒャエルが脳のう裏りをよぎる。同時に、その少年が会ったことも無い吸きゆう血けつ鬼きに支配され、人ひと質じちとして扱われる事を……あるいは──自分を守り通してくれた拳こぶしをこちらに向けてくる姿が脳裏をよぎり、寒気と共に叫びを上げた。

　強く投げ付けられた問いかけに対し、メルヒルムは鼻を鳴らしながら無表情に口を開く。

「……あえて私個人の目的を告げるなら、一つは、奪われた物を取り返しに来たことだ。これは、君には直接関係ない話だがね。そして、もう一つは……む？」

　二つめの答えを紡ぎかけた時、先刻と同じ現げん象しようが山道に再現される。

　メルヒルムの眼前を一匹の蝙蝠が通り過ぎ──奇き妙みような雑音が、上方から急速に降りてきた。

　次の瞬間には、漆しつ黒こくの雲がメルヒルムの周囲を完全に包み込み、山道に灯ともされた明かりを完全に遮さえぎった。激しい羽は音おとが山道全体を包み込み、夜よりも深い闇がメルヒルムの周囲に訪れる。

　闇の正体は一目瞭りよう然ぜんだった。いつも自分が使う手口──空間を埋め尽くす、大量の蝙蝠。

　──しかも……私より多くの蝙蝠を……!?

　蝙蝠の闇の中、人間の群もその行進を一時ストップさせる。

　人と蝙蝠に塗まみれた山道で──メルヒルムの目は、視し界かいの隙すき間まに異常な物を捕らえ込んだ。

　地面にポッカリと口を開けた、狼おおかみのような牙きばを生はやした巨大な穴を。

「なん……だ……？」

　その正体を確かめようとするが、蝙蝠の群はそれ以上視界を広げる事を許さない。

「くそ……！」

　ようやく振り払えたかと思うと、既に地面に空あいた穴は消え去っており、蝙蝠の群はそれを待っていたかのように次々と地面へと落ち、吸い込まれるように土の中へと溶け込んでいった。

　そして、闇やみが晴れて再び夜道が外灯に照らされると──

「……!?」

　山道にはただ闇に揺れる木々と、こちらに向かって迫る人のうねり、そして、背後でようやく呻うめきの収まったルーディの姿が存在するのみとなっていた。フェレットも、ヴァルも、道どう化け娘むすめも、人じん狼ろうやその他の吸きゆう血けつ鬼き達も──まるで蝙蝠こうもりの群の中に溶けてしまったかのように、その場から完全にその姿を消し去っていた。

　──どういう事だ？

「どういう事なの……？」

　己の疑問に重なるように、背後から女の声が聞こえてくる。振り返るまでもない。群衆を縫ぬうようにして自分の後を追ってきたテレジアだ。

「遅いぞ、テレジア」

　愚ぐ痴ちを言うメルヒルムを無視しながら、テレジアは幼おさな馴な染じみの青年の身体からだをそっと抱きかかえ、焦しよう燥そうした声で叫びを上げる。

「ルーディ！　どういう事なのよ……！　どうして、どうして一人で勝手に……！　鎧よろいを脱いで、全力を出したらどうなるか貴方あなたにも解わかってるでしょう！」

　その声に意識を引き戻されたかのようにルーディはゆっくりと目を開き、己の呼吸を整える。

「テオ……は。テオの奴やつは……何ど処こに行った……？　僕の身体なんかどうなったっていい……だけど……あいつに、あいつを苦しめないと、絶望を与えないと……」

　なんとか言葉を紡つむぎ出したルーディの身体は、薄明かりの中でもはっきりとした異常をテレジアの目に映し出していた。四し肢しの血管という血管が浮き上がり、白しろ目めは完全に黄色く濁にごっている。皮ひ膚ふの所々にヒビのような小さい亀き裂れつが走っているが、血管が機能していないのか、出血の無い傷きず痕あとは紫むらさき色に染め上げられていた。

　明らかに異常としか言えない状態だったが、メルヒルムは何の感かん慨がいも無くその様よう子すを見ている。テレジアやルーディ自身の様子から見ても、彼らがその状態の理由を知っているであろう事は明らかだった。

「馬鹿な事を……馬鹿な事をしないで、ルーディ。貴方あなた一人が先に死ぬなんて……。もしも、貴方がテオと差し違えて死んだりしたら──私には、生きる目的が無くなる」

　テレジアはルーディの身体を抱きしめると、痛つう心しんの表情で言葉を紡ぎ出す。

「忘れないで。あの日から……私と貴方は、同じ運命を辿たどるしかないんだから……」




「感情に身を任せるのはそこまでにしておけ。……テレジア。この辺りで私以外の吸血鬼の気配はどうなっている？」

　無表情のまま告げられたメルヒルムの問いに、テレジアは静かに頷うなずきながら言葉を返す。ルーディも完全に痛みが消え去ったようで、手を引かれながらも自分の足で立ち上がった。

「さっき、恐ろしいまでに強大な気配が山道に広がったんですが……今はその気配は一点に縮まって、他のいくつかの気配と共に移動しています」

「そうか、正確な方向は解わかるか？」

　その問いに対する答えを聞いた瞬間、メルヒルムは己の目を僅わずかに曇らせた。

「え……？　じ、地面の下を……移動しています」
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　──ここは……？

　暗くら闇やみの中で、フェレットは周囲の状況に目を向ける。

　完全な暗闇の中、周囲から何人かのざわめきが聞こえてきた。

「おい、どこだここ」「何があった？」「急に蝙蝠こうもりが……」「で、その後なんか、地面に穴が空あかなかったか？」「あー、私、なんかこの感覚覚おぼえがあるわ……」「穴に落ちた、そう、なんか落ちたんだよ」「フェレットの嬢じようちゃん、無事かー」「セリム、セリム、どこ!?」「わ、私ならここに、大丈夫ですー」「ひゃああ。暗いよ恐いよ、こんな所、ヴォッド様と二人っきりじゃなきゃ嫌だよう」「この状況でエロい事を想像させるな」「黙れ」

　フェレットは自分も「私は無事です」とだけ呟つぶやき、周囲の状況に改めて意識を集中させた。

　完全な暗闇ではあるが、声の響ひびき方から考えてそこまで狭い空間というわけではないようだ。壁かべ質しつはただの土のようにも感じられるが、一つだけ感覚的に確実な事があった。

　──この空間は、移動している。

　それに気付いたのとほぼ同時に──暗闇の一部から聞き慣れた声が響き渡った。

「ごめん……何がなんだか解らなかったから、とりあえず知り合いだけ引き込んだけど……」

「お……お兄様!?」

　申し訳なさそうに語る声がレリックのものであると気付き、フェレットを始め、暗闇の中の面めん々めんは驚いた表情となって息を吞む。

　ならば、この空間は──

「ああ、ここは地面の中。地面を一部『霧む化か』させてつくってる空間だよ」

　とんでもない事をサラリと言ってのけるレリックに、フェレットは呆あきれたように苦く笑しようする。

　吸血鬼が霧や蝙蝠に姿を変える際、力のある物は自らの身につけている服や軽い道具ごと変へん化げする。変化する物も自分の一部と認識し、魂たましいの力で物質そのものを変化させるのだ。レリックはその力が生まれつき飛び抜けており、完全に解放されたその力は凄すさまじく、このグローワース島そのものに己の力を行き渡らせ、島の大地全てを霧と蝙蝠に変化させかけた事もある。

「だいぶ力の使い方も慣れてきてね。使い道なんてあんまりないかと思ってたけど……」

　岩がん盤ばんを自分の思うがままに操あやつって、エスカレーターのように自分達を運んでいく。神か悪あく魔まの所しよ行ぎようとしか思えない力だったが、誰もそれを疑う者はいなかった。

　次の瞬間──突然暗くら闇やみの中に明かりが差し込んだかと思うと、そのまま視し界かいが急速に広がり──彼らの身体からだは広い空間に投げ出され、湿り気のある固い地面に次々と落下していった。

「ああッ、すみません。高さを見み誤あやまったみたいです……！」

「くそ、スゲエって思ってたらこの仕打ちかよ！」

　居い候そうろうの一人が、打ち付けた腰をさすりながら周囲を見渡すと──

　頑がん健けんな石壁と、その壁に沿って整列する、大量の銀ぎん甲かつ冑ちゆうが目に入った。

「あれ、ここ……」

「城の地下倉庫ですね」

　ヴァルの呟つぶやきにセリムが答え、周囲の人間達も自分達のいる場所を把握する。

「とりあえず、鍾しよう乳にゆう洞どうに行こう。ここだと群衆に見つかるかもしれない」

　レリックはそういうが早いか、門もん番ばん代わりの大おお鎧よろいをどかせる為ために、大鎧の前で何事か呪じゆ文もんのようなものを呟いた。

　すると、大鎧が自動的に動き出し、道をあけるように身体を横に移動させた。

「……行く途中で、大体の事情は聞いておきたいけど……。その前に、一つ聞きたいんだ」

　それまで皆を安心させるように明るい声こわ色いろを続けて来たレリックだが、ここに来て初めてその表情を曇らせた。

「ヒルダを……見なかったかい？」
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　市長は──取り残されていた。

　ステージ上の歌手に歓声の声をあげていた『人間の』群衆は唐とう突とつにその声を封じ、まるでハーメルンの笛に惹ひかれた子供達のように会場を後にした。

　来らい賓ひんの多くも唐突に立ち上がり、バルコニーから飛び降り、捻ねん挫ざしたと思われる足を引きずりながら。

　歌の途中だった男女ユニットは驚いたような顔をしていたが、それでも演奏を止めずに歌い続けた。自分達の歌で去りゆく観衆を引き留めようとでもいうかのように、それまで以上に気合いの籠こもった熱唱だった。

　──あいつらも吸きゆう血けつ鬼きか。大したプロ根性だが……名前ぐらい覚えといてやるか。

　なかなか聞けないレベルの歌声を味わいながら、市長はバルコニーから飛び降りる。そのまま首をコキリと鳴らし、気だるげに群衆の大だい移動に目を移す。

　人の波は一つの大きなうねりとなって、城の敷地を覆おおい尽くす巨大なアメーバのようだった。

　あの群衆が移動する。

　ただ通りすぎるだけでも、様々な物に多た岐きにわたる影えい響きようを与える事ができるだろう。

　ひとたび破壊の意思を持てば、全てをなぎ倒すであろう巨大なエネルギーの塊かたまりだ。

　──動き出したってわけか。

　一体彼らが何ど処こへ向かったのか、現時点でヴォッドが知る術すべは何も無い。

　──面白くもねえ。

　この時点で自分がするべき事は何も無い。あとはどうやって最後の後あと始し末まつを円えん滑かつに行うか。様々な状況を予測して脳のう内ないシミュレーションを行っていると──

「ねえ、市長さん」

　ふと、ヴォッドに声をかける者が現れた。

　現在もこの場に残っているという事は、十じつ中ちゆう八はつ九く吸きゆう血けつ鬼きだろう。

　そして──それは、見覚えがある顔だった。

　だが、相手の事は何一つ知らない、その程度の相手だった。

「初めまして。私の名前はロアって言います」

　夕方に子し爵しやくの応接間ですれ違い、先刻から広場の群衆に紛まぎれていた吸血鬼の少女。

　ロアという名前について、『どこの国の奴やつだ？』と言うどうでもよさげな感想を持ちながら、ヴォッドは少女が自分に近づいてきた目的を探ろうとする。

　そして──こちらから声をかける前に、少女は淡たん々たんと『目的』を口にした。




「取引……しませんか？」
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バルシュタイン城地下　研究室




『一体……何が起こってるんですか？』

　答える者が誰もいないと解わかっていながら、教授は疑問を呟つぶやかずにはいられなかった。

　博士の姿を捜す為ために覗のぞいていたモニターには、明らかな異常が映り込んでいた。

　祭りの本番、しかも初日の夜だというのに──城の中庭に設置されたカメラには、人間の姿が殆ほとんど映っていないのだ。

　その謎なぞを探ろうと、教授は全てのモニターを交代でチェックしていたのだが──やがてその一つに人ひと影かげが映り、そのモニターに意識の全てを集中させる。

　モニターに映っているのは、城の倉庫入り口。

　この地下に降りてくる為の階段のある場所で、カメラは門番のような役割をしている鎧よろいに据すえ付けてある。

　カメラからの映像は、やけに大おお人数が慌あわただしく蠢うごめいており──その誰もが、教授の見知った顔である事を確認した。

　道どう化け娘にセリム、ヴァルにレリックにフェレットに──

『あれは……』

　真っ赤な服を纏まとっていた為ため、一瞬それが誰だか判別できなかった。だが、カメラの前を通り過ぎる時、一瞬だけ映ったその顔は──ほんの数時間前に、彼女の前から喪そう失しつした少年のものだった。

『……博士ぇッ！』

　まるで三さん千ぜん里りの旅の末に再会したかのように喜ぶと──彼女は着の身み着のままで研究室を飛び出した。着のままと言っても、普段通り白はく衣いを羽は織おっているだけの格かつ好こうであり──

　特に相違点があるとすれば、彼女のアームにマグネットで貼はり付けられた、若い男女が写された一枚の写真だけだった。




　その写真が──一人の男に悲劇をもたらすとも知らぬまま。
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地下倉庫




「この城で地下と言えば、ここから入る鍾しよう乳にゆう洞どう以外は考えられん」

　城の地下一階にあたる倉庫の中を見回しながら、メルヒルムは断定するように呟つぶやいた。

　あの後、群衆達たちを引き連れて城へと向かったのだが、吸きゆう血けつ鬼き達の気配が地面を深く進んでいくというテレジアの言葉に、メルヒルムは迷い無くこの地下倉庫へと足を運んだのだ。

　群衆には念の為に城を取り囲ませており、今いま現在この場にいるのは、メルヒルムと二人の『食鬼人イーター』。そして、十人程度に絞しぼられたジグムントの『葉っぱ』達だけだった。

「ここに洞どう窟くつへの入口が？　……よく御ご存ぞん知じですね」

「ふん……。数百年前の話だが、幼き日はよくここに戯たわむれに来たものだ」

　テレジアの問いに淡たん々たんと答えると、メルヒルムは独り言のように言葉を紡つむぐ。

「メイドどもが邪じや魔まをしてくるかと思ったが……不ぶ気き味みな程ほどに静かだな」

　疑問に思いながらも、メルヒルムは静かに地下道への入口へと向かい、その入口に立ちふさがる大おお鎧よろいに目を向ける。

「……まあ、昔はこんなものは無かったがな」

　どうやら他に道は見あたらない。何かこの鎧よろいをどかす方法があるのだろうが、破は壊かいして進むのが一番てっとり早いだろう。そう考えて、二人の『食鬼人イーター』へと破壊命令を下そうとしたのだが──突然大おお鎧よろいが軋きしみをあげ、自分達に道を空あけるように動き出した。

「なに？」

　ルーディの纏まとっていた鎧の倍ぐらいある大鎧が動いた事に驚き、彼らが鎧を下から睨ねめ上げていくと──そこに、彼は存在した。

　その場にいる事が、さも当然であるかのように、赤い飛沫しぶきが空中に文章を作り出す。

【この大鎧は最近設せつ置ちしたばかりでね。……破壊されても困る。私が案内しよう】

「ゲルハルト」

　少し意い外がいそうな顔で呟つぶやくメルヒルム。対照的に、血が文字を紡つむぎ出す様よう子すを見て、テレジアとルーディは混乱した表情でメルヒルムに視線を向けた。説明を求める二人の様子に気付いたのか、溜ため息いきをつきながら口を開いた。

「やれやれ、そういえば説明する暇ひまもなかったが……。彼がこの城の城主にして島の吸きゆう血けつ鬼き達の領りよう袖しゆう、ゲルハルト・フォン・バルシュタイン。私の古き盟めい友ゆうだ」

　──バルシュタイン？

　その名に露ろ骨こつに顔を歪ゆがませるルーディ。普通ならばここで襲おそいかかっているところだったが、メルヒルムが盟友と称した事と──どう攻撃すべきか全く解わからず、歯を食いしばりながら赤い揺らめきを睨にらみ付ける事しかできなかった。

【ふむ、私も地下に用事があるのでね。旅は道みち連づれ、処しよ刑けい場じようまで案内しようというのだが】

「案内もなにも、一本道だったと記き憶おくしているが……まあいいさ。勝手にしろ」

　苦く笑しようしながら歩を進めるメルヒルムに、テレジアが驚いたように声をあげる。

「え……？　メルヒルム様、この人は我々の敵なのでは？　何かの罠わなでは──」

「黙れ、テレジア」

　言いかけたところで、メルヒルムが重い声で否定する。閑しず音ねに向けていた憎しみとは別種の怒りを目に湛たたえながら、二人に言い聞かせるように言葉を繫つなぐ。

「我が盟友を、疑うのか？」
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鍾しよう乳にゆう洞どう　処刑場跡あと




「じゃあ……全部……博士が原因なんですか？」

　真剣な表情で紡がれたヴァルの言葉に、博士は無言のまま頷うなずいた。




　地下の処しよ刑けい場じように向かう道すがら、博士は自分が過去に犯した罪を洗いざらい告白した。

　自分がかつて、数千人の人間を殺してきた事。ただ愉ゆ楽らくに浸ひたる為ためだけに、二人の子供達を裏切り、その大事な者達を全て奪い去った事。

　そして、彼らが復ふく讐しゆう者としてこの島に訪れた。それが、今回の事件の一いつ端たんであるという事を。

「そんな……酷ひどいよ！　じゃあ、博士のせいで、僕達は巻き込まれてるって事じゃないか！」

　当然と言えば当然であるスイカの叫びを、居い候そうろうの吸きゆう血けつ鬼き達が窘たしなめる。

「おいおい。落ち着けよヴァル。だから──だからあれだ、博士は俺らを巻き込まねえように、悪人のフリしてたってことだろう？」

「博士は私達を巻き込まないように、奴やつの前で私達すらも敵に回すふりをしてくれたんだからね。その後、あの変な鎧よろいの奴を引きつけて島を出る……ってとこでしょ」

「まあ、王道的な展開だな」「ここは博士の心こころ意い気きに免じて許そうじゃないか」「なあに博士、悪いと思う気持ちがあるなら、金庫のダイヤルと鍵かぎを俺らに────」

　いつも通りの流れになったところで、ヴァルが大声を張り上げた。

「みんなは黙っててよ！」

　少年姿すがたのヴァルからは考えられない剣けん幕まくに、居候達たちはビクリとその身を竦すくませる。

「結局、博士はみんなを巻き込んだじゃないか！　ミヒャエルが……ミヒャエルが大おお怪け我がをして、セリムだってさっき死ぬところだったんだよ!?」

　ミヒャエルという名を聞いて、フェレットはそっと目をそらす。彼女は博士の告白を無言で聞いていたが、その表情からは感情の奥底は読み取れない。

　自分の恩人であるミヒャエルと、徐々に好意を向け始めたセリム。ヴァルが島内で気を許す数少ない存在のうち二人が、博士の過去の罪に巻き込まれた。そう思っているヴァルとしては、簡単に怒りをさますわけにはいかなかった。

　その怒りを一いつ身しんに受ける博士は、反論など何も無いというようにうなだれ、一言だけ呟つぶやいた。

「……すまない。今度の事は……全部僕ぼくが原因だ……」

「そんな言葉だけで……」

「いいんです！　……やめて下さい、ヴァルさん」

　裾すそを引いてヴァルを止めたのは、他ならぬセリム本人だった。

「セリムが良くっても……」

「じゃあ……どうすればヴァルさんは気が済むんですか……？」

　眼鏡めがねの奥から覗のぞいてくる少女の瞳に、ヴァルは一瞬怯ひるんでしまう。改めてそう問われると、ここで博士を殴なぐったりしたところで何かが解決するわけではない、……少なくとも、博士が自分達を救うために悪人を演じた事も確かな事実だ。

　──演じていた？　でも……元々は本当に悪人だったんだよね？

　そう思って博士の方を見ると、道どう化け娘むすめが博士に向かって言葉を投げかけていた。

「じゃあじゃあ博士……さっきの、教授の事をガラクタって言ったのは……噓うそ？」

「……ああ。僕にとって、教授は一番大事な……」

　答えを最後まで聞き終わる事なく、道化娘は博士の背中をバシンと叩たたく。

「そっか！　じゃあ、許してあげる！」

「……ありがとう。ピリエ」

　そんなやりとりを紡つむぐ博士を見る限り、どう見ても過去に虐ぎやく殺さつを行った者とは思えない。

　ならば、どうして今は悪人ではないのか？　何百人も何千人も殺してきた少年の身に、一体如い何かなる変化が起きたのか？

　──とりあえず、責めるのはそれを知った後でもいいのかもしれない。

　心を整理していく内に、湧わき上がった怒りが徐々に収まっていくのが解わかり、ヴァルは溜ため息いきをつきながらセリムと博士に言葉を紡ぐ。

「解ったよ。ごめん、博士。とりあえず、今はあの男とメルヒルム様をなんとかしなきゃね」

　セリムはヴァルの言葉に安心したように微笑ほほえむと、続いて博士に対して言葉を紡ぐ。

「博士も……自分で自分を悪人だなんて言わないで下さい。例え本当に許されない事をしたんだとしても……自分を追い込まないで下さい。罪の重さなんて……自分自身で計るものじゃありません。……処しよ刑けい場じようの中で……罪を生みだすのはやめて下さい……」

　普段は人ひと見み知しりで引っ込み思じ案あんの少女が、ここまで自分の意見を言う事など珍しい事だ。博士やヴァル、レリックやフェレットでさえも、少女の長なが語かたりに言葉を挟まず聞き入っていた。

　どこか遠くを見ながら──少女は己おのれ自身に言い聞かせるように、小声で最後を締めくくった。

「ここは……ただ、罰だけがあるべき場所なんですから」

　──どういう意味だろう。

　ヴァルは少女の最後の呟つぶやきが気になった。この処刑場をねぐらにする少女は、何を思って自分を保っているのだろうか？　博士の事も……自分の事も、どうしてそんなにも──

「どうして、どうしてセリムはそんなに──」

　他ひ人とを信じる事ができるのか。

　そう問いかけようとした言葉は、銀の閃ひらめきによって遮さえぎられる事となった。

「!?」

　ヴァルの眼前に迫った銀の切きっ先さきは──レリックの手によって受け止められた。

　レリックが鋭い目つきで処刑場から地上へと続く入口を見ると──そこに、鞭むちの一いつ端たんを握る一人の女が立っていた。

「……誰ですか？」

「へぇ……今のタイミングで受け止められるんだ……」

　レリックの問いに答える代わりに、女──テレジアは関心したような声をあげる。そして、一瞬だけニコリと笑顔を浮かべたかと思うと──必要最さい低てい限げんの動作で鞭むちを強く引き戻す。

「!?」

　想像以上の力に集中を乱され、レリックは思わず摑つかんだ切きっ先さきを手放してしまった。

　テレジアは鞭を完全に手中に収めると、そのまま視線をある一点に向ける。

　かつてルーディと共に出会い、自分達から家族や町を奪い去った銀ぎん髪ぱつの吸きゆう血けつ鬼き──テオドシウス・Ｍ・バルシュタインへと一直線に。

「久しぶりだね。テオ」

「テレジア……ッ！」

　博士が驚きよう愕がくの声を上げるのと同時に、処しよ刑けい場じようの中に次々と闖ちん入にゆう者しやが現れる。

「テオ……」

　憎しみを込めた声で呟つぶやいたルーディを始めとして、人間の姿を取るメルヒルムに、さらには吸血鬼に支配されたと思われる島民と観光客が十人ほど。

「……『食鬼人イーター』に気配を辿たどられていたのか？　全員で押し寄せてくるかと思ったけど……」

　レリックはジグムントという存在をまだ知らないが、あの群衆の様よう子すを見れば、何が起こっているのかは大体推すい測そくできる。

　──もしかしたら……

　レリックは一人の少女の姿を想像し、もしや山道の群衆の中に？　と心を焦らせた。

　だが、その想像は最悪の形で的てき中ちゆうする事となる。

「レリック」

　聞き慣れた声が響ひびき渡り──レリックは、後から現れた十人の人間達たちの後ろから、もう一人の小さな人ひと影かげが顔を出している事に気が付いた。

　それが、最愛の幼おさな馴な染じみだという事を理解するまでに、数秒の時を要し──

　彼女が何者かに支配されているという事を理解したのは、さらに13秒後の事だった。

「ヒルダ！」

　思わず名前を叫ぶが、ヒルダからは返事がない。ただ虚うつろな笑いを浮かべて自分の方を見つめているだけだ。レリックはメルヒルムの方に顔を向けると、普段からは考えられない程ほどに興こう奮ふんした声で吸血鬼と思おぼしき男を問いつめる。

「お前の仕し業わざか……！　すぐに、すぐにヒルダを元に戻せ！」

　瞬しゆん時じに沸ふつ点てんまで達したレリック。このまま無言でいれば、この洞どう窟くつ全体を霧と化して崩ほう落らくさせる事ぐらいやりかねない。

　だが、そんな彼に冷や水を浴びせかける者がいた。

【落ち着けレリック】

「……え？」

　突然天井から舞い降りたのは──ヒルダよりも見慣れていた、変へん幻げん自在の液状紳しん士し。

「と、義と父うさん!?　なんでここに!?」

【ふむ、疑問に答えよう！　何な故ぜと問われれば、ここは私の城だからだ。そして紹介しておこう！　彼が私の盟めい友ゆうであるメルヒルム・ヘルツォークだ。話だけは以前からしていただろう？】

　あまりにも状況外はずれな事を言い出した父に対し、レリックの脳は混乱の渦によって即そく座ざにその温度を冷やされていった。

「どういう事!?　ヒ、ヒルダは、ヒルダは一体どうなってるの!?　この人と知り合いだっていうんなら、早く支配を解かせてよ！」

【いや、これはジグムントという別の吸きゆう血けつ鬼きの仕し業わざでね。奴やつ自身はこの場にいないようだ】

「……なんで？　なんでそんなことを？　そもそも、どうしてこの人達と一緒にいるのさ!?」

【そりゃもちろん……この島の状態を、なんとかしにきたのだよ】




　子し爵しやくとレリックが間の抜けたやりとりをしている間──ルーディとテレジアは、全ての因いん縁ねんの始まりである存在と対たい峙じしていた。

「もう……もう逃がさないぞ……テオ」

　重苦しい空気を纏まといながら呟つぶやくルーディを見て、博士は強く胸を締め付けられる。

　先刻は山道の暗さで解わからなかったが、洞どう窟くつの壁中に照らされている現在は、ルーディの状態が嫌という程ほど理解できた。

　何が原因でそうなっているのか？　先刻の苦しみようといい、尋じん常じような状態ではない。もしかしたら『食鬼人イーター』である事と関係があるのだろうか？

　そんな推測を裏付けるように、メルヒルムがルーディの肩に手を置きながら言葉を紡つむぐ。

「落ち着け。力を出すのは一瞬にしろ。注射で抑えてあるとはいえ、限界がある」

　ボロボロになった身体からだを見て、メルヒルムは再度呆あきれたように声を漏らした。

「やれやれ……簡単に全力を出すなといった筈はずだぞ？　鎧よろいという枷かせを外した貴き様さまが全力を出せば、『食鬼人イーター』としての力が、肉体の限界を超えるとな」

　痛みがぶり返したのか、返答の代わりに小さな呻うめき声を上げるルーディ。

　そんな『食鬼人イーター』を前に、子爵がメルヒルムの言葉に反応を見せた。身体の一部はまだレリックと何か言い合っており、息子むすこに気付かれないように二ヶ所で同時に文章を紡ぎ出すという器き用ような行為に手を染め始めた。

【それは初はつ耳みみだな、メルヒルム。『食鬼人イーター』にそんな欠点が？】

「途中までは、奪い取った吸血鬼の力に対応して肉体も共に強化されるが、限界はあるんだ。過度の力は肉体を酷こく使しする。……筋肉や内ない臓ぞうの悲鳴は、大たい抵ていの『食鬼人イーター』にとっては感じられない程度のものだ。だが……それがつもりにつもればこうなる。……まあ、このルーディという前例があったからこそ、テレジアは寸止めで助かったのだがな」

　そして、ルーディ本人を目の前にして、衝しよう撃げきの事実を淡たん々たんとつげる。

「まあ……今後一いつ切さい全力を出さなかったとしても、あと１年生きられればいい方か。何も処置をしなければの話だがな」

【……】「……！」

　沈ちん黙もくする子し爵しやくと博士。表情の読めない子爵とは対たい照しよう的に、博士の顔にはあからさまな狼ろう狽ばいの色が窺うかがえた。

　しかし、ルーディはその驚きよう愕がくの意図にはなんの気も回さず、自分の決意を淡たん々たんと告げる。

「処置なんかいらない……。１年あれば……テオに絶望を与える時間さえあれば十分だ」

　その言葉を聞いて、博士はますます自分の心しん臓ぞうが締め付けられる。ここまで彼を追いつめたのは、他ならぬ自分自身なのだから。

「大丈夫だよ、ルーディ。もしも貴方あなたが死んだら、私が代わりにテオを追いつめてあげるから」

　醒さめた笑顔でテレジアが呟つぶやくのと同時に、博士は彼女の事を鋭く睨にらみ付けた。

　博士が初めて見せたその表情には──強い怒りが込められていた。ルーディはその顔を見て、初めて博士の表情に対して疑問を持つ。

　──怒り……？　なんで？　テレジアに……。俺には決してあんな表情は見せなかったのに。

　それに対して、テレジアは少し困ったような笑みを返すままだ。

　だが、やはりルーディは違い和わ感かんに気付く。

　テオと対面した時のテレジアの表情が、自分がテオに対する物とは全く違うという事に。

　その表情の中に、テオに対しての敵意が全く感じられない事に────




「なんかややこしい構図になってない？」

「俺ら、帰って寝てちゃ駄だ目めかな……」

　立て続けに現れる乱入者と、乱れ飛ぶ様々な事情を前に、居い候そうろうの吸きゆう血けつ鬼き達はすっかり混乱し、既に考える事を放ほう棄きし始めている。

　しかし──乱入者は、それだけでは終わらなかった。




　最後にもう一人、もっとも場の状況にそぐわない人物が現れる。

　ただ、果たしてそれを人物と言っていいものかどうかは、その場にいる者によって判断はまちまちであったことだろう。

『ああ、いましたいました！　博士ーッ！』

　場違いな程ほどに明るい声を響ひびかせて、メルヒルム達と反対の道から処しよ刑けい場じように入ってきたのは──戦車のようなキャタピラをつけ、ロボットのような触しよく手しゆを生はやした純白の棺かん桶おけだった。

『あれ？　なんだかお客さんが沢たく山さんいますけど……そっか！　この人達を招待しに出かけてたんですね！』

　まだ戦闘が始まっていないとはいえ、緊きん迫ぱくした空気を欠片かけらも読み取っていない言葉だった。

　だが、博士はその声を聞いた瞬間、今までよりも格かく段だんに緊きん張ちよう感を跳ね上げ、相あい方かたである棺かん桶おけに向かって大声で叫びを上げた。

「……エルザ！　ここに来ちゃ駄だ目めだ！」




　刹せつ那な、三人の吸きゆう血けつ鬼きと『食鬼人イーター』の時間が凍り付き──

　博士は、しまったというように顔を青ざめさせる。

　──何な故ぜ、僕は今……エルザと呼んでしまったんだ。この二人の『食鬼人イーター』の前で……。

　──違う……寧むしろ、テレジアの前だから……そう呼んでしまったのか……。

　──くそ……彼女がエルザかどうかも解らないのに！　どうして僕は……ッ！




『え……？　エルザって……この写真の人ですか？』

　博士の叫びの内容よりも、教授は自分に向けられたエルザという名前に気を取られた。

『じゃあ、じゃあやっぱり……この写真の人は……記憶をなくす前の私なんですか？』

　そして──確認するかのように、自分のアームに貼はり付けてあった写真をこちらにかざす。

　写真の中にいる少女を見た時──凍り付いた『食鬼人イーター』の時間が、粉こな々ごなに砕け散った。

「エルザ……姉……さん？」




　──目の前の棺桶が姉さん？　まさか。

　──中に、中にいるのか？　あの妙みような棺桶の中に……？

　──記き憶おくをなくした……？　じゃあ……じゃあ、あの時の記憶も……？

　忌いまわしい過去の記憶の根源にして全て。自分の姉を見捨てた瞬間の記憶が蘇よみがえり、ルーディは自分の鼓こ動どうが通常の倍ばい以上に膨ふくれあがった音を聞いた。

　そこで、青年はふと気付く。

　──僕は……姉さんに会って……どうしたいんだ……？

　仮に目の前の棺桶が姉だとしたら？　それからどうするというのか？

　再会を喜ぶのか？　あれからどうやって助かったのかを尋たずねるのか？　それとも……

　姉の存在が、自分の悪あく夢むの根こん幹かんである事に気付き──少年の心にドス黒い影が渦うず巻まいた。

　自分が姉にした事は、決して償つぐなう事のできない事だと解わかっていた筈はずだ。そんな自分が、今……姉をいったいどうしようというのか？

　──僕は……姉さんを、どうするつもりなんだ？

　記憶を失っているという言葉が、さらに青年の心を締め付ける。

　もしも、もしも記憶を取り戻したら？

　──あなたなんか……いなければ良かったのに──

　あの言葉が、再び自分に向けられたら……？




「どうして……」

　復ふく讐しゆう者の混乱を止めたのは、テレジアの一言だった。

　テレジアは暫しばらく驚きよう愕がくの表情に凍り付いてたが──やがて、絞しぼり出すように言葉を紡つむぎ出す。

　だが、それは決してルーディの心を救う言葉ではなく──更なる混こん沌とんへと誘う一言だった。

「どうして……エルザがまだ生きてるの？」

　──え？

　ルーディが疑問を口にするよりも早く、テレジアは怒りに震える声で己の過去を吐き捨てた。




「あの時──あの時私が、ちゃんと殺した筈なのに！」
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「やれやれ……閑しず音ねにしてやられた私のセリフではないが、こいつらはどうにも精神が弱い。言わずとも良い事を僅わずかな動どう揺ようで口に出す」

　混乱に陥った二人の『食鬼人イーター』を横よこ目めに見ながら、メルヒルムが呆あきれたように溜ため息いきをつく。

「黙っていれば良いものを、言葉を焦って自じ滅めつする。……無む論ろん貴き様さまもな。この失敗作め」

　メルヒルムの言葉を聞いていたヴァルは、一いつ瞬しゆん自分の事が言われたのだと思った。『失敗作』。かつてメルヒルムにそう言われた時の事を思い出し、スイカはその身をビクリとさせたのだが──メルヒルムの視線の先に居たのは、不安と恐怖に震える博士の姿だった。

【メルヒルム。そういう君は冷静を保ちながら言わずとも良い事を語るつもりかね？】

「……私の目的は夕刻に告げた筈だぞ、ゲルハルト」

　目を細めながら、メルヒルムはゆっくりと博士に歩み寄る。

「私は……過去の過ちをこの手で始し末まつしに来ただけだ。閑音とヴォッドはついでに過ぎん。カルジミールの用事もな。私は研究者として……過去の過ちにケジメをつけに来ただけだ」

【破壊で全てが消せると思っているのは、君の昔からの悪い癖くせだよメルヒルム】

　なにやらきな臭くさい話になってきたのを感じ取り、ヴァル達の身体からだに再び緊きん張ちようが戻り始める。博士は怯おびえの混じる目をメルヒルムへと向け、手の震えを隠かくさずに小さな声を紡つむぎ出した。

「……貴方あなたが……直接来るとは思わなかった」

　対するメルヒルムは、相手の言葉を無視して少年に一つの問いを投げかける。

「私の事が……憎いか？」

「いいえ。僕が本当に憎いのは……僕自身と、…………テレジア、だけだ」

「そうか……失敗作とはいえ、創造主である私を憎まないとは上出来だな、テオ」




　メルヒルムと博士の会話が鼓こ膜まくから脳へと進入し、ルーディの心を渦うず巻まく混こん沌とんの中に、また一つ新たな火ひ種だねが加えられた。

　──創造主？

　その単語の意味すらも解わからず、彼は静かに膝ひざをつく。

　──テオが……テレジアを憎むって、どういう事だ？

　──テレジアは……さっき、何を言った？　なんていったんだ？

　──あの妙みような棺かん桶おけは……本当にエルザ姉さんなのか？

　──何が……何がどうなっている？

　今まで築き上げてきたものが、ガラガラと崩れ落ちる音が聞こえてくる。自分の過去が、まるで全て幻まぼろしであったかのように。しかも、詳しい事は何一つ知らないこの状態でだ。

　だが──彼の疑問に答える存在が、この場に一人だけ存在した。

　ルーディを救う為ためではなく、完全に叩たたき壊す為に。




「メルヒルム」

　聞き馴な染じまぬ声が鍾しよう乳にゆう洞どう内に響ひびき、メルヒルムは眉まゆを顰ひそめながら動きを止めた。

　ヒルダを連れてきた十人の島民のうち、一人がメルヒルム達の方に進み出て口を開く。

「同志カルジミールの任務を優先させろ」

「む？　なんだ、『葉』かと思ったら……『枝』も混じっていたか」

　周囲の人間の殆ほとんどに理解できない言葉を紡つむぎながら、メルヒルムは面めん倒どうそうに島民の方に目を向けた。そんな彼に、島民は淡たん々たんと言葉の続きを紡ぎ出す。

「メルヒルム、貴き様さまが過去に拘こだわるのは構わんが──私の邪じや魔まはするなよ？」

「おいおい。この状況で、どういう任務を遂すい行こうするつもりだ？」

「同志カルジミールからは、様々な局面に応じた命令をあらかじめ七十八種しゆ受け取っている。例えば、現在のような状況になった場合は──」

　ジグムントの『枝』である男は首をコキリと鳴らしながら、呆ほうけた顔で周囲の状況に流されている青年に目を向けた。

「ニーズホッグ……ルーディ・ベンダースに、全ての真実を教えろとな」




　──真実？　なんの……なんの真実だ？

　ジグムントの言葉に、ルーディは静かに目を向ける。

　緊きん張ちようのせいで眼球が細かく振動し、世界の全てが震えて見える。

「同志ルーディ。……テオドシウスという吸きゆう血けつ鬼きを生み出したのは、一いつ体たい誰だと思うね？」

　唐とう突とつな問いかけに混乱し、ルーディはそのまま何も答える事ができずに固まった。

「テオドシウスのミドルネーム……アルファベトのＭが何を表しているの、知っているか？」

　そして、ジグムントは不意にレリックとフェレット、子し爵しやくの方に順番に目を向け──

「そう、始まりは……そこの兄妹の両親が、組織の手を逃れてこの島へと亡ぼう命めいしたことだ」

　ジグムントはルーディの意識が自分の方に向いたのを確認すると、ゆっくりとその口を開き、

処しよ刑けい場じよう全体に響ひびき渡るような声で語り始める。

　全ての始まりと、一つの終わりに向かう真実を。
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　それは、今から15年程ほど前に遡さかのぼる。

　かつて、レリックの両親をゲルハルトが保護した時……組織は両親と生まれた双ふた子ごの奪だつ還かんは諦あきらめたものの、黙って引き下がるような事はしなかった。

　ゲルハルト・フォン・バルシュタインに対する明確な意い趣しゆ返がえしとして、バルシュタインの名を冠かんする一族の末すえつ子こを探しだし──『紫識者』の吸きゆう血けつ鬼きと化したのだ。

　吸血鬼にされた少年は──ミドルネームに自らを吸血鬼として化した者の名を与えられる。

　新しい名は──テオドシウス・Ｍメルヒルム・バルシュタインといった。

　あらゆる吸血鬼の魂たましい……精神を融ゆう合ごうさせて、後天的な『遺存種レリツク』を造ろうと。

　それだけの、ただそれだけの話だった。




「結果として実験は失敗に終わり、精神を病んだ吸血鬼が一人生まれただけだった。メルヒルムは何もできまいと、半分壊こわれた少年を放ほう逐ちくした……。そうだな？」

　ジグムントの確認に、メルヒルムは肯定を意味する沈ちん黙もくを返す。博士は歯を食いしばり、拳こぶしを強く握り締めながら話を聞いていた。

　その様よう子すを確認しながら、ジグムントは楽しそうに昔話の続きを語り始めた。

「しかし──その少年への実験は、半分成せい功こうしていたのだよ」




　何も能力を持たないと思われた少年は、徐々に『成長』という形でその力を具ぐ現げん化かさせていった。……だが、力はあるのに、自分は『組織』に捨てられたままだった。

　組織に忠ちゆう誠せいを誓ちかうように洗せん脳のうめいた精神操そう作さを受け、人間として戻るべき場所すら忘れてしまった憐あわれな忘ぼう却きやく者は、徐々に自分の力に気付き始める。

　今いま更さら組織へ接触する方法も解わからずに、少年はただ、自分が誰かに必要とされる日を待ち続ける。吸血鬼となった自分が、吸血鬼達たちに必要とされる日を。

　何も解らぬ子供が急激な力を得た故ゆえか、あるいは度たび重かさなる精神の侵しん食しよくによって心が蝕むしばまれていた故か……少年は、歪ゆがみながらも純粋に思う。『自分の力を世に示そう』と。

　自分が力のある吸血鬼である事を。吸血鬼らしく振る舞おうと。

　そうすれば、組織の吸きゆう血けつ鬼き達が自分を迎えに来てくれるものと信じながら。

　──僕は吸血鬼だ。強い強い吸血鬼なんだ。

　少年は、心の中にある『吸血鬼』のイメージそのままに……映画や絵本の中に出てくる、恐ろしい怪かい物ぶつや悪あく魔まとしての『吸血鬼』たらんとして振る舞い続けた。

　そして、初めて人間の血を啜すすった瞬間、少年は驚くほどあっさりと一線を踏み越える。

　殺人という、一つの明確な境きよう界かい線を────




「それから数年。狂気に満ちた少年は──やがて『楽らく殺さつ者しや』と呼ばれる化ばけ物ものとなった。……それがどんな存在だったかは……ルーディ、お前はよく理解している筈はずだな？」

　突とつ然ぜん話を振られ、ルーディは身体からだをビクリと震わせた。

　ルーディの混乱極きわまった脳のう裏りには、ジグムントの言葉が整然とした情報として着実に積み上がっていった。だが──まだ混乱を続ける脳は、この時点ではジグムントの言葉が意味する事を感情にまでは変化させる事ができなかった。

　──いや、理解してはいけない。今いま聞いた事は直ぐに忘れなければいけない。

　本能が警けい告こくを発するが、そう感じながらも、ルーディはジグムントの言葉を聞き続ける。今の彼には、他の選択肢しなど考える余よ地ちは無いのだから。

「その後の事は……テレジア、お前が良く知っている筈はずだな？」

　続いて声をかけられた『食鬼人イーター』の少女は、無言のままで純白の棺ひつぎを睨にらみ続けていた。

　鞭むちを強く握り締め、今にもオロオロする棺かん桶おけを打ち砕かんばかりの殺気を放っている。ジグムントの声が聞こえているのかどうか、俄にわかには判別がつかない状態だ。

　ジグムントはそんな彼女の様よう子すに苦く笑しようすると、その笑顔を更に歪ゆがませながら話を続けた。

「テレジアは──最初からずっとテオの事を好いていた。幼いながらにな。ルーディの家族が殺されてからも……自分の家族が殺されてからも、微み塵じんもその思いを変える事無く……」




　テレジアがカルジミールの誘いを受けたのは、復ふく讐しゆうが目的ではなかった。復讐の対象としてでも彼を追い続ければ、いずれ出会う事ができるだろうと踏んでの事だった。

　だが、テレジアがルーディと別行動を取って組織がらみの『とある事件』を追っていたある日……彼女は出会ってしまった。

　自分の犯した罪に怯おびえ、隠かくれるように暮らしていたテオに。

　そして、そんな彼を支える一人の少女に。

　彼女は嫉しつ妬とした。吸血鬼と化し、テオと共に隠れ生きるエルザに対し────




「……後は言わなくても解わかるな……？　嫉妬に身を任せたテレジアは……喰らったのさ。『食鬼人イーター』の本能に身を任せて、虐ぎやく殺さつ事件のもう一人の生き残りをだ！　……いや、吸血鬼と化していた者を生き残りと呼ぶかは、人間の視点から見れば微び妙みようなところだな」

　テレジアは、終しゆう始し無言のままでジグムントの話を聞き続けた。肯定はしないが否定もせずに、自分の過去を客観的に聞き入り、当時の思い出に浸ひたっているようにも見える。

「そして、その吸きゆう血けつ鬼きは土へと帰った……筈はずなのだが、その棺桶については俺も知らん」

　ジグムントは意味深しんな表情で首を振ると、笑いを消した表情で博士の方に目を向ける。ジグムントだけではない。メルヒルムも、ルーディも、テレジアも、レリックやフェレットをはじめとした城の住人達も含め、処しよ刑けい場じよう内にある全ての視線が博士の元へと向けられた。

『博士……』

　話の中心である棺ひつぎは、自分の正体云うん々ぬんよりも、博士のうなだれた様よう子すが心配でその呼び名を口にした。

　その呟つぶやきに後押しされたように、博士は独り言のように言葉を紡つむぐ。

「僕は……エルザを失うのが恐かったんだ」




　徐々に灰と帰していくエルザを救おうと、テオはテレジアの手から逃げ出した後、自分の血の大たい半はんをエルザの死し骸がいに与え続けた。肉の大部分が腐り落ちて失われ、殆ほとんどの骨が露ろ出しゆつしている状態となっても、彼はひたすらに自分の血を棺の中に流し込み続けた。

　その時に起こったのは、奇き跡せきか、あるいは悪あく夢むだったのか──

　骨という名の有機物が──吸血鬼と化した。蘇よみがえったのか、それとも、生まれたのか……。

　果たしてそれは……記き憶おくのないそれは、はたしてエルザなのだろうか？

　疑問に思いながらも──やがて、博士は彼女を受け入れた。名前を付ける事を畏おそれ、常に教授と呼びながら。

　そして、時は流れ────




　過去を巡る事件の中心であり、同時に蚊か帳やの外でもある復ふく讐しゆう者は、ただ、無言で立ちつくすのみだった。顔は深くうなだれ、周囲の者にはその表情を窺うかがい知る事はできなかった。

　先刻までは、多量の情報が矢や継つぎ早ばやに詰め込まれて混乱していた為ために、何とか真実を理解する事を避ける事ができた。情報を混こん沌とんに投げ込んで、自分を誤ご魔ま化かす事ができた。

　だが、順序だてて積み上げられた情報は、崩れる事こと無なくルーディの心を埋め尽くす。

　──姉さんが、テオを救った？

　──姉さんが、テオと共に生き続けた？

　噓うそだ。みんな噓だ。そんな事がある筈がない。あってはならない。仮に支配されていたのだとしても──その姉を、テレジアが灰にしたと？

　そもそも、今自分が聞いた話を全て信じるとすると──

「……最後に君のお姉さんが言った、『あなたなんかいなければ良かったのに』っていう言葉は……君じゃない。僕に向けて言われた言葉だ」

　うるさい。うるさいうるさいうるさいうるさいうるさい噓うそはもう噓はもう噓はもう沢たく山さんだ。何もかも、何もかも噓だ。噓だらけだ。

　自分自身の中で繰り返す呪じゆ詛そのような思いは、やがて呪のろいのように復ふく讐しゆう者の心を苛いら立だたせる。

　──噓はもういらない。僕の信じてきた者が、僕の過去が、僕の世界が噓なら、もう……そんな世界は……あっちゃいけないんだ。

　──ああ、苛立たしい。何もかもが苛立たしい。

　──ああ、ああ────あああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ




　鍾しよう乳にゆう洞どうの中の空気が急に冷え込み、レリックは自分の本能が妙みような警けい鐘しようを鳴らしている事に気が付いた。その原因を探ろうと、彼が軽く鍾乳洞内を見回した瞬間────

　ゾクリ。

　その復讐者の姿を見た瞬間、レリックは自分の全身が総そう毛け立だつのを感じ取る。

　青年の皮ひ膚ふには今まで以上にハッキリと血管が浮かびあがり、指先の皮と肉が少しずつ崩れ始めているのが確認できる。

　彼の目は、全てを消し去る覚かく悟ごを決めたように一切の光を消し去って、導どう火か線せんの燃え尽きた爆ばく竹ちくが、どちらに向かって弾はじけ飛ぼうか思し案あんしている……そんな状況を想像させた。

　──まずい。

　──今の彼に……近づくのは……とにかく、まずい。

　真実を知ったルーディの危険性を、レリック以外の面めん々めんも本能的に理解していた。気配云うん々ぬん以前に、今の一連の話を聞いた直後にルーディに近づこうという者はまず存在しないだろう。

　だからこそ──ジグムントはそれを利用する。




「まずいな……うかつに近づかない方がいいよ」

　──ヒルダを、ヒルダを守らなくちゃ……。

　皆への警けい告こくを終えたレリックには、何よりも優先して人間の少女の顔が思い浮かび、彼は慌あわてて周囲に目を向ける。

　そして──彼女は、いつも通りの姿でそこにいた。

　怪け我が一つなく、優しい微笑ほほえみを湛たたえてレリックの事を見つめている。

　あまりにもいつも通り過ぎる表情が、今では違い和わ感かん以外の何物でもない。理性ではそう理解しているつもりだったが、少年の強い感情の流れは、理性を簡単に押しのけた。

　ジグムントに操あやつられた少女が──何の躊躇ためらいも無く地を蹴けったからだ。

　処しよ刑けい場じようの中心にいる、ルーディの細い身体からだ目がけて。

「ヒル……」

　考える暇ひまも無かった。仮に時間があったとしても、レリックは同じ結論を出しただろう。

　常識を超える速度でヒルダとルーディの間に滑り込み、彼女を庇かばうように前に立つ。

　ヒルダに背を向け、ルーディのどんな攻撃からも彼女を守ると誓った、次の瞬間──

　少女は笑顔のままでレリックの首に腕を伸ばし──そのままレリックを押さえ込んだ。

「……！」

　本来ならば簡単に払いのけられる程度の力だが、完全に虚きよを突かれた形のレリックは、僅わずか一瞬だけとはいえ、完全にその動きを奪われた。

　そして、動きを封じられたレリックを前にしたルーディは──自分の本能に従った。

『食鬼人イーター』としての本能の赴おもむくまま、レリックの腕の肉を、間かん髪はつ入いれずに嚙かみ千ち切ぎる。

「……グッ！」

　レリックの全身を激げき痛つうが駆け抜け、自分の身体からだの一部の感覚が消え失うせたのが感じられる。どうしようもない喪そう失しつ感かんと共に、そこから更に、血と共に自分の力そのものが抜け出しているかのような喪失感に陥った。

　それと入れ替わりに──ルーディの身体からだには、激しい力の奔ほん流りゆうが荒れ狂う。

　今までに喰べてきた吸きゆう血けつ鬼き達とは確実に一線を画す、食事や栄養源げんというよりは、即そつ効こう性せいのドーピングを打ったような感覚に近いだろうか。自分でも確実にもてあます力を感じながらも、一瞬でその『力』の虜とりことなった『食鬼人イーター』は──更に激しく溢あふれる血と力を得ようと、本能の赴くままに、レリックの頸けい動どう脈みやくへと狙いを定め──────




「ルーディッ！」

　完全に欲望に身を任せようとしたルーディの理性は、一つの叫びによって引き留められた。

　──テオ。

　声の主を認識すると共に、狂気に満ちた心に僅わずかながらに意識が戻る。

「君の……君の敵はここだろう？」

　ギリギリのところで理性を保っているルーディの耳に、もっとも聞きたくない少年の声が進入してくる。そして、何とか声を絞しぼり出す。

「て……テオ……」

「ルーディ……。君がまだ自じ我がを保っているなら……頼みがあるんだ」

　嫌な予感が全身を駆けめぐり、ルーディの全身に冷たい汗が滲にじみでる。しかし──彼は己の耳も博士の口も塞ふさぐ事はせず、凍り付いたように相手の言葉を聞き続けた。

「僕は……ルーディ。僕のこれからの言葉は、多た分ぶん君を怒らせるだけだと思う」

　──お前がそれを……お前だけはそれを言うな！　言うな、言うな……！

「だけど……言うよ。身み勝がつ手てだっていうのは解わかってる。だけど……」

　──やめろ……やめろやめろやめろ！

「僕はどうなってもいい、１００年かけて殺されても構わない。だけど、だけどみんなは関係無いんだ！　だから、殺すのは、苦しめるのは僕一人だけにしてくれ！」

　刹せつ那な、ルーディの中でテオの姿が昼ミ間ヒのヤ少エ年ルと重なり──────

「やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ！」

　──お前のその言葉で僕の中に生まれるのは、怒りなんかじゃない、憎しみなんかじゃない！

　──僕を……僕を絶望させるなあぁぁぁぁぁぁあぁぁぁっぁぁぁぁぁッ！

「ぁぁぁぁぁああああああぁあぁぁぁぁああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁ」




　ルーディの絶望は、絶ぜつ叫きようという形を取ってこの世界に具ぐ現げん化かした。

　自分という名の世界の全てを滅ぼす為ために、ルーディ自身の手によって召しよう喚かんされたのだ。

　生け贄にえは自分自身。そして──テオ。

　それさえ捧げれば、自分は壊れる。絶望が自分を壊してくれる。この世界を──完全に闇やみに閉ざしてくれる。ただそれだけを信じて、テオは絶叫を絞しぼり出す。




　ルーディの皮ひ膚ふがボロボロと崩れ始めるのを見ても、メルヒルムは冷静なまま言葉を紡つむぐ。

「ふん……。身体からだが壊れるだけならば、なんとでもなる」

　優秀な実験体を一つ失う。その程度の感傷を顔面に覗のぞかせて──静かに笑う。

「だが、精神が壊れてしまえばどうにもならん」

　もはやその声はルーディには届かず──処しよ刑けい場じようの中に、一匹の獣けものが誕生しようとしていた。




　力の奔ほん流りゆうに吞まれ、心すらも崩ほう壊かいを始めた青年。

　だが、たった一つだけ見える物があった。

　自分から、全てを奪った仇かたきの姿が。

　自分に大切な姉を裏切らせた男。

　新しい世界を見せてくれた男。

　その世界を全て壊した男。

　森の中で出会った。

　吸きゆう血けつ鬼きの少年。

　友達。

　仇。

　テオ。

　テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン。

「テェェオォォォォオオオオオオォオオォォオオオオオオ────ッ！」




　圧倒的な速度だった。

　純粋な暴力の塊かたまりと化したその『食鬼人イーター』は、ただ一直線に博テ士オへと向かって地を蹴けった。

　テオに向かうと周囲の者達が判断した時は、既に遅かった。想像以上の力を持ってしまった彼は、自分が崩ほう壊かいする事を知りながら──それを止める心が先に壊れ──

　最後の記き憶おくに残る物は、両親でもテレジアでもエルザの姿でもなく──

　テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン。

　その少年の姿以い外がい、今の彼には何一つ残っていなかった。




　誰も間に合わない。

　レリックもフェレットも人じん狼ろう達も、誰も博士を救う事は叶かなわないと理解した。

　だが──一人だけ、理解を受け入れなかった存在が。

『彼女』はその瞬間まで、見ている事しかできなかった。

　互いの事情のどれにも関わる権利を持たず、どちらが正しいのかも解わからない状況。

　自分にできる事は何も無いだろうと思いながらも、ただ一つだけ、彼女は一つの事だけを考え続けた。──誰かが殺されそうになったら、絶対にそれを止めるという事。

　罰を与える為ために造られた場所。それは先せん刻こく彼女が言ったことだ。

　だが──彼女はそれを止める為に、誰も『死』という罰を受けないように──待ち続ける。

　そして今、その時が来た。

　いつの間にか洞どう窟くつ中に根を張っていた少女は、その根を引いた勢いで……飛ぶ。

　勢い良く勢い良く、風よりも、獣けものと化したルーディよりも速く。なお速く。

　自分の身体からだがちぎれかけるのも構わず、少女はテオとルーディの間に割り込み──




　処しよ刑けい台だいの上で、何かが弾はじける音が響ひびき渡り──

　発光する洞どう窟くつの中に、赤い肉が舞い散った。




　赤く飛び散った物をぼんやりと見上げながら、セリムの心は深く遠くへ落ちていく。

　記憶の遙か彼方かなた。

　彼女の意識は、自分という存在が生まれた頃の思い出に辿たどり着き──

　まるで走そう馬ま燈とうのように、少女の過去を夢の形で紡つむぎだす。




　人間の少女の姿をした吸きゆう血けつ花かの心に──一つの過去が蘇よみがえる。

　それは、思い出してはならない物語。

　それは、忘れてはならない物語──





†






数百年前　某ぼう国こく　市民広場




（…………）

（…………）

（…………）




　それは──最初はただの、意思を持っただけの花に過ぎなかった。

　言葉も知らず、目に見える物の名も解わからず。

　考える事の意味も知らず。




（あー……うー……）

（なんだろう）

（なんなんだろう。私、ここは、なにが、あー。あー）




　だが、意思を持った花は、周囲の情報に『興味』を示した。

　葉や花びらを震わせる音を吸収し、周囲から感じる光の明るさが、様々な色や形を伝えている事に意識を向けた。鼓こ膜まくも目も無かった筈はずのその花は──その時点で、絶大なる進化を遂とげたと言っていいのかもしれない。




（おいしいなあ）

（この赤い水は、なんてなんておいしいんだろう）

（おひさまがてっぺんに行く度たびに、たくさんたくさんふってくる）




　学習するための『声』には事こと欠かかなかった。

　普段は自分の側そばにある木の台以外には何も無い広場に、毎日のように群衆が詰めかけ──様々な事をささめきあっていたからだ。




（音がするよ）

（また、音がするよ）

（ドンって言う音がする度に、また血がこぼれるよ）

（人間の首から、沢たく山さん沢山血が出るよ）




　ギロチンの刃やいばが落ちる度たびに、花には大量の血が注そそがれる。

　雨が降るよりも頻ひん繁ぱんに降るその栄養は、大地に染みこみ、広く張られた根から吸収され──その吸きゆう血けつ花かを、より賢かしこく、より強きよう靱じんに成長させる。

　だが──ギロチン台の周囲に集まる『言葉』の数々は、花の魂たましいの成長を僅わずかに偏かたよらせた。それは吸きゆう血けつ鬼きの観点から見れば、良いも悪いも無い、極めて自然な欲求に基づいた偏り方だったのだが。

　人間達たちの事を知るにつれ、一時は自分という存在はなんなのかという疑問を持った事もあったが──毎日浴びせられる血の味に陶とう酔すいし、そんな疑問はやがて薄れて消え去ってしまった。




（ハハハ……また人が死んだ）

（ああ、気持ちいい。降り注ぐ血が、気持ちいい）

（もっともっと殺して欲しい。処しよ刑けいして欲しい）

（残ざん忍にんな処刑人め、もっともっとその手を染めろ）

（血だけじゃない。歓声が、歓声が私を包み込む）

（もっと血を、もっと歓声を、もっと罪ざい人にんの泣き叫ぶ声を）




「最後に何か、言い残す事はあるか？」

　処刑人の無む機き質しつな言葉が、吸血花にとっての御ご馳ち走そうの合図だった。

　ギロチン台で罪人が処刑される度に、広場に集まった群衆は並々ならぬ歓声を上げる。それが花には心地良くて仕方がなかった。

　歓声の中心にいる花は、まるで自分が世界中から賞しよう賛さんされているような錯さつ覚かくに陥ったのだ。

　人ひと混ごみが、餌えさが、自分の事を取り囲んで歓声を上げる。

　罪人の悲鳴は、自分が圧倒的な強者であるかのような感覚に陥らせる。

　だが──花はやがて、錯覚は錯覚に過ぎないと理解する。

　彼らが歓声を上げるのは頭上のギロチン台、そして処刑というショウに対してであり、罪人は自分の事などもとより見てはいない。

　広場に集まる観衆も、誰も誰も自分の事など見ていない。

　自分は、一人だ。

　たった一人の、自分が何者なのかも理解できない孤独な孤独な存在だ。




（……まだ、足りない）

（もっともっと血が欲しい）

（私自身に悲鳴を上げて欲しい）

（私自身に歓声が欲しい）

（昼間だけじゃ嫌だ、夜にも生きる実感を味わいたい）

（夜にこそ、夜にこそ──）




　やがて吸きゆう血けつ花かは──いつかこの地面から抜け出して、自分自身で人々の喉のどを切り裂き、血を啜すする事を考えるようになっていった。

　ここ数週間雨あめの降らない日が続き、処しよ刑けいも数日なかった為ために──飢うえていた吸血花は、なんとか根を操あやつり、道行く者の足首を切り裂く事ができないかと真剣に思し案あんし続ける。

　そんな満月の夜──

　処刑場の中心に咲く吸血花の元に、一人の少女が現れた。




（……？　水？）

　自分に注そそがれる冷たい液体に気付き、吸血花は静かに頭上に意識を向ける。

　そこには小さな桶おけを持った少女が佇たたずんでおり、手で掬すくった水を自分に優しく降り注がせているのが見えた。

「大丈夫？　最近、雨が降らなくて元気が無かったみたいだから……」

（……？　女の子……？）

[image: ]

　大きな眼鏡めがねをかけたその少女は、満開の花へと向かって、嬉うれしさと寂しさを合わせたような笑顔を向ける。

「私は……知ってるんだよ？　あなたは、ずっとずっとここに咲いてたよね」

　最初は、自分に意思がある事に気付いているのかと思った。

　だが、少女の様よう子すを見て、どうやらそれが独り言のようなものであるらしいと理解する。

「どうして誰も気付かないのかな……あなたはここで、一年中枯かれないで咲いてるのに」

　独り言の筈はずなのに、自分に向けて語られる言葉。

　どんな形であれ、他者に……人間に話しかけられるのは初めての経験だった。

「こんなに──綺き麗れいに咲いてるのに」

　自分の事を見て悲しそうに呟つぶやく少女を見て──草は、自分の中から孤独という感情が消えているのに気が付いた。

「ごめんね、あなたは……そんなに一生懸けん命めいに生きてるのに……」

　吸きゆう血けつ花かの中から孤独は消えたが──少女の寂しそうな顔が心に焼き付いてはなれなかった。

（この子は、私を見てくれていたんだ）

　初めて他人の意識を向けられた瞬間──それまでとは全く違う感情が花の心に湧わき起こる。

（……嬉うれしい）

（だから……この子も、もっと嬉しそうに笑えばいいのに）




　その夜から、少女は毎晩のように処しよ刑けい場じようを訪れ、吸血花に綺麗な水を注そそぎ続けた。

　いつしか花にとって、その少女の姿を見るのが楽しみになっていた。

　血を浴びる以上に、喝かつ采さいの中心にいる事以上に、罪人の悲鳴を聞く事以上に──

　どんな形であれ、彼女は自分の事を知っているのだから。見てくれているのだから。

　自分という存在の証しよう人にんとなって、世界の中で生きていてくれるのだから。

　何度も彼女の言葉を受け入れ、その意味を考える内に──

　少女は、花にとって人間の基準となった。

　そして、少女の言葉は、人間ではない花の意識にも少なからず影えい響きようを与え続ける。

　いつしか花の心から──血に対する飢うえが消えていた。




　さらに月日が流れ──少女は、花の前で普段とは違う独り言を紡つむぐ。

「もう２年も……一回も枯れたり萎しおれたりしないで咲き続けるなんて、凄すごいよね」

　相変わらず寂しそうな笑顔だったが、花はそれでも嬉しかった。自分の事を気にかけてくれる誰かがいる。その事実が堪たまらなく嬉しかった。

「もしも貴方あなたに、花の妖よう精せいが宿っているのなら──お願いがあります……」

（……？）

　長い付き合いだが、彼女は未だに自分に自じ我ががある事を知らない筈はずだ。そう思いながら、花は彼女が呟つぶやく言葉を一いち言ごん一いつ句くまで聞き留める。

「これからも、もっともっと、ここで人が死んでいくと思うから……あなたは、これからもずっとずっと咲き続けて下さい」

　少女の言葉を聞きながら、花は自分の全身がざわめくのを感じていた。

　胸むな騒さわぎがする。

　自分にかけられる言葉の一つ一つに、どうしようもない不安が感じられる。

「この広場で──みんなに、綺き麗れいな貴方あなたを見せてあげて下さい。きっと、私の他にも誰かあなたに気付くと思いますから……これからも──ずっと……」

（……何を……言っているんだろう……？）

「ここで首を落とされる人にも、綺麗な花を見せてあげて下さい。……ここで首を刎はねられる人は悪い人ばかりだってみんな言いますけど……。私はもう十分に貴方を見る事ができたから、私の分も、みんなに貴方の姿を見せてあげて下さい」

　不安は次第に焦りへと変わり、花は必死に彼女の心を探ろうとする。

「本当に悪い人なんて、きっといないんです」

　だが、寂しげな笑顔は相変わらず何も見せないまま、少女は最後の言葉を呟つぶやいた。

「本当に悪い人間がいるとしたら、それはきっと私の事です。心の底から悪い人なんかいないって解わかってるのに……そんな人達を許す事ができない、私の事です……」

（待って──）

　出会ってから一年と数ヶ月。この時になって初めて、花は少女に対して声をかけようとした。このままでは、彼女がどこか遠くへ行ってしまうような錯さつ覚かくに囚とらわれたのだ。

　しかし、口も声帯もなく、テレパシーなどという芸げい当とうもできない花にとって、その呼びかけは自分の心に空むなしく響ひびくのみだった。

　そして──花の抱いた思いは錯覚ではなく、現実として目の前に降り注そそぐ。







　次の夜、彼女は訪れなかった。

　その次の夜も、その次の夜も。

　もしかして病に伏せったのではないだろうか、事故にあって身動きがとれずにいるのではないか？　あるいは──死んでしまったのではないだろうか？

　そんな想像が頭を巡り──吸きゆう血けつ花かの中に初めて『恐怖』という感情が湧わき上がる。

　自分の中で、彼女の存在がとても大きなものとなっている事に気付き──花は、それを失う事に対する不安に己の心を震わせた。




　翌よく日じつ──心細さに押しつぶされそうになった花の許もとに──少女は再び現れた。

　しかし、彼女が訪れたのは、夜ではなかった。

　太陽が高く昇った頃。

　大おお勢ぜいの観衆に囲まれて。

　少女は広場の中心に──花の頭上に見える台の上に、その姿を現した。




（え……？）




　まだ幼さの残る少女。

　彼女のような存在がギロチンにかけられるのは初めてだったようで、広場にはいつも以上の人間が集まっているように感じられた。

「議員様を刺したんだとよ」

「政府の転てん覆ぷくなんて大げさな事を議員は言ってたが……仇かたき討うちみてえなもんだろ？」

「あの子の親をギロチン台に送った議員だったからな。あれだってハメたようなもんだしな」

「しッ、聞こえるぞ……。ともかく、刺された議員は今じゃピンピンしてるってのにな」

「それでも反はん逆ぎやく罪ざいかよ。たまんねえな」

「権力者様には逆らうなってこった」

「しかし、なんでだ……？　あんぐらいの子なら、絞こう首しゆ刑けいだろ？」

「……刺された議員が、見せしめにしろとでも言ったんじゃないか？」

「それもあるが……、あのガキ、自分からギロチンにして欲しいって言ったらしいぜ」

「ふーん……」「むごい話だなあ」「殺せー」「誰か助けてやれないのかよ」

　様々な声が響ひびくが、誰も本気で助けだそうとはしなかった。

　ささめきの間にも群衆はふくれあがり、一つの巨大なうねりとなってギロチン台を取り囲む。どうすることもできずに悲ひ壮そうな表情で、ある者は見せ物気き分ぶんで笑いながら。

　そして──少女の首がギロチン台に乗った瞬間──

　花がいつも聞いていた通りの、何も変わらない歓声が広場の空に響き渡る。

（あぁ……ああああああああああ）

　様々な思いが頭を巡り、混乱して上う手まく考えがまとまらない。

　何な故ぜ、少女が死ななければならないのか？

　それまで自分を讃たたえるように聞こえてきた歓声が、忌いまわしい呪のろいの声に聞こえる。

　彼女の父親が殺された時も、自分はこれと同じ歓声を浴びて悦えつに浸ひたっていたのか？

　悲鳴を聞きながら、優ゆう越えつ感かんに浸り続けていたのか？




「最後に何か、言い残す事はあるか？」




　無む機き質しつな表情で尋たずねかける処しよ刑けい人にんに、少女は無言のままで首を振る。

　ただ──処刑人が少女の眼鏡めがねを取ろうとすると、彼女は僅わずかな言葉でそれを断った。

「眼鏡は……かけたままじゃダメですか？　最後まで……景色を良く見たいんです」

　処刑人は無言で頷うなずくと、少女の身体からだをギロチン台に横たえた。歓声はより一層膨ふくれあがり、その歓声自じ体たいが群衆をさらなる興こう奮ふんに追い込んでいく。

（助けなきゃ……助けなきゃ……）

　身体からだを動かそうとするが、できなかった。

　少女と出会う前は、そこそこに動く事ができた筈はずなのに──自ら動き回って血を啜すする目的を捨ててからは、ろくに動こうともしなかったからだ。少女の方から来てくれたのだから、何も何も問題はない筈はずだった。

　その結果──この瞬間、彼女を救う事が不可能となった。

　ギロチンの刃やいばに連なる紐ひもがピンと張りつめると、周囲を取り囲む人々の歓声が一いつ旦たん柔らいだ。緊きん張ちようした面おも持もちで周囲の者とざわめきあう内に、そのざわめきは緊張を凌りよう駕がし、再び歓声と化して盛り上がる。

（……気持ち悪い）

　どうしてこんなに気持ちが悪いのだろう。

　過去に自分の心を高揚させた歓声が、今はただ、ひたすら不快で仕方なかった。

　それでも少女に葉を伸ばそうとして、花は自分の頭上に魂たましいの全てを届かせようとする。

　すると──ギロチン台から首を覗のぞかせた少女と目があった。

　こちらには目が無いのだが──少女は確かにこちらを向いて──

「まだ、咲いててくれたんだね」

　人間には残さなかった言葉を、自分を看み取とる花に告げる。




　花の姿を見た瞬間、少女の顔からは寂しさの色が消え────

　心の底からの笑顔で、眼下の花に語りかける。

　大だい歓声が搔かき消そうとする小さな声を、花は必死になって拾い集めた。

　言葉を聞き続ける限り、彼女が生き続けられるような錯さつ覚かくに陥って。

「綺き麗れいだよ……凄すごく凄く、綺麗だよ」

　いつもの独り言ではなく、花の中に確かな意思の揺らめきを感じいたように思えた。

　それは──花の形をした吸きゆう血けつ鬼きが抱いた、独りよがりの哀あわれな妄もう想そうだったのだろうか。

（待って……待って……ッ！）

「ありが……」





────────────ッ






　いつも通りの音が響ひびき、

　赤い液体は雨となって花の周囲に降り注そそぎ、

　群衆の歓声は、晴れた空の下でどこまでも高らかに響き渡った。

　衝しよう撃げきで顔から落ちた眼鏡めがねが、ギロチン台の下の隙すき間まに転がり込み──それを見た瞬間、花は彼女の死を思い知らされた。

　果たして、籠かごの中に落ちた少女の首は、最後まで笑っていたのだろうか？

　処しよ刑けい人にんが少女の首を持ち上げて群衆に見せるが──花の位置からはその表情を見る事ができなかった。例え処刑人が首を下に向けたとしても、見る事はできなかった事だろう。

　花はその時──意識を背そむけていたのだから。

　少女の死から、逃げたのだから。







　その日の夜、花は少女の流した血に塗まみれたまま、ただひたすらに嘆なげき続けた。

　何もできなかった自分を、これから訪れる孤独の日々を。

　ギロチンが落ちる音の度たびに、食事の度に自分は彼女の事を思い出すだろう。

　眼鏡の奥で微笑ほほえんだ少女の顔が、心に焼き付いて離れない。

（殺してやる）

　いつしか嘆きは怨えん嗟さの声へと転じ──吸きゆう血けつ花かは、世界に対して憎しみを向けた。

（殺してやる、みんなみんな殺してやる……ッ！　どうしてあの子が死ななくちゃいけない？　どうして、誰よりも誰よりも村の人達の事を思ってた彼女が……！　彼女の首を落とした奴やつも、彼女を有罪にした奴らも、ギロチン台なんか造った奴も、彼女の死に歓声を送っていた奴も、助けようとしなかった奴らも……私も…………全部全部全部全部全部全部殺ころしてやる……！　殺して……全部……全部……。みんなを殺して私も死んでやる……）

（どうせ……私を見る人間は、もう誰もいないんだから……）

　すると、頭上から突とつ然ぜん水が振りかけられ、怒りと悲しみで熱くなった花か弁べんがほんの僅わずかに冷やされた。

（……？）

　それはいつもと同じ、近場の井い戸どから汲くまれた水と同じ味だった。

　一瞬、少女が戻ってきたものと思い、衝しよう撃げきと共に頭上に意識を向けたが──そこに立っていたのは、少女よりも遙かに背の高い、貴族のような身なりの大おお柄がらな青年だった。

（誰……？）

　月が雲に隠かくれていて、花は相手の正体がわからずに、ただ意識だけを集中させる。

　男は花に水を掛け終えると、深く感情の込められた声で声で呟つぶやいた。

「ありがとよ……この先いつ枯れるのかは解わからないが、せめて今日まで咲いていてくれて」

　どこか聞き覚えのある声だったが、吸きゆう血けつ花かにはどうしても思い出せない。

　それ以前に、何な故ぜ自分に礼を言うのかもわからず、吸血花の人間に対する怒りと憎しみは、しばし目の前の男に対する混乱へと変わっていった。

「本当に不ふ思し議ぎだよな……いや、俺には何となく解ってるんだ。あの吸きゆう血けつ鬼き……だと思うが、あいつの首を刎はねてから、お前は決して枯れなくなった。ああ……俺は、ずっとお前の事を見てきたよ……今日死んだ、あの子みたいにな」

　妙みような事を呟く男だったが、その言葉は独り言として喋しやべっていた少女と違い──明らかに、花に意思がある事を前ぜん提ていに話しているものと感じられた。

　自分の事に気付いていたのは、少女一人ではなかった。

　しかも、自分の意思にまで気付いていた者がいる。

　その事実に花は驚き、なんとしても目の前の男の正体が知りたくなった。

「あの子は……最後まで、あんたの事を気にかけてた。俺にさ……自分が居なくなった後に日照りでもあったら、時々でもいいから、あんたに水をやって欲しいってよ……」

（……え？）

　男の言葉に、彼の正体についてなんとなく思い浮かんだものがあった。

　だが、その推測をすぐに肯定する事ができず、花は無言のままで相手の独白を聞き続ける。

「ああ、毎日水を撒まくさ。だから……いや、こんな事を頼める立場じゃないんだが……」

　何かの感情と共に唾つばを吞み込むと、男は神しん妙みような面おも持もちで眼下の花に願いを託す。

「あの子の分まで……生き続けてくれないか」

　花の葉についた血の跡を見ながら、心しん底そこ悲しそうに、そして悔くやしそうに言葉を紡つむぐ。

「あの子の血を啜すすったんなら、彼女の魂たましいも、全部全部吸すい尽くしてくれ……それで……幸せになってくれ。あの子と……セリムと一緒に幸せになってくれ」

　その瞬間、花は初めて、長い付き合いだった少女の名前を知った。

　青年は軽く首を振ると、真剣な目つきで眼下の花に語りかける。

「頼むよ……」

　彼が最後に目を伏せた瞬間、雲が途と切ぎれ、男の顔が月明かりに照らされる。

　闇やみ夜よに浮かびあがったその目には、とても悲しそうな色を浮かべていた。

　自分と話していた時の少女よりも、遙かに深い悲しみの色を。

　それは──花が良く知っている顔だった。

　毎日のように声を聞いていた。それなのに気付かなかったのは、普段の声にはまったく感情が込められていなかった事と、彼がいつも同じ言葉しか言っていなかったからだ。

　いつも同じ──『最後に何か、言い残す事はあるか？』と。




　去りゆく処しよ刑けい人にんの後ろ姿を見送りながら、花は少女の言葉を思い出していた。

『本当に悪い人なんて、きっといないんです』

　その言葉を嚙かみしめながら──花は、心の中で呟つぶやいた。

（いないよ）

　次の瞬間、彼女の周囲の土に染みこんでいた血が、残らず花の根へと吸い尽くされる。

　葉にこびりついていた血も、いつの間にか植物の細さい胞ぼう内へと染みこんだ。

（本当に悪い人なんか、いない）

　そして、花は自分の身体からだへ、細胞という細胞へ強い想いを駆け巡らせる。

（だから、だから、あなたも違う。セリム）

　──動け、動け、動け。

（あなたも悪人なんかじゃない。死ぬ必要なんかない。だから……だから……）

　強い想いは吸きゆう血けつ鬼きとしての力と化し、地中から根をはい出させ、その先端をゆっくりとギロチン台の下に差し込んだ。最初はナメクジにも劣る速さだったが、細胞が慣れるに従い、徐々にその動きは滑なめらかになっていく。

（一緒に……生きよう）

　更に数分後。伸ばされた根の先には、少女が落とした眼鏡めがねが摑つかまれていた。

　眼鏡のレンズに映る自分の姿を見た瞬間──

　彼女の心からは、憎しみも嘆なげきも消え去っていた。




　そして、年月は流れ──

　人の姿を手に入れた彼女は、自らをセリム・ヴァージェスと名乗る事にした。

　セリムは少女の名前。

　ヴァージェスというのは──生しよう涯がい処刑台に立ち続けた、死刑執しつ行こう人にんの名みよう字じ。

　あの日から老ろう衰すいで世を去るまでの数十年──彼は、一日たりともセリムへ水を与える事を怠おこたりはしなかった。




　それから、更に年月は流れ────
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　少女は、目の前に飛び散った赤いものが──自分の血では無い事に気付く。

　そして、それは血液ですらなかった事にも、気付く。

　肉が爆はぜるような音と共に、粉こな々ごなに砕け散ったのは──

　セリムを護まもろうとして間に割り込んだ、緑色をした丸い物体だった。




　スイカの厚い皮は豆とう腐ふのように砕け散り、熟れた果実が綺き麗れいに綺麗に空を舞う。

　種たねの混じった果実が、粉こな々ごなに砕けながら──

　セリムの目の前を、かつてギロチン台から噴ふき出した血けつ雨うのように。

　キラキラキラキラ　キラキラと。







[image: 11章　守り神は卵から生まれ出で]
















　僕は、どうなったんだろう。

　俺は──どうして、セリムを庇かばったんだろう。

　壊れるだけだって、解わかってた筈はずなのに。

　私はどうなるのかしら？

　嫌だ嫌だ、おりゃぁまだ死にたくねぇ。

　ボクの身体からだ……どこに……きえ……

　……定まらない。人格が定まらない。形が、形が欲しい。




　ヴァルは今、自分が何ど処こに存在しているのかも理解できてはいなかった。
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　セリムがテオを庇かばって間に割り込んだ瞬間──ヴァルは自分の心しん臓ぞうが凍り付くような錯さつ覚かくに囚とらわれた。実際、自分の幻げん覚かくと念ねん力りきで作り出した精神体の心臓は、実際に動きを止めていたのかもしれない。

　セリムが死ぬ。

　死という概がい念ねんが、ルーディという形をとってセリムの身体からだに向かっている。

　──止めなくちゃ。

　何な故ぜそう強く思ったのか、今の彼はまだ気付いていなかった。そもそも、そんな事を考える余よ裕ゆうなどありはしなかったのだから。

　自分の念力では、ギロチン台まで力が届かない。

　だが、何かを投げれば間に合う。

　岩でもなんでもいい。何か、何か投げるものはないだろうか。

　しかし、鍾しよう乳にゆう石せきでできた洞どう窟くつには簡単に岩など転がってはおらず──ヴァルの心はセリムの死という絶望に囚われかける。

　だが──その瞬間、彼は思い出した。『死』というキーワードで、身近にある武器の存在を思い出したのだ。岩ほどの硬さではないが──投げられるものがたった一つだけ存在するという事に。

　迷っている暇ひまなどなかった。その行為が何を意味するのか──それを考える暇さえ、彼には与えられていない。僅わずか数秒のタイムラグの間に──彼は、それを実行した。

　魂たましいが形作る念ねん動どう力りきは──ヴァルの中心にあった丸い物体を摑つかみ上げ──




　セリムの身体を貫つらぬこうとしていたルーディの、こめかみの部分めがけて思い切り投げつけた。
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　グシャリ




　それは……あまり小こ気き味みいい音とは言えなかった。
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　突然投げつけられたスイカは、確実にルーディの脳を揺らす。スイカとはいえ、ヴァルの全力で投げられたその威い力りよくは凄すさまじく、ルーディの身体からだはバランスを崩して洞どう窟くつの奥の壁に叩たたきつけられた。

「え……？」

　宙に舞う赤い物体。

　それが丸いスイカの一部だという事に気付き──最初に声を上げたのは、ヴァルがスイカだという事を知っている人物だった。

「ヴァルッ!!」

「ヴァルドレッド！」

　テオドシウスとメルヒルムの叫びに、殆ほとんどの者があっけにとられた声をあげる。セリムや道どう化け娘でさえも、ヴァルがどうしたのかというように、緑りよく髪はつの少年が立っていた方に目を向けた。

　そして──そこには何も存在しなかった。

　一瞬前までそこに佇たたずんでいた少年は──スイカが割れ砕けたのと同時に──この洞どう窟くつ内から完全に姿を消してしまったのだ。
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　形が欲しい。

　何か、何か僕に、僕が、私が、欲しい。

　物じゃなくてもいい。ただ、自分を保つ為ための、何かが

　何か　何か　　何か　　何　　何




　自分の『核かく』を壊されたヴァルは、ショック状態となって洞窟の中に意識を四し散さんさせていた。博士からは、『自分が大丈夫と信じていれば、核が無くても生きられる』と聞いた。

　しかし、信じる暇ひまなどありはしなかった。

　そもそも……信じられる自分を探す為に動いていた自分にとっては無理な話だったのだ。

　そう考えた瞬間、ヴァルの意識は更に不安定に分裂していく。

　このままでは消えるのも時間の問題だろう。




　イヤだ。

　嫌だ嫌だ嫌だ。消えたくない。僕は、僕はまだ……

　何か、何かしがみつけるものは、なにか　ない　のか

　だれか　　　なにか




　薄れゆく感覚の中、ヴァルは必死に洞窟内の光景を目に映そうとする。

　砕けたスイカの欠片かけらでもいい。そこに、何か自分の核かくとなれるものが存在しないかと。

　だが──彼の目に飛び込んできた映像は──

　洞どう窟くつの壁に叩たたきつけられたルーディが起きあがり、再びテオへと突進する姿だった。

　間にいるセリムなど、まるで気にもかけないように。




　せりむが　しぬ

　なんで、　駄だ目め

　死ぬのは、駄目だ

　止めろ　やめろ　セリムを　殺すな

　約束したんだ。セリムに外の世界を見せるって。

　それで、入れ替わりにセリムから話を聞くんだ。

　……そうだ！　そこにきっと、僕の答えがあるんだ。

　だから……だから、僕が今やるべき事は────

　守るんだ。セリムを。

　僕は……セリムや……ミヒャエルのおかげで、自分の事が手にいれられそうなんだ……。




　……？

　ああ、なんだ。

　僕を形作った物が……あるじゃないか。

　こんなにも身近で────

　こんなにも大きいモノが──────────
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　今度こそ、誰にも止められない筈はずだった。

　レリックがなんとか追いつきそうになったのも束つかの間──ルーディは一いち撃げきで二人を牽けん制せいし、一瞬の隙すきをついて更にセリムへと一歩迫る。

　テオに辿たどり着くまでの障害だとばかりに、ルーディは一撃でセリムの首をはねとばそうとして──その手を強く振り上げる。

　そして、目の前の可か憐れんな吸きゆう血けつ花かに対して──なんの躊躇ためらいも無く渾こん身しんの一撃を喰らわせた。




　──……

　──ナンダ？

　──ボクハ、ナニニ、トメラレタ？

　──ボクハ、ナニヲ、ツラヌイタンダ？

　渾こん身しんの一いち撃げきは──彼女の頭部の寸すん前ぜんで止まっていた。

　だが、感かん触しよくは確かにあった。

　何かを貫つらぬいた衝しよう撃げきはあったが、目に見える物は何も無い。だが、何も無いのならば絶対に自分の一撃は吸きゆう血けつ鬼きの頭を砕いていた筈はずだ。

　そして──さらなる疑問がルーディの心の隙すき間まに突き刺さる。

　──ナゼだ。

　──ナゼ……僕ハ……

　──ナゼ……地面ニ倒れている……!?

　疑問が頂点に達した頃──洞どう窟くつ全体に風が通り抜け、言葉となってルーディの鼓こ膜まくをうちつける。

「……殺すなよ……」

「セリムを……殺すなよ！」

　声は、確かに彼の耳に届く。

　そして──恐らくは、先刻からウロチョロしていた緑色の髪の吸血鬼の声だ。

　しかし、どこから声がするのかがさっぱり解わからない。『何か』に押しつけられている身体からだであたりを見ると──道どう化け娘やフェレット、博士までもが声の主を捜している状態だった。

　だが──自分を押しつける力は確かにある。

　最大の力を手に入れた筈の『食鬼人イーター』が、ろくな反撃もできずに、無ぶ様ざまに押しつけられているのだ。

　──ナゼだ……何な故ぜだ！

　それどころか──遙か後方を見ると、テレジアとメルヒルムまでもが、自分と同じように地面に押しつけられているではないか。

『力』を発はつ揮き出来なくなったルーディは、徐々に冷静な心と記き憶おくを取り戻し始めた。

　しかし──いくら冷静になったところで、現在の状態は全く説明がつかない。なにか新しい力を持つ吸血鬼が現れたのだろうか。そうとしか考えられなかった。




　そして──その推測は、半分だけ当たっていた。




　洞窟内で、唯ゆい一いつ状況を理解していた血ち溜だまりは──洞窟全体に広がるように、横おう断だん幕まくのような大きさで賞しよう賛さんの文字を作り出す。

【魂たましいの──魂の形を変えたな、ヴァル君。いや、吸血鬼の『壁』の一つを打ち破った偉大なる吸血鬼、ヴァルドレッド・アイヴォンホーよ！】

　それまで西瓜すいかの形となって子し爵しやくの目に映っていたヴァルの魂だったが──今の子爵には、西瓜すいかの姿など欠片かけらも見えてはいなかった。

　しかし、声と力は確実にこの場所に存在している。

　子し爵しやくは最初はとまどったが、ヴァルの姿が『見えない』のではなく『気付けない』のだと悟さとり──子爵は体中を震わせて、一人の吸きゆう血けつ鬼きの誕生にその胸を躍おどらせた。

【君は──君は──】

　子爵が次に紡つむぎ出した言葉を見て──洞どう窟くつ内の誰もがその目を見開いた。

【君は──この島と同化したのだな！　君の第二の、いや……第一の故郷である、我らがグローワースのこの大地と！　スイカという卵の殻からを打ち破り、君は今、この島の守しゆ護ご神しんと化したのだ！】




　後半に行くに従って大げさになっていくが、ともあれ子爵の手によって洞窟内に驚きよう愕がくの言葉が告げられた。

　そして、その直後──洞窟内に、申し訳なさそうな声が響ひびき渡る。




「あの……その……どうやら、そう……みたいです。で、でも！　守護神って……恥ずかしいんで……やめて下さい」




　姿の見えないその声は──なんとも頼りなさげだったが──ヴァルという存在が失われなかった事に、彼が生きていた事に、レリック達は心の底から安あん堵どした。

　それに続き……『声』はさらに申し訳なさそうな声になって、洞窟内の全ての人間に一つの疑問を問いかける。

「この人達……どうしましょう？」
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「……殺せよ……」

　身動きがとれなくなったルーディは、誰とも言わずに呟つぶやいた。

「テオに復ふく讐しゆうが果たせないぐらいなら、もう……殺してくれよ」

　かつて、死の絶望から逃れる為ために姉を見捨てた少年が──今は、絶望故ゆえに死を望んでいる。

　だが──押さえ込まれたテオに接近した吸きゆう血けつ鬼きは、朗ろう々ろうとした字で残ざん酷こくな事実を突きつけた。

【殺したりはしないさ。寧むしろ、私は君になにもしないし、フェレット達にもなにもさせんよ】

　あまりにも唐とう突とつな事を言い出す血ち溜だまりに、ルーディは全身を硬くしながら言葉を返す。

「どういう……つもりだ……僕に……情なさけをかけるつもりか？」

【勘かん違ちがいするな。これは私が君に与える罰だ。我々はなにもしない。そして……私は君に、何も言わない。私は今後君きみに起こる事に関かん知ちはしない。……それで、私の復ふく讐しゆうは完了する】

　フェレットは何か言いたそうに口を開きかけたが、子し爵しやくの紡つむぐ文字の形に今までにない感情の色を感じ取り、異い論ろんを挟む事は諦あきらめた。ただ単に、子爵が偽ぎ善ぜんや哀あわれみで許しを語っているわけではない事に気が付いたからだ。

　最後に子爵は、怜れい悧りな印いん象しようを与える文体で、淡たん々たんとルーディへの言葉を締めくくる。

【君は既に、復讐と償つぐないの連れん鎖さに囚とらわれているのだから。……永遠にね】

　その文章を目にしたのを合図として──ルーディの意識は、完全に闇やみの中へと溶け込んだ。




「やれやれ……まさかこんな事態になろうとはな。これでは第一の任務の遂すい行こうは困難だ」

　溜ため息いき混じりに呟つぶやいたのは、ジグムントの『枝』である男だった。

「だが……ならばせめて、囮おとりの方を手みやげに帰き還かんするとしよう」

【……何をするつもりだね。『緑』のジグムント】

「……知れたこと。貴き様さまの息子むすこである実験体を、我々の許もとに返して貰もらうだけだ。どう足あ搔がいたところで、これ以い降こう貴様らに拒否権は無いのだからな」

　島民のほぼ全員の命が握られている現実がある以上、本来ならば絶対に逆らってはいけない程ほどの状況なのだが──子爵はあくまで余よ裕ゆうの文体を崩さない。

【いやぁ、そうとも限らんさ】

「なにぃ？」

【……メルヒルムには先せん刻こく伝えたが……私は──この事態をなんとかする為に来たのだよ。──本来ならば、じっくりと交渉することが一番だとは思ったのだが、なにぶんこの島には時間が残されていない。ギャルドが来る前に事態を収拾せねば、少々厄やつ介かいな事になるのでね】

「ギャルドが……？」

　本来同じ組織の仲間である筈はずの吸きゆう血けつ鬼きの名を聞いて、ジグムントはしばし黙り込む。

　そんな彼を余よ所そに──子爵はレリックの前に移動すると、なんとかヒルダの支配を解こうと肩を揺すったりしている息子の前に舞い降りた。

【ふむ、数秒後から皆の陣じん頭とうに立つ者が、そんなに慌あわてふためくものではない】

「……え？」

　子爵の答えの中に不ふ可か解かいな言葉を見て、レリックは思わずその目を丸くする。

　そんな息子に対し──子爵は堂々と身体を宙に広げ、その場にいる全員に宣言するように大きな文字を綴つづり切った。

【うむ、今日は我が息子のレリックに、ちょいと城主の座を譲る事にした！】




「義と父うさん……この非常時に、冗じよう談だんを言ってる場合じゃ……」

【冗談で非常時にこんな事を言うものかね？　私はただ──現在の時点で、この島を救える人間が城主であるべきだと言っているだけさ。そして──救う為ためには、レリックが支配者であると自覚し、……島民の全ても自らの一部であると覚かく悟ごする必要がある。それだけだ】

　文字の中に子し爵しやくの真剣な態度を感じ取り、レリックはその言葉の意味をしばし考える。そして、子爵が自分になにをさせたいのかという事に気付き──思わず己の身を震わせた。

「義と父うさん……正気かい？」

　だが──レリックの震えは直ぐに止まり、苦く笑しようを交えながらヒルダの肩を抱き寄せる。

「参ったなあ……たった今、ヴァルの変へん化げを見てなきゃ、絶対に無む理りだって判断してたところだよ」

　周囲の訝いぶかしげな視線の中、少年は虚うつろな目をしたヒルダを見て、少し寂しそうに言葉を紡つむぐ。

「血を吸うことには謝らない。ただ……正気じゃない君の血を吸うことは、後で謝るよ」

　呟つぶやきながら、レリックはヒルダの首くび筋すじに口を寄せ──鋭い牙きばを少女の白い肌はだへ突き立てた。

　滑らかな牙が首筋へと侵しん食しよくし、その体から血液を奪い取る。エロティシズムを感じさせる光景だが、少年の行為に激しさは無く、ヒルダの身体からだを静かに温めているようにも感じられた。

[image: ]

　突とつ如じよ行われた吸きゆう血けつ行為を見て、ジグムントは納なつ得とくしたように言葉を紡ぐ。

「なるほど、支配を上書きしたか？　私よりも強い支配で支配を解こうというのか」

　納得はしたものの、笑みを消さぬままでその行為の欠点を指摘する。

「だが、ミヒャエルとかいう少年はどうかな？　今、病院に入院しているのだろう？　……私が彼を支配して、『息を止めろ』と命じれば……」

　あくまでも優位を崩さぬように語るジグムントに対し、レリックはゆっくりと牙きばを抜き──

「ヒルダの血を吸ったのは、彼女を支配するためじゃない」

「……なんだと？」

　城主となった少年は迷いの無い目で微笑ほほえむと、全てのきっかけとなる言葉を吐き出した。

「力を──この島の全てを支配する為ための、絶対的な力を貰もらう為だ……！」

　次の瞬間──グローワース島の人々は、極めて物理的な意味で沸き上がった。
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　それは、混こん沌とんだった。

　誰もが予想だにしなかった混沌が、瞬しゆん時じにしてグローワース島の全てを覆おおい尽くした。

　１年前、レリックが島の大地の全てを蝙蝠こうもりや霧へと変じさせた時と同じように、各地を濃のう霧むが覆い尽くし、各地には蝙蝠の群が無数の柱を造りだして夜の闇やみを支えていた。

　だが──１年前と違うのは、今回蝙蝠に変じているのは──現時点で島に存在する、十数万人に及ぶ人間達たちの身体からだだったという事だ。

　城を取り囲んでいた数千数万の群衆が、道路で寝込んでいた数百人の人々が、あるいは、様々な場所でいつも通りの生活をしていた人々が、全く同時に変へん貌ぼうを遂とげる。

　身につけていた物を含め、彼らは瞬時に蝙蝠の群に変へん化げして宙を舞ったかと思うと、その一匹一匹が口から霧を吐き出し──やがて裏返るように身体の全てを霧と化す。そして、霧は宙をしばし漂った後、空気に冷やされたように急激に収束し、再び蝙蝠の群を作り上げる。

　そして、人々が元いた場所に戻った時には、異い物ぶつであるジグムントの『血』だけが宙を彷徨さまよっている状態となったのだ。

　蝙蝠の群は高らかに空を舞い、霧は祭りの装そう飾しよくを柔らかく包み込む。

　その光景は、まるで新しい夜の支配者の誕生を、島しま全体が祝っているかのようであった。
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　鍾しよう乳にゆう洞どうの中でも、島内と同じ現げん象しようが繰り広げられる。

　まずはヒルダの全身が霧と蝙蝠に変化し、レリックの身体の周囲を包み込んだかと思うと──次の瞬間には、先刻と何ら変わらない姿でレリックの腕の中に少女の姿が再現された。

　続いて、鍾乳洞に連れてきていたジグムントの『葉』達も、その姿が強制的に蝙蝠へと変じたかと思うと、そのまま洞どう窟くつの外へと向かって飛び立って行った。

「馬鹿な……!?　他ひ人とを……しかもこれほどの人数を同時に変化させるなど……!?」

　次々と自分の『葉』が枯れていくのを感じながら、ジグムントは驚きよう愕がくの声を上げて眼前の城主を睨にらみ付ける。対する若き城主は、鋭い目で相手の視線を跳ね返し──

「認めない。島の夜を司つかさどる城主として、貴方が島の人々に立ち入る事を、私は一切認めない」

「なッ……」

　ジグムントの『枝』が驚きよう愕がくの声を上げるのとほぼ同時に、彼の姿は足下に開いた巨大な口に吸い込まれ、その穴が閉じると同時に部屋から完全に姿を消してしまった。

　レリックはそのまま意識を集中して、地面を徐々に霧に変化させながら、邪じや魔ま者ものを城の外へと放り出し──その作業が終わると、改めてヒルダの方に向き直った。

　彼女は既に正気を取り戻しており、不ふ思し議ぎそうな顔でレリックの顔を見つめている。

「あれ……レリック？　ここって……あれ？　私、病院に……」

　説明すべき事は山ほどあるが、今はただ一言を告げ、レリックは彼女の身体からだを抱きしめる。

「ヒルダ……良かった……！」

「レリック……？」

　突然の抱ほう擁ように戸と惑まどうヒルダだが、横よこ目めにレリックの無む邪じや気きに喜ぶ表情を見ると、それ以上なにも言わずに、恋人の肩を優しく抱き返した。自分の首くび筋すじの痛みについてもなにも問わず、二人の間に言葉など不要だという事を、己の心で確かめるかのように。




　その一方で、ヴァルの圧力から解放されたメルヒルムが、宙を漂う盟めい友ゆうに声をかける。

「ゲルハルト……お前は、今回の件の裏を……どこまで知っていた？」

【ふむ……実を言えば、ほぼ全てを知っていた。……ジグムントの事も、ルーディとテレジアの事も、ドロシー達も知らなかった、カルジミールの真の目的もな。メルヒルムの目的は夕方に君きみ自身から聞いたわけだがね。事を起こす前に宣言をしに来るところは、全くもって君らしいな】

「まて……私は、ルーディ達の事やヴァルの事は話していないぞ……？」

　抗議の声をあげるメルヒルム対し、子し爵しやくは誤ご解かいを解くように文章を綴つづり出す。

【なに、君以外にも多くの情報源があっただけの話さ。カルジミールの企たくらみについては……ギャルドから連絡があったよ。なんでも本土のネットカフェからネットゲームにログインして、パーティメンバーから直接私のメールアドレスを聞いたらしい】

　そこで子爵は、先刻ジグムントに告げた『時間がない』という理由を打ち明かす。

【……そろそろ島に到着する頃だとは思うが、いや、間に合って本当に良かった。ギャルドとジグムントが戦せん端たんを開けば、私でも止めるのは至し難なんの業わざだからな】




「……あれ？」

「おい、あのガキどもがいねえぞ！」

　蝙蝠こうもりと霧のショーの直後……居い候そうろうの吸きゆう血けつ鬼き達は、ルーディとテレジアの姿が何ど処こにも見あたらない事に気が付いた。

「どこに消えた!?」「博士は無事!?」「くそ……どうなってんだ！」

　居候の吸血鬼達たちの疑問に答えたのは、その場に残った唯ゆい一いつの『敵』だった。

「……どうやら、テレジアが連れて逃げたようだな」

「な……！　そ、そういや、なんであんたはまだ残ってるんだよ？」

　居候の一人が尋たずねた言葉に、メルヒルムは博士の方を睨にらみながら答えを返す。

「……まだ……目的を果たしていないからな」

　睨まれた少年は、一瞬怯おびえたように身を怯ひるませたが──拳こぶしに力を込めると、自分を吸血鬼にした男に堂々と言葉を浴びせかけた。

「ルーディは……どうなる？」

「さあな……。今日は助かったようだが、次に奴やつが鎧よろいを脱いだまま全力を出せば──例え今日のように止められても、同じように元に戻るとは限らん。脳のう味み噌そと身体からだ、そのどちらかが壊れて終わりだろうな」

「……」

　無言で何かを思し案あんしているテオを見て、

「……救う事を考えているのか？　あの『食鬼人イーター』の小こ僧ぞうを。それで罪が償つぐなえると思っているのか？　……そもそも、貴き様さま如ごときにそれができるとでも？　失敗作の貴様が！」

「……」

　失敗作。

　かつてその言葉を浴びせられた者として、ヴァルが心配そうに博士の顔を覗のぞき込む。

　博士は何かに耐えるような表情で俯うつむいたまま、一言も反論しようとはしなかった。

　その代わりに、教授が金属製のアームをブンブンと振り回して声をあげる。

『そんなの酷ひどいです！　それに、さっきの話が本当なら、もとはといえば貴方あなたが──』

【メルヒルム】

　教授の叫びを遮さえぎったのは、宙に紡つむがれる子し爵しやくの言葉。静かに形作られていく文章は、友としてメルヒルムに贈る、力の籠こめられた言葉だった。

【失敗と成功という言葉は──結果を見てから言うものだろう】

「結果なら……出たさ。15年も前にな」

【観察期間に成長という要素を考こう慮りよしないのは、お前の昔からの悪い癖くせだぞ】

　いつの間にか顔を上げていた博士が、子爵の紡ぐ言葉を見て静かに心を震わせる。

「ふん。結果が出るか出ないか……いつまで待てというのだ」

【意志が折れぬ限り、永遠にだ。例えその身が滅びていようとも、意志を継ぐ者が居れば死した者でさえ、この世から消えた者ですら成長を続けるものだ】

　子し爵しやくは博士を庇かばうように文字の壁を作りだしているが──反転して見えるのにも関わらず、その文章が自分に向けられているように感じられた。

「相変わらず、不合理な男め」

　呆あきれながらも僅わずかに笑みを浮かべるメルヒルム。彼は沈ちん黙もくを続けるテオを見ると──静かにその口元を歪ゆがめて呟つぶやいた。

「……面白い。貴き様さまにそれができるというのならば……やってみろ」

　だが──テオはそれでもなお、何も答えることができなかった。




【メルヒルム、どちらにしろ、今日の所は退ひいた方がいいと思うが】

「……どうやらそのようだな。だが……閑しず音ねとヴォッドだけは始し末まつして行かねば気が済まん」

【ヴォッドについては、全てを許すと手紙に書いていなかったかね？】

「交換条件の【全てを返してもらう】というのが満たされていないのでな」

　皮ひ肉にくげな笑いを浮かべながら、メルヒルムは盟めい友ゆうである血ち溜だまりに一つの提案を告げる。

「ゲルハルト、やはり協力する気は無いのか？　ヴォッドがお前の事を目の敵かたきにして、未だにレリックの力を狙っているのは知っているだろうに」

　共きよう闘とうを持ちかけるメルヒルムだが、もはや相手の答えが解わかっているような、駄だ目めで元々といった雰ふん囲い気きの尋たずね方だった。

　そして、盟友である血溜りは想像通りの答えを返す。

【ヴォッドは確かに私に敵意を持っているが……彼は市長としてなかなかに町の事を考えている男だ。それを私の都つ合ごうで排除しては、島民達たちに対して申し訳がたたん。閑音嬢じようは……今の所、明確に島に害を為なしているわけでも無いのでな。私が敵対する理由はない】

「……ならば、私一人でやらせてもらう」

　淡たん々たんと呟くメルヒルムの目には、自分を裏切ったヴォッド達に対する深い憎ぞう悪おの色が見てとれた。彼もまた、ルーディと同じように──憎しみをこの島に持ち込んだ一人だったのだ。

「安心しろ。私はジグムントやカルジミールとは違う。組織の利益の為ためならともかく、個人的な闘争に無関係の人間に手を出したりは……あ……。いや、手は出さん……」

　先刻、ジグムントに操あやつられた島民達を足止めにして閑音から逃げ出した事を思い出し──メルヒルムは幾いく分ぶん気まずそうな顔をしながら、力なく断言する。

　そして、子爵の答えを待たずに己の身を翻ひるがえそうとした瞬間──

　彼の目は、洞どう窟くつの中に伸びた己の影に気付く。

　異常な色をした、己の影に──

　そもそも洞窟全体が発光しているこの空間で、ここまで濃い色の影ができるという事こと自体が異常だったのだが、メルヒルムはその原因を即そく座ざに思い当たり、慌あわてて身体からだを蝙蝠こうもりへと変じさせようとする。

　次の瞬間、深く暗く青い影は、まるで異い次元の扉のように──己の内側から立体的な腕を生はえ伸ばすと、そのままメルヒルムの肩口を勢い良く摑つかみ止めた。

「藍あい色の……影ッ！」

　人としては長すぎる腕に肩を押さえられ、メルヒルムは影の奥を見る。

　てっきり腕から続く身体からだの本体が現れると踏んだのだが──声は彼の背後から浴びせられ、同時に反対側の肩を別の手に摑つかまれた。

「そこまでだ。メルヒルム」

　振り返ると──いつの間に現れたのか、日本人の男が怜れい悧りな瞳で自分の方を睨にらんでいるではないか。

　驚き周囲の様よう子すを窺うかがうが、周囲の者達も、ゲルハルト以外は自分と同じような表情をしている事から、恐らくは影の何ど処こかから急激に現れたのだろう。

「イシバシか……。俺を連れ戻しに来たのか」

「ジグムントを止めに来たのが第一だ。だが、これ以上お前が私し怨えんで動くというなら……組織の利益の為ためだ。無む理り矢や理りにでも連れて帰る」

　事務的に言葉をかける石いし橋ばしに、メルヒルムはただ沈ちん黙もくを続けるのみだった。諦あきらめがつかないのか、尚なおも蝙蝠こうもりへと変じる隙すきを窺っているようにも感じられた。

　そんな様子を感じたのか、石橋は溜ため息いきをつきながら断言する。

「もしも蝙蝠へと変へん化げし逃げだそうとしたら──斬きる」

　石橋はどこから取り出したのか、右手に竹たけ光みつを握り込んでいた。

　メルヒルムの肩を摑むのは右手で、影から伸びている謎なぞの腕もまた、右手だった。

　ならば、影の左腕は？

　何人かがそう考えた瞬間──メルヒルムの影だけでなく、地面や天井にうっすらと浮かんでいた皆の影、あるいは鍾しよう乳にゆう石せきや死刑台の影など──発光バクテリアが少ない部分に映り込んだ影が、みるみる内に濃い藍色へと染まり込んでいく。

　そして、その影の一つ一つから……竹光と右手の影が平面的に浮かび上がった。

　さらに、平面だった竹光の影は、メルヒルムの肩を摑む左腕と同じように浮き上がる。

　立体となった影は光を遮さえぎって新しい影を作りだし、その影からまた竹光と右腕の影が浮き上がる。その数は鼠ねずみ算ざん式しきに増え募つのり、洞どう窟くつ全体を包み込もうかという勢いだ。

　千せん波ば万まん波ばの勢いとは正反対に、石橋は極めて冷静な声で、事実だけを紡つむぎ出す。

「本物は竹光だが……影に鋭さは関係ない」

　藍色の闇やみに包まれながら石橋の言葉を聞き、メルヒルムは薄く笑いながら構えを解いた。

「ドロシーと共にお前まで来ていたとはな。カルジミールめ、皆にどう説明したのやら」

「あの見み栄えっ張ぱりに何を期待しているのやら……」

　対する石橋も、少しだけ緊きん張ちようを和らげた声を──藍色の影から生まれた刃やいばを半分だけ引っ込める。決して油ゆ断だんはできない相手だという事が解わかっているのだろう。

「まったく……今回の任務、ルーディ達の代わりにお前を選んでいれば、ヴァルの奪だつ還かんなどたやすかっただろうに」

「そんな依頼は、普通に断るがな」

　子し爵しやくに対する時とは違い、まったく敬意を払わない口く調ちようで会話を続ける石いし橋ばし藍あい児じ。だが、メルヒルムは欠片かけらも気にしてはいないようで、子爵に対して淡たん々たんと言葉を紡つむぎ出す

「成なる程ほど……確かに、今日の所は引き際のようだ」

　メルヒルムは大きく息を吐くと、ゲルハルトに対して別れの言葉を紡ぎ出す。

「また会おう、ゲルハルト。悠ゆう久きゆうの時の中で、またいずれ出会う事もあるだろう」

【いや……私は直ぐに出会えると思っているがね】

「……？」

　子爵の言葉の意図が読めず、しばし考え込んでいたメルヒルムだが、不意に別の事を思い出して、ユラユラと宙をたゆたう子爵に尋たずねかけた。

「そう言えば……ドロシーはどうした？　夕方、この城に来ていただろう」

【あぁ……彼女は彼女の仕事を終わらせに行ったよ。プライベートで来たのならば、もっと愛を語らいたかった所だが、仕方あるまい】

　子爵の文章はどこか寂しげだが、彼女に対する信頼を籠こめた、力強い文字で綴つづられていた。




【ある意味……今回の事件で、一番重要な仕事なのだからな】
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ノイルベルク市し庁ちよう舎しや　市長室




　マホガニー製の机に腕を置きながら、市長は大きく溜ため息いきをつく。

　混乱に巻き込まれてはたまらないとばかりに、彼は既に市庁舎へと戻っていた。

「で、混乱は収まったのか？」

「はい。蝙蝠こうもりと化した前後の記き憶おくは曖あい昧まいなようで、大たい半はんの人間は、オープニングセレモニーが突然中ちゆう断だんされたと思っているようです。混乱の原因の大半は『時計が進んでいる』事と、自分が先刻までいた位置とずれているという事ぐらいですから……」

「ジグムントに『命令』されていた間の記憶は無いってわけか」

　それならば、大半の人間にとっては、あのアーティストの演奏が突然中止されたように思えるか……酔いから醒さめたような気分になっているのだろう。

　だが、場所の相違から混乱は続いているようだ。特に、幹かん線せん道路上にあった車の集まっていた方は簡単な混乱では話が済まないだろう。

「道路で寝てた連れん中ちゆうか……誰も怪け我がしてねえんだったら、そのまま『謎なぞの集団催さい眠みん事件』で処理するさ。何人かをカウンセラーにかけて『オレンジ色の光』の記き憶おくでも思い出させりゃ、この島に新しい観光資し源げんの誕生ってわけだ」

　冗じよう談だんのような事を言っているが、目の前の男は本気でそれを行うだろう。秘書はどこか冷めた市長の目を見て、彼の本気を感じ取った。

　彼女が今後の事について色々思おもいを巡らせていると────




「運が良かったわね、ヴォッド」




　数日前と同じように、閑しず音ねが音もなくヴォッドの背後に現れ──窘たしなめるような声を部屋の中に響ひびかせた。

「……あぁ？」

「あの海岸の人達……素敵なガンマンが現れなかったら、私が皆殺しにしていた所よ？　……そうなれば、貴方あなたの立場は確実に悪くなったのにね」

「……そしたら、手前てめえを犯人として突き出すまでだ。お前には適当にでっちあげたテロリストの下したっ端ぱ構成員になってもらうさ」

　皮ひ肉にくの応おう酬しゆうが続くかと思われたその時、部屋の中にノックの音が鳴り響く。

　この時間に客が来る予定は無い筈はずだ。

　秘書が訝いぶかしげな顔で扉の方を見ていると、市長がぶっきらぼうな声で壁の向こうにいる人間に呼びかけた。

「入れ」

　ヴォッドの言葉に応じ、市長室の重じゆう厚こうな扉がゆっくりと開かれる。

　そして、その奥から現れたのは──

「よう。また会ったな」

「……初めまして。ドロシー・ニパスです」

　玩具おもちやの銃を腰のベルトに挟んだ男と、純白に身を包んだ雪の精せい霊れいのような女性だった。

「あ、あの……ヴォッド様、このお二人は一体どちら様で……？」

　対たい照しよう的な二人の姿を見て、秘書は訝しげな顔でヴォッドに尋たずねかける。

　ヴォッドはそんな秘書に向かって、似に合あわない程ほどににこやかな笑顔を浮かべてみせた。

「こいつらは、俺が呼んだ。さっき携帯でな。白い姉ちゃんの方は初しよ対面だが」

「……え？」

　初対面の人間をどうやって携帯電話で呼び出すのか。

　奇き妙みような事を告げていると秘書が思った次の瞬間──

　市長は、更に奇き妙みような事を呟つぶやいた。

「あとよ、『どちら様ですか？』なんてつれねえ事を言ってやるなよ」

「え？」

　何を言っているのかと尋たずねようとした秘書の口は──

　ヴォッドの片手が覆おおい被かぶさり、何も言えぬまま背後の壁に押しつけられる。

　背骨が軋きしむ音が聞こえ、後頭部が強く圧迫された。

　なんとか意識を保てる状態で──秘書は、市長の口から一つの事実を知る。

「こいつらの顔は……よく知ってるんだろうがよ？　あぁ？　ったく、カルジミールの野郎。まさかそんなに前から今日の事を計画してたとはなあ」

「──ッ！」

　──この男は……私の正体を知っている。

「何な故ぜだ……何故……誰から私の正体を聞いたぁ！」

「さぁなぁ……。ま、今まで秘ひ書しよ業務ありがとよ」

　手の隙すき間まからようやく漏らした声を聞き、ヴォッドはとぼけたように言葉を漏らす。

　だが──今まで味合わされた屈くつ辱じよくを返す意味で──ヴォッドは彼女に耳を近づけ、囁ささやくように真実を告げる。

「ゲルハルトには駄だ目めだが……俺になら『面白くなりそうだ』っつって教えてくれたぜ……？　ラティーシャの姉御はよぉ」

　身近な裏切り者の名を聞いて、彼女は怒りと絶望で全身を激しく震わせる。

　──あの、あの女め狐ぎつねめ……！　カルジミール様の恩も忘れて……！

「ありがとう。後は私がやるわ」

　ドロシーは笑いながら歩み寄り、ジグムントの頭にゆっくりと手をかざす。

　パチリという音がして、ジグムントの細さい胞ぼうの中の水分が凍る音がする。

　横にいたヴォッドは、あまりの冷気に即そく座ざにその場を後ずさった。このまま秘書の口を押さえていたら、自分の腕まで凍ってしまっていた事だろう。

　秘書の頭部がみるみる内に白い霜に覆おおわれて、顔の筋肉が徐々にその動きを止めていく。

　霜は全身の表面に広がり──冷気は微み塵じんの容よう赦しやもなく吸血樹じゆの身体からだの時間を止める。

「同志……カルジミール……申し訳……ござ……い……ま…………────」

　完全に言葉も止まった、その数秒後……ジグムント・キパリースの『幹みき』である彼女は、全身が完全に白い霜に包まれた。体内の水分を全て凍らされ、身動きどころか思し考こうすらできない状態かもしれない。

「あなたも……同じ植物型のヴァル君とかセリムちゃんみたいな存在だったら、もっとかわいげがあったのにね……」

　ヴァルが現在ジグムントよりも恐ろしい存在になっているとは露つゆ知しらず、ドロシーはかぶりを振って呟つぶやいた。

　そして──ドロシーはヴォッドの方に顔を向けると、仕事の仕上げをする為ために、非常に重要な事を尋たずねかけた。




「この島の運送会社に……冷れい凍とう配達のサービス、ありますか？」
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　数分後──

　ドロシーは部屋の絨じゆう毯たんを使ってジグムントの身体からだを包み込み、閑しず音ねと共に市し庁ちよう舎しやの外へ運びだしていった。去り際に閑音が『……何か企たくらんでない？』と尋ねてきたが、ヴォッドはそれを無視する事にした。

　──これで、ようやくカタがついたってわけか。

　そう思ってマホガニーの机に腰をかけようとした時──部屋の中に、金髪のガンマンが残っている事に気が付いた。

「……なんでここにいるんだよ。てめえ」

「どういうわけか知らねえけど、お前はジグムントの正体を知ってたからな。ドロシーに電話があった後、話を聞いたゲルハルトの旦だん那なが俺に電話をよこしてな。丁ちよう度ど全員眠ねむらせた頃だったけどよ……」

　ヴォッドの質問には答えず、ガンマンは淡たん々たんとゲルハルトの命を思い出す。

「もしかしたら……ルーディとテレジアの事も知ってる可能性があるって旦那が言ってたが、どうなんだい？」

「知らねえな」

「じゃあ、思い出すまでここに居る事にするさ」

　ゲルハルトに言われ、彼がここに来たのは──ジグムント処理の手助けなどではなく、寧むしろヴォッドを見張る為だったのだろう。

　万が一ヴォッドが全てを知っていた時……ルーディとテレジアの血を吸われぬように。

　レリックの血を吸った『食鬼人イーター』の血を啜すすって、レリックの力を不当に手に入れてしまう事のないように。

　つまり──ブリジストンの目的は、子し爵しやくに言われてヴォッドを見張る事だったのだ。

　ガンマンの意図を見み透すかしているかのように──市長は心しん中ちゆうで苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶす。

「ちッ……」

　何度となく繰り返された市長の舌した打うち。

　もしも閑音か道どう化け娘かゲルハルトが居たならば、気が付く事ができたかもしれない。

　その舌した打うちが──いつもと違う感情を響ひびかせていた事に。




　誰も何も気付かぬまま──

　事件は、静かに終わりを告げようとしていた。
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エピローグＡ　朝日が来ない夜はなく







バルシュタイン城地下　処しよ刑けい場じよう跡あと




　身体からだを失った吸きゆう血けつ鬼きは、ただ、その場に存在していた。

　自分の肉体は、そこにあるようにも思えたし……無いようにも思えた。

　皆が思い思いの場所に散っていった後も、ヴァルはただ、その場に意識を漂わせ続ける。

「ヴァルさん……」

　ふと、自分の名前を呼ぶ声が聞こえる。

　声の方に意識を向けると、そこには美しい少女が佇たたずんでいた。

　──ああ……やっぱり……きれいだなあ。

　肉体という枷かせを失い、全てが混ざり合った今でも……やはり彼女の姿は美しいと思う。

　素直に感情を表す事ができる。

　──やっぱり、やっぱりあの時の、生まれた時の想いは本物だったんだ。昼間に彼女を見た時の感動も、錯さつ覚かくなんかじゃなかったんだ……。

「そこに……居るんですか？」

　彼女が自分の事を呼んでいる事を思い出し、ヴァルは自分の姿を彼女の前に形造る。やり方はいつもと同じだった。違うのは……枷かせが、完全に無くなっているという事だけだった。

「……セリム。じゃあ、行こうか。それとも、明日にする？」

「え？」

　唐とう突とつな問いかけに、セリムは少し戸と惑まどうような声をあげる。

　だが、ヴァルは自分の言葉を紡つむぎ続けた。

「約束したろ？　外に、連れて行ってあげるって」

「あ……」

　そこでようやく、セリムは今日の約束を思い出した。

「今の僕なら……島の何ど処こにだって、どれほどの大きさの幻げん覚かくだって生み出せる。だから……君を完全に人間の姿にすることだってできる。……幻覚だけどね」

　少し自じ虐ぎやく的に笑いながら、ヴァルは、湧わき上がってくる不安を静かに口にする。

「こんな姿になっちゃったけど……正直、いつまで保もつのか解わからないや。風でも吹いたら消えちゃいそうな気もするし……嫌いだったスイカの身体からだだけど……やっぱり無いと不安だよ」

　そして、セリムに向かって懇こん願がんするような目で言葉を紡ぐ。

「だから……だから、その前に……できるだけ一緒にいて欲しいんだ……。僕の事を、消えちゃう前にできるだけ誰かに──」

「消えたりなんかしません！」




「絶対に……絶対に消えたりなんかしません。私は……私はさっき、ヴァルさんの身体の血を吸ったんです！　それに……」

　セリムはゆっくりと手を差し出し、掌てのひらの中の物をヴァルの意識に差し出した。

　それは──黒く大きい、熟れきった西瓜すいかの種しゆ子しだった。

　ヴァルの身体が粉こな々ごなに割れた時、セリムは慌あわててその身体をかき集めた。そして──ヴァルが身体を捨てたと知ったとき──彼女はヴァルの果汁を──血を、自分の根から吸い上げたのだ。それは、ヴァルにとってはただの栄養補ほ給きゆうか何かに映ったが──セリムにとっては、全く別の意味のある行為だった。

「ヴァルさんの血は……私が吸収しましたから……。だから、だから消えそうになったら、私の中に戻ってきて下さい。それに……この種たねも、島に沢たく山さん沢山植うえますから……。島中をヴァルさんでいっぱいにしますから……」

　真剣な表情で言葉を紡ぐセリムに、ヴァルは今までで一番人間らしさを感じていた。殆ほとんど涙ぐんでいるセリムを見ていると、

「ヴァルさんも……一緒に、生きて下さい」

「なんで……？　どうしてそこまで……君は」

　彼女の事がもっと知りたい。

　現在の状況で思う事ではなかったかもしれないが、ヴァルはただ──自分が消えるとしても、彼女の事だけはもっと良く知っておきたかった。

　そんなヴァルの心を知ってか知らずか、セリムは自分の事を相手に伝えようと声を出す。

　少しでも長く、ヴァルの心を引き留めようとして。

「私の昔話……聞いてくれますか？　私が生まれた時の話を……。どうしてこの姿に、人間の姿になろうとしたのか……。ずっと……誰かに聞いてほしかったんです……。そうしないと……自分の中で、それが本物だったのか噓うそだったのか、解わからなくなるから……」

　彼女の言葉を聞いて、ヴァルは静かに頷うなずいた。

　元々、その話を聞きたくて彼女と接せつ触しよくを持ったのだ。だが……その必要が無くなった今も、ヴァルの心は彼女の話を聞きたがっていた。

　少しでも多く。少しでも長く。

　この姿になって、初めて強く思い浮かべた願いがそれだった。

「ありがとう」

　優しく微笑ほほえむ眼鏡めがねの少女を見て、ヴァルは自分の想いに気が付いた。

　少し照れながらも、その想いに気付いた瞬間──




　グローワース島の守り神は、少しだけ嬉うれしそうに笑って見せた。

　笑顔を向けられたセリムも、嬉しそうに微笑みを返し──

　その笑顔に魅みせられたヴァルは、自分の想いを言葉に出して呟つぶやいた。

　目の前の少女に、自分の想いを、自分という存在を伝える為ために。




　ただ一言──「きれいだなあ」と呟いて──

　次に、彼女に対する答えを呟いた。




「一緒に──生きよう」
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「……と、言うことらしい。……九割方、終わったようだ」

　携帯電話を片手に、ラティーシャが淡たん々たんとした口く調ちようで呟つぶやいた。

「ジグムントはドロシーに凍らされたそうだ。このまま冷凍便びんでここに送られてくるんじゃないか？　受取人は誰にするつもりなのか……それが不安だな」

　反対側の手にはいくつかの木の破片が握られており、彼女の目の前にはまだ一部に杭くいがささったままのカルジミールが貼はり付けられている。

「ようやく助けてくれたと思ったら、悪い知らせと引き替えとはな。ラティーシャ」

「流石さすがに気の毒になっただけだ。……ここまで抜けば、あとは自力で脱出できよう？」

「ふん……」

　カルジミールは面白く無さそうに息を漏らすと、次の瞬間にはラティーシャの前に移動する。磔はりつけにされていた筈はずの手足はいつの間にか外れ、体中の疵きずには既に新しい皮ひ膚ふが張り始めていた。

「くそ……レリックにヴァル。あの島にはなぜああも厄やつ介かいな人材ばかりが集まるのだ……！」

「人じん望ぼうの差だ」

「認めん、認めんぞ……」

　暫しばらく忌いま々いましげな顔で拳こぶしを握りしめていたが、『厄介』という言葉で何かを思い出したようで、急に事務的な口く調ちようと表情になってラティーシャに問いかける。

「厄介と言えば……ルーディは真実を知ったのだろう？　ならば、我々の敵になる可能性があるという事か？」

　新たな敵が増える事に懸け念ねんを覚えるカルジミールに対し、軍ぐん服ぷく少女は静かに首を横に振った。

「ルーディに関しては、ある意味、より強固な駒こまになったと考えるべきだな」

「？　なにがあった？」

　カルジミールの問いに、ラティーシャは静かに笑いながら言葉を紡つむぐ。

　不幸の蜜みつをなめるように、嬉うれしそうに嬉しそうに「結果」を語る。

「ルーディとテレジアは────」





†
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　砂浜に身体からだを横たえながら、ルーディは空を見ていた。

　雲が増えてきたのか、星は見えない。

　漆しつ黒こくの闇やみに浮かぶのは、テレジアの姿。

　自分の姉を殺し、テオを愛し、そして今、自分を助けてここまで運んできた幼おさななじみの少女。

「……何も……言わないんだね」

　既に喋しやべる事ができるまでには回復している。

　だが、ルーディは何も喋らなかった。何を話せばいいのか解わからなかったし、何を話しても自分の傷が癒いえる事は無いだろうと解っていたからだ。

　それでも、テレジアの言葉に応えなければと思い──静かに言葉を紡ぎ出した。

「僕達は呪のろわれてるんだ……」

　それは、テレジアではなく……自分自身に向けた言葉。

　自分の中にいる、もう一人の誰かが呟つぶやいている言葉だった。

　何年も昔から。何年も何年も昔から。

「もう、戻れない。だから僕は──もう、復ふく讐しゆう以外は……何もする事が無いんだ……やるべき事も無い……。姉さんを灰にした君に怨うらみも感じない。姉さんに憎しみを抱いてたのは、僕の方だったんだからね」

　ゆっくりと身体からだを起こしたルーディの手をとり、テレジアはパートナーの少年を立たせながら自分の言葉を紡つむぎ出す。

「でも、テオに対する憎しみを捨てたわけじゃないんでしょう……？」

　それは、答えの解わかり切った問いだった。ルーディはその答えに、新たな問いを含ませる。

「ああ……だけど……どうしてテオに復ふく讐しゆうしようとしてる僕を助けたんだ？」

「テオを……愛しているからよ。言ったでしょう。私は嫉しつ妬と深いって」

　隠かくす事もせずに、テレジアは静かに自分の想いを吐き出していく。

「テオの周りにいる奴やつらを、テオの前で全部全部殺ころして欲しいの。貴方あなたは……最初からそうするつもりだったんでしょう……？」

　やはり、答えの解り切った問いだった。それが解っていたからこそ、テレジアは今までルーディと共に『食鬼人イーター』の道を歩んできたのだ。

　ルーディは問いに答えなかったが、テレジアは尚なおも言葉を紡ぎ続ける。自分の心の内に宿ったどす黒いものを、残らず吐き出してしまおうとして。

「私は、テオを愛し続けるから……貴方が１００年かけてテオを苦しめる間、私はひとりぼっちのテオをずっとずっと愛するの。ほら、利害が一致したでしょ？」

「テレジア……」

　ルーディは静かに幼なじみの名前を呼ぶが、それ以上の言葉は何も出てこなかった。自分の中にある複雑な感情の正体がわからずに、テオに対してさらなる憎しみの想いが募つのり出す。

　それが、嫉妬であるとも気付かずに。

　自分の中で最後の支えだった幼なじみ。その心さえも奪った事に対する……全てを持つテオに対する、暗い嫉妬の炎ほのおだとも気付かずに。

　名前を呼ばれた彼女はしばし無言のままだったが……やがて、少年に対して笑みを浮かべ、静かにその手を差し出した。

「帰ろう。私達は、まだやり直せるよ……人生も、ルーディの復讐も……。私の愛も……」

「ああ……そうだね……」

　幼なじみの言葉に、ルーディは静かに自分の身体をテレジアに預けた。

　もはや、自分の姉を殺した幼なじみの言葉しか信じる事ができずに──

　彼女の胸に埋もれながら、ルーディは静かに涙を流し続けた。




　泣声一つあげず、

　嗚咽おえつの欠片かけらも漏らさず、

　静かに──ただ静かに涙を流し続けた。

　その身体からだに──激げき痛つうが走る。




「……!?」

　痛みの正体は、直ぐに理解できた。

　だが、どうしてそんな事になっているのか──それを理解する事ができなかった。

　自分の腹に、テレジアの右手が深く差し込まれている。

　冷たい感覚が背中をよぎる。どうやら、テレジアに鞭むちの穂ほ先さきの銀ぎん槍そうを突き刺されたらしい。

「テレ……ジア？」

　やはり……やはりテオを苦しめようとする自分を憎んでいたのだろうか？

　しかし、先刻の言葉が噓うそだとも思えない。混乱するルーディは、ただ前を見ようとして──テレジアの背後に、小こ柄がらな人ひと影かげが立っている事に気が付いた。

　真夜中の海岸で。たった一人で。今の状況を恐れる事も無く──少女が一人、立っていた。

　これはルーディは知らない事だが──夕方に子し爵しやくの許もとを客人として訪れ、祭りの直前にヴァルとぶつかり、夜には市長の前に現れて取引を持ちかけた、一人の少女が立っていた。

　そして──ルーディは、その少女を知っていた。

「きみ……は……」

　この島を訪れる数日前。

　廃はい坑こう道どうの中で、吸きゆう血けつ鬼き達を皆殺しにした際に、ただ一匹──自分が殺す事ができなかった吸血鬼。そして──テレジアが代わりに始し末まつすると言って──炭たん坑こうの奥へ────

　──まさか。

　痛みの間を縫ぬって、急激な不安が全身に脈打ち始める。

　そして、テレジアの瞳に目を移した時──不安は、歪いびつな現実となって少年に襲おそいかかった。

　テレジアの目は何ど処こか虚うつろで、まるでジグムントに操あやつられた島民達たちのように、ここではない何処かを見つめていた。

「……支配！」

　それに気付いた瞬間、ルーディの口から大量の血が吐き出され、テレジアの顔を赤く染める。

　ガクガクと震えだした足には、もはや自分の体重を支える力が残っていない。テレジアが腕を抜けば、即そく座ざに大地に倒れ伏してしまうだろう。

　そして……テレジアは容よう赦しやなくその手を抜いた。

　砂浜に身体が沈み込むような錯さつ覚かくを覚え──ルーディは重力に逆らう事ができなくなり、そのままうつぶせに倒れ伏す。

　まだ五感がはっきりと残っており、砂浜の冷たさと、自分の血の熱さ。そして、全身を突き抜ける痛みが……痛みだけが脳のう味み噌そを支配する。

「奪われる気持ちは……わかった？」

　完全に無力化したルーディに対して、初めて少女が言葉を紡つむぎ出した。

　見み下くだすような目め線せんで、明確な憎しみを籠こめて。

「……私がね、あの炭たん坑こうの本当の『中心』だったのよ」

　淡たん々たんと事実を語り出す少女。

「私はね。喧けん嘩かが弱い代わりに……『支配』だけは強力なの。一人だけなら、かすり傷を負わせるだけで支配する事もできるの。普段は忠ちゆう実じつな部下にボスの代わりをさせていたんだけど……まさか、あなたみたいな子に全ぜん滅めつさせられるなんてね……」

　もはやルーディに声は聞こえていなかったが、彼女は欠片かけらも気にしてはいないようだった。

「この子は、私を殺そうとした時……ごめんねって言って一瞬目めを伏せたのよ……。私は──その隙すきを逃さなかった。ただ、それだけの話なの」

　歩み寄った少女はテレジアの手についた血を舐なめ取ると──彼女は静かに笑い、今度はテレジアの顔についた返り血を、己の舌を這はわせて直接喉のどに流し込む。

「子し爵しやくとはちょっと古い仲で……だから……この島で復ふく讐しゆうを果たすには許可がいるからね……取引をしたの。貴方あなた達の情報を教える代わりに……貴方へ復讐する事をね。もちろん、島の人間には絶対手てを出さない事が条件だったけど」

　ルーディは知らなかった。今の妙みような吸きゆう血けつ行為に、一体なんの意味があるのかという事に。

　もっとも──知っていた所で、何も出来る事は無かったのだが。

　そんなルーディの背中を思い切り踏みつけると、少女は無む邪じや気きな笑顔で微笑ほほえみながら、表情からは考えられない程ほどに毒どく々どくしい口く調ちようで言葉を紡ぎ出す。

「……最後にいいことを教えてやるよぉ。さっきのテレジアの言葉は本ほん心しんさ。洞どう窟くつからあんたを逃がしたのも、全部全部全部本心だよ！　私が『支配』を発動させたのは、さっき、お前の腹を貫つらぬく一秒前からさ！　本当はもっと前から発動させるつもりだったんだけどね、うまいことここで二人っきりになってくれたから好こう都つ合ごうだったよ！」

　突とつ然ぜん口調を変えた少女は悦えつ楽らくにむせび狂い、ルーディの傷口へと己の爪つま先さきをねじ込んだ。

「ギヒャハハハハハハハハハハ！　泣け泣け泣け泣け泣け鳴け啼なけ哭なけ！　負け犬らしく遠とお吠ぼえみたいな命いのち乞ごいをしてみろよぉ？」

　しかし、既にルーディの身体からだは痛つう覚かくすらも失われ、彼の全身は反射行動すらをも放ほう棄きした。

　全く無反応な青年の姿を見て、少女はつまらなそうな顔で唾つばを吐く。

「あぁ？　もうイっちまったのかぁ？　……本当に本当に本当に本当に本ッッッッッッッ当につまんねえ奴やつだな最後の最後の最後までよぉ！」

　少女がルーディに止とどめを刺そうとした瞬間────




　それは、派は手でな音を立てて砂浜に打ち上げられた。

　全長５メートル程ほどの物体で、ビチビチといやな音をたてて砂浜の中心付近にまで乗り上げる。

　巨大なサメのような塊かたまりだったが、明らかにサメとは違う『何か』だった。

　魚としてはどこにも存在しない形だったし、なにより不ぶ気き味みだったのは、その目玉だった。

　まるで昆虫の複眼のように無数の目玉が張り付いて、直系40センチほどの巨大な目玉を造り上げている。腐った魚のような臭においが周囲を包み込み、気の弱い者ならば、この時点で吐くか意識を失っていてもおかしくはない。

　何かは完全に動かなくなったかと思うと──その背中が大きく割れ、中から黒い影が現れた。

　全身を黒い包ほう帯たいに包んだその存在は、首をグルグルと回しながら独り言を呟つぶやいた。

「疲れたなっと。マジで疲れたなっと」

　飄ひよう々ひようとした態度で砂浜に降り立つと、黒くろ包帯はそれまで自分を包み込んでいた怪かい魚ぎよを振り返り、重みのある声で、ただ一言を呟いた。

「……腐れ」

　次の瞬間、それまで生物の形を為なしていた肉と骨の塊が、皮の表面をボコボコと泡あわ立だてながら、まるで我われ先さきに腐らんという意志が働いているかのように自己崩ほう壊かいの道を辿たどり始めた。

　ドロドロに溶けた肉にく塊かいは、悪あく臭しゆうを放ちながら砂の中に染み渡り──やがて、単なる生ゴミの塊のようになって海辺の砂浜に朽くち果てた。

　自分の運び手の最後を看み取とるや否や、黒包帯は少女達の方へ振り返り、ギョロリと見開かれた目で二人の事を睨ねめ付ける。

「……見た？　君ら、いま何か見た？　忘れた方がいいよ。全部全部、忘れた方が」

　その目の奥にある光を見た瞬間、少女の全身に震えが走る。

　力を手にした事によって、もう二度と味わうまいと思っていた感情が、恐怖が、一いち陣じんの風となって彼女の脊せき髄ずいを吹き抜けた。

　──ヤバイ。

　圧倒的優ゆう位いに立っている筈はずの、たった今、『食鬼人イーター』を通してレリック・フォン・バルシュタインの力を奪ったばかりの自分が──いや、だからこそ、彼女の力は相手の危険を感じ取る。

　──この吸きゆう血けつ鬼きは、何かヤバイ。

　例え万ばん全ぜんの状態で闘ったとしても──黒包帯の吸血鬼は、レリックの力とは全く異い質しつの闘い方をするような、そんな不気味な雰ふん囲い気きを持ち合わせていた。

「……テレジア、行きましょう」

　黒包帯の不気味さに冷静さを取り戻し、スイッチが入ったように口く調ちようをしとやかな調子へと変へん貌ぼうさせる。その変わり身たるや、市長の表と裏の顔に差が感じられなくなる程ほどだった。

「……はい」

　支配された少女は虚うつろな目のまま頷うなずくと、少女の腕をとり──『食鬼人イーター』としての膂りよ力りよくで砂浜から駆け去った。

　自らが手を下した幼なじみには一いち瞥べつを送る事もなく、別れの言葉すら告げる事もなく──




　一方で──打ち捨てられたルーディは、既に心しん臓ぞうが停止していた。

　脳に血液が送られなくなり、あとは静かに意識の消失を待つのみだった。

　自分の【死】を確信し──少年の心は、不ふ思し議ぎと安らかな気持ちに包まれていた。

　──ああ、僕は……これで消えるんだ。やっと、やっと消えるんだ。

　不思議と穏おだやかな気持ちになり、彼の意識は自然と笑みを浮かべていた。テオへの憎しみや姉への負い目、そして自分自身への憤いきどおりが消える事が嬉うれしくて仕方がなかったのだ。

　──そうだ、僕はきっと、こうなる事を望んでいたのかもしれない。

　──僕は……自分自身を一番殺したかったんだ。

　──だから、これで……これでいいんだ。

　だが、もはや聴覚すらままならなくなり始めた脳のう味み噌そに──幻げん覚かくのように声が響ひびく。

「あれ？　これ、あれ？　ルーディじゃん？　ニーズホッグのルーディじゃん？　じゃあテレジア？　さっきのはテレジア？　やっべー。逃がしちゃったじゃん。やっべー」

　眼前に倒れる男が組織の人間だと気付き、ギャルドは面白そうにその体を引きずり起こした。

「つーか、死にかけてるよおい。なんで死にかけてるんだよオイ」

　持ち上げられたことにより、頭からさらに血が下がり──視し界かいが完全に黒く染まる。

「助けなきゃな、一いち応おう助けなきゃな！」

　体中の感覚がなくなったルーディは、自分が何をされているか気付かない。

　首くび筋すじのあたりから何かが流れ込んできたような気もするが、もはや温度すらも感じない。

　ただ──彼は聞いた。ギャルドの口から発せられた、ただ一つの命令を。

「……治れ」

　鼓こ膜まくではなく。脳でもなく。

　その言葉が届いた瞬間──彼の細胞の全てが、その命令を聞き受けた。




　そして、ルーディは目を覚ます。

　何が起こったのかも解わからないまま、彼は自分の全身を覆おおっていた傷が消え、痛みが完全に消えている事に気がついた。

「とりあえず、あれだ。とりあえずお前は俺の部下な。今日から俺の部下な」

　唐とう突とつにかけられた言葉に目を向けると、一度か二度だけ『組織』内で見たことのある吸きゆう血けつ鬼きが立っていた。かつてカルジミールから『奴やつには近づくな』と忠ちゆう告こくされていた相手だ。

「……死ねると思った？　事情はよく解わかんないけど、死んだら楽になれるとか思ってた？」

　まるで心を見み透すかしたかのように、黒くろ包ほう帯たいは淡たん々たんと言葉を紡つむぎ出す。

「駄だ目めだよ駄目。お前は犬。俺らの犬なのお前は。するもんじゃない、犬は自殺なんかするもんじゃあない。解る？　超ちよう解る？　罪なんだよ。『食鬼人イーター』は俺らにとって存在そのものが罪だ。吸きゆう血けつ鬼きを百人喰くらえば百人の吸血鬼を助けなきゃいけない。千人喰らえば千人分俺おれらの為ために働かなきゃいけない。償つぐないだよ、それが償い」

　──そんな。そんな！　僕は……僕は何ど処こまで……嫌だ！　殺して……殺してくれ！

　何か反論しようとした犬に対し、黒くろ包ほう帯たいは恍こう惚こつとした笑みを浮かべ、ただ淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

　犬を犬たらしめる為の呪じゆ縛ばくの言葉を、ただの一言で紡ぎ出す。

「……逃げるなよ？」

　その言葉が、細さい胞ぼうと魂たましいの隅すみ々ずみまで行き渡った瞬間──ルーディの脳のう裏りに、子し爵しやくの紡いだ文章が浮かび上がる。赤い文字で紡がれた、死刑宣せん告こくのような言葉の羅ら列れつ。

【君は既に、復ふく讐しゆうと償いの連れん鎖さに囚とらわれているのだから。……永遠にね】

　その意味に気付いた瞬間──一いつ騎き当とう千せんである筈はずの猟りよう犬けんは、悲しみの遠とお吠ぼえを海岸に響ひびかせる。

　だが……ギャルドはそんな叫びなど聞こえないとでも言うかのように、包帯の下で楽しげに口元を蠢うごめかせる。

「さてさて。教えて貰もらおうかな。状況を、この島で今何が起こっているのか、事件はどのぐらいゲルハルトさんが解決しちゃったのか、状況を事こと細こまかく教えてもらおうかな！」

　慟どう哭こくを突き抜けて来たその言葉は、ルーディの細胞に染み渡り──逆らう事を許さなかった。

「……語れ」




　しかしその時、ギャルド・リッツバーグは一つだけ見逃していた。

　彼が近づく直前。倒れ伏した『食鬼人イーター』に、一匹の蝙蝠こうもりが食らいついて血を啜すすっていた事を。

　少女の方は、その蝙蝠の存在に気付いていた。そして──直ぐに始し末まつするつもりだった。

　だが、ギャルドの乱入によってそれが不可能となり、ルーディの血をたっぷりと吸った蝙蝠は、無傷のまま大空に舞い上がる

　自らの鼓こ動どうを伝える身体からだへと。本来あるべき場所へと向かって────





†






ノイルベルク市し庁ちよう舎しや　市長室




「いつまでここにいる気だよ、手前てめえ」

「さぁな。ドロシーの姐あねさんから連絡が来るまでだ」

　完全にヴォッドを舐なめきった態度で、ブリジストンはヴォッドの顔も見ずに答えを返す。

「ちッ……」

　心しん底そこ嫌そうな顔をするヴォッドだったが──気分を変えようと思ったのか、窓まど際ぎわに立ってガラスを静かに開け放った。

　涼しげな風が市長室を通り抜け、ブリジストンはそこでようやくヴォッドの方に顔を向ける。「おいおい……蝙蝠こうもりになって逃げようとしたら、全部打ち落とすぜ。飛び降りても、地上に落ちる前に俺の弾だん丸がんが手前てめえを貫つらぬく。これはどうしようもない事実ってやつだ」

　ヘラヘラと語るブリジストンだったが──彼の金色の瞳は、窓の外に何かが飛んでいるのに気が付いた。

　それは、一見すると普通の蝙蝠だった。──眼球が、人間のそれと入れ替わってる以外には。

「メルヒルム……？」

　見覚えのある蝙蝠は、窓辺に立つヴォッドの影に隠かくれ──そして、そのままヴォッドの胸のあたりに吸い込まれていった。

「……？」

　今のは何だ？　市長に問いかけようとした、その瞬間──部屋の空気が、瞬しゆん時じに凍り付いた。

　まるで、さっきまで居なかった何かが現れたかのように。

「さて……」

　そして──ヴォッドはゆっくりと振り返ると──先刻と全く同じ言葉を吐き捨てた。

「いつまでここにいる気だよ……手前……」







　数秒後──

　市長室の窓が割れ、そこから一人の男が飛び出した。

　金髪碧へき眼がんの男は完全に意識を失っており、そのまま地面へと真まっ逆さかさまに落下する。

　その最後を見る事もせず──ヴォッドは今いまし方がた行使した、自分の力を顧かえりみる。

　仮にも幹部である男を、ほんの一瞬で屠ほふり去ったのだ。実際にはあのぐらいでは死なないだろうが、少なくとも負ける要素は欠片かけらも存在しなかった。

　どれほどに慢まん心しんを持とうが、相手を見み下くだしていようが、絶対に足下を掬すくわれないだけの力に溢あふれていた。

　そんな力を感じながら──ヴォッドはしかし、決して慢まん心しんしたりはしない。

　ただ、今は静かに笑う。

「くく……くくく……」

　這はい上がった感かん触しよくを確かめる為ために……静かに静かに笑い続けた。

「クハハハハハハ……ハハハハハハハ……ハハハハハハハ……ッ！」

　砕け散ったガラスの欠片は、地上に落下する前に無数の蝙蝠へと変へん化げする。

「スゲエな……力の使い方がどんどん頭ん中に入ってきやがる……ハハ……ハハハハハ！」

　そして──蝙蝠達たちは割れた窓ガラスへと密集し、次の瞬間には、ガラスは破壊前まえの姿へと完全に修しゆう復ふくされていた。




　レリック・フォン・バルシュタイン。

　吸きゆう血けつ鬼きの組織が長い年月をかけて生み出した一つの力の頂点。

　力を手に入れた自分の境きよう遇ぐうに酔い──

　ヴォッドは誰もいなくなった市長室の中で、声こえ高たからかに笑い続けた。

　これから這はい上がる事を思い続けて、

　子し爵しやくのいる場所へとたどり着く事を、強く胸に抱きながら──

　力を手に入れた強大な小こ物ものは、ただ、笑う。

　笑い続ける事以外、何もする事が思いつかなくて。




　そして、その笑いは島しま中じゆうに木霊こだまする。

　新たな力の誕生を告げる、一つの産うぶ声ごえのように。













エピローグＣ　昼と夜の狭間にて







ノイルベルク中央病院　外科病びよう棟とう




　事件のあった日から三週間。

　祭りは初日にこそトラブルがあった物の、それ以降は何事も無く狂乱の日々が続いていった。

　最終日を迎える頃には、初日のトラブルの事を気にする者は大だい分ぶ減り、子爵や城の吸血鬼達たちの存在を知っている人間は、空気を読んで初日の事は「祭りの演出だった」と伝え始めた。その言葉は祭りの熱狂に乗って際さい限げんなく広がり──騒ぎは少しずつ収束して行く。

　一方で、ミヒャエルはようやく一般病棟に移る事が許され、面会謝しや絶ぜつが解かれる事となった。

　それまでも吸血鬼達たちは構わず見舞いに来ていたのだが、流石さすがに悪化を畏おそれて派は手でに声をかけたりする事ができなかった。それが、ようやく躊躇ためらう事なく『見舞う』という行動を行う事ができるようになったのだ。

　知らせは風のように島を駆けめぐり──話を聞きつけた者達が、次々と病室を訪れる。

　昼間と夕方は、ミヒャエルの学校の友人や父母がひっきりなしに見舞いに訪れる。どうやら学友達には交通事故という事で押し通しているらしく、これと言って吸きゆう血けつ鬼きについて言げん及きゆうされる恐れはないようだ。もっとも、ミヒャエルは言及されても何も困らないのだが。

　寧むしろ両親をなだめるのにヒルダが苦労したようで、今度こそ島を出ると言った両親を説得したのは、ミヒャエル本人の『……前、父さん達がハンターなんか雇って大変な事になったろ？　だから、これでチャラって事にすればいいじゃん。っていうか、本当はこんなことでチャラになんかならないし、今回の件はフェレットは何も悪く無いんだから』という言葉だった。

　そして、両親達たちも帰り、面会時間の終了から就しゆう寝しんまでの僅わずかな時間──

　昼間とは別の見舞客きやくが、ミヒャエルの許もとを訪れる。




　時計の針が午後８時を回り、外がい来らい受付の明かりが消えた頃──驚く程ほど静かな病院の廊下に、数人で徒と党とうを組んで歩く吸血鬼達の姿があった。

「ミヒャエルの見舞いに行けっつわれて来たのはいいけどよ。俺ら一体なにすりゃいいんだよ」

「まあ、適当に見舞いの品物を置いてあげればいいんじゃない？」

「俺はエロ本を持ってきてやったが」

「成なる程ほど、ミヒャエルの枕まくら元もとにこっそり置くわけだ」

「それをフェレットが発見してしまうわけだ」

「パンチを食らうミヒャエル」「打ち所が悪くて傷が開くミヒャエル」「延びる入院期間」「責任を感じるフェレット」「毎日お見舞い」「深まる愛」「そしてエロ本よりも雅みやびな展開へ」「夜の特別荒あら療りよう治じってわけだ……」「入院中にラブ開始ぃぃぃーッ」「くくく……いいね」

　馬鹿丸まる出だしの会話をしながら、ミヒャエルの病室へと続く角を曲がると──そこには既に、数人の先客が存在した。レリックにヒルダ。道どう化け娘やゾブ婆ばあ、マジーの姿が見受けられる。

「あん？　なにやってん…………」

　尋たずね終わる前に、男は慌あわてて口を噤つぐむ。

　全員が鬼き気き迫る顔で振り向いて口元に人差し指を当てたジェスチャーをしてきたのだから。

その勢いたるや『静かに』ではなく『黙れ』と口で言われたかのような衝しよう撃げきを受け、吸血鬼達は足音すら立てないようにゆっくりと病室に近づいていく。

　そして──彼らの鋭い聴覚に、病室の中で交わされる会話が飛び込んだ。




「……僕は幸せだなあ。入院して良かった」

「何を馬鹿な事を言ってますの？」

「だってさ、フェレットにリンゴの皮を剝むいて貰もらえるなんて、これほど幸せな事が他にあるかい？」

「一般的な幸せを何一つ想像できないとは、随ずい分ぶんと発想力が貧困なんですのね……」

　病室の中では、ムスリとした少女が寝たきりの少年に対してリンゴの皮を剝むいている所だった。二人きりの空間で、どうにも微び妙みような空気が流れているのが現状だ。

　果物ナイフの扱いに余り長たけていないフェレットは、時とき折おり剝き残してしまう皮を見て、困ったような顔で果実にナイフを当て直す。

　その何気ない仕し草ぐさを見て、ミヒャエルはこの世の絶ぜつ景けいをまとめて見ているような、神こう々ごうしさすら感じる笑顔で呟つぶやいた。

「フェレットと一緒にいられる……それ以上の幸せなんて、俺には無くていいよ」

　いつも通りの言葉。

　普段ならここで皮ひ肉にくの一つでも返ってくるところだが──今日のフェレットは、何な故ぜか沈ちん黙もくを続けている。

　何かまずい事を言ったのだろうか。そう思ってベッドに横になったまま自分の言葉を省かえりみる。

　──もしかして寝ね言ごとで何か言っちゃったかな。いや待てよ、去年フェレットの姿をしたヴァルにキスされた事を未だに嫉しつ妬としてくれて……!?　困ったなあもう！　エヘヘヘヘヘヘ。

　だんだん妄もう想そうの域いきに入っていく回想をするミヒャエルだが──唐とう突とつに切り出されたフェレットの言葉に、彼は一気に現実へと引き戻された。

「……まだ、御礼を言っていませんでしたね」

「御礼……？」

「あの時……私を助けてくれた礼です……」

　──助けたってそんな。

　寧むしろ助けられたのは自分の方なのだ。何を言っているんだろうと思いながらも、フェレットの真剣な表情を見ると、ミヒャエルは何も言えなくなってしまう。

「……ありがとう」

　紡つむがれた言葉は──普段とは雰ふん囲い気きの違う、年とし相そう応おうの少女らしい言葉だった。

「本当にありがとう、ミヒャエル」

「……えッ……」

　普段は絶対に見せないような、少し恥じらうように顔をそらす少女の仕草。ミヒャエルはそれだけで顔を真っ赤にしてしまう。

　彼にしては珍しく、しばし軽かる口くちを忘れて沈黙してしまったのだが──やがていつもの笑顔を浮かべると、フェレットに対して真剣な声で問いかける

「じゃあ、さ。……御礼に、俺の頼みを一個聞いてくれるかな？」

　その言葉にフェレットはしばし戸と惑まどったが、

「……私にできる事なら」

「来年……二人で一緒に、カルナル祭に行かないか？」

「……本当に、欲がないんですのね」

　言葉は呆あきれたように言うが、フェレットの顔に──ほんの僅わずかに笑顔が浮かぶ。

「私は、貴方あなたのそういう所……」

　彼女はそこで一いつ旦たん言葉を止め、再びリンゴの皮を剝むき始める。

　そして──覚かく悟ごを決めたように、一度吞のみ込んだ言葉を吐き出しかけた、その瞬間──

　緊きん張ちようした彼女の聴覚は、周囲の音を全て拾い出す──ミヒャエルの心しん臓ぞうの鼓こ動どうも──廊下の外の面めん々めんが、ほんの僅かに息を吞む音さえも────

　──え？

　フェレットはそこでようやく廊下の外の気配に気付き、急激に立ち上がると、ナイフを持ったまま病室の扉をガラリと開く。




「あ……」




　そこには──後からやってきた人じん狼ろうや魔ま女じよ、私服のメイド達も含めて──三十人近くに及ぶ島の住人達が、病室の中の様よう子すに聞き耳を立てていたところだった。

「な……な……何をして……おりますの……？　お兄様……？」

　先頭に立っていたレリックは、生き恥はじここに極まれりと言った顔をしたフェレットから目を反らし、言い訳のように呟つぶやいた。

「えっと……たまたまみんなロビーで合流してさ！　今いま来て、今丁ちよう度どドアを開けるところだったんだよ？」

「お兄様……？」

　血が通常通りに循じゆん環かんしていない筈はずのフェレットの顔が、人間と同じようにみるみる真っ赤に染まっていく。何らかの精神的な作用が念ねん力りきで血液を動かしたのだろうか。そんな分ぶん析せきをする暇ひまもなく──少女の恥が怒りへと変わって行くのを感じていた。

「じゃ、俺らはこ、これで」

　居い候そうろうの吸きゆう血けつ鬼き達はそそくさと逃げだそうとしたのだが、その際さい人狼の一人とぶつかって、お見舞いの品を落としてしまう。

　吸血鬼の懐ふところから零こぼれた何冊かの本に、フェレットは無言のまま目を落とし──

　──大病院を舞台とした、猟りよう奇きな夜が幕を開けた。







「賑にぎやかってのはいいねえ」

　騒ぎを抜け出してベッドの横に来たレリックに、ミヒャエルはいつも通りの笑顔を向ける。満まん身しん創そう痍いの筈はずなのに、その笑顔には一点の曇りも無い。

「病院で騒ぐのはどうかと思うけどね……」

　レリックは心配そうに言葉を紡つむぐが、それほど騒音らしい騒音は起こっていなかった。現在は、無言のまま居い候そうろう達の首を締め上げるフェレットを、ヒルダと道どう化け娘が必死になだめているところだった。

「でも……体調はどうなの？」

「ん、右手と足があんま動かないだけだ」

　あまりにもいつも通りの口く調ちように、レリックは一瞬その言葉の重さに気付かなかった。

　一体どの程度の重さなのか、再び動くにはどれぐらいかかるのか、ミヒャエルの言葉からはまったく見けん当とうがつけられない。

「リハビリすれば、足は良くなるってさ。腕は……とにかく骨がくっつかないとなんとも言えないらしいや。ハハ。でも……このまま動かなくなっても、俺は右腕に御礼を言いたいぐらいだぜ？　だって、こいつが頑がん張ばってくれたから……フェレットと来年カルナル祭に行けることになったんだからな！」

「そんな……そんな事言うなよミヒャエル。動くようになるよ。だって……いつか、フェレットをモデルにした絵本を描くんだろ？」

　なんとか声をしぼりだすレリックに、いつもの通りの明るい声がかけられる。

「ハハ、もしも右手が動かなくなっても、そんときゃ左手で描くように練習するさ。左手で足りなきゃ、口に筆を咥くわえて描くよ。……俺の夢は、あんな鎧よろい野や郎ろうにやられたぐらいじゃ止められやしないんだからさ」

　それが強がりや自分に対する慰なぐさめではなく、純粋にフェレットの絵本を描きたいという想いに満ち溢あふれているのを感じとり、レリックは、それ以上容よう体だいについては何も言わなかった。

　ただ──フェレットの代わりにベッド横の椅い子すに座り、軽く頭を下げながら言葉を紡ぐ。

「ありがとう」

「なんだよ、レリックまで」

「フェレットの兄として……そして、バルシュタイン城の城主としても御礼を言わせてもらう。あと、もちろん友達としてもね……本当に、ありがとう」

　改まって御礼を言われたミヒャエルは、照れくさそうに目を反らすと、話題を反らすように相手の言葉について話を切り出した。

「そっか……よくわかんないけど、城主になったんだってな」

「まあ、特に生活は変わらないけどね」

「そういや子し爵しやくは？　引退したからって、城に引きこもってネット三ざん昧まいとか？」

「いや……父さんは、その……」

　少し困ったような顔をして、レリックは父親の所在について歯切れの悪い答えを返す。




「今ちょっと……この島にいないんだ」





†






パリ某ぼう所しよ　地下　大会議室




「さて……会議を始めようか」

「だから、なんで手前てめえが普通に仕切ってんだよカルジミール」

　布によって色分けされた椅い子すに、数十人の吸きゆう血けつ鬼きが座る会議室。

　いつもと同じように始めようとしたカルジミールにブリジストンのヤジが飛ぶが、彼はその声を完全に無視して話を進め始めた。

「おお……なんと、今日の会議の出席率は前回以上ではないか！　なるほど……ようやく皆も私の力を認め始めたというわけか。誰が真の支配者か理解したわけだ！　賢けん明めいな判断だと言っておこう……フフフ」

「なぁにが『フフフ』だこのボケ……畜ちく生しよう、手前とヴォッドはいつか絶対ぶっ殺すからな」

　ブリジストンはカルジミールの余よ裕ゆうに満ちた態度を見て、先月ヴォッドにやられた仕打ちを思い出したようだ。

　あの後、ブリジストンは兄によって回収されたのだが、帰りの船の中で終しゆう始し『放せぇぇぇ！　あの野郎をぶっ殺さなきゃ気が済まねぇぇぇッ！』と騒ぎまくって、『影』で押さえつけていた石いし橋ばしごと、港で警察に連れん行こうされるという事態になった。

　そんな事情を知ってか知らずか、カルジミールは余裕に満ちた表情で会議室の中を見渡した。

　殆ほとんど埋まった席の様よう子すを見て満足するが──空くう席せきの一つに赤色の布がかけてある事に気が付いた。

　──はて。赤の席など用意させた覚えは無いぞ。まったく忌いま々いましい。

　ゲルハルトの事を思い出し、苛いら立だたしげに椅子を撤てつ去きよさせようと口を開いた瞬間──

　橙オレンジの席に座っていたラティーシャが、突然立ち上がって会議室内に凛りんとした声を響ひびかせた。

「では、今日は諸君に新しい幹部を紹介する！」

「なに？」

　突然の展開に戸と惑まどうカルジミールを前に、会場内は割れんばかりの拍手に包まれる。

　少なくとも、カルジミールが今までに味わった事の無い量の拍手だった。それが気に入らなくて、ラティーシャに向かって威い圧あつ的に問いかける。

「なんだラティーシャ。私は聞いていないぞ？　新しい幹部などと！」

「当然だ。言った記き憶おくはない」

「き、きさま……」

　ラティーシャの態度に激げつ昂こうしかけていると──彼の視し界かいの隅すみに、妙みようなものが映り込んだ。

　空くう席せきにあった赤あか布ぬのが、突然蠢うごめきだしたのだ。しかも、明かりに照らされてその質しつ感かんが布とは全く違うものである事が解わかり……カルジミールはそのまま身体からだを強こわばらせた。

「ま……まさか……!?」

　違うものであってくれと願うカルジミールの想いを裏切るように、宙に浮き上がった赤い液体は、滑なめらかな動きで朗ろう々ろうとした文字を綴つづり出す。

【やあやあ！　久ひさ方かたぶりだね諸君！　おお……お初にお目にかかる者もいるようだ。ならば改めて挨あい拶さつさせて頂こう！　我が名はゲルハルト・フォン・バルシュタイン！　かつてこの組織に所属していた者だが、故ゆえあって暫しばらく身を退ひいていたのだよ。しかし、こうして無事に戻る事ができたからには、誠せい心しん誠せい意い組織の発展に尽くしていく所しよ存ぞん！】

　些いささか派は手で過ぎる挨拶に、会場内からは割れんばかりの拍手が湧わき起こる。

　子し爵しやくはその声援を受けながら──こっそりと紫むらさきの席の前で小さな文字を綴りだした。

【言った通りだろう？　メルヒルム。やはり直ぐに会う事となった】

　古くからの友人に対する挨拶を見て、メルヒルムは呆あきれ混じりの笑みを浮かべ、独り言のように呟つぶやいた。

「……非合理的な奴やつめ」




「きッ……きッ……聞いていないぞ!?」

　先刻よりも焦った口く調ちようで叫ぶカルジミールだが、会場内の吸きゆう血けつ鬼き達はだれも答えようとはしなかった。ジグムントは普ふ段だん会議に出席せず、ラティーシャは現在は子爵の側についているので実質的に味方は誰もいない状況となったのだ。

　代わりに、当の子爵だけがカルジミールに対してロシア語で文章を綴りあげる。

【いやあ、城主の座を息子むすこにゆずって暇ひまになったので、こちらの組織に復帰させて貰もらう事になったのだよ！】

「そんな話が納なつ得とくできるかぁ！」

【ちなみにカルジミール】

　相手の悲ひ壮そうな叫びは無視して、子爵は淡たん々たんと文章を紡つむぎ続ける。

【私は、君に対して全く怒っていないわけではない】

「なッ……」

　珍しく非難の意志を含んだ文を紡ぐ子爵に対し、カルジミールは幾いく分ぶん焦った声をあげる。

【だが、今は同じ組織の仲間だからな。憎しみを向けたりはしないさ】

「ふん……偽ぎ善ぜん者め……」

　子爵の言葉に安心したのか、カルジミールは途と端たんに余よ裕ゆうを取り戻し、サイコロのようにコロコロと表情を変えていく。

　だが──そんなカルジミールに対して、子爵は楽しそうに復ふく讐しゆうの言葉を紡ぎ出した。

【そうそう……今日も君が連絡ミスを起こしていたようなので、『黒』『鏡かがみ』『金』『銀』『真珠パール』『クリア』『セピア』の皆には、私から連絡しておいた！】

「……へ？」

　カルジミールがその言葉の意味を理解するよりも早く──彼の背中に、黒い包ほう帯たいに巻かれた右手が乗せられた。

「……なんで？　俺の席を用意してないのって、なんで？　席を、俺達の席を！」

「ギャ……ギャル……ド……ッ！」

　突然現れた『漆しつ黒こくの墓はか守もり』に声を浴びせられ、カルジミールは振り向く事もできないうちに固まってしまう。

「来てるよ、今日、他のみんなもばっちり来てるよ？　待ってるぞ？　廊下でお前の事を首を首を長く長あぁぁぁぁあくして待ってるぞ？」

　ギャルドの目には怒りの気配が色濃く漂っており、カルジミールは彼の背中越し──薄く開いた扉の奥に、会いたく無かった面めん々めんが恐ろしい程ほどの笑顔で立ち並んでいるのを確認する。

「おい、ギャルド」

　朦もう朧ろうと薄れゆく意識の中で、カルジミールは黄色の席の男の声を聞いていた。

「俺も混ぜろ」

　そんな弟の姿を見ながら、今回は加か勢せいの必要無なしと判断したのか──藍あい色の席に座っていた石いし橋ばしはカルジミールを哀あわれに想い、両掌てのひらを合わせて彼の冥めい福ふくを祈り始めた。

　祈るだけで、決して助けようとはしなかったのだが。

　廊下へ引きずられていくカルジミールを見て、ラティーシャは快感に身体からだを打ち振るわせる。

　要は──いつも通りの風景だった。




「なるほど、あれがゲルハルトか」

　廊下で始まった喧けん噪そうを聞きながら、『鈍にび色』のロマンスが異い形ぎようの巨体をギチギチと揺らしながら呟つぶやいた。

　そして、彼は傍かたわらに座る純白の吸きゆう血けつ鬼きに対し、子し爵しやくに対しての評価を言げん及きゆうする。

「……確かに、摑つかみ所の無い男だな」

　皮ひ肉にくとも賞しよう賛さんともとれる『鈍色』の言葉に対し……

　ドロシーは、最高の笑顔を見せて頷うなずいた。




「素す敵てきでしょう？」













エピローグＤ　そして、罪人は──







バルシュタイン城地下　研究棟とう




『博士……』

　研究室の大おお釜がまの前で、白い棺ひつぎは力なく呟つぶやいた。

　テオドシウスという本名を知っても。

　もう二度と、あの老人口く調ちようの奇き妙みような調子が戻ってこないと解わかっていても。

　全ての事情を聞かされた今でもやはり──教授にとって博士は博士でしかありえなかった。




　あの事件以い降こう、博士は研究棟の自分の部屋から出てこなくなった。

　食事を取る事もなく、血を啜すする事もなく。何日も何日も。

　心配した何人かが見に来た事もあったが、それにも博士は答えようとしなかった。




　教授がいよいよドアを叩たたき破る事を考え始めた時──部屋の中から目を真っ赤にした博士が姿を現した。

『は、博士!?　大丈夫ですか!?　しっかりして下さい！』

　ふらついた少年を慌あわてて支え、教授は近くにあった椅子に博士をゆっくりと座らせる。

「夢を……見てたんだよ」

　自じ虐ぎやく的に笑いながら、飲まず食わずでも死なない自分の身体からだを恨うらめしそうに見下ろした。

「僕がしてきた事を……僕が15年前からしてきた事を、ずっとずっと夢に見てたんだ。人を殺したり……血を啜すすったり……村を燃やしたり……それを見て笑ってたり……。最後に、僕は友達を……裏切ったんだ。笑いながら、笑いながら裏切ったんだ……ッ！」

『……』

「解わかってる。僕の罪は死んだ事で償つぐなえるものだなんて思ってない。でも、生きていても償えない。どう足あ搔がいても償えないなら……僕は苦しむだけ苦しんで、さっさとこの世から消えるべきなのかもしれない」

　自虐的な笑みは何い時つしか恐怖の涙に変わり、外見のままの少年のように、ボロボロボロボロと涙を零こぼす。

「だけど……助けたいんだ」

　涙ながらに──彼は、自分勝かつ手てな言葉を呟つぶやいた。

「ルーディとテレジアは……初めて僕の事を友達だって呼んでくれたんだ……。僕から裏切って全てを壊した事だけど……、だけど……もしも赦ゆるされるなら……」

　涙を必死で吞みこんで、目の前の棺ひつぎに、自分の罪を知らない相手に許しを請うテオドシウス。王様の耳を見た床屋が叫ぶように、自分の罪を知らぬ洞ほらに、自分の願いを呟いた。

「あの二人だけは……幸せになって欲しい」

『……どの口が言うんですか……最低ですよ、博士』

「……だろうね」

　突き放したような教授の言葉だが──博士はそれを、欠片かけらも否定しなかった。

「どんな事をしても償えないって解ってるのに……それでも僕は、判はん事じを求めてるんだ……。誰かに、誰かに僕を裁いて欲しくて、僕に罰を与えて欲しくて……。赦され……たくて……」




　かつて──子供の姿をした化ばけ物ものがいた。

　化物は破壊という酔いから醒さめた時、自分自身から呪のろいを受ける。

　呪いは彼から一つの現げん象しようを奪い去る。

　少年の世界から、『罰』を完全に奪い去る。

　もう二度と、罪を償う事のなきように。




　子供のままでいる事もできず。

　大人おとなになる事もできず。

　そのどちらでも無い場所で、化ばけ物ものは苦しみ続ける事となった。




　そして今、化物は──傍かたわらに棺ひつぎを置いて、自分の苦しみを吐と露ろし続ける。

　自分に与えられる罰を探し求めて、無意味な道を彷徨さまよい続ける。

　何な故ぜお前はまだ生きているのか。その誹そしりを自分の心から浴びせられながら。

　どんな罰も、償つぐないにはならないと知りながら──

『……博士は、一つ間違ってます』

　虚こ空くうを彷徨う博士の意識を呼び戻したのは、スピーカーから漏れる黄色い声だった。

『人を助けるのに──資格なんていらないです！　友達を救うのに赦ゆるしなんていらない！』

　棺かん桶おけは自分の救い主である少年に対して、強い精せい気きの籠こめられた言葉を紡つむぎ出す。

『だから……私にも……私にもッ！　博士を助けさせて下さい……！』

　それは力強い言葉だったが──博士の耳には、何故か彼女が泣いているような気がしてならなかった。涙るい腺せんも無いのに、表情を変える為ための筋肉も持たないのに、声は元気に満ちあふれているのに、博士は彼女が泣いているような気がしてならなかった。

『何も無い私にも……博士を助けさせて下さい……！』

　それは、自分の為に泣いてくれる者がいるという、都つ合ごうのいい妄もう想そうだったのだろうか。

　博士はその言葉を受け入れる事もはねつける事もできず──ただ、彼女の代わりに涙を流すように、再びボロボロと涙を零こぼす。




「……ありがとう」




　──どこに逃げても、同じ結果が待っているのに──自分にはまだ、誰かに手を伸ばす事ができる。例え赦されなくとも、手を伸ばす事ができるのだと、博士は静かに自分の想いを決意に変える。

　ルーディとテレジア。あの二人を救う事を、決して諦あきらめない事を。

　そして……その後に、全てを受け入れる事を。

　気がつくと、涙はいつしか涸かれていた。

「ありがとう、教授」

　もう一度だけ同じ事を呟つぶやいた後──




　罪人は、悲しい瞳で微笑ほほえんだ。










おまけ　読まなくても良い追記　とある市長の通話録




『──だから、あの黒くろ包ほう帯たいもカルジミールの組織の人間だとしたら……。手て駒ごまを……もっと手駒を集める必要があるんです。あの忌いま々いましい「組織」を……完全に滅ぼす為ために』

「……それで俺に電話を寄よ越こすたぁ、見み所どころはあるが舐なめてんのか？　俺も組織の一員なんだが」

『一度はテレジアの話と引き替えに、組織の情報を売ってくれたじゃないですか。それに……私の上にいる人は、カルジミールなんかよりも、よっぽど貴方あなたの為になる人間ですよ？』

「……いいかこの小しよう便べん臭くさい小こ生なま意い気きな小こ娘むすめ。手前てめえとはあくまであの取引だけの関係だ。しかも手前、あの変な黒いのが来なきゃ、俺の蝙蝠こうもりをぶち殺すつもりだっただろ？」

『そんな事ないよ？　酷ひどいよぅお兄ちゃん、私の事、そんな悪い子だと思って──』

「……俺の犯した罪の分まで地じ獄ごくの底まで悔くいて死ね」

『まって、切らないで！　……私達は、同じ力を得た仲間じゃないですか』

「……力を持つのは、一人だけで十分だ。つまり、お前とレリックは邪じや魔まなんだよ」

『全く同感です。気が合いますね。私も、貴方を利用するだけ利用して殺すつもりですよ？』

「そいつは奇き遇ぐうだな、俺は利用する前に殺すつもりだが。……確かに、気は合うな」

『とにかく、私達は「組織」も貴方もいずれ完全に始し末まつしますから、覚かく悟ごしておいて下さいね』

『……私も──負けず嫌いですから』
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成なり田た良りよう悟ご

↓読者の方からサングラスをプレゼントして頂きました。や、本当にありがとうございました!!　……つまり、読者から見た私はこういうイメージなんでしょうか。編集さんや絵師さんに「ククク……似合いますよ」と言われ、クククの意味が非常に気になる25歳。
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イラスト／エナミカツミ

フリーになって、イラストの描き方をいまさらながら本格的に勉強中。映画好きで、映画の登場人物のように見分けがつく人間の顔を描くのが目標。









[image: ]電撃文庫





ヴぁんぷ！III








成なり田た良りよう悟ご





発　行　　　　2014年12月18日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2005 RYOHGO NARITA





※2010年7月22日発行の電撃文庫『ヴぁんぷ！III』5版に基づき制作









[image: ]




item/image/t121.jpg
fito

-0 S MRT R O M






item/image/p241.jpg
_/§

:\’

WV

\
b
\/\\K





item/image/cover.jpg





item/image/p111.jpg





item/image/p315.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p192.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p347.jpg





item/image/p027.jpg
‘ lu,. WL o

II\‘|





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		７章　橙色は嬉々として



		８章　白雪姫は血に塗れ



		９章　悪の化身は微笑みながら



		10章　花は罪人の心を癒し



		11章　守り神は卵から生まれ出で



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p063.jpg





item/image/t416.jpg
[
R

AU AR Ao

& BRCRVRWY
4o O RSB U LIS
5. 42°
N—N—I O IO [D§
AQAPER VY — NS
=] A I S
642°

RI85° MRS
1) R4S ER-PHI D

B0 it
RRO g O 10

M D SR B2 Q7
SEBIC-DNE Owap
TR 0 B M) Dt fon—
...... WO IR I R
EESSBUE O e p
PP IKERI PR
DRIVLURERSS
N A8 R O T ) i
VR0 S RKL B
SR O

WL R

B SR R O K<
W0 PIRRTE> - s
N R BMEH A S0

Q4 O W 20RO R
B A®

£ GRerpbE# K<
AN QEERIND 5 Ar4n®
[§—57 BOKOLOEL
A AU O 10 4 |
...... QR b e

...... 6487 IERRR S
A RS EEER SR o
NINDNINAUHINv L X L4500
SV RWmsaEER V48N
AU HINUATE A

ANZeQRPT PO R
N =N S 46
B KEIM- I —






item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg
Ryohgo Narita

YINKLOHHKNRD

lllustration : Katsumi Ena

.

o

E

{
|
|






item/image/p213.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/p418.jpg
...... FHNKSHRW”
RieREk Y | RE<IKS48 O
420 QWP IE D —

...... YR A VRN Rl R
VEBR S 0T R
SML | S48 O RS I
R B~ 60 VBN Q
O EERRID © w7
111K O HIA VA

RREBYE —D LHI S 40
41 S RREHIR A B LHNAH O Y
RUSSQVE S w4 Q h)
Mty 50

ERHEVRS FEOR
FER [ERReR OLNE]
SOERQ N EIEIRIE U 4$ 501
Qv BE@SR

RSOV RS D
Arden®

AOBEUGET [RRA
_RYRE] ViIDeRULLESS
REBE VT m P
SRR ZO0RERQEN
HERSSWER D4 S INA R
— WD QBRI S
N Qe

A048 8 LRSI Ao
& SmUBERKL [
ESH-D W] R
JRAU K464

(g ool vEE oONE

EY o004 ¥ NRsE
R{ER Ao s HIAU 130 D B
| B8 —o

IR H AN R N rr XU
RAF KKK ALY
RN RTINK AN K
N — R — XUSARIE S Q
.T/I.

R < SHES T INK -~
WEORVEHFURS S
BREEPIEND (R —

L ORTE” HI-Q s@E DI
AW LIRS S
AT BHEKEE N o —
N OIREEEVS0 [Reeds
30— WEE LM RLBIE
0 (v QS






item/image/k003.jpg





item/image/p417.jpg
M4l— [PEHI%E—]

) © BN D4dIN
7 OVRRO [EH] s
ARSI IF ~ KNI SRR )
RS O W ke

e lEse [ om
W ROV [81a)
SIEWRLP LR —

V) VIR ST
SEREK

SEREOR S QEER O
FHVRR SN R S 4
R

+
R{MNURe—

RENE (PR —

Mafiley [EH{LE]

B IbEEQ [Yeia]
L QR ERY 21 N—°
[=#] QRohoUTe-
RRD 0 —RAE X
RN QEH B
BEREUDSVEZO -1
5 KNS IRV
NS OIS R
QN < QR Yy
OIS UESHER 05
U QKN one v+ 2

XE R Q miEWE S
{—eNANNA P AKX
RINT SREIER (1) —

o EQEITVOMVTRSRG ©

Wetlen [HRI0E]

IRl SEMELe
AR EOvELsWS
RARVKY (1] 1
EmIQ - BN T & ©

E W EE S I oB\ HUD
KO R——sem” 1T

SNz TS SVICES

BRI RO EE O B
| =08 EQEE ( © OV
B < QRENAOH
R QR

QUG (H) —





item/image/k006.jpg
.

Design by Yoshihiko Kamabe 6






item/image/k005.jpg





item/image/p415.jpg





item/image/p419.jpg
- B ERRE

SESKERRNHU %
BB SRR Y
LRSI R R
TLiWiLt ...... @

Y —INRUR OV
A =L = DA VR B
L — NN SRty
SV SPCIR T QRO RIS 58
B AP O RO
REQNQWRR V-4
~HIXU R U HRK S E IR
SWAQ A O 420

BS REWRVEKE
i BB UEIEQINF X

—10—

M NXURT Ao R
AP O O IETIRE QST
FURVRERSUY” OREY
RINT N D= X QUL
KL O Y0 3 482
BANCPIR SR AN S
A6 I —

5 Q2 2 QBRI
R £ U nEQEIUR®
ERUR OV S5
L 8mUR° HEw N
B A 50U O LERTR
FURUUEE U™ [ER
mik] QRIRIEYUR°
WO EEQEREIY
L PHBOILTNK~
S/ —— OV S (B

. |, -

BEEom) RIRS [HE
<o Sibl YV 08
BRK—] % K an—WiE
S AV O8I H AN RN
17 YU~Q°

IRRY” LR S )
Sl LB O 1 240
SIS | HRNVER Y
AR W ER D N O
LA R——KEMU R =R
AR IR S a6 D —

848497 B O N o058
RARANP A KEHB S

L —IN O I QB IR v

—12—





item/image/t093.jpg





item/image/t177.jpg
10
d 82
i€
&
i3
N
o
i
=
&
1






item/image/t331.jpg
/9 N\
o=

AEESHIEO S DR S






item/image/photo.jpg





item/image/t011.jpg
N BB ol ) D\

\






item/image/p173.jpg





item/image/t367.jpg
/A//////////ﬁ///%%%? ——






